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は
じ
め
に

　

今
日
の
宗
像
大
社
中
津
宮
に
お
い
て
は
、
八
月
七
日
に
七
夕
祭
が
行
わ
れ
て

い
る
。
旧
宗
像
郡
大
島
村
が
、
町
村
合
併
に
よ
り
宗
像
市
に
編
入
さ
れ
た
後
は
、

イ
ベ
ン
ト
の
「
大
島
七
夕
ま
つ
り
」
も
併
せ
て
行
わ
れ
る
よ
う
に
も
な
っ
て
い

る
。
本
稿
に
お
い
て
は
、
こ
れ
の
前
身
と
み
な
さ
れ
て
い
る
中
世
の
中
津
宮
の

七
夕
行
事
を
、
宗
像
宮
の
七
夕
行
事
に
位
置
付
け
な
が
ら
検
討
す
る
。
な
お
、

名
称
に
つ
い
て
は
当
時
に
準
じ
て
、
宗
像
大
社
に
つ
い
て
は
宗
像
宮
、
中
津
宮

に
つ
い
て
は
第
二
宮
本
社
と
す
る
。

　

第
二
宮
本
社
の
七
夕
行
事
の
初
出
は
、
「
正
平
二
十
三
年
年
中
行
事
」
で
、

「
七
夕
蟲
振
神
事
」
（
以
後
、
蟲
振
を
虫
振
と
す
る
）
と
見
え
る
。
こ
れ
に
つ

い
て
は
、
従
来
中
津
宮
の
七
夕
祭
の
ル
ー
ツ
と
考
え
ら
れ
、
「
虫
振
神
事
」
の

表
記
か
ら
農
業
に
関
わ
る
祭
事
か
と
の
推
測
が
な
さ
れ
た
こ
と
は
あ
っ
た
が
、

改
め
て
検
討
さ
れ
る
こ
と
が
な
か
っ
た
。
と
こ
ろ
が
、
古
く
『
宗
像
神
社
史
』

（
下
）
に
よ
る
と
、
「
虫
振
」
は
、
曝
涼
、
い
わ
ゆ
る
虫
干
し
で
あ
り
、
漢
土
の

風
習
を
移
入
さ
れ
た
も
の
と
す
る
（
宗
像
神
社
復
興
期
成
會
一
九
六
六
、
一
九

三
）
。
こ
の
風
習
は
、
古
く
日
本
に
も
伝
わ
り
、
有
職
故
実
書
の
「
西
宮
記
」

に
見
え
る
の
を
は
じ
め
、
公
家
・
武
家
・
社
寺
に
わ
た
っ
て
広
く
見
え
る
。

　

九
州
に
お
い
て
も
、
本
稿
で
取
り
上
げ
る
宗
像
宮
の
ほ
か
に
宇
佐
宮
に
見
え
、

現
在
の
宇
佐
神
宮
の
年
中
行
事
に
も
そ
の
痕
跡
を
残
す
。
そ
れ
は
「
虫
振
祭
」

と
い
わ
れ
、
「
風
除
祭
」
と
併
せ
て
八
月
七
日
に
行
わ
れ
て
い
る
。
宇
佐
神
宮

に
よ
る
と
、
こ
の
「
虫
振
祭
」
は
「
御
殿
内
の
装
束
及
び
宝
物
類
の
虫
干
し
を

行
う
神
事
」
と
し
、
「
風
除
祭
」
を
「
風
水
害
や
病
虫
害
か
ら
の
被
害
を
受
け

や
す
い
八
月
の
時
期
に
、
稲
や
農
作
物
の
安
全
な
生
長
を
祈
念
す
る
祭
典
」
と

す
る
。
こ
の
よ
う
に
、
虫
干
し
の
「
虫
振
祭
」と
、
農
耕
関
係
の
祈
念
の
「
風
除
祭
」

を
区
別
し
て
い
る
。

　

以
上
を
踏
ま
え
て
宗
像
宮
、
と
り
わ
け
大
島
の
第
二
宮
の
七
夕
行
事
の
変
遷

に
つ
い
て
の
考
察
に
入
っ
て
い
こ
う
。
ま
ず
、
第
一
章
で
は
、
初
期
の
第
二
宮

本
社
の
「
七
夕
祭
」
の
性
格
を
探
る
た
め
に
、
ま
ず
有
職
故
実
書
に
よ
っ
て
宮

中
の
、
そ
し
て
古
代
に
官
社
で
あ
っ
た
神
社
の
七
夕
行
事
に
つ
い
て
確
認
す
る
。

「
延
喜
式
」
に
見
る
と
お
り
、
宗
像
宮
は
古
代
に
お
い
て
は
官
社
に
数
え
ら
れ

た
。
官
社
は
、
七
世
紀
後
半
の
律
令
制
の
成
立
に
と
も
な
っ
て
、
中
央
政
府
の

命
に
も
と
づ
い
て
全
国
的
な
規
模
で
創
出
さ
れ
た
常
設
神
殿
を
も
っ
た
新
た
な

宗
教
施
設
で
、
こ
れ
を
も
っ
て
神
社
が
成
立
し
た
と
も
考
え
ら
れ
て
い
る
（
井

上
二
〇
一
一
、
二
六
）
。
こ
こ
で
成
立
し
た
神
社
で
は
、
ヤ
シ
ロ
や
モ
リ
と
い

っ
た
宗
教
施
設
と
は
異
な
っ
て
、
祭
祀
権
が
基
本
的
に
国
家
（
天
皇
）
の
手

に
独
占
さ
れ
、
性
格
も
大
き
く
異
な
っ
た
と
さ
れ
る
（
井
上
二
〇
一
一
、
二
七
）
。

そ
の
た
め
、
官
社
で
あ
っ
た
宗
像
宮
の
古
代
～
中
世
の
行
事
に
つ
い
て
は
、
一

般
的
な
官
社
の
行
事
を
知
る
こ
と
で
理
解
で
き
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　

第
二
章
で
は
、
第
一
章
で
明
ら
か
に
し
た
こ
と
を
も
と
に
、
宗
像
宮
の
七
夕

行
事
の
初
出
に
な
る
「
正
平
二
十
三
年
年
中
行
事
」
か
ら
、
宗
像
宮
の
虫
振
神

事
に
つ
い
て
明
ら
か
に
す
る
。
そ
し
て
、
そ
の
後
の
史
料
の
記
述
か
ら
、
こ
の

虫
振
神
事
が
ど
う
な
っ
て
し
ま
う
の
か
、
七
夕
行
事
の
そ
の
後
の
変
化
に
つ
い

て
検
討
す
る
。

　

第
三
章
で
は
、
大
島
の
第
二
宮
本
社
に
お
け
る
中
世
の
七
夕
行
事
に
つ
い
て

検
討
す
る
と
と
も
に
、
第
二
宮
本
社
の
祭
祀
組
織
に
迫
る
。
併
せ
て
、
宗
像
宮

の
そ
の
他
の
末
社
の
七
夕
行
事
も
紹
介
す
る
。
他
方
で
、
大
島
の
七
夕
行
事
に

つ
い
て
は
、
江
戸
時
代
の
地
誌
『
筑
前
国
続
風
土
記
』
に
紹
介
さ
れ
て
い
る
。

こ
こ
で
は
、
歌
学
書
の
引
用
が
な
さ
れ
て
い
る
。
果
た
し
て
、
こ
の
歌
学
書
の

記
述
を
そ
の
ま
ま
中
世
の
第
二
宮
本
社
の
七
夕
行
事
と
と
ら
え
て
よ
い
の
か
検

討
す
る
。

　

本
論
に
入
る
前
に
、
こ
こ
で
、
本
稿
で
主
に
用
い
る
宗
像
宮
の
文
書
、
「
正

平
二
十
三
年
年
中
行
事
」
と
「
応
安
神
事
次
第
」
に
つ
い
て
簡
単
に
紹
介
し
て

お
く
。
そ
の
他
の
史
料
に
つ
い
て
は
、
行
論
の
な
か
で
適
宜
紹
介
す
る
。
な
お
、

詳
細
に
つ
い
て
は
、
桑
田
和
明
や
『
宗
像
大
社
文
書
』
第
三
巻
を
参
照
し
て
い

た
だ
き
た
い
。

　

ま
ず
、
「
正
平
二
十
三
年
年
中
行
事
」
は
、
南
北
朝
の
騒
乱
の
只
中
の
正
平

二
十
三
年
（
一
三
六
八
）
の
成
立
で
、
本
社
以
下
各
社
の
目
録
を
あ
げ
、
つ
い

で
各
社
ご
と
に
年
中
行
事
の
月
日
と
名
称
を
あ
げ
て
い
る
（
桑
田
一
九
八
八
、

四
二
～
四
三
）
。
北
部
九
州
が
南
朝
勢
力
下
に
あ
っ
た
時
期
に
、
宗
像
宮
が
南

朝
勢
力
に
接
近
す
る
か
た
ち
で
神
社
の
興
隆
を
は
か
っ
た
証
左
と
み
な
す
べ
き

性
格
の
も
の
と
考
え
ら
れ
る
（
宗
像
大
社
文
書
編
纂
刊
行
委
員
会
二
〇
〇
九
、

七
一
六
）
。

　

「
応
安
神
事
次
第
」
は
、
原
本
は
現
存
せ
ず
、
最
古
の
甲
本
か
ら
癸
本
ま
で

の
六
本
の
伝
本
が
知
ら
れ
、
甲
本
か
ら
戌
本
ま
で
は
忌
子
祢
宜
家
で
あ
っ
た
深

田
家
の
子
孫
、
宗
像
氏
に
蔵
さ
れ
、
癸
本
は
宗
像
神
社
に
伝
来
し
た
（
桑
田
一

九
八
八
、
四
三
）
。
本
稿
で
取
り
上
げ
る
甲
本
と
乙
本
に
つ
い
て
は
、
甲
本
は

最
も
原
本
に
近
い
写
本
と
み
な
さ
れ
、
室
町
期
（
永
享
期
以
降
）
の
書
写
と
さ

れ
る
。
ち
な
み
に
甲
本
に
は
、
乙
本
と
比
較
し
て
欠
落
し
た
箇
所
が
み
ら
れ
る
。

乙
本
は
、
他
本
と
内
容
に
ち
が
い
が
見
ら
れ
、
甲
本
と
は
直
接
的
に
は
系
統
の

つ
な
が
ら
な
い
異
本
と
み
な
さ
れ
て
い
る
。
諸
所
に
は
、
本
文
と
同
筆
の
頭
書

が
あ
り
、
本
文
の
内
容
を
補
っ
て
い
る
が
、
他
本
に
は
見
ら
れ
な
い
独
自
の
記

事
も
少
な
く
な
く
、
ま
た
甲
本
の
記
事
を
脱
落
さ
せ
た
箇
所
も
あ
る
。
書
写
は
、

戦
国
時
代
を
下
ら
な
い
時
期
に
な
さ
れ
た
と
み
ら
れ
、
古
さ
も
甲
本
に
次
ぐ
と

さ
れ
る
（
宗
像
大
社
文
書
編
纂
刊
行
委
員
会
二
〇
〇
九
、
七
二
一
）
。

　

「
応
安
神
事
次
第
」
の
原
本
は
、
「
正
平
二
十
三
年
年
中
行
事
」
の
成
立
か

ら
七
年
後
の
応
安
八
年
（
一
三
七
五
）
三
月
十
七
日
に
、
宗
像
宮
の
年
中
行
事

の
引
付
が
度
々
の
争
乱
で
紛
失
し
た
の
で
、
大
宮
司
た
る
社
務
の
仰
せ
に
よ
っ

て
祝
詞
禰
宜
致
広
が
注
進
し
た
と
さ
れ
る
。
「
正
平
二
十
三
年
年
中
行
事
」
が

宮
社
ご
と
に
年
中
行
事
を
列
挙
し
て
い
る
の
に
対
し
、
「
応
安
神
事
次
第
」
は
、

す
べ
て
の
宮
社
の
年
中
行
事
を
月
日
順
に
並
べ
て
い
る
と
こ
ろ
に
大
き
な
ち
が

い
が
あ
る
（
宗
像
大
社
文
書
編
纂
刊
行
委
員
会
二
〇
〇
九
、
七
二
〇
）
。

　

第
一
章　

官
社
の
七
夕
行
事

　

七
夕
に
、
宇
佐
宮
に
て
虫
干
し
と
し
て
虫
振
を
行
っ
て
い
た
と
伝
え
ら
れ
て

い
る
こ
と
は
す
で
に
示
し
た
。
本
章
で
は
、
実
際
に
七
夕
に
行
事
と
し
て
虫
干

し
を
行
う
も
の
な
の
か
、
有
職
故
実
書
や
、
古
代
か
ら
中
世
に
か
け
て
官
社
と

さ
れ
た
神
社
の
記
録
類
か
ら
見
て
み
た
い
。

　
　

ⅰ
、
有
職
故
実
書
「
西
宮
記
」
に
見
え
る
七
夕
の
行
事

　

ま
ず
、
は
じ
め
に
で
触
れ
た
有
職
故
実
書
に
あ
た
る
「
西
宮
記
」
を
見
て
み

よ
う
。
「
西
宮
記
」
は
、
源
高
明
に
よ
っ
て
著
さ
れ
た
総
合
的
な
有
職
故
実
書

で
、
宮
廷
の
年
中
行
事
・
典
礼
・
装
束
・
制
度
な
ど
の
儀
式
次
第
が
記
さ
れ
て

い
る
。
多
く
の
古
記
・
旧
記
に
も
引
用
さ
れ
、
平
安
中
期
の
根
本
史
料
と
し
て

高
い
価
値
が
見
出
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
「
西
宮
記
」
の
七
月
七
日
条
に
、
次
の

よ
う
に
七
夕
行
事
の
記
事
が
見
え
る
。

　
　

七
日
、
内
膳
供
御
節
供
、

　
　

内
蔵
設
殿
上
酒
饌
。 

凉
御
調
度
。

　
　

蔵
人
所
人
等
凉
之
。　
　

 

凉
仁
壽
殿
御
屏
風
。

　

こ
こ
で
は
、
乞
巧
奠
と
は
別
に
、
節
供
と
、
調
度
や
仁
壽
殿
の
屏
風
を
広
げ

て
日
に
乾
か
す
こ
と
を
行
っ
て
い
る
。
次
に
「
江
家
次
第
」
を
見
る
と
、
や
は

り
七
月
七
日
条
に
は
、
乞
巧
奠
と
は
別
に
、
次
の
よ
う
な
こ
と
を
行
っ
て
い
る
。

　
　

同
日
（
七
月
七
日
）
拂
拭
御
物
事

　
　

鋪
廣
莚
於
清
凉
殿
孫
庇
、
風
戻
御
物
等
良
久
拂
拭
後
、
如
元
返
置
、
又
披

　
　

清
凉
・
仁
壽
・
宜
陽
殿
等
御
物
、

と
見
え
て
、
「
拂
拭
御
物
事
」
と
称
し
て
、
や
は
り
清
涼
殿
の
孫
庇
の
下
に
広

筵
を
敷
き
、
そ
こ
に
御
物
を
出
し
て
風
に
当
て
た
り
し
な
が
ら
拂
拭
い
た
り
す

る
旨
の
記
述
が
み
ら
れ
る
。

　

以
上
の
よ
う
に
、「
西
宮
記
」
や
「
江
家
次
第
」
か
ら
、
宮
中
に
お
い
て
は
、

七
夕
に
乞
巧
奠
と
は
別
に
、
屏
風
な
ど
の
御
物
を
外
に
出
し
、
風
に
当
て
日
に

乾
か
し
拂
い
拭
く
と
い
っ
た
虫
干
し
の
よ
う
な
こ
と
が
な
さ
れ
て
い
た
こ
と
が

分
か
る
。

　
　

ⅱ
、
官
社
の
七
夕
行
事

　

次
に
、
官
社
と
さ
れ
た
神
社
に
お
い
て
は
ど
う
だ
っ
た
で
あ
ろ
う
か
。
さ
き

に
紹
介
し
た
『
宗
像
神
社
史
』
に
は
、
美
保
神
社
の
虫
探
神
事
（
御
虫
干
）
と

厳
島
神
社
の
神
寶
晒
し
に
触
れ
ら
れ
て
い
た
。
そ
こ
で
、
こ
こ
で
は
そ
れ
以
外

の
出
雲
大
社
と
熱
田
神
社
の
七
夕
行
事
を
紹
介
し
た
い
。

　

そ
れ
で
は
、
ま
ず
出
雲
大
社
の
七
夕
行
事
を
見
て
み
よ
う
。
延
宝
七
年
（
一

六
七
九
）
に
書
か
れ
た
出
雲
大
社
の
祭
礼
・
年
中
行
事
の
一
覧
、
「
出
雲
大
社

年
中
行
事
」
に
は
、
次
の
よ
う
に
見
え
る
。

　
　

七
日　

大
祭
禮　
　
　

國
造
千
家
昇
殿
、

　

七
月
七
日
に
は
大
祭
礼
と
し
て
音
楽
を
鳴
ら
し
な
が
ら
宝
器
を
晒
し
て
い

る
。
そ
し
て
、
こ
こ
で
は
祭
祀
を
司
る
大
社
の
長
た
る
国
造
の
千
家
が
昇
殿
し

て
も
い
る
。

　

次
に
、
国
造
の
千
家
方
の
中
官
藤
間
大
蔵
に
よ
っ
て
書
か
れ
た
、
幕
末
頃
の

神
事
の
方
式
と
そ
こ
で
の
人
々
の
様
子
を
記
述
し
た
「
御
神
事
式
」
を
見
て
み

よ
う
。

　
　

七
日

　
　

一
、
今
日
御
蟲
干
御
神
事
也
、
別
火
殿
昇
殿
直
ニ
御
案
内
、
即
刻
御
昇
殿

被
遊
、
御
行
列
御
先
掃
除
番
・
御
鉾
傘
神
人
惣
出
・
被
官
三
十
人
・
長
絹
・

伶
人
・
中
官
・
上
官
・
随
身
左
右
・
御
輿
・
御
太
刀
持
・
近
習
・
近
習
格
・

　
　

御
沓
・
長
柄
等
也
、
御
昇
殿
之
節
樂
打
申
候
、
御
社
人
御
神
拜
、
小
内
殿

御
戸
開
被
遊
、
別
火
几
帳
被
引
申
候
、
夫
よ
り
御
上
并
上
官
中
も
御
祝
詞

有
之
事
、
相
濟
上
段
之
大
カ
ケ
バ
ン
も
下
段
ノ
大
カ
ケ
バ
ン
も
并
べ
、
夫

よ
り
御
神
寶
品
々
其
上
へ
出
し
蟲
干
之
事
、
扨
又
上
ニ
テ
ハ
御
當
宮
ノ
御

装
束
類
、
且
又
御
上
并
ニ
御
表
役
、
別
火
殿
御
立
會
に
て
御
證
文
并
御
書

類
ヲ
御
し
ら
べ
被
遊
候
事
、
萬
々
相
濟
、
奉
幣
有
之
候
へ
ハ
昇
殿
仕
事
相

濟
、
御
下
殿
之
事
、

　

こ
れ
に
よ
る
と
、
別
火
殿
に
昇
殿
す
る
と
、
案
内
が
出
て
昇
殿
す
る
。
そ
し

て
、
御
先
掃
除
番
・
御
鉾
傘
神
人
の
す
べ
て
・
被
官
が
三
十
人
・
長
絹
・
伶
人
・

中
官
・
上
官
・
随
身
左
右
・
神
輿
・
御
太
刀
持
・
近
習
・
近
習
格
・
御
沓
・
長

柄
等
と
大
規
模
な
行
列
が
組
ま
れ
る
。
ま
た
、
行
列
に
伶
人
（
音
楽
を
奏
す
る

人
）
が
見
え
る
が
、
昇
殿
の
と
き
に
は
楽
打
が
奏
さ
れ
る
。
そ
し
て
神
拝
が
な

さ
れ
、
国
造
で
あ
ろ
う
御
上
や
上
官
ら
に
よ
る
神
事
が
終
わ
っ
た
あ
と
に
、
神

宝
や
装
束
類
の
虫
干
し
が
な
さ
れ
る
。
ま
た
、
併
せ
て
證
文
や
書
類
を
調
べ
る

機
会
も
設
け
ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
七
月
七
日
の
虫
干
が
盛
大
な
儀
礼
で
あ

り
な
が
ら
も
、
そ
れ
だ
け
で
は
な
く
実
際
に
虫
干
し
や
證
文
、
書
類
の
確
認
が

な
さ
れ
る
と
い
っ
た
よ
う
に
、
実
質
的
な
機
能
を
も
っ
た
行
事
で
あ
っ
た
こ
と

が
分
か
る
。

　

次
に
、
熱
田
神
社
を
見
て
み
よ
う
。
文
明
十
七
年
（
一
四
八
五
）
の
「
文
明

十
七
年
年
中
行
事
」
で
は
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。

　
　

七
日 

供
御
并
御
サ
カ
シ
モ
ノ
、

　

こ
の
よ
う
に
、
七
月
七
日
に
、
供
御
と
と
も
に
「
サ
カ
シ
モ
ノ
」
と
い
う
こ

と
を
行
っ
て
い
る
。
こ
の
「
サ
カ
シ
モ
ノ
」
の
内
容
を
、
江
戸
時
代
の
成
立
と

時
代
が
下
る
が
、
「
熱
田
祭
奠
年
中
行
事
故
實
考
」
に
よ
っ
て
見
て
み
よ
う
。

　
　

七
日　

同
供
御
撤
、
神
寶
風
入
、
大
宮
司
参
向
、
辰
剋
大
宮
供
御 

梶
葉

　
　
　

麥
麺
、
瓜
、
神
寶
風
入
、
大
宮
司
参
向
、
文
明
記
云
、
七
月
七
日
、　

供

　
　
　

御
并
御
サ
カ
シ
モ
ノ
、

　

大
宮
司
が
参
向
し
、
朝
に
大
宮
の
内
陣
に
て
梶
の
葉
や
麦
麺
、
瓜
を
供
え
、

そ
れ
ら
を
撤
す
る
と
神
宝
に
風
を
入
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
や
は
り
虫
干
し
が

行
わ
れ
て
い
る
。

　

以
上
の
よ
う
に
、
七
月
七
日
に
は
虫
干
し
を
行
っ
た
。
と
く
に
神
社
に
お
い

て
は
、
こ
の
虫
干
し
の
儀
礼
に
国
造
や
大
宮
司
も
参
加
す
る
な
ど
、
重
要
な
儀

礼
と
み
な
し
て
い
た
こ
と
が
窺
え
た
。

　

第
二
章　

宗
像
宮
の
虫
振
神
事
に
つ
い
て

　
　

ⅰ
、
室
町
時
代
以
前
の
宇
佐
宮
の
虫
振
神
事

　

前
に
紹
介
し
た
よ
う
に
、
宇
佐
宮
と
宗
像
宮
で
は
、
と
も
に
七
月
七
日
の
行

事
を
虫
振
神
事
と
し
て
い
る
。
こ
こ
で
は
、
こ
の
う
ち
の
宇
佐
宮
の
虫
振
神
事

が
ど
う
い
っ
た
も
の
で
あ
っ
た
の
か
見
て
み
た
い
。

　

そ
れ
で
は
ま
ず
、
鎌
倉
末
期
こ
ろ
の
注
進
に
よ
る
と
推
定
さ
れ
る
「
宇
佐
宮

寺
年
中
行
事
一
具
勤
行
次
第
」
の
七
月
七
日
条
を
見
て
み
よ
う
。

　
　

（
七
月
）
七
日
、
同
御
炊
殿
節
供
、

　
　
　
　
　
　
　

祠
官
、
廳
内
以
下
神
官
束
帯
、

　

御
炊
殿
で
節
供
が
な
さ
れ
、
祠
官
神
官
が
束
帯
で
参
加
し
て
い
る
。
次
に
、

こ
の
七
夕
の
行
事
を
さ
ら
に
詳
し
く
見
る
た
め
に
、
大
宮
司
を
は
じ
め
神
官
の

動
き
を
主
に
記
す
「
宇
佐
宮
寺
年
中
月
並
神
事
」
と
、
享
徳
四
年
（
一
四
五
五
）

に
編
纂
さ
れ
た
「
宇
佐
宮
齋
會
式
」
を
見
て
み
よ
う
。

　
　

七
日 

虫
振
事
、
以
巳
剋
宮
司
以
下
参
御
炊
殿
申
行
之
、

　
　

一
、
同
七
日
虫
振
事

　
　
　

以
巳
剋
、
女
官
、
大
宮
司
、
次
官
、
廳
内
参
御
炊
殿
御
供
、

　
　
　

奉
備
御
幣
、
御
倉
進
、
祝
如
例
、
次
神
坏
一
渡
、
有
廳
座
酒
坏　

次

　
　
　

退
出
、

　　

こ
の
よ
う
に
、
七
月
七
日
に
「
虫
振
事
」
が
見
え
る
。
宇
佐
宮
で
は
、
現
在

に
虫
振
神
事
を
伝
え
る
。
残
念
な
が
ら
史
料
か
ら
は
虫
干
し
の
様
子
を
読
み
取

る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
前
に
述
べ
た
よ
う
に
、
「
御
殿
内
の
装
束
及
び
宝
物

類
の
虫
干
し
を
行
う
神
事
」
と
伝
え
て
い
る
。
参
加
者
に
つ
い
て
は
、
女
官
や

大
宮
司
、
次
官
、
宇
佐
宮
の
中
心
の
廳
内
神
官
た
ち
が
正
装
に
て
儀
礼
を
執
り

行
っ
て
い
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
出
雲
大
社
や
熱
田
神
社
同
様
に
、
神
社

の
長
の
参
加
す
る
重
要
な
儀
礼
に
位
置
付
け
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、
七
月
七
日
に
虫
干
し
で
あ
っ
た
と
伝
え
ら
れ
る
虫
振
神
事
を

行
っ
た
宇
佐
宮
も
、
出
雲
大
社
や
熱
田
神
社
と
同
様
に
、
大
宮
司
が
参
加
す
る

重
要
な
儀
礼
と
み
な
し
て
い
た
こ
と
が
窺
え
る
。

　
　

ⅱ
、
宗
像
宮
（
辺
津
宮
）
の
虫
振
神
事

　

そ
れ
で
は
、
い
よ
い
よ
宗
像
宮
の
虫
振
神
事
を
見
て
い
こ
う
。

　

宗
像
宮
の
虫
振
神
事
は
、
正
平
二
十
三
年
（
一
三
六
八
）
の
「
正
平
二
十
三

年
年
中
行
事
」
に
見
え
る
。
本
章
で
は
、
本
土
の
辺
津
宮
の
も
の
を
見
て
み
よ

う
。

　

辺
津
宮
は
、
惣
社
を
第
一
宮
、
中
殿
を
第
二
宮
、
地
主
神
を
第
三
宮
と
し
、

こ
れ
ら
が
併
立
し
て
い
た
（
宗
像
神
社
復
興
期
成
會
一
九
六
一
、
二
〇
一
～
二

〇
五
）
。
虫
振
神
事
は
、
七
月
七
日
に
こ
れ
ら
三
カ
所
の
そ
れ
ぞ
れ
で
行
わ
れ

た
。
こ
の
う
ち
第
一
宮
と
第
二
宮
に
つ
い
て
は
、
「
七
月
七
日
、
七
夕
蟲
振
神

事
　
　
　

」
と
見
え
る
。
第
三
宮
に
お
い
て
は
、
二
王
丸
役
の
御
供
の
み
で
、

実
相
院
に
よ
る
酒
肴
は
供
さ
れ
な
か
っ
た
。
つ
ま
り
、
虫
振
神
事
は
、
宗
像
宮

の
寺
家
の
一
と
み
ら
れ
る
二
王
丸
が
御
供
を
負
担
し
、
鎮
国
寺
を
構
成
す
る
五

支
院
の
一
の
実
相
院
が
酒
肴
を
負
担
し
た
こ
と
が
分
か
る
。

　

こ
の
「
正
平
二
十
三
年
年
中
行
事
」
に
お
い
て
は
、
儀
礼
に
大
宮
司
た
る
社

務
が
奉
仕
す
る
場
合
は
「
社
務
役
」
と
記
さ
れ
る
。
と
こ
ろ
が
、
こ
の
虫
振
神

事
に
は
「
社
務
」
は
見
え
ず
、
少
な
く
と
も
大
宮
司
の
奉
仕
す
る
儀
礼
に
は
位

置
付
け
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
が
分
か
る
。
こ
の
点
に
お
い
て
、
出
雲
大
社

や
熱
田
神
社
、
宇
佐
宮
と
は
対
照
的
と
い
え
る
。

　
　

ⅲ
、
宗
像
宮
（
辺
津
宮
）
に
お
け
る
七
夕
行
事
の
変
化

　

宗
像
宮
の
虫
振
神
事
が
、
そ
れ
ほ
ど
重
視
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と

は
、
次
の
こ
と
か
ら
も
窺
え
る
。

　

「
正
平
二
十
三
年
年
中
行
事
」
よ
り
後
の
「
応
安
神
事
次
第
」
で
は
、
虫
振

神
事
が
見
え
な
く
な
っ
て
し
ま
う
。
室
町
期
（
永
享
以
降
）
に
書
写
さ
れ
た
諸

伝
本
中
最
古
の
甲
本
に
は
（
宗
像
大
社
文
書
編
纂
刊
行
委
員
会
二
〇
〇
九
、
七

二
〇
～
七
二
一
）
、
七
夕
行
事
そ
の
も
の
が
見
え
な
い
の
だ
。
そ
の
後
の
七
夕

行
事
に
つ
い
て
は
、
戦
国
時
代
を
下
ら
な
い
時
期
に
書
写
さ
れ
た
乙
本
に
、
頭

書
の
か
た
ち
で
「
同
（
七
月
）
七
日
、
乞
巧
天
（
奠
）
三
社
祭
礼
」
が
よ
う
や

く
見
え
る
。
こ
こ
か
ら
も
、
宗
像
宮
で
は
、
出
雲
大
社
や
熱
田
神
社
と
は
異
な
っ

て
、
少
な
く
と
も
七
夕
の
行
事
が
そ
れ
ほ
ど
重
視
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
が

窺
え
る
。

　

ち
な
み
に
、
前
に
紹
介
し
た
よ
う
に
、
宮
中
で
は
、
乞
巧
奠
と
虫
干
し
と
は

区
別
さ
れ
て
な
さ
れ
て
い
た
。
従
っ
て
、
虫
振
神
事
と
乞
巧
奠
は
単
に
表
記
上

の
違
い
と
い
う
だ
け
で
は
な
く
、
虫
干
し
の
儀
礼
、
あ
る
い
は
虫
干
し
の
名
残

と
し
て
な
さ
れ
て
い
た
儀
礼
か
ら
、
乞
巧
奠
へ
と
、
行
事
そ
の
も
の
が
変
化
し

て
い
た
可
能
性
が
あ
る
。

　

七
夕
に
行
う
虫
干
し
は
、
熱
田
神
社
や
出
雲
大
社
に
見
た
よ
う
に
重
視
さ
れ

て
い
た
。
宗
像
宮
と
同
様
に
「
虫
振
神
事
」
と
し
た
宇
佐
宮
で
も
、
大
宮
司
が

祭
祀
を
司
る
重
要
な
行
事
に
位
置
付
け
ら
れ
て
い
た
。
こ
こ
で
は
、
現
在
に

至
っ
て
も
な
お
、
小
祭
と
し
な
が
ら
も
虫
振
祭
と
し
て
神
事
が
行
わ
れ
て
い
る
。

　

他
方
、
宗
像
宮
に
お
い
て
は
、
七
夕
行
事
が
重
視
さ
れ
ず
、
「
蟲
振
神
事
」

の
名
も
「
正
平
二
十
三
年
年
中
行
事
」
限
り
で
見
え
な
く
な
る
。
そ
の
後
、
七

夕
行
事
は
、
戦
国
時
代
に
書
写
さ
れ
た
と
み
ら
れ
る
「
応
安
神
事
次
第
」
乙
本

の
み
に
、
か
ろ
う
じ
て
頭
書
に
乞
巧
奠
が
見
え
る
。
と
こ
ろ
が
、
「
西
宮
記
」

や
「
江
家
次
第
」
に
は
、
乞
巧
奠
は
虫
干
し
と
は
区
別
し
て
記
述
さ
れ
て
お
り
、

こ
れ
ら
は
別
々
の
儀
礼
で
あ
っ
た
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、

「
正
平
二
十
三
年
年
中
行
事
」
か
ら
後
の
時
期
に
、
七
夕
行
事
そ
の
も
の
が
変

化
し
た
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。

　

第
三
章　

中
世
大
島
の
七
夕
行
事

　

第
二
章
ま
で
、
宗
像
辺
津
宮
の
七
夕
行
事
に
つ
い
て
見
て
き
た
が
、
本
章
で

は
大
島
に
あ
る
大
島
第
二
宮
本
社
の
七
夕
行
事
を
見
て
み
よ
う
。

　
　

ⅰ
、
大
島
第
二
宮
本
社
の
七
夕
行
事

　

中
世
大
島
の
七
夕
行
事
に
つ
い
て
は
、
「
正
平
二
十
三
年
年
中
行
事
」
に
見

え
る
。
こ
こ
に
は
、
「
七
月
七
日 

七
夕
蟲
振
神
事
」
と
見
え
、
辺
津
宮
と
同
様

に
虫
振
神
事
を
行
っ
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。
ち
な
み
に
、
沖
ノ
島
（
息
嶋
）

を
は
じ
め
、
ほ
か
の
末
社
に
は
虫
振
神
事
は
見
ら
れ
な
い
。
辺
津
宮
と
大
島
で

の
み
虫
振
神
事
を
行
っ
て
い
た
こ
と
に
な
る
。

　

そ
し
て
、
辺
津
宮
同
様
に
大
島
で
も
「
正
平
二
十
三
年
年
中
行
事
」
限
り
で

虫
振
神
事
は
見
え
な
く
な
っ
て
し
ま
う
。
天
文
二
十
二
年
（
一
五
五
三
）
の
「
大

島
第
二
宮
年
中
御
神
事
次
第
・
大
島
第
二
宮
年
中
御
供
米
之
事
」
に
は
、
「
七

月
、
七
夕　

御
神
事
」
、
「
七
月　

棚
機
御
供　

四
升
」
と
書
か
れ
て
お
り
、
単

に
七
夕
の
節
供
に
な
っ
て
い
る
。
ち
な
み
に
、
大
島
の
七
夕
行
事
は
、
天
正
十

四
年
（
一
五
八
六
）
に
、
宗
像
大
宮
司
氏
貞
逝
去
後
、
一
時
絶
え
る
が
、
元
禄

二
年
（
一
六
八
九
）
に
再
興
さ
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
大
島
第
二
宮
本
社
に
お

い
て
も
、
辺
津
宮
と
同
様
に
「
正
平
二
十
三
年
年
中
行
事
」
限
り
で
虫
振
神
事

は
見
え
な
く
な
り
、
七
夕
行
事
は
変
化
し
た
と
み
ら
れ
る
。

　
　

ⅱ
、
中
世
大
島
の
祭
祀
組
織

　

次
に
大
島
第
二
宮
の
諸
行
事
に
、
ど
う
い
っ
た
人
た
ち
が
関
わ
っ
て
き
た
の

か
考
え
て
み
よ
う
。

　

ま
ず
、
「
応
安
神
事
次
第
」
（
甲
本
）
の
、
辺
津
宮
の
二
月
の
「
春
大
祭
事
」

の
記
事
を
見
て
み
よ
う
。

　
　

一
、
春

大

祭

事
、 

政
所
有
大
飯

　
　
　

小
勝
浦
神
人
七
人　

大
島
神
人
七
人　
　

、

　
　
　

庭
ニ
テ
中
臣
祓
ア
リ
、
次
御
前
浜
ニ
テ
有
祓
、
祢
宜
魚
ヲ
釣
ル
、

　

こ
の
よ
う
に
、
「
春
大
祭
事
」
に
は
小
勝
浦
神
人
七
人
と
大
島
神
人
の
七
人

が
寄
り
合
っ
て
人
形
を
作
っ
て
い
る
（
桑
田
一
九
八
八
、
五
六
）
。
こ
こ
か
ら

大
島
に
は
七
人
の
神
人
が
存
在
す
る
こ
と
が
分
か
る
。

　

そ
れ
で
は
、
彼
ら
七
人
は
ど
の
よ
う
な
存
在
だ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
し

て
、ど
の
よ
う
に
行
事
に
関
わ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
見
て
み
よ
う
。
同
じ
く
「
応

安
神
事
次
第
」
に
、
十
二
月
二
十
五
日
の
政
所
九
間
社
（
辺
津
宮
）
の
八
女
神

事
（
八
乙
女
に
よ
る
神
楽
舞
）
の
記
述
が
み
え
る
。
こ
の
と
き
に
、
辺
津
宮
の

第
二
宮
の
眷
属
小
神
、
五
位
社
に
て
、
大
島
の
神
人
ら
に
よ
る
「
朸
折
」
の
儀

礼
が
行
わ
れ
て
い
る
。
「
朸
折
」
の
儀
礼
と
は
、
当
時
神
聖
な
呪
物
と
さ
れ
た

朸
（
唐
櫃
等
の
舁
ぎ
棒
）
を
祈
る
行
事
で
、
こ
れ
を
祈
る
こ
と
に
よ
っ
て
甲
乙

間
の
優
劣
・
勝
負
を
決
し
た
儀
礼
で
（
宗
像
神
社
復
興
期
成
會
一
九
六
六
、
二

五
五
、
宗
像
大
社
文
書
編
纂
刊
行
委
員
会
二
〇
〇
九
、
二
三
八
）
、
次
の
よ
う

な
人
た
ち
に
よ
っ
て
な
さ
れ
て
い
た
。

　
　

大
嶋
ノ
五
位
ノ
酒
肴
ア
リ
、
ア
フ
コ
ヲ
リ
ア
リ
、
ア
フ
コ
折

事
、
一
甲
斐

ト
嶋
ノ
弁
済
使
ト
両　

人
役
也
、
大
嶋
ノ
神
人
六
人
参
テ
歌
ヲ
ウ
タ
ウ
ナ

リ
、
嶋
ノ
御
神
楽
コ
ト
シ
、

　
　

神　

官
ウ
ケ
ノ
歌
ア
リ
、
如　

嶽　

祭
、

　

こ
の
よ
う
に
、
ま
ず
末
社
の
五
位
社
に
酒
肴
（
御
酒
大
瓶
一
、
魚
一
尾
）
を

供
え
る
。
次
に
一
甲
斐
と
弁
済
使
で
朸
折
の
役
を
務
め
る
。
そ
し
て
大
島
の
神

人
六
人
が
、
島
の
御
神
楽
の
よ
う
に
歌
う
。
最
後
に
辺
津
宮
の
側
の
神
官
が
ウ

ケ
ノ
歌
を
歌
う
。
ウ
ケ
ノ
歌
は
、
政
所
九
間
社
の
神
事
の
ほ
か
に
、
摂
末
社
の

嶽
祭
と
い
わ
れ
る
祭
り
で
歌
わ
れ
た
（
宗
像
神
社
復
興
期
成
會
一
九
六
六
、
二

四
六
）
。
ち
な
み
に
、
こ
の
儀
礼
に
つ
い
て
、
『
宗
像
神
社
史
』
は
、
「
沖
津
宮

と
中
津
宮
と
の
奉
仕
者
間
で
行
は
れ
、
そ
の
勝
負
に
よ
つ
て
、
兩
宮
奉
仕
者
の

優
劣
が
き
め
ら
れ
た
も
の
と
考
へ
ら
れ
る
（
宗
像
神
社
復
興
期
成
會
一
九
六

六
、
二
五
五
）
」
と
推
測
し
て
い
る
。

　

彼
ら
に
つ
い
て
の
詳
細
は
、
「
応
安
神
事
次
第
」
よ
り
も
時
代
が
下
る
も
の

の
、
「
宗
像
宮
御
廳
着
座
次
第
寫
」
に
よ
っ
て
明
ら
か
に
な
る
。

　

ま
ず
、
弁
済
仕
は
弁
済
仕
少
宮
司
と
さ
れ
、
併
せ
て
大
嶋
御
嶽
第
一
宮
御
燈

と
さ
れ
る
。
大
島
の
御
嶽
と
は
、
中
津
宮
の
後
ろ
に
聳
え
る
山
で
、
現
在
で
も

御
嶽
神
社
が
鎮
座
す
る
。
江
戸
時
代
に
は
、
山
上
の
神
社
が
本
社
に
移
さ
れ
て

し
ま
っ
て
い
た
よ
う
だ
が
、
里
人
に
天
照
大
神
と
言
わ
れ
て
い
た
と
い
う
。
そ

れ
以
前
に
は
、
「
大
島
御
嶽
三
所
大
菩
薩
」
と
さ
れ
た
こ
と
も
あ
っ
た
と
い

う 

。
実
際
に
、
御
嶽
は
霊
山
を
思
わ
せ
る
趣
が
あ
り
、
眺
望
に
お
い
て
優
れ
て

い
る
。
沖
ノ
島
は
も
ち
ろ
ん
、
本
土
の
側
を
望
め
ば
条
件
が
良
け
れ
ば
遠
く
田

川
郡
の
霊
峰
彦
山
（
英
彦
山
）
を
も
見
渡
す
こ
と
が
で
き
る
。
一
方
で
、
地
元

の
子
ど
も
た
ち
か
ら
は
、
怪
談
め
い
た
話
が
語
ら
れ
、
近
づ
き
た
く
な
い
場
所

と
も
さ
れ
る
。
祭
祀
が
な
さ
れ
る
特
別
の
場
で
あ
っ
た
と
す
る
「
記
憶
」
が
世

代
を
超
え
現
在
に
伝
え
ら
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　

弁
済
仕
は
、
一
般
的
に
は
「
弁
済
使
」
と
し
、
荘
園
で
課
役
を
勤
仕
さ
せ
る

た
め
に
設
置
さ
れ
た
と
さ
れ
る
。
従
っ
て
、
御
嶽
を
管
轄
す
る
神
官
で
あ
る
と

同
時
に
大
島
の
行
政
の
長
と
し
て
の
役
割
を
果
た
し
た
と
み
ら
れ
る
。

　

一
甲
斐
と
は
、
代
々
大
島
に
居
住
し
た
沖
津
宮
（
第
一
宮
本
社
）
奉
仕
の
社

家
で
あ
る
。
対
し
て
中
津
宮
（
第
二
宮
本
社
）
奉
仕
の
社
家
は
、
同
様
に
代
々

大
島
に
居
住
し
、
二
甲
斐
を
名
乗
っ
て
い
る
（
宗
像
神
社
復
興
期
成
會
一
九

六
六
、
五
二
六
～
五
三
三
）
。
そ
の
他
の
神
人
に
つ
い
て
は
、「
応
安
神
事
次
第
」

の
「
春
大
祭
事
」
に
は
七
人
と
見
え
、
「
朸
折
」
の
儀
礼
の
記
事
で
は
六
人
と

見
え
る
。
他
方
、「
宗
像
宮
御
廳
着
座
次
第
寫
」
に
は
目
原
・
立
石
・
大
嶋
・
今

里
・
江
坂
の
五
名
が
見
え
る
。
大
島
神
人
は
六
人
前
後
存
在
し
、
大
島
島
内
の

各
所
に
居
住
し
、
末
社
な
ど
に
奉
仕
し
て
い
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

　

こ
の
よ
う
に
、
大
島
に
は
、
行
政
官
と
神
官
を
兼
ね
た
よ
う
な
弁
済
仕
、
第

一
宮
本
社
（
沖
津
宮
）
に
奉
仕
し
た
一
甲
斐
、
第
二
宮
本
社
に
奉
仕
し
た
二
甲

斐
、
そ
し
て
六
人
前
後
の
神
人
が
存
在
し
、
役
割
を
分
担
し
な
が
ら
共
に
儀
礼

に
関
わ
っ
た
と
み
ら
れ
る
。

　
　

ⅲ
、
歌
学
書
に
見
え
る
大
島
の
七
夕

　

第
二
宮
本
社
の
境
内
に
、
い
つ
の
頃
か
ら
か
牽
牛
織
女
の
小
社
が
天
ノ
川
を

挟
ん
で
設
け
ら
れ
る
。
ち
な
み
に
、
天
ノ
川
は
、
御
嶽
の
下
に
源
流
を
も
ち
、

第
二
宮
本
社
（
中
津
宮
）
の
境
内
を
流
れ
る
川
で
あ
る
。
ま
た
同
じ
く
境
内
に

は
、
天
の
真
名
井
と
い
わ
れ
る
霊
泉
が
あ
っ
て
、
天
ノ
川
に
水
を
供
給
す
る
。

こ
れ
ら
の
小
社
に
つ
い
て
、『
筑
前
国
続
風
土
記
』
（
宗
像
郡
上
、
十
六
）
は
、

次
の
よ
う
に
紹
介
し
て
い
る
。

　
　

石
見
女
式
髄
脳
に
曰
、
筑
前
大
島
と
云
所
に
星
宮
と
て
有
、
川
を
隔
て

ゝ
宮
有
、
北
を
彦
星
の
宮
と
云
、
南
を
は
七
夕
宮
と
い
ふ
也
、
男
を
申
者

彦
星
の
宮
に
籠
り
、
女
を
申
者
は
七
夕
の
宮
に
籠
る
な
り
、
七
月
朔
日
よ

り
七
日
送
に
籠
り
て
、
川
中
に
三
重
の
棚
を
結
て
星
祭
を
し
て
、
三
の
手

洗
に
水
を
入
て
影
を
見
る
に
、
何
も
逢
へ
き
男
の
姿
手
洗
に
う
つ
れ
は
、

其
男
に
逢
へ
き
と
知
な
り
、
古
今
集
栄
雅
抄
に
曰
、
筑
前
國
大
島
の
星

の
宮
と
て
、
北
は
彦
星
を
い
わ
ひ
、
南
ハ
織
女
を
崇
む
、
二
社
の
間
に
川

有
、
天
の
川
と
名
付
く
、
女
を
得
ん
と
お
も
へ
は
織
女
の
宮
に
籠
り
、
男

を
得
ん
と
思
へ
は
彦
星
の
宮
に
籠
る
、
七
月
朔
日
よ
り
七
日
の
夜
半
に
至

り
、
河
中
に
棚
を
結
ひ
て
、
手
洗
上
中
下
三
に
水
を
入
て
、
上
中
下
に
男

の
名
を
書
て
祭
り
を
し
て
、
手
洗
に
う
つ
り
た
る
に
随
て
、
其
男
女
を
定

る
な
り
、
此
祭
り
お
せ
ん
と
て
、
河
原
に
た
ゝ
ぬ
日
ハ
な
し
と
い
へ
り
、

　

こ
の
よ
う
に
、
「
石
見
女
式
髄
脳
」
と
「
古
今
集
栄
雅
抄
」
の
二
つ
の
中
世

の
歌
学
書
を
引
用
し
て
い
る
。
ち
な
み
に
、
「
石
見
女
式
髄
脳
」
は
、
「
石
見
女

式
」
と
も
い
わ
れ
る
中
世
の
歌
学
書
で
、
こ
の
柿
本
人
麻
呂
の
娘
石
見
女
に
仮

託
し
著
さ
れ
て
い
る
。
両
部
神
道
や
二
条
家
歌
学
の
影
響
が
強
く
、
鎌
倉
時
代

末
期
以
後
の
成
立
と
み
ら
れ
る
。「
古
今
集
栄
雅
抄
」
は
、
中
世
の
和
歌
と
蹴
鞠

の
家
、
飛
鳥
井
家
の
飛
鳥
井
雅
親
（
栄
雅
、
一
四
一
七—

一
四
九
〇
）
が
、
『
古

今
和
歌
集
』
の
講
釈
を
聞
き
書
き
し
た
も
の
で
あ
る 

。

　

こ
れ
ら
二
つ
の
歌
学
書
に
よ
る
と
、
七
月
一
日
か
ら
七
日
ま
で
、
愛
し
い
男

性
と
出
会
い
た
い
と
思
う
人
は
彦
星
の
宮
（
牽
牛
社
）
、
愛
し
い
女
性
と
出
会

い
た
い
人
は
七
夕
宮
（
織
女
社
）
に
お
籠
も
り
を
し
、
河
中
に
棚
を
結
っ
て
タ

ラ
イ
に
水
を
張
り
男
女
の
仲
を
占
っ
た
と
す
る
。『
宗
像
神
社
史
』（
下
）
で
は
、

こ
れ
を
、
「
正
平
二
十
三
年
年
中
行
事
」
に
見
え
る
虫
振
神
事
と
と
も
に
行
わ

れ
た
「
特
殊
な
七
夕
神
事
」
と
み
な
し
て
い
る
（
宗
像
神
社
復
興
期
成
會
一
九

六
六
、
二
八
二
）
。
と
こ
ろ
が
、「
正
平
二
十
三
年
年
中
行
事
」
に
は
、
第
二
宮

本
社
の
境
内
社
と
し
て
五
位
社
、
大
宮
社
、
大
神
宮
社
、
河
上
社
、
御
衣
代
社
、

所
司
社
、
龍
王
者
、
年
所
社
、
止
〃
社
、
祝
詞
社
、
荒
熊
社
、
山
部
社
、
山
師
社
、

御
竈
社
、
君
達
社
、
草
上
社
、
天
宮
社
、
金
宮
社
、
御
船
漕
社
、
薭
和
社
、
四
道
社
、

朝
拜
社
、
風
隼
社
、
息
送
社
、
九
日
社
、
息
正
三
位
社
が
あ
が
っ
て
い
る
。
こ

の
よ
う
に
、
少
な
く
と
も
眷
属
社
二
十
六
社
の
な
か
に
数
え
ら
れ
る
社
に
は
牽

牛
や
織
女
に
関
わ
る
社
名
は
見
え
な
い
。『
宗
像
神
社
史
』（
上
）
に
よ
っ
て
も
、

当
時
に
お
け
る
両
社
の
存
在
に
つ
い
て
は
「
牽
牛
・
織
女
兩
社
の
祭
り
が
あ
つ

た
も
の
と
解
さ
れ
（
宗
像
神
社
復
興
期
成
會
一
九
六
一
、
五
六
二
）
」
る
と
、

あ
く
ま
で
推
測
の
域
を
出
な
い
。
そ
の
後
、
七
夕
行
事
に
つ
い
て
「
七
夕
」
や

「
棚
機
」
と
記
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
も
、
史
料
中
に
こ
う
し
た
特
殊
な
神
事

に
つ
い
て
の
記
述
は
見
え
な
い
。

　

他
方
、
歌
学
書
の
な
か
に
は
、
筑
前
（
筑
後
）
大
崎
星
宮
と
、
現
在
の
福
岡

県
小
郡
市
の
地
名
を
挙
げ
て
い
る
も
の
も
見
ら
れ
る
。
大
崎
は
現
在
の
福
岡
県

小
郡
市
に
あ
っ
て
、
七
夕
行
事
で
知
ら
れ
る
媛
社
神
社
が
鎮
座
す
る
。
や
は
り

こ
こ
に
お
い
て
も
、
大
島
同
様
に
実
際
の
川
（
宝
満
川
）
を
天
の
川
に
見
立
て

て
、
織
女
た
る
媛
社
神
社
の
対
岸
に
牽
牛
社
を
祀
り
、
彦
星
と
織
姫
の
七
夕
伝

説
を
再
現
す
る
か
た
ち
の
祀
り
方
に
な
っ
て
い
る
。
こ
の
大
崎
で
は
、
古
く
「
肥

前
国
風
土
記
」
に
織
女
神
が
見
え
る
が
、
そ
こ
に
見
え
る
織
女
神
は
、
媛
社
の

郷
に
あ
っ
て
非
常
に
荒
ぶ
る
神
で
あ
り
、
道
行
く
人
を
殺
し
た
り
し
た
と
い
う
。

こ
こ
か
ら
、
単
純
に
は
恋
愛
に
結
び
つ
く
よ
う
な
神
と
は
思
え
な
い
。
こ
の
荒

ぶ
る
神
が
織
女
と
さ
れ
た
の
は
、
「
肥
前
国
風
土
記
」
に
よ
る
と
、
宗
像
の
珂

是
古
な
る
人
物
が
、
織
物
の
女
神
の
織
女
で
あ
る
こ
と
を
示
し
た
こ
と
に
よ
る

と
い
う
。
ち
な
み
に
、
こ
の
媛
社
神
社
の
七
夕
行
事
が
有
名
に
な
っ
た
の
は
、

『
小
郡
市
史
』
は
江
戸
時
代
の
中
期
以
降
と
す
る
。
こ
の
こ
ろ
に
、
そ
れ
以
前

の
元
禄
十
年
（
一
六
九
七
）
に
は
岩
船
大
明
神
と
の
み
し
て
い
た
も
の
が
、
嘉

永
七
年
（
一
八
五
四
）
の
鳥
居
の
額
に
「
磐
船
神
社
」
に
加
え
て
「
棚
機
神
社
」

と
並
記
さ
れ
る
と
い
っ
た
祭
神
名
の
移
動
を
窺
わ
せ
る
こ
と
が
起
き
た
り
、
明

和
六
年
（
一
七
六
九
）
に
神
像
が
作
ら
れ
た
り
し
た
と
い
う
（
小
郡
市
史
編
集

委
員
会
一
九
九
八
、
七
六
五
）
。

　

い
ず
れ
に
し
て
も
、
歌
学
書
の
記
述
に
見
え
る
大
島
と
大
崎
の
双
方
に
七
夕

行
事
が
存
在
し
、
今
も
っ
て
ど
ち
ら
か
と
い
う
こ
と
が
は
っ
き
り
し
て
い
な

い
。
ど
ち
ら
に
し
て
も
、
歌
学
書
の
記
述
は
、
飛
鳥
井
家
の
よ
う
な
和
歌
の
家

や
和
歌
を
相
伝
す
る
人
た
ち
の
間
で
、
大
島
や
大
崎
と
い
っ
た
現
地
の
あ
り
様

や
信
仰
、
そ
の
他
の
伝
承
と
は
切
り
離
さ
れ
た
か
た
ち
で
独
り
歩
き
し
た
可
能

性
が
あ
る
。
他
方
、
現
地
の
大
島
や
大
崎
の
側
で
は
、
こ
う
し
て
和
歌
の
世
界

の
な
か
で
出
来
上
が
っ
た
歌
学
書
の
「
七
夕
」
が
、
そ
れ
を
知
っ
た
現
地
の
知

識
人
の
よ
う
な
人
た
ち
に
よ
っ
て
再
帰
的
に
受
け
入
れ
ら
れ
、
新
た
な
七
夕
と

し
て
定
着
し
て
い
っ
た
可
能
性
も
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
歌
学
書
の
七
夕
の
記
述

を
さ
ら
に
詳
し
く
理
解
す
る
こ
と
は
、
史
実
か
否
か
と
い
っ
た
こ
と
ば
か
り
で

は
な
く
、
歌
学
書
の
民
俗
へ
の
影
響
を
知
る
上
で
も
大
切
な
こ
と
で
は
な
か
ろ

う
か
。

　

お
わ
り
に

　

宮
中
や
官
社
で
あ
っ
た
神
社
で
は
、
七
月
七
日
に
虫
干
し
を
行
っ
て
い
た
。

こ
れ
ら
は
、
民
間
と
い
う
よ
り
は
、
例
え
ば
神
社
で
は
大
宮
司
が
祭
祀
を
司
る

な
ど
、
宮
中
や
神
社
に
お
け
る
重
要
な
行
事
と
し
て
な
さ
れ
て
い
た
。

　

九
州
に
お
い
て
は
、
宗
像
宮
や
宇
佐
宮
に
虫
振
神
事
が
見
ら
れ
た
。
宇
佐
宮

に
お
い
て
は
、
今
で
も
虫
振
祭
と
称
し
、
虫
振
神
事
を
ル
ー
ツ
と
す
る
神
事
を

行
っ
て
い
る
。
こ
の
宇
佐
宮
の
虫
振
神
事
は
、

中
世
以
前
に
お
い
て
は
、
大

宮
司
が
祭
祀
を
司
る
重
要
な
行
事
と
し
て
な
さ
れ
て
い
た
。
と
こ
ろ
が
、
宗
像

宮
で
は
大
宮
司
の
役
は
見
え
ず
、
正
平
二
十
三
年
（
一
三
六
八
）
の
「
正
平
二

十
三
年
年
中
行
事
」
限
り
で
見
え
な
く
な
る
。
扱
い
に
お
い
て
他
社
ほ
ど
重
視

さ
れ
て
は
い
な
か
っ
た
と
み
ら
れ
る
。

　

大
島
に
お
い
て
は
、
第
二
宮
本
社
で
辺
津
宮
と
同
じ
よ
う
に
当
初
は
「
蟲
振

神
事
」
と
し
て
七
夕
の
行
事
を
行
っ
た
が
、
や
は
り
こ
こ
で
も
虫
振
神
事
は
見

え
な
く
な
り
、「
七
夕
」
や
「
棚
機
」
、「
七
夕
棚
機
」
と
も
称
す
る
よ
う
に
な
っ

た
。

　

こ
の
よ
う
に
、
宗
像
宮
の
虫
振
神
事
は
、
中
央
の
影
響
を
受
け
た
官
社
の
行

事
を
起
源
に
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
と
こ
ろ
が
、
以
上
の
よ
う
に
他
の
官

社
に
く
ら
べ
、
こ
の
行
事
を
重
視
し
て
い
な
か
っ
た
と
み
え
、
そ
の
後
、
虫
振

神
事
は
見
え
な
く
な
っ
た
。

　

本
稿
で
は
、
大
島
の
祭
祀
組
織
に
つ
い
て
も
「
応
安
神
事
次
第
」
や
「
宗
像

宮
御
廳
着
座
次
第
寫
」
に
よ
っ
て
検
討
し
た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
中
世
の
大
島

に
は
、
神
事
に
関
わ
る
者
と
し
て
、
御
嶽
を
管
轄
す
る
神
官
で
あ
る
と
同
時
に
、

大
島
の
行
政
の
長
と
し
て
活
躍
し
た
と
み
ら
れ
る
弁
済
仕
少
宮
司
、
大
島
に
居

住
し
沖
津
宮
（
第
一
宮
本
社
）
に
奉
仕
し
た
社
家
一
甲
斐
、
中
津
宮
（
第
二
宮

社
）
に
奉
仕
し
た
二
甲
斐
、
そ
の
他
六
人
前
後
の
神
人
が
存
在
し
た
こ
と
を
確

認
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

　

以
上
か
ら
、
大
島
の
七
夕
行
事
は
、
民
間
か
ら
は
じ
ま
っ
た
と
言
う
よ
り

宗
像
宮
第
二
宮
本
社
に
お
け
る
虫
振
神
事
に
つ
い
て（

１
）

中　

村　
　

琢

《
調
査
報
告
》
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は
じ
め
に

　

今
日
の
宗
像
大
社
中
津
宮
に
お
い
て
は
、
八
月
七
日
に
七
夕
祭
が
行
わ
れ
て

い
る
。
旧
宗
像
郡
大
島
村
が
、
町
村
合
併
に
よ
り
宗
像
市
に
編
入
さ
れ
た
後
は
、

イ
ベ
ン
ト
の
「
大
島
七
夕
ま
つ
り
」
も
併
せ
て
行
わ
れ
る
よ
う
に
も
な
っ
て
い

る
。
本
稿
に
お
い
て
は
、
こ
れ
の
前
身
と
み
な
さ
れ
て
い
る
中
世
の
中
津
宮
の

七
夕
行
事
を
、
宗
像
宮
の
七
夕
行
事
に
位
置
付
け
な
が
ら
検
討
す
る
。
な
お
、

名
称
に
つ
い
て
は
当
時
に
準
じ
て
、
宗
像
大
社
に
つ
い
て
は
宗
像
宮
、
中
津
宮

に
つ
い
て
は
第
二
宮
本
社
と
す
る
。

　

第
二
宮
本
社
の
七
夕
行
事
の
初
出
は
、
「
正
平
二
十
三
年
年
中
行
事
」
で
、

「
七
夕
蟲
振
神
事
」
（
以
後
、
蟲
振
を
虫
振
と
す
る
）
と
見
え
る
。
こ
れ
に
つ

い
て
は
、
従
来
中
津
宮
の
七
夕
祭
の
ル
ー
ツ
と
考
え
ら
れ
、
「
虫
振
神
事
」
の

表
記
か
ら
農
業
に
関
わ
る
祭
事
か
と
の
推
測
が
な
さ
れ
た
こ
と
は
あ
っ
た
が
、

改
め
て
検
討
さ
れ
る
こ
と
が
な
か
っ
た
。
と
こ
ろ
が
、
古
く
『
宗
像
神
社
史
』

（
下
）
に
よ
る
と
、
「
虫
振
」
は
、
曝
涼
、
い
わ
ゆ
る
虫
干
し
で
あ
り
、
漢
土
の

風
習
を
移
入
さ
れ
た
も
の
と
す
る
（
宗
像
神
社
復
興
期
成
會
一
九
六
六
、
一
九

三
）
。
こ
の
風
習
は
、
古
く
日
本
に
も
伝
わ
り
、
有
職
故
実
書
の
「
西
宮
記
」

に
見
え
る
の
を
は
じ
め
、
公
家
・
武
家
・
社
寺
に
わ
た
っ
て
広
く
見
え
る
。

　

九
州
に
お
い
て
も
、
本
稿
で
取
り
上
げ
る
宗
像
宮
の
ほ
か
に
宇
佐
宮
に
見
え
、

現
在
の
宇
佐
神
宮
の
年
中
行
事
に
も
そ
の
痕
跡
を
残
す
。
そ
れ
は
「
虫
振
祭
」

と
い
わ
れ
、
「
風
除
祭
」
と
併
せ
て
八
月
七
日
に
行
わ
れ
て
い
る
。
宇
佐
神
宮

に
よ
る
と
、
こ
の
「
虫
振
祭
」
は
「
御
殿
内
の
装
束
及
び
宝
物
類
の
虫
干
し
を

行
う
神
事
」
と
し
、
「
風
除
祭
」
を
「
風
水
害
や
病
虫
害
か
ら
の
被
害
を
受
け

や
す
い
八
月
の
時
期
に
、
稲
や
農
作
物
の
安
全
な
生
長
を
祈
念
す
る
祭
典
」
と

す
る
。
こ
の
よ
う
に
、
虫
干
し
の
「
虫
振
祭
」と
、
農
耕
関
係
の
祈
念
の
「
風
除
祭
」

を
区
別
し
て
い
る
。

　

以
上
を
踏
ま
え
て
宗
像
宮
、
と
り
わ
け
大
島
の
第
二
宮
の
七
夕
行
事
の
変
遷

に
つ
い
て
の
考
察
に
入
っ
て
い
こ
う
。
ま
ず
、
第
一
章
で
は
、
初
期
の
第
二
宮

本
社
の
「
七
夕
祭
」
の
性
格
を
探
る
た
め
に
、
ま
ず
有
職
故
実
書
に
よ
っ
て
宮

中
の
、
そ
し
て
古
代
に
官
社
で
あ
っ
た
神
社
の
七
夕
行
事
に
つ
い
て
確
認
す
る
。

「
延
喜
式
」
に
見
る
と
お
り
、
宗
像
宮
は
古
代
に
お
い
て
は
官
社
に
数
え
ら
れ

た
。
官
社
は
、
七
世
紀
後
半
の
律
令
制
の
成
立
に
と
も
な
っ
て
、
中
央
政
府
の

命
に
も
と
づ
い
て
全
国
的
な
規
模
で
創
出
さ
れ
た
常
設
神
殿
を
も
っ
た
新
た
な

宗
教
施
設
で
、
こ
れ
を
も
っ
て
神
社
が
成
立
し
た
と
も
考
え
ら
れ
て
い
る
（
井

上
二
〇
一
一
、
二
六
）
。
こ
こ
で
成
立
し
た
神
社
で
は
、
ヤ
シ
ロ
や
モ
リ
と
い

っ
た
宗
教
施
設
と
は
異
な
っ
て
、
祭
祀
権
が
基
本
的
に
国
家
（
天
皇
）
の
手

に
独
占
さ
れ
、
性
格
も
大
き
く
異
な
っ
た
と
さ
れ
る
（
井
上
二
〇
一
一
、
二
七
）
。

そ
の
た
め
、
官
社
で
あ
っ
た
宗
像
宮
の
古
代
～
中
世
の
行
事
に
つ
い
て
は
、
一

般
的
な
官
社
の
行
事
を
知
る
こ
と
で
理
解
で
き
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　

第
二
章
で
は
、
第
一
章
で
明
ら
か
に
し
た
こ
と
を
も
と
に
、
宗
像
宮
の
七
夕

行
事
の
初
出
に
な
る
「
正
平
二
十
三
年
年
中
行
事
」
か
ら
、
宗
像
宮
の
虫
振
神

事
に
つ
い
て
明
ら
か
に
す
る
。
そ
し
て
、
そ
の
後
の
史
料
の
記
述
か
ら
、
こ
の

虫
振
神
事
が
ど
う
な
っ
て
し
ま
う
の
か
、
七
夕
行
事
の
そ
の
後
の
変
化
に
つ
い

て
検
討
す
る
。

　

第
三
章
で
は
、
大
島
の
第
二
宮
本
社
に
お
け
る
中
世
の
七
夕
行
事
に
つ
い
て

検
討
す
る
と
と
も
に
、
第
二
宮
本
社
の
祭
祀
組
織
に
迫
る
。
併
せ
て
、
宗
像
宮

の
そ
の
他
の
末
社
の
七
夕
行
事
も
紹
介
す
る
。
他
方
で
、
大
島
の
七
夕
行
事
に

つ
い
て
は
、
江
戸
時
代
の
地
誌
『
筑
前
国
続
風
土
記
』
に
紹
介
さ
れ
て
い
る
。

こ
こ
で
は
、
歌
学
書
の
引
用
が
な
さ
れ
て
い
る
。
果
た
し
て
、
こ
の
歌
学
書
の

記
述
を
そ
の
ま
ま
中
世
の
第
二
宮
本
社
の
七
夕
行
事
と
と
ら
え
て
よ
い
の
か
検

討
す
る
。

　

本
論
に
入
る
前
に
、
こ
こ
で
、
本
稿
で
主
に
用
い
る
宗
像
宮
の
文
書
、
「
正

平
二
十
三
年
年
中
行
事
」
と
「
応
安
神
事
次
第
」
に
つ
い
て
簡
単
に
紹
介
し
て

お
く
。
そ
の
他
の
史
料
に
つ
い
て
は
、
行
論
の
な
か
で
適
宜
紹
介
す
る
。
な
お
、

詳
細
に
つ
い
て
は
、
桑
田
和
明
や
『
宗
像
大
社
文
書
』
第
三
巻
を
参
照
し
て
い

た
だ
き
た
い
。

　

ま
ず
、
「
正
平
二
十
三
年
年
中
行
事
」
は
、
南
北
朝
の
騒
乱
の
只
中
の
正
平

二
十
三
年
（
一
三
六
八
）
の
成
立
で
、
本
社
以
下
各
社
の
目
録
を
あ
げ
、
つ
い

で
各
社
ご
と
に
年
中
行
事
の
月
日
と
名
称
を
あ
げ
て
い
る
（
桑
田
一
九
八
八
、

四
二
～
四
三
）
。
北
部
九
州
が
南
朝
勢
力
下
に
あ
っ
た
時
期
に
、
宗
像
宮
が
南

朝
勢
力
に
接
近
す
る
か
た
ち
で
神
社
の
興
隆
を
は
か
っ
た
証
左
と
み
な
す
べ
き

性
格
の
も
の
と
考
え
ら
れ
る
（
宗
像
大
社
文
書
編
纂
刊
行
委
員
会
二
〇
〇
九
、

七
一
六
）
。

　

「
応
安
神
事
次
第
」
は
、
原
本
は
現
存
せ
ず
、
最
古
の
甲
本
か
ら
癸
本
ま
で

の
六
本
の
伝
本
が
知
ら
れ
、
甲
本
か
ら
戌
本
ま
で
は
忌
子
祢
宜
家
で
あ
っ
た
深

田
家
の
子
孫
、
宗
像
氏
に
蔵
さ
れ
、
癸
本
は
宗
像
神
社
に
伝
来
し
た
（
桑
田
一

九
八
八
、
四
三
）
。
本
稿
で
取
り
上
げ
る
甲
本
と
乙
本
に
つ
い
て
は
、
甲
本
は

最
も
原
本
に
近
い
写
本
と
み
な
さ
れ
、
室
町
期
（
永
享
期
以
降
）
の
書
写
と
さ

れ
る
。
ち
な
み
に
甲
本
に
は
、
乙
本
と
比
較
し
て
欠
落
し
た
箇
所
が
み
ら
れ
る
。

乙
本
は
、
他
本
と
内
容
に
ち
が
い
が
見
ら
れ
、
甲
本
と
は
直
接
的
に
は
系
統
の

つ
な
が
ら
な
い
異
本
と
み
な
さ
れ
て
い
る
。
諸
所
に
は
、
本
文
と
同
筆
の
頭
書

が
あ
り
、
本
文
の
内
容
を
補
っ
て
い
る
が
、
他
本
に
は
見
ら
れ
な
い
独
自
の
記

事
も
少
な
く
な
く
、
ま
た
甲
本
の
記
事
を
脱
落
さ
せ
た
箇
所
も
あ
る
。
書
写
は
、

戦
国
時
代
を
下
ら
な
い
時
期
に
な
さ
れ
た
と
み
ら
れ
、
古
さ
も
甲
本
に
次
ぐ
と

さ
れ
る
（
宗
像
大
社
文
書
編
纂
刊
行
委
員
会
二
〇
〇
九
、
七
二
一
）
。

　

「
応
安
神
事
次
第
」
の
原
本
は
、
「
正
平
二
十
三
年
年
中
行
事
」
の
成
立
か

ら
七
年
後
の
応
安
八
年
（
一
三
七
五
）
三
月
十
七
日
に
、
宗
像
宮
の
年
中
行
事

の
引
付
が
度
々
の
争
乱
で
紛
失
し
た
の
で
、
大
宮
司
た
る
社
務
の
仰
せ
に
よ
っ

て
祝
詞
禰
宜
致
広
が
注
進
し
た
と
さ
れ
る
。
「
正
平
二
十
三
年
年
中
行
事
」
が

宮
社
ご
と
に
年
中
行
事
を
列
挙
し
て
い
る
の
に
対
し
、
「
応
安
神
事
次
第
」
は
、

す
べ
て
の
宮
社
の
年
中
行
事
を
月
日
順
に
並
べ
て
い
る
と
こ
ろ
に
大
き
な
ち
が

い
が
あ
る
（
宗
像
大
社
文
書
編
纂
刊
行
委
員
会
二
〇
〇
九
、
七
二
〇
）
。

　

第
一
章　

官
社
の
七
夕
行
事

　

七
夕
に
、
宇
佐
宮
に
て
虫
干
し
と
し
て
虫
振
を
行
っ
て
い
た
と
伝
え
ら
れ
て

い
る
こ
と
は
す
で
に
示
し
た
。
本
章
で
は
、
実
際
に
七
夕
に
行
事
と
し
て
虫
干

し
を
行
う
も
の
な
の
か
、
有
職
故
実
書
や
、
古
代
か
ら
中
世
に
か
け
て
官
社
と

さ
れ
た
神
社
の
記
録
類
か
ら
見
て
み
た
い
。

　
　

ⅰ
、
有
職
故
実
書
「
西
宮
記
」
に
見
え
る
七
夕
の
行
事

　

ま
ず
、
は
じ
め
に
で
触
れ
た
有
職
故
実
書
に
あ
た
る
「
西
宮
記
」
を
見
て
み

よ
う
。
「
西
宮
記
」
は
、
源
高
明
に
よ
っ
て
著
さ
れ
た
総
合
的
な
有
職
故
実
書

で
、
宮
廷
の
年
中
行
事
・
典
礼
・
装
束
・
制
度
な
ど
の
儀
式
次
第
が
記
さ
れ
て

い
る
。
多
く
の
古
記
・
旧
記
に
も
引
用
さ
れ
、
平
安
中
期
の
根
本
史
料
と
し
て

高
い
価
値
が
見
出
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
「
西
宮
記
」
の
七
月
七
日
条
に
、
次
の

よ
う
に
七
夕
行
事
の
記
事
が
見
え
る
。

　
　

七
日
、
内
膳
供
御
節
供
、

　
　

内
蔵
設
殿
上
酒
饌
。 

凉
御
調
度
。

　
　

蔵
人
所
人
等
凉
之
。　
　

 

凉
仁
壽
殿
御
屏
風
。

　

こ
こ
で
は
、
乞
巧
奠
と
は
別
に
、
節
供
と
、
調
度
や
仁
壽
殿
の
屏
風
を
広
げ

て
日
に
乾
か
す
こ
と
を
行
っ
て
い
る
。
次
に
「
江
家
次
第
」
を
見
る
と
、
や
は

り
七
月
七
日
条
に
は
、
乞
巧
奠
と
は
別
に
、
次
の
よ
う
な
こ
と
を
行
っ
て
い
る
。

　
　

同
日
（
七
月
七
日
）
拂
拭
御
物
事

　
　

鋪
廣
莚
於
清
凉
殿
孫
庇
、
風
戻
御
物
等
良
久
拂
拭
後
、
如
元
返
置
、
又
披

　
　

清
凉
・
仁
壽
・
宜
陽
殿
等
御
物
、

と
見
え
て
、
「
拂
拭
御
物
事
」
と
称
し
て
、
や
は
り
清
涼
殿
の
孫
庇
の
下
に
広

筵
を
敷
き
、
そ
こ
に
御
物
を
出
し
て
風
に
当
て
た
り
し
な
が
ら
拂
拭
い
た
り
す

る
旨
の
記
述
が
み
ら
れ
る
。

　

以
上
の
よ
う
に
、「
西
宮
記
」
や
「
江
家
次
第
」
か
ら
、
宮
中
に
お
い
て
は
、

七
夕
に
乞
巧
奠
と
は
別
に
、
屏
風
な
ど
の
御
物
を
外
に
出
し
、
風
に
当
て
日
に

乾
か
し
拂
い
拭
く
と
い
っ
た
虫
干
し
の
よ
う
な
こ
と
が
な
さ
れ
て
い
た
こ
と
が

分
か
る
。

　
　

ⅱ
、
官
社
の
七
夕
行
事

　

次
に
、
官
社
と
さ
れ
た
神
社
に
お
い
て
は
ど
う
だ
っ
た
で
あ
ろ
う
か
。
さ
き

に
紹
介
し
た
『
宗
像
神
社
史
』
に
は
、
美
保
神
社
の
虫
探
神
事
（
御
虫
干
）
と

厳
島
神
社
の
神
寶
晒
し
に
触
れ
ら
れ
て
い
た
。
そ
こ
で
、
こ
こ
で
は
そ
れ
以
外

の
出
雲
大
社
と
熱
田
神
社
の
七
夕
行
事
を
紹
介
し
た
い
。

　

そ
れ
で
は
、
ま
ず
出
雲
大
社
の
七
夕
行
事
を
見
て
み
よ
う
。
延
宝
七
年
（
一

六
七
九
）
に
書
か
れ
た
出
雲
大
社
の
祭
礼
・
年
中
行
事
の
一
覧
、
「
出
雲
大
社

年
中
行
事
」
に
は
、
次
の
よ
う
に
見
え
る
。

　
　

七
日　

大
祭
禮　
　
　

國
造
千
家
昇
殿
、

　

七
月
七
日
に
は
大
祭
礼
と
し
て
音
楽
を
鳴
ら
し
な
が
ら
宝
器
を
晒
し
て
い

る
。
そ
し
て
、
こ
こ
で
は
祭
祀
を
司
る
大
社
の
長
た
る
国
造
の
千
家
が
昇
殿
し

て
も
い
る
。

　

次
に
、
国
造
の
千
家
方
の
中
官
藤
間
大
蔵
に
よ
っ
て
書
か
れ
た
、
幕
末
頃
の

神
事
の
方
式
と
そ
こ
で
の
人
々
の
様
子
を
記
述
し
た
「
御
神
事
式
」
を
見
て
み

よ
う
。

　
　

七
日

　
　

一
、
今
日
御
蟲
干
御
神
事
也
、
別
火
殿
昇
殿
直
ニ
御
案
内
、
即
刻
御
昇
殿

被
遊
、
御
行
列
御
先
掃
除
番
・
御
鉾
傘
神
人
惣
出
・
被
官
三
十
人
・
長
絹
・

伶
人
・
中
官
・
上
官
・
随
身
左
右
・
御
輿
・
御
太
刀
持
・
近
習
・
近
習
格
・

　
　

御
沓
・
長
柄
等
也
、
御
昇
殿
之
節
樂
打
申
候
、
御
社
人
御
神
拜
、
小
内
殿

御
戸
開
被
遊
、
別
火
几
帳
被
引
申
候
、
夫
よ
り
御
上
并
上
官
中
も
御
祝
詞

有
之
事
、
相
濟
上
段
之
大
カ
ケ
バ
ン
も
下
段
ノ
大
カ
ケ
バ
ン
も
并
べ
、
夫

よ
り
御
神
寶
品
々
其
上
へ
出
し
蟲
干
之
事
、
扨
又
上
ニ
テ
ハ
御
當
宮
ノ
御

装
束
類
、
且
又
御
上
并
ニ
御
表
役
、
別
火
殿
御
立
會
に
て
御
證
文
并
御
書

類
ヲ
御
し
ら
べ
被
遊
候
事
、
萬
々
相
濟
、
奉
幣
有
之
候
へ
ハ
昇
殿
仕
事
相

濟
、
御
下
殿
之
事
、

　

こ
れ
に
よ
る
と
、
別
火
殿
に
昇
殿
す
る
と
、
案
内
が
出
て
昇
殿
す
る
。
そ
し

て
、
御
先
掃
除
番
・
御
鉾
傘
神
人
の
す
べ
て
・
被
官
が
三
十
人
・
長
絹
・
伶
人
・

中
官
・
上
官
・
随
身
左
右
・
神
輿
・
御
太
刀
持
・
近
習
・
近
習
格
・
御
沓
・
長

柄
等
と
大
規
模
な
行
列
が
組
ま
れ
る
。
ま
た
、
行
列
に
伶
人
（
音
楽
を
奏
す
る

人
）
が
見
え
る
が
、
昇
殿
の
と
き
に
は
楽
打
が
奏
さ
れ
る
。
そ
し
て
神
拝
が
な

さ
れ
、
国
造
で
あ
ろ
う
御
上
や
上
官
ら
に
よ
る
神
事
が
終
わ
っ
た
あ
と
に
、
神

宝
や
装
束
類
の
虫
干
し
が
な
さ
れ
る
。
ま
た
、
併
せ
て
證
文
や
書
類
を
調
べ
る

機
会
も
設
け
ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
七
月
七
日
の
虫
干
が
盛
大
な
儀
礼
で
あ

り
な
が
ら
も
、
そ
れ
だ
け
で
は
な
く
実
際
に
虫
干
し
や
證
文
、
書
類
の
確
認
が

な
さ
れ
る
と
い
っ
た
よ
う
に
、
実
質
的
な
機
能
を
も
っ
た
行
事
で
あ
っ
た
こ
と

が
分
か
る
。

　

次
に
、
熱
田
神
社
を
見
て
み
よ
う
。
文
明
十
七
年
（
一
四
八
五
）
の
「
文
明

十
七
年
年
中
行
事
」
で
は
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。

　
　

七
日 

供
御
并
御
サ
カ
シ
モ
ノ
、

　

こ
の
よ
う
に
、
七
月
七
日
に
、
供
御
と
と
も
に
「
サ
カ
シ
モ
ノ
」
と
い
う
こ

と
を
行
っ
て
い
る
。
こ
の
「
サ
カ
シ
モ
ノ
」
の
内
容
を
、
江
戸
時
代
の
成
立
と

時
代
が
下
る
が
、
「
熱
田
祭
奠
年
中
行
事
故
實
考
」
に
よ
っ
て
見
て
み
よ
う
。

　
　

七
日　

同
供
御
撤
、
神
寶
風
入
、
大
宮
司
参
向
、
辰
剋
大
宮
供
御 

梶
葉

　
　
　

麥
麺
、
瓜
、
神
寶
風
入
、
大
宮
司
参
向
、
文
明
記
云
、
七
月
七
日
、　

供

　
　
　

御
并
御
サ
カ
シ
モ
ノ
、

　

大
宮
司
が
参
向
し
、
朝
に
大
宮
の
内
陣
に
て
梶
の
葉
や
麦
麺
、
瓜
を
供
え
、

そ
れ
ら
を
撤
す
る
と
神
宝
に
風
を
入
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
や
は
り
虫
干
し
が

行
わ
れ
て
い
る
。

　

以
上
の
よ
う
に
、
七
月
七
日
に
は
虫
干
し
を
行
っ
た
。
と
く
に
神
社
に
お
い

て
は
、
こ
の
虫
干
し
の
儀
礼
に
国
造
や
大
宮
司
も
参
加
す
る
な
ど
、
重
要
な
儀

礼
と
み
な
し
て
い
た
こ
と
が
窺
え
た
。

　

第
二
章　

宗
像
宮
の
虫
振
神
事
に
つ
い
て

　
　

ⅰ
、
室
町
時
代
以
前
の
宇
佐
宮
の
虫
振
神
事

　

前
に
紹
介
し
た
よ
う
に
、
宇
佐
宮
と
宗
像
宮
で
は
、
と
も
に
七
月
七
日
の
行

事
を
虫
振
神
事
と
し
て
い
る
。
こ
こ
で
は
、
こ
の
う
ち
の
宇
佐
宮
の
虫
振
神
事

が
ど
う
い
っ
た
も
の
で
あ
っ
た
の
か
見
て
み
た
い
。

　

そ
れ
で
は
ま
ず
、
鎌
倉
末
期
こ
ろ
の
注
進
に
よ
る
と
推
定
さ
れ
る
「
宇
佐
宮

寺
年
中
行
事
一
具
勤
行
次
第
」
の
七
月
七
日
条
を
見
て
み
よ
う
。

　
　

（
七
月
）
七
日
、
同
御
炊
殿
節
供
、

　
　
　
　
　
　
　

祠
官
、
廳
内
以
下
神
官
束
帯
、

　

御
炊
殿
で
節
供
が
な
さ
れ
、
祠
官
神
官
が
束
帯
で
参
加
し
て
い
る
。
次
に
、

こ
の
七
夕
の
行
事
を
さ
ら
に
詳
し
く
見
る
た
め
に
、
大
宮
司
を
は
じ
め
神
官
の

動
き
を
主
に
記
す
「
宇
佐
宮
寺
年
中
月
並
神
事
」
と
、
享
徳
四
年
（
一
四
五
五
）

に
編
纂
さ
れ
た
「
宇
佐
宮
齋
會
式
」
を
見
て
み
よ
う
。

　
　

七
日 

虫
振
事
、
以
巳
剋
宮
司
以
下
参
御
炊
殿
申
行
之
、

　
　

一
、
同
七
日
虫
振
事

　
　
　

以
巳
剋
、
女
官
、
大
宮
司
、
次
官
、
廳
内
参
御
炊
殿
御
供
、

　
　
　

奉
備
御
幣
、
御
倉
進
、
祝
如
例
、
次
神
坏
一
渡
、
有
廳
座
酒
坏　

次

　
　
　

退
出
、

　　

こ
の
よ
う
に
、
七
月
七
日
に
「
虫
振
事
」
が
見
え
る
。
宇
佐
宮
で
は
、
現
在

に
虫
振
神
事
を
伝
え
る
。
残
念
な
が
ら
史
料
か
ら
は
虫
干
し
の
様
子
を
読
み
取

る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
前
に
述
べ
た
よ
う
に
、
「
御
殿
内
の
装
束
及
び
宝
物

類
の
虫
干
し
を
行
う
神
事
」
と
伝
え
て
い
る
。
参
加
者
に
つ
い
て
は
、
女
官
や

大
宮
司
、
次
官
、
宇
佐
宮
の
中
心
の
廳
内
神
官
た
ち
が
正
装
に
て
儀
礼
を
執
り

行
っ
て
い
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
出
雲
大
社
や
熱
田
神
社
同
様
に
、
神
社

の
長
の
参
加
す
る
重
要
な
儀
礼
に
位
置
付
け
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、
七
月
七
日
に
虫
干
し
で
あ
っ
た
と
伝
え
ら
れ
る
虫
振
神
事
を

行
っ
た
宇
佐
宮
も
、
出
雲
大
社
や
熱
田
神
社
と
同
様
に
、
大
宮
司
が
参
加
す
る

重
要
な
儀
礼
と
み
な
し
て
い
た
こ
と
が
窺
え
る
。

　
　

ⅱ
、
宗
像
宮
（
辺
津
宮
）
の
虫
振
神
事

　

そ
れ
で
は
、
い
よ
い
よ
宗
像
宮
の
虫
振
神
事
を
見
て
い
こ
う
。

　

宗
像
宮
の
虫
振
神
事
は
、
正
平
二
十
三
年
（
一
三
六
八
）
の
「
正
平
二
十
三

年
年
中
行
事
」
に
見
え
る
。
本
章
で
は
、
本
土
の
辺
津
宮
の
も
の
を
見
て
み
よ

う
。

　

辺
津
宮
は
、
惣
社
を
第
一
宮
、
中
殿
を
第
二
宮
、
地
主
神
を
第
三
宮
と
し
、

こ
れ
ら
が
併
立
し
て
い
た
（
宗
像
神
社
復
興
期
成
會
一
九
六
一
、
二
〇
一
～
二

〇
五
）
。
虫
振
神
事
は
、
七
月
七
日
に
こ
れ
ら
三
カ
所
の
そ
れ
ぞ
れ
で
行
わ
れ

た
。
こ
の
う
ち
第
一
宮
と
第
二
宮
に
つ
い
て
は
、
「
七
月
七
日
、
七
夕
蟲
振
神

事
　
　
　

」
と
見
え
る
。
第
三
宮
に
お
い
て
は
、
二
王
丸
役
の
御
供
の
み
で
、

実
相
院
に
よ
る
酒
肴
は
供
さ
れ
な
か
っ
た
。
つ
ま
り
、
虫
振
神
事
は
、
宗
像
宮

の
寺
家
の
一
と
み
ら
れ
る
二
王
丸
が
御
供
を
負
担
し
、
鎮
国
寺
を
構
成
す
る
五

支
院
の
一
の
実
相
院
が
酒
肴
を
負
担
し
た
こ
と
が
分
か
る
。

　

こ
の
「
正
平
二
十
三
年
年
中
行
事
」
に
お
い
て
は
、
儀
礼
に
大
宮
司
た
る
社

務
が
奉
仕
す
る
場
合
は
「
社
務
役
」
と
記
さ
れ
る
。
と
こ
ろ
が
、
こ
の
虫
振
神

事
に
は
「
社
務
」
は
見
え
ず
、
少
な
く
と
も
大
宮
司
の
奉
仕
す
る
儀
礼
に
は
位

置
付
け
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
が
分
か
る
。
こ
の
点
に
お
い
て
、
出
雲
大
社

や
熱
田
神
社
、
宇
佐
宮
と
は
対
照
的
と
い
え
る
。

　
　

ⅲ
、
宗
像
宮
（
辺
津
宮
）
に
お
け
る
七
夕
行
事
の
変
化

　

宗
像
宮
の
虫
振
神
事
が
、
そ
れ
ほ
ど
重
視
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と

は
、
次
の
こ
と
か
ら
も
窺
え
る
。

　

「
正
平
二
十
三
年
年
中
行
事
」
よ
り
後
の
「
応
安
神
事
次
第
」
で
は
、
虫
振

神
事
が
見
え
な
く
な
っ
て
し
ま
う
。
室
町
期
（
永
享
以
降
）
に
書
写
さ
れ
た
諸

伝
本
中
最
古
の
甲
本
に
は
（
宗
像
大
社
文
書
編
纂
刊
行
委
員
会
二
〇
〇
九
、
七

二
〇
～
七
二
一
）
、
七
夕
行
事
そ
の
も
の
が
見
え
な
い
の
だ
。
そ
の
後
の
七
夕

行
事
に
つ
い
て
は
、
戦
国
時
代
を
下
ら
な
い
時
期
に
書
写
さ
れ
た
乙
本
に
、
頭

書
の
か
た
ち
で
「
同
（
七
月
）
七
日
、
乞
巧
天
（
奠
）
三
社
祭
礼
」
が
よ
う
や

く
見
え
る
。
こ
こ
か
ら
も
、
宗
像
宮
で
は
、
出
雲
大
社
や
熱
田
神
社
と
は
異
な
っ

て
、
少
な
く
と
も
七
夕
の
行
事
が
そ
れ
ほ
ど
重
視
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
が

窺
え
る
。

　

ち
な
み
に
、
前
に
紹
介
し
た
よ
う
に
、
宮
中
で
は
、
乞
巧
奠
と
虫
干
し
と
は

区
別
さ
れ
て
な
さ
れ
て
い
た
。
従
っ
て
、
虫
振
神
事
と
乞
巧
奠
は
単
に
表
記
上

の
違
い
と
い
う
だ
け
で
は
な
く
、
虫
干
し
の
儀
礼
、
あ
る
い
は
虫
干
し
の
名
残

と
し
て
な
さ
れ
て
い
た
儀
礼
か
ら
、
乞
巧
奠
へ
と
、
行
事
そ
の
も
の
が
変
化
し

て
い
た
可
能
性
が
あ
る
。

　

七
夕
に
行
う
虫
干
し
は
、
熱
田
神
社
や
出
雲
大
社
に
見
た
よ
う
に
重
視
さ
れ

て
い
た
。
宗
像
宮
と
同
様
に
「
虫
振
神
事
」
と
し
た
宇
佐
宮
で
も
、
大
宮
司
が

祭
祀
を
司
る
重
要
な
行
事
に
位
置
付
け
ら
れ
て
い
た
。
こ
こ
で
は
、
現
在
に

至
っ
て
も
な
お
、
小
祭
と
し
な
が
ら
も
虫
振
祭
と
し
て
神
事
が
行
わ
れ
て
い
る
。

　

他
方
、
宗
像
宮
に
お
い
て
は
、
七
夕
行
事
が
重
視
さ
れ
ず
、
「
蟲
振
神
事
」

の
名
も
「
正
平
二
十
三
年
年
中
行
事
」
限
り
で
見
え
な
く
な
る
。
そ
の
後
、
七

夕
行
事
は
、
戦
国
時
代
に
書
写
さ
れ
た
と
み
ら
れ
る
「
応
安
神
事
次
第
」
乙
本

の
み
に
、
か
ろ
う
じ
て
頭
書
に
乞
巧
奠
が
見
え
る
。
と
こ
ろ
が
、
「
西
宮
記
」

や
「
江
家
次
第
」
に
は
、
乞
巧
奠
は
虫
干
し
と
は
区
別
し
て
記
述
さ
れ
て
お
り
、

こ
れ
ら
は
別
々
の
儀
礼
で
あ
っ
た
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、

「
正
平
二
十
三
年
年
中
行
事
」
か
ら
後
の
時
期
に
、
七
夕
行
事
そ
の
も
の
が
変

化
し
た
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。

　

第
三
章　

中
世
大
島
の
七
夕
行
事

　

第
二
章
ま
で
、
宗
像
辺
津
宮
の
七
夕
行
事
に
つ
い
て
見
て
き
た
が
、
本
章
で

は
大
島
に
あ
る
大
島
第
二
宮
本
社
の
七
夕
行
事
を
見
て
み
よ
う
。

　
　

ⅰ
、
大
島
第
二
宮
本
社
の
七
夕
行
事

　

中
世
大
島
の
七
夕
行
事
に
つ
い
て
は
、
「
正
平
二
十
三
年
年
中
行
事
」
に
見

え
る
。
こ
こ
に
は
、
「
七
月
七
日 

七
夕
蟲
振
神
事
」
と
見
え
、
辺
津
宮
と
同
様

に
虫
振
神
事
を
行
っ
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。
ち
な
み
に
、
沖
ノ
島
（
息
嶋
）

を
は
じ
め
、
ほ
か
の
末
社
に
は
虫
振
神
事
は
見
ら
れ
な
い
。
辺
津
宮
と
大
島
で

の
み
虫
振
神
事
を
行
っ
て
い
た
こ
と
に
な
る
。

　

そ
し
て
、
辺
津
宮
同
様
に
大
島
で
も
「
正
平
二
十
三
年
年
中
行
事
」
限
り
で

虫
振
神
事
は
見
え
な
く
な
っ
て
し
ま
う
。
天
文
二
十
二
年
（
一
五
五
三
）
の
「
大

島
第
二
宮
年
中
御
神
事
次
第
・
大
島
第
二
宮
年
中
御
供
米
之
事
」
に
は
、
「
七

月
、
七
夕　

御
神
事
」
、
「
七
月　

棚
機
御
供　

四
升
」
と
書
か
れ
て
お
り
、
単

に
七
夕
の
節
供
に
な
っ
て
い
る
。
ち
な
み
に
、
大
島
の
七
夕
行
事
は
、
天
正
十

四
年
（
一
五
八
六
）
に
、
宗
像
大
宮
司
氏
貞
逝
去
後
、
一
時
絶
え
る
が
、
元
禄

二
年
（
一
六
八
九
）
に
再
興
さ
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
大
島
第
二
宮
本
社
に
お

い
て
も
、
辺
津
宮
と
同
様
に
「
正
平
二
十
三
年
年
中
行
事
」
限
り
で
虫
振
神
事

は
見
え
な
く
な
り
、
七
夕
行
事
は
変
化
し
た
と
み
ら
れ
る
。

　
　

ⅱ
、
中
世
大
島
の
祭
祀
組
織

　

次
に
大
島
第
二
宮
の
諸
行
事
に
、
ど
う
い
っ
た
人
た
ち
が
関
わ
っ
て
き
た
の

か
考
え
て
み
よ
う
。

　

ま
ず
、
「
応
安
神
事
次
第
」
（
甲
本
）
の
、
辺
津
宮
の
二
月
の
「
春
大
祭
事
」

の
記
事
を
見
て
み
よ
う
。

　
　

一
、
春

大

祭

事
、 

政
所
有
大
飯

　
　
　

小
勝
浦
神
人
七
人　

大
島
神
人
七
人　
　

、

　
　
　

庭
ニ
テ
中
臣
祓
ア
リ
、
次
御
前
浜
ニ
テ
有
祓
、
祢
宜
魚
ヲ
釣
ル
、

　

こ
の
よ
う
に
、
「
春
大
祭
事
」
に
は
小
勝
浦
神
人
七
人
と
大
島
神
人
の
七
人

が
寄
り
合
っ
て
人
形
を
作
っ
て
い
る
（
桑
田
一
九
八
八
、
五
六
）
。
こ
こ
か
ら

大
島
に
は
七
人
の
神
人
が
存
在
す
る
こ
と
が
分
か
る
。

　

そ
れ
で
は
、
彼
ら
七
人
は
ど
の
よ
う
な
存
在
だ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
し

て
、ど
の
よ
う
に
行
事
に
関
わ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
見
て
み
よ
う
。
同
じ
く
「
応

安
神
事
次
第
」
に
、
十
二
月
二
十
五
日
の
政
所
九
間
社
（
辺
津
宮
）
の
八
女
神

事
（
八
乙
女
に
よ
る
神
楽
舞
）
の
記
述
が
み
え
る
。
こ
の
と
き
に
、
辺
津
宮
の

第
二
宮
の
眷
属
小
神
、
五
位
社
に
て
、
大
島
の
神
人
ら
に
よ
る
「
朸
折
」
の
儀

礼
が
行
わ
れ
て
い
る
。
「
朸
折
」
の
儀
礼
と
は
、
当
時
神
聖
な
呪
物
と
さ
れ
た

朸
（
唐
櫃
等
の
舁
ぎ
棒
）
を
祈
る
行
事
で
、
こ
れ
を
祈
る
こ
と
に
よ
っ
て
甲
乙

間
の
優
劣
・
勝
負
を
決
し
た
儀
礼
で
（
宗
像
神
社
復
興
期
成
會
一
九
六
六
、
二

五
五
、
宗
像
大
社
文
書
編
纂
刊
行
委
員
会
二
〇
〇
九
、
二
三
八
）
、
次
の
よ
う

な
人
た
ち
に
よ
っ
て
な
さ
れ
て
い
た
。

　
　

大
嶋
ノ
五
位
ノ
酒
肴
ア
リ
、
ア
フ
コ
ヲ
リ
ア
リ
、
ア
フ
コ
折

事
、
一
甲
斐

ト
嶋
ノ
弁
済
使
ト
両　

人
役
也
、
大
嶋
ノ
神
人
六
人
参
テ
歌
ヲ
ウ
タ
ウ
ナ

リ
、
嶋
ノ
御
神
楽
コ
ト
シ
、

　
　

神　

官
ウ
ケ
ノ
歌
ア
リ
、
如　

嶽　

祭
、

　

こ
の
よ
う
に
、
ま
ず
末
社
の
五
位
社
に
酒
肴
（
御
酒
大
瓶
一
、
魚
一
尾
）
を

供
え
る
。
次
に
一
甲
斐
と
弁
済
使
で
朸
折
の
役
を
務
め
る
。
そ
し
て
大
島
の
神

人
六
人
が
、
島
の
御
神
楽
の
よ
う
に
歌
う
。
最
後
に
辺
津
宮
の
側
の
神
官
が
ウ

ケ
ノ
歌
を
歌
う
。
ウ
ケ
ノ
歌
は
、
政
所
九
間
社
の
神
事
の
ほ
か
に
、
摂
末
社
の

嶽
祭
と
い
わ
れ
る
祭
り
で
歌
わ
れ
た
（
宗
像
神
社
復
興
期
成
會
一
九
六
六
、
二

四
六
）
。
ち
な
み
に
、
こ
の
儀
礼
に
つ
い
て
、
『
宗
像
神
社
史
』
は
、
「
沖
津
宮

と
中
津
宮
と
の
奉
仕
者
間
で
行
は
れ
、
そ
の
勝
負
に
よ
つ
て
、
兩
宮
奉
仕
者
の

優
劣
が
き
め
ら
れ
た
も
の
と
考
へ
ら
れ
る
（
宗
像
神
社
復
興
期
成
會
一
九
六

六
、
二
五
五
）
」
と
推
測
し
て
い
る
。

　

彼
ら
に
つ
い
て
の
詳
細
は
、
「
応
安
神
事
次
第
」
よ
り
も
時
代
が
下
る
も
の

の
、
「
宗
像
宮
御
廳
着
座
次
第
寫
」
に
よ
っ
て
明
ら
か
に
な
る
。

　

ま
ず
、
弁
済
仕
は
弁
済
仕
少
宮
司
と
さ
れ
、
併
せ
て
大
嶋
御
嶽
第
一
宮
御
燈

と
さ
れ
る
。
大
島
の
御
嶽
と
は
、
中
津
宮
の
後
ろ
に
聳
え
る
山
で
、
現
在
で
も

御
嶽
神
社
が
鎮
座
す
る
。
江
戸
時
代
に
は
、
山
上
の
神
社
が
本
社
に
移
さ
れ
て

し
ま
っ
て
い
た
よ
う
だ
が
、
里
人
に
天
照
大
神
と
言
わ
れ
て
い
た
と
い
う
。
そ

れ
以
前
に
は
、
「
大
島
御
嶽
三
所
大
菩
薩
」
と
さ
れ
た
こ
と
も
あ
っ
た
と
い

う 

。
実
際
に
、
御
嶽
は
霊
山
を
思
わ
せ
る
趣
が
あ
り
、
眺
望
に
お
い
て
優
れ
て

い
る
。
沖
ノ
島
は
も
ち
ろ
ん
、
本
土
の
側
を
望
め
ば
条
件
が
良
け
れ
ば
遠
く
田

川
郡
の
霊
峰
彦
山
（
英
彦
山
）
を
も
見
渡
す
こ
と
が
で
き
る
。
一
方
で
、
地
元

の
子
ど
も
た
ち
か
ら
は
、
怪
談
め
い
た
話
が
語
ら
れ
、
近
づ
き
た
く
な
い
場
所

と
も
さ
れ
る
。
祭
祀
が
な
さ
れ
る
特
別
の
場
で
あ
っ
た
と
す
る
「
記
憶
」
が
世

代
を
超
え
現
在
に
伝
え
ら
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　

弁
済
仕
は
、
一
般
的
に
は
「
弁
済
使
」
と
し
、
荘
園
で
課
役
を
勤
仕
さ
せ
る

た
め
に
設
置
さ
れ
た
と
さ
れ
る
。
従
っ
て
、
御
嶽
を
管
轄
す
る
神
官
で
あ
る
と

同
時
に
大
島
の
行
政
の
長
と
し
て
の
役
割
を
果
た
し
た
と
み
ら
れ
る
。

　

一
甲
斐
と
は
、
代
々
大
島
に
居
住
し
た
沖
津
宮
（
第
一
宮
本
社
）
奉
仕
の
社

家
で
あ
る
。
対
し
て
中
津
宮
（
第
二
宮
本
社
）
奉
仕
の
社
家
は
、
同
様
に
代
々

大
島
に
居
住
し
、
二
甲
斐
を
名
乗
っ
て
い
る
（
宗
像
神
社
復
興
期
成
會
一
九

六
六
、
五
二
六
～
五
三
三
）
。
そ
の
他
の
神
人
に
つ
い
て
は
、「
応
安
神
事
次
第
」

の
「
春
大
祭
事
」
に
は
七
人
と
見
え
、
「
朸
折
」
の
儀
礼
の
記
事
で
は
六
人
と

見
え
る
。
他
方
、「
宗
像
宮
御
廳
着
座
次
第
寫
」
に
は
目
原
・
立
石
・
大
嶋
・
今

里
・
江
坂
の
五
名
が
見
え
る
。
大
島
神
人
は
六
人
前
後
存
在
し
、
大
島
島
内
の

各
所
に
居
住
し
、
末
社
な
ど
に
奉
仕
し
て
い
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

　

こ
の
よ
う
に
、
大
島
に
は
、
行
政
官
と
神
官
を
兼
ね
た
よ
う
な
弁
済
仕
、
第

一
宮
本
社
（
沖
津
宮
）
に
奉
仕
し
た
一
甲
斐
、
第
二
宮
本
社
に
奉
仕
し
た
二
甲

斐
、
そ
し
て
六
人
前
後
の
神
人
が
存
在
し
、
役
割
を
分
担
し
な
が
ら
共
に
儀
礼

に
関
わ
っ
た
と
み
ら
れ
る
。

　
　

ⅲ
、
歌
学
書
に
見
え
る
大
島
の
七
夕

　

第
二
宮
本
社
の
境
内
に
、
い
つ
の
頃
か
ら
か
牽
牛
織
女
の
小
社
が
天
ノ
川
を

挟
ん
で
設
け
ら
れ
る
。
ち
な
み
に
、
天
ノ
川
は
、
御
嶽
の
下
に
源
流
を
も
ち
、

第
二
宮
本
社
（
中
津
宮
）
の
境
内
を
流
れ
る
川
で
あ
る
。
ま
た
同
じ
く
境
内
に

は
、
天
の
真
名
井
と
い
わ
れ
る
霊
泉
が
あ
っ
て
、
天
ノ
川
に
水
を
供
給
す
る
。

こ
れ
ら
の
小
社
に
つ
い
て
、『
筑
前
国
続
風
土
記
』
（
宗
像
郡
上
、
十
六
）
は
、

次
の
よ
う
に
紹
介
し
て
い
る
。

　
　

石
見
女
式
髄
脳
に
曰
、
筑
前
大
島
と
云
所
に
星
宮
と
て
有
、
川
を
隔
て

ゝ
宮
有
、
北
を
彦
星
の
宮
と
云
、
南
を
は
七
夕
宮
と
い
ふ
也
、
男
を
申
者

彦
星
の
宮
に
籠
り
、
女
を
申
者
は
七
夕
の
宮
に
籠
る
な
り
、
七
月
朔
日
よ

り
七
日
送
に
籠
り
て
、
川
中
に
三
重
の
棚
を
結
て
星
祭
を
し
て
、
三
の
手

洗
に
水
を
入
て
影
を
見
る
に
、
何
も
逢
へ
き
男
の
姿
手
洗
に
う
つ
れ
は
、

其
男
に
逢
へ
き
と
知
な
り
、
古
今
集
栄
雅
抄
に
曰
、
筑
前
國
大
島
の
星

の
宮
と
て
、
北
は
彦
星
を
い
わ
ひ
、
南
ハ
織
女
を
崇
む
、
二
社
の
間
に
川

有
、
天
の
川
と
名
付
く
、
女
を
得
ん
と
お
も
へ
は
織
女
の
宮
に
籠
り
、
男

を
得
ん
と
思
へ
は
彦
星
の
宮
に
籠
る
、
七
月
朔
日
よ
り
七
日
の
夜
半
に
至

り
、
河
中
に
棚
を
結
ひ
て
、
手
洗
上
中
下
三
に
水
を
入
て
、
上
中
下
に
男

の
名
を
書
て
祭
り
を
し
て
、
手
洗
に
う
つ
り
た
る
に
随
て
、
其
男
女
を
定

る
な
り
、
此
祭
り
お
せ
ん
と
て
、
河
原
に
た
ゝ
ぬ
日
ハ
な
し
と
い
へ
り
、

　

こ
の
よ
う
に
、
「
石
見
女
式
髄
脳
」
と
「
古
今
集
栄
雅
抄
」
の
二
つ
の
中
世

の
歌
学
書
を
引
用
し
て
い
る
。
ち
な
み
に
、
「
石
見
女
式
髄
脳
」
は
、
「
石
見
女

式
」
と
も
い
わ
れ
る
中
世
の
歌
学
書
で
、
こ
の
柿
本
人
麻
呂
の
娘
石
見
女
に
仮

託
し
著
さ
れ
て
い
る
。
両
部
神
道
や
二
条
家
歌
学
の
影
響
が
強
く
、
鎌
倉
時
代

末
期
以
後
の
成
立
と
み
ら
れ
る
。「
古
今
集
栄
雅
抄
」
は
、
中
世
の
和
歌
と
蹴
鞠

の
家
、
飛
鳥
井
家
の
飛
鳥
井
雅
親
（
栄
雅
、
一
四
一
七—

一
四
九
〇
）
が
、
『
古

今
和
歌
集
』
の
講
釈
を
聞
き
書
き
し
た
も
の
で
あ
る 

。

　

こ
れ
ら
二
つ
の
歌
学
書
に
よ
る
と
、
七
月
一
日
か
ら
七
日
ま
で
、
愛
し
い
男

性
と
出
会
い
た
い
と
思
う
人
は
彦
星
の
宮
（
牽
牛
社
）
、
愛
し
い
女
性
と
出
会

い
た
い
人
は
七
夕
宮
（
織
女
社
）
に
お
籠
も
り
を
し
、
河
中
に
棚
を
結
っ
て
タ

ラ
イ
に
水
を
張
り
男
女
の
仲
を
占
っ
た
と
す
る
。『
宗
像
神
社
史
』（
下
）
で
は
、

こ
れ
を
、
「
正
平
二
十
三
年
年
中
行
事
」
に
見
え
る
虫
振
神
事
と
と
も
に
行
わ

れ
た
「
特
殊
な
七
夕
神
事
」
と
み
な
し
て
い
る
（
宗
像
神
社
復
興
期
成
會
一
九

六
六
、
二
八
二
）
。
と
こ
ろ
が
、「
正
平
二
十
三
年
年
中
行
事
」
に
は
、
第
二
宮

本
社
の
境
内
社
と
し
て
五
位
社
、
大
宮
社
、
大
神
宮
社
、
河
上
社
、
御
衣
代
社
、

所
司
社
、
龍
王
者
、
年
所
社
、
止
〃
社
、
祝
詞
社
、
荒
熊
社
、
山
部
社
、
山
師
社
、

御
竈
社
、
君
達
社
、
草
上
社
、
天
宮
社
、
金
宮
社
、
御
船
漕
社
、
薭
和
社
、
四
道
社
、

朝
拜
社
、
風
隼
社
、
息
送
社
、
九
日
社
、
息
正
三
位
社
が
あ
が
っ
て
い
る
。
こ

の
よ
う
に
、
少
な
く
と
も
眷
属
社
二
十
六
社
の
な
か
に
数
え
ら
れ
る
社
に
は
牽

牛
や
織
女
に
関
わ
る
社
名
は
見
え
な
い
。『
宗
像
神
社
史
』（
上
）
に
よ
っ
て
も
、

当
時
に
お
け
る
両
社
の
存
在
に
つ
い
て
は
「
牽
牛
・
織
女
兩
社
の
祭
り
が
あ
つ

た
も
の
と
解
さ
れ
（
宗
像
神
社
復
興
期
成
會
一
九
六
一
、
五
六
二
）
」
る
と
、

あ
く
ま
で
推
測
の
域
を
出
な
い
。
そ
の
後
、
七
夕
行
事
に
つ
い
て
「
七
夕
」
や

「
棚
機
」
と
記
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
も
、
史
料
中
に
こ
う
し
た
特
殊
な
神
事

に
つ
い
て
の
記
述
は
見
え
な
い
。

　

他
方
、
歌
学
書
の
な
か
に
は
、
筑
前
（
筑
後
）
大
崎
星
宮
と
、
現
在
の
福
岡

県
小
郡
市
の
地
名
を
挙
げ
て
い
る
も
の
も
見
ら
れ
る
。
大
崎
は
現
在
の
福
岡
県

小
郡
市
に
あ
っ
て
、
七
夕
行
事
で
知
ら
れ
る
媛
社
神
社
が
鎮
座
す
る
。
や
は
り

こ
こ
に
お
い
て
も
、
大
島
同
様
に
実
際
の
川
（
宝
満
川
）
を
天
の
川
に
見
立
て

て
、
織
女
た
る
媛
社
神
社
の
対
岸
に
牽
牛
社
を
祀
り
、
彦
星
と
織
姫
の
七
夕
伝

説
を
再
現
す
る
か
た
ち
の
祀
り
方
に
な
っ
て
い
る
。
こ
の
大
崎
で
は
、
古
く
「
肥

前
国
風
土
記
」
に
織
女
神
が
見
え
る
が
、
そ
こ
に
見
え
る
織
女
神
は
、
媛
社
の

郷
に
あ
っ
て
非
常
に
荒
ぶ
る
神
で
あ
り
、
道
行
く
人
を
殺
し
た
り
し
た
と
い
う
。

こ
こ
か
ら
、
単
純
に
は
恋
愛
に
結
び
つ
く
よ
う
な
神
と
は
思
え
な
い
。
こ
の
荒

ぶ
る
神
が
織
女
と
さ
れ
た
の
は
、
「
肥
前
国
風
土
記
」
に
よ
る
と
、
宗
像
の
珂

是
古
な
る
人
物
が
、
織
物
の
女
神
の
織
女
で
あ
る
こ
と
を
示
し
た
こ
と
に
よ
る

と
い
う
。
ち
な
み
に
、
こ
の
媛
社
神
社
の
七
夕
行
事
が
有
名
に
な
っ
た
の
は
、

『
小
郡
市
史
』
は
江
戸
時
代
の
中
期
以
降
と
す
る
。
こ
の
こ
ろ
に
、
そ
れ
以
前

の
元
禄
十
年
（
一
六
九
七
）
に
は
岩
船
大
明
神
と
の
み
し
て
い
た
も
の
が
、
嘉

永
七
年
（
一
八
五
四
）
の
鳥
居
の
額
に
「
磐
船
神
社
」
に
加
え
て
「
棚
機
神
社
」

と
並
記
さ
れ
る
と
い
っ
た
祭
神
名
の
移
動
を
窺
わ
せ
る
こ
と
が
起
き
た
り
、
明

和
六
年
（
一
七
六
九
）
に
神
像
が
作
ら
れ
た
り
し
た
と
い
う
（
小
郡
市
史
編
集

委
員
会
一
九
九
八
、
七
六
五
）
。

　

い
ず
れ
に
し
て
も
、
歌
学
書
の
記
述
に
見
え
る
大
島
と
大
崎
の
双
方
に
七
夕

行
事
が
存
在
し
、
今
も
っ
て
ど
ち
ら
か
と
い
う
こ
と
が
は
っ
き
り
し
て
い
な

い
。
ど
ち
ら
に
し
て
も
、
歌
学
書
の
記
述
は
、
飛
鳥
井
家
の
よ
う
な
和
歌
の
家

や
和
歌
を
相
伝
す
る
人
た
ち
の
間
で
、
大
島
や
大
崎
と
い
っ
た
現
地
の
あ
り
様

や
信
仰
、
そ
の
他
の
伝
承
と
は
切
り
離
さ
れ
た
か
た
ち
で
独
り
歩
き
し
た
可
能

性
が
あ
る
。
他
方
、
現
地
の
大
島
や
大
崎
の
側
で
は
、
こ
う
し
て
和
歌
の
世
界

の
な
か
で
出
来
上
が
っ
た
歌
学
書
の
「
七
夕
」
が
、
そ
れ
を
知
っ
た
現
地
の
知

識
人
の
よ
う
な
人
た
ち
に
よ
っ
て
再
帰
的
に
受
け
入
れ
ら
れ
、
新
た
な
七
夕
と

し
て
定
着
し
て
い
っ
た
可
能
性
も
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
歌
学
書
の
七
夕
の
記
述

を
さ
ら
に
詳
し
く
理
解
す
る
こ
と
は
、
史
実
か
否
か
と
い
っ
た
こ
と
ば
か
り
で

は
な
く
、
歌
学
書
の
民
俗
へ
の
影
響
を
知
る
上
で
も
大
切
な
こ
と
で
は
な
か
ろ

う
か
。

　

お
わ
り
に

　

宮
中
や
官
社
で
あ
っ
た
神
社
で
は
、
七
月
七
日
に
虫
干
し
を
行
っ
て
い
た
。

こ
れ
ら
は
、
民
間
と
い
う
よ
り
は
、
例
え
ば
神
社
で
は
大
宮
司
が
祭
祀
を
司
る

な
ど
、
宮
中
や
神
社
に
お
け
る
重
要
な
行
事
と
し
て
な
さ
れ
て
い
た
。

　

九
州
に
お
い
て
は
、
宗
像
宮
や
宇
佐
宮
に
虫
振
神
事
が
見
ら
れ
た
。
宇
佐
宮

に
お
い
て
は
、
今
で
も
虫
振
祭
と
称
し
、
虫
振
神
事
を
ル
ー
ツ
と
す
る
神
事
を

行
っ
て
い
る
。
こ
の
宇
佐
宮
の
虫
振
神
事
は
、

中
世
以
前
に
お
い
て
は
、
大

宮
司
が
祭
祀
を
司
る
重
要
な
行
事
と
し
て
な
さ
れ
て
い
た
。
と
こ
ろ
が
、
宗
像

宮
で
は
大
宮
司
の
役
は
見
え
ず
、
正
平
二
十
三
年
（
一
三
六
八
）
の
「
正
平
二

十
三
年
年
中
行
事
」
限
り
で
見
え
な
く
な
る
。
扱
い
に
お
い
て
他
社
ほ
ど
重
視

さ
れ
て
は
い
な
か
っ
た
と
み
ら
れ
る
。

　

大
島
に
お
い
て
は
、
第
二
宮
本
社
で
辺
津
宮
と
同
じ
よ
う
に
当
初
は
「
蟲
振

神
事
」
と
し
て
七
夕
の
行
事
を
行
っ
た
が
、
や
は
り
こ
こ
で
も
虫
振
神
事
は
見

え
な
く
な
り
、「
七
夕
」
や
「
棚
機
」
、「
七
夕
棚
機
」
と
も
称
す
る
よ
う
に
な
っ

た
。

　

こ
の
よ
う
に
、
宗
像
宮
の
虫
振
神
事
は
、
中
央
の
影
響
を
受
け
た
官
社
の
行

事
を
起
源
に
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
と
こ
ろ
が
、
以
上
の
よ
う
に
他
の
官

社
に
く
ら
べ
、
こ
の
行
事
を
重
視
し
て
い
な
か
っ
た
と
み
え
、
そ
の
後
、
虫
振

神
事
は
見
え
な
く
な
っ
た
。

　

本
稿
で
は
、
大
島
の
祭
祀
組
織
に
つ
い
て
も
「
応
安
神
事
次
第
」
や
「
宗
像

宮
御
廳
着
座
次
第
寫
」
に
よ
っ
て
検
討
し
た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
中
世
の
大
島

に
は
、
神
事
に
関
わ
る
者
と
し
て
、
御
嶽
を
管
轄
す
る
神
官
で
あ
る
と
同
時
に
、

大
島
の
行
政
の
長
と
し
て
活
躍
し
た
と
み
ら
れ
る
弁
済
仕
少
宮
司
、
大
島
に
居

住
し
沖
津
宮
（
第
一
宮
本
社
）
に
奉
仕
し
た
社
家
一
甲
斐
、
中
津
宮
（
第
二
宮

社
）
に
奉
仕
し
た
二
甲
斐
、
そ
の
他
六
人
前
後
の
神
人
が
存
在
し
た
こ
と
を
確

認
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

　

以
上
か
ら
、
大
島
の
七
夕
行
事
は
、
民
間
か
ら
は
じ
ま
っ
た
と
言
う
よ
り

（
２
）
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は
じ
め
に

　

今
日
の
宗
像
大
社
中
津
宮
に
お
い
て
は
、
八
月
七
日
に
七
夕
祭
が
行
わ
れ
て

い
る
。
旧
宗
像
郡
大
島
村
が
、
町
村
合
併
に
よ
り
宗
像
市
に
編
入
さ
れ
た
後
は
、

イ
ベ
ン
ト
の
「
大
島
七
夕
ま
つ
り
」
も
併
せ
て
行
わ
れ
る
よ
う
に
も
な
っ
て
い

る
。
本
稿
に
お
い
て
は
、
こ
れ
の
前
身
と
み
な
さ
れ
て
い
る
中
世
の
中
津
宮
の

七
夕
行
事
を
、
宗
像
宮
の
七
夕
行
事
に
位
置
付
け
な
が
ら
検
討
す
る
。
な
お
、

名
称
に
つ
い
て
は
当
時
に
準
じ
て
、
宗
像
大
社
に
つ
い
て
は
宗
像
宮
、
中
津
宮

に
つ
い
て
は
第
二
宮
本
社
と
す
る
。

　

第
二
宮
本
社
の
七
夕
行
事
の
初
出
は
、
「
正
平
二
十
三
年
年
中
行
事
」
で
、

「
七
夕
蟲
振
神
事
」
（
以
後
、
蟲
振
を
虫
振
と
す
る
）
と
見
え
る
。
こ
れ
に
つ

い
て
は
、
従
来
中
津
宮
の
七
夕
祭
の
ル
ー
ツ
と
考
え
ら
れ
、
「
虫
振
神
事
」
の

表
記
か
ら
農
業
に
関
わ
る
祭
事
か
と
の
推
測
が
な
さ
れ
た
こ
と
は
あ
っ
た
が
、

改
め
て
検
討
さ
れ
る
こ
と
が
な
か
っ
た
。
と
こ
ろ
が
、
古
く
『
宗
像
神
社
史
』

（
下
）
に
よ
る
と
、
「
虫
振
」
は
、
曝
涼
、
い
わ
ゆ
る
虫
干
し
で
あ
り
、
漢
土
の

風
習
を
移
入
さ
れ
た
も
の
と
す
る
（
宗
像
神
社
復
興
期
成
會
一
九
六
六
、
一
九

三
）
。
こ
の
風
習
は
、
古
く
日
本
に
も
伝
わ
り
、
有
職
故
実
書
の
「
西
宮
記
」

に
見
え
る
の
を
は
じ
め
、
公
家
・
武
家
・
社
寺
に
わ
た
っ
て
広
く
見
え
る
。

　

九
州
に
お
い
て
も
、
本
稿
で
取
り
上
げ
る
宗
像
宮
の
ほ
か
に
宇
佐
宮
に
見
え
、

現
在
の
宇
佐
神
宮
の
年
中
行
事
に
も
そ
の
痕
跡
を
残
す
。
そ
れ
は
「
虫
振
祭
」

と
い
わ
れ
、
「
風
除
祭
」
と
併
せ
て
八
月
七
日
に
行
わ
れ
て
い
る
。
宇
佐
神
宮

に
よ
る
と
、
こ
の
「
虫
振
祭
」
は
「
御
殿
内
の
装
束
及
び
宝
物
類
の
虫
干
し
を

行
う
神
事
」
と
し
、
「
風
除
祭
」
を
「
風
水
害
や
病
虫
害
か
ら
の
被
害
を
受
け

や
す
い
八
月
の
時
期
に
、
稲
や
農
作
物
の
安
全
な
生
長
を
祈
念
す
る
祭
典
」
と

す
る
。
こ
の
よ
う
に
、
虫
干
し
の
「
虫
振
祭
」と
、
農
耕
関
係
の
祈
念
の
「
風
除
祭
」

を
区
別
し
て
い
る
。

　

以
上
を
踏
ま
え
て
宗
像
宮
、
と
り
わ
け
大
島
の
第
二
宮
の
七
夕
行
事
の
変
遷

に
つ
い
て
の
考
察
に
入
っ
て
い
こ
う
。
ま
ず
、
第
一
章
で
は
、
初
期
の
第
二
宮

本
社
の
「
七
夕
祭
」
の
性
格
を
探
る
た
め
に
、
ま
ず
有
職
故
実
書
に
よ
っ
て
宮

中
の
、
そ
し
て
古
代
に
官
社
で
あ
っ
た
神
社
の
七
夕
行
事
に
つ
い
て
確
認
す
る
。

「
延
喜
式
」
に
見
る
と
お
り
、
宗
像
宮
は
古
代
に
お
い
て
は
官
社
に
数
え
ら
れ

た
。
官
社
は
、
七
世
紀
後
半
の
律
令
制
の
成
立
に
と
も
な
っ
て
、
中
央
政
府
の

命
に
も
と
づ
い
て
全
国
的
な
規
模
で
創
出
さ
れ
た
常
設
神
殿
を
も
っ
た
新
た
な

宗
教
施
設
で
、
こ
れ
を
も
っ
て
神
社
が
成
立
し
た
と
も
考
え
ら
れ
て
い
る
（
井

上
二
〇
一
一
、
二
六
）
。
こ
こ
で
成
立
し
た
神
社
で
は
、
ヤ
シ
ロ
や
モ
リ
と
い

っ
た
宗
教
施
設
と
は
異
な
っ
て
、
祭
祀
権
が
基
本
的
に
国
家
（
天
皇
）
の
手

に
独
占
さ
れ
、
性
格
も
大
き
く
異
な
っ
た
と
さ
れ
る
（
井
上
二
〇
一
一
、
二
七
）
。

そ
の
た
め
、
官
社
で
あ
っ
た
宗
像
宮
の
古
代
～
中
世
の
行
事
に
つ
い
て
は
、
一

般
的
な
官
社
の
行
事
を
知
る
こ
と
で
理
解
で
き
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　

第
二
章
で
は
、
第
一
章
で
明
ら
か
に
し
た
こ
と
を
も
と
に
、
宗
像
宮
の
七
夕

行
事
の
初
出
に
な
る
「
正
平
二
十
三
年
年
中
行
事
」
か
ら
、
宗
像
宮
の
虫
振
神

事
に
つ
い
て
明
ら
か
に
す
る
。
そ
し
て
、
そ
の
後
の
史
料
の
記
述
か
ら
、
こ
の

虫
振
神
事
が
ど
う
な
っ
て
し
ま
う
の
か
、
七
夕
行
事
の
そ
の
後
の
変
化
に
つ
い

て
検
討
す
る
。

　

第
三
章
で
は
、
大
島
の
第
二
宮
本
社
に
お
け
る
中
世
の
七
夕
行
事
に
つ
い
て

検
討
す
る
と
と
も
に
、
第
二
宮
本
社
の
祭
祀
組
織
に
迫
る
。
併
せ
て
、
宗
像
宮

の
そ
の
他
の
末
社
の
七
夕
行
事
も
紹
介
す
る
。
他
方
で
、
大
島
の
七
夕
行
事
に

つ
い
て
は
、
江
戸
時
代
の
地
誌
『
筑
前
国
続
風
土
記
』
に
紹
介
さ
れ
て
い
る
。

こ
こ
で
は
、
歌
学
書
の
引
用
が
な
さ
れ
て
い
る
。
果
た
し
て
、
こ
の
歌
学
書
の

記
述
を
そ
の
ま
ま
中
世
の
第
二
宮
本
社
の
七
夕
行
事
と
と
ら
え
て
よ
い
の
か
検

討
す
る
。

　

本
論
に
入
る
前
に
、
こ
こ
で
、
本
稿
で
主
に
用
い
る
宗
像
宮
の
文
書
、
「
正

平
二
十
三
年
年
中
行
事
」
と
「
応
安
神
事
次
第
」
に
つ
い
て
簡
単
に
紹
介
し
て

お
く
。
そ
の
他
の
史
料
に
つ
い
て
は
、
行
論
の
な
か
で
適
宜
紹
介
す
る
。
な
お
、

詳
細
に
つ
い
て
は
、
桑
田
和
明
や
『
宗
像
大
社
文
書
』
第
三
巻
を
参
照
し
て
い

た
だ
き
た
い
。

　

ま
ず
、
「
正
平
二
十
三
年
年
中
行
事
」
は
、
南
北
朝
の
騒
乱
の
只
中
の
正
平

二
十
三
年
（
一
三
六
八
）
の
成
立
で
、
本
社
以
下
各
社
の
目
録
を
あ
げ
、
つ
い

で
各
社
ご
と
に
年
中
行
事
の
月
日
と
名
称
を
あ
げ
て
い
る
（
桑
田
一
九
八
八
、

四
二
～
四
三
）
。
北
部
九
州
が
南
朝
勢
力
下
に
あ
っ
た
時
期
に
、
宗
像
宮
が
南

朝
勢
力
に
接
近
す
る
か
た
ち
で
神
社
の
興
隆
を
は
か
っ
た
証
左
と
み
な
す
べ
き

性
格
の
も
の
と
考
え
ら
れ
る
（
宗
像
大
社
文
書
編
纂
刊
行
委
員
会
二
〇
〇
九
、

七
一
六
）
。

　

「
応
安
神
事
次
第
」
は
、
原
本
は
現
存
せ
ず
、
最
古
の
甲
本
か
ら
癸
本
ま
で

の
六
本
の
伝
本
が
知
ら
れ
、
甲
本
か
ら
戌
本
ま
で
は
忌
子
祢
宜
家
で
あ
っ
た
深

田
家
の
子
孫
、
宗
像
氏
に
蔵
さ
れ
、
癸
本
は
宗
像
神
社
に
伝
来
し
た
（
桑
田
一

九
八
八
、
四
三
）
。
本
稿
で
取
り
上
げ
る
甲
本
と
乙
本
に
つ
い
て
は
、
甲
本
は

最
も
原
本
に
近
い
写
本
と
み
な
さ
れ
、
室
町
期
（
永
享
期
以
降
）
の
書
写
と
さ

れ
る
。
ち
な
み
に
甲
本
に
は
、
乙
本
と
比
較
し
て
欠
落
し
た
箇
所
が
み
ら
れ
る
。

乙
本
は
、
他
本
と
内
容
に
ち
が
い
が
見
ら
れ
、
甲
本
と
は
直
接
的
に
は
系
統
の

つ
な
が
ら
な
い
異
本
と
み
な
さ
れ
て
い
る
。
諸
所
に
は
、
本
文
と
同
筆
の
頭
書

が
あ
り
、
本
文
の
内
容
を
補
っ
て
い
る
が
、
他
本
に
は
見
ら
れ
な
い
独
自
の
記

事
も
少
な
く
な
く
、
ま
た
甲
本
の
記
事
を
脱
落
さ
せ
た
箇
所
も
あ
る
。
書
写
は
、

戦
国
時
代
を
下
ら
な
い
時
期
に
な
さ
れ
た
と
み
ら
れ
、
古
さ
も
甲
本
に
次
ぐ
と

さ
れ
る
（
宗
像
大
社
文
書
編
纂
刊
行
委
員
会
二
〇
〇
九
、
七
二
一
）
。

　

「
応
安
神
事
次
第
」
の
原
本
は
、
「
正
平
二
十
三
年
年
中
行
事
」
の
成
立
か

ら
七
年
後
の
応
安
八
年
（
一
三
七
五
）
三
月
十
七
日
に
、
宗
像
宮
の
年
中
行
事

の
引
付
が
度
々
の
争
乱
で
紛
失
し
た
の
で
、
大
宮
司
た
る
社
務
の
仰
せ
に
よ
っ

て
祝
詞
禰
宜
致
広
が
注
進
し
た
と
さ
れ
る
。
「
正
平
二
十
三
年
年
中
行
事
」
が

宮
社
ご
と
に
年
中
行
事
を
列
挙
し
て
い
る
の
に
対
し
、
「
応
安
神
事
次
第
」
は
、

す
べ
て
の
宮
社
の
年
中
行
事
を
月
日
順
に
並
べ
て
い
る
と
こ
ろ
に
大
き
な
ち
が

い
が
あ
る
（
宗
像
大
社
文
書
編
纂
刊
行
委
員
会
二
〇
〇
九
、
七
二
〇
）
。

　

第
一
章　

官
社
の
七
夕
行
事

　

七
夕
に
、
宇
佐
宮
に
て
虫
干
し
と
し
て
虫
振
を
行
っ
て
い
た
と
伝
え
ら
れ
て

い
る
こ
と
は
す
で
に
示
し
た
。
本
章
で
は
、
実
際
に
七
夕
に
行
事
と
し
て
虫
干

し
を
行
う
も
の
な
の
か
、
有
職
故
実
書
や
、
古
代
か
ら
中
世
に
か
け
て
官
社
と

さ
れ
た
神
社
の
記
録
類
か
ら
見
て
み
た
い
。

　
　

ⅰ
、
有
職
故
実
書
「
西
宮
記
」
に
見
え
る
七
夕
の
行
事

　

ま
ず
、
は
じ
め
に
で
触
れ
た
有
職
故
実
書
に
あ
た
る
「
西
宮
記
」
を
見
て
み

よ
う
。
「
西
宮
記
」
は
、
源
高
明
に
よ
っ
て
著
さ
れ
た
総
合
的
な
有
職
故
実
書

で
、
宮
廷
の
年
中
行
事
・
典
礼
・
装
束
・
制
度
な
ど
の
儀
式
次
第
が
記
さ
れ
て

い
る
。
多
く
の
古
記
・
旧
記
に
も
引
用
さ
れ
、
平
安
中
期
の
根
本
史
料
と
し
て

高
い
価
値
が
見
出
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
「
西
宮
記
」
の
七
月
七
日
条
に
、
次
の

よ
う
に
七
夕
行
事
の
記
事
が
見
え
る
。

　
　

七
日
、
内
膳
供
御
節
供
、

　
　

内
蔵
設
殿
上
酒
饌
。 

凉
御
調
度
。

　
　

蔵
人
所
人
等
凉
之
。　
　

 

凉
仁
壽
殿
御
屏
風
。

　

こ
こ
で
は
、
乞
巧
奠
と
は
別
に
、
節
供
と
、
調
度
や
仁
壽
殿
の
屏
風
を
広
げ

て
日
に
乾
か
す
こ
と
を
行
っ
て
い
る
。
次
に
「
江
家
次
第
」
を
見
る
と
、
や
は

り
七
月
七
日
条
に
は
、
乞
巧
奠
と
は
別
に
、
次
の
よ
う
な
こ
と
を
行
っ
て
い
る
。

　
　

同
日
（
七
月
七
日
）
拂
拭
御
物
事

　
　

鋪
廣
莚
於
清
凉
殿
孫
庇
、
風
戻
御
物
等
良
久
拂
拭
後
、
如
元
返
置
、
又
披

　
　

清
凉
・
仁
壽
・
宜
陽
殿
等
御
物
、

と
見
え
て
、
「
拂
拭
御
物
事
」
と
称
し
て
、
や
は
り
清
涼
殿
の
孫
庇
の
下
に
広

筵
を
敷
き
、
そ
こ
に
御
物
を
出
し
て
風
に
当
て
た
り
し
な
が
ら
拂
拭
い
た
り
す

る
旨
の
記
述
が
み
ら
れ
る
。

　

以
上
の
よ
う
に
、「
西
宮
記
」
や
「
江
家
次
第
」
か
ら
、
宮
中
に
お
い
て
は
、

七
夕
に
乞
巧
奠
と
は
別
に
、
屏
風
な
ど
の
御
物
を
外
に
出
し
、
風
に
当
て
日
に

乾
か
し
拂
い
拭
く
と
い
っ
た
虫
干
し
の
よ
う
な
こ
と
が
な
さ
れ
て
い
た
こ
と
が

分
か
る
。

　
　

ⅱ
、
官
社
の
七
夕
行
事

　

次
に
、
官
社
と
さ
れ
た
神
社
に
お
い
て
は
ど
う
だ
っ
た
で
あ
ろ
う
か
。
さ
き

に
紹
介
し
た
『
宗
像
神
社
史
』
に
は
、
美
保
神
社
の
虫
探
神
事
（
御
虫
干
）
と

厳
島
神
社
の
神
寶
晒
し
に
触
れ
ら
れ
て
い
た
。
そ
こ
で
、
こ
こ
で
は
そ
れ
以
外

の
出
雲
大
社
と
熱
田
神
社
の
七
夕
行
事
を
紹
介
し
た
い
。

　

そ
れ
で
は
、
ま
ず
出
雲
大
社
の
七
夕
行
事
を
見
て
み
よ
う
。
延
宝
七
年
（
一

六
七
九
）
に
書
か
れ
た
出
雲
大
社
の
祭
礼
・
年
中
行
事
の
一
覧
、
「
出
雲
大
社

年
中
行
事
」
に
は
、
次
の
よ
う
に
見
え
る
。

　
　

七
日　

大
祭
禮　
　
　

國
造
千
家
昇
殿
、

　

七
月
七
日
に
は
大
祭
礼
と
し
て
音
楽
を
鳴
ら
し
な
が
ら
宝
器
を
晒
し
て
い

る
。
そ
し
て
、
こ
こ
で
は
祭
祀
を
司
る
大
社
の
長
た
る
国
造
の
千
家
が
昇
殿
し

て
も
い
る
。

　

次
に
、
国
造
の
千
家
方
の
中
官
藤
間
大
蔵
に
よ
っ
て
書
か
れ
た
、
幕
末
頃
の

神
事
の
方
式
と
そ
こ
で
の
人
々
の
様
子
を
記
述
し
た
「
御
神
事
式
」
を
見
て
み

よ
う
。

　
　

七
日

　
　

一
、
今
日
御
蟲
干
御
神
事
也
、
別
火
殿
昇
殿
直
ニ
御
案
内
、
即
刻
御
昇
殿

被
遊
、
御
行
列
御
先
掃
除
番
・
御
鉾
傘
神
人
惣
出
・
被
官
三
十
人
・
長
絹
・

伶
人
・
中
官
・
上
官
・
随
身
左
右
・
御
輿
・
御
太
刀
持
・
近
習
・
近
習
格
・

　
　

御
沓
・
長
柄
等
也
、
御
昇
殿
之
節
樂
打
申
候
、
御
社
人
御
神
拜
、
小
内
殿

御
戸
開
被
遊
、
別
火
几
帳
被
引
申
候
、
夫
よ
り
御
上
并
上
官
中
も
御
祝
詞

有
之
事
、
相
濟
上
段
之
大
カ
ケ
バ
ン
も
下
段
ノ
大
カ
ケ
バ
ン
も
并
べ
、
夫

よ
り
御
神
寶
品
々
其
上
へ
出
し
蟲
干
之
事
、
扨
又
上
ニ
テ
ハ
御
當
宮
ノ
御

装
束
類
、
且
又
御
上
并
ニ
御
表
役
、
別
火
殿
御
立
會
に
て
御
證
文
并
御
書

類
ヲ
御
し
ら
べ
被
遊
候
事
、
萬
々
相
濟
、
奉
幣
有
之
候
へ
ハ
昇
殿
仕
事
相

濟
、
御
下
殿
之
事
、

　

こ
れ
に
よ
る
と
、
別
火
殿
に
昇
殿
す
る
と
、
案
内
が
出
て
昇
殿
す
る
。
そ
し

て
、
御
先
掃
除
番
・
御
鉾
傘
神
人
の
す
べ
て
・
被
官
が
三
十
人
・
長
絹
・
伶
人
・

中
官
・
上
官
・
随
身
左
右
・
神
輿
・
御
太
刀
持
・
近
習
・
近
習
格
・
御
沓
・
長

柄
等
と
大
規
模
な
行
列
が
組
ま
れ
る
。
ま
た
、
行
列
に
伶
人
（
音
楽
を
奏
す
る

人
）
が
見
え
る
が
、
昇
殿
の
と
き
に
は
楽
打
が
奏
さ
れ
る
。
そ
し
て
神
拝
が
な

さ
れ
、
国
造
で
あ
ろ
う
御
上
や
上
官
ら
に
よ
る
神
事
が
終
わ
っ
た
あ
と
に
、
神

宝
や
装
束
類
の
虫
干
し
が
な
さ
れ
る
。
ま
た
、
併
せ
て
證
文
や
書
類
を
調
べ
る

機
会
も
設
け
ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
七
月
七
日
の
虫
干
が
盛
大
な
儀
礼
で
あ

り
な
が
ら
も
、
そ
れ
だ
け
で
は
な
く
実
際
に
虫
干
し
や
證
文
、
書
類
の
確
認
が

な
さ
れ
る
と
い
っ
た
よ
う
に
、
実
質
的
な
機
能
を
も
っ
た
行
事
で
あ
っ
た
こ
と

が
分
か
る
。

　

次
に
、
熱
田
神
社
を
見
て
み
よ
う
。
文
明
十
七
年
（
一
四
八
五
）
の
「
文
明

十
七
年
年
中
行
事
」
で
は
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。

　
　

七
日 

供
御
并
御
サ
カ
シ
モ
ノ
、

　

こ
の
よ
う
に
、
七
月
七
日
に
、
供
御
と
と
も
に
「
サ
カ
シ
モ
ノ
」
と
い
う
こ

と
を
行
っ
て
い
る
。
こ
の
「
サ
カ
シ
モ
ノ
」
の
内
容
を
、
江
戸
時
代
の
成
立
と

時
代
が
下
る
が
、
「
熱
田
祭
奠
年
中
行
事
故
實
考
」
に
よ
っ
て
見
て
み
よ
う
。

　
　

七
日　

同
供
御
撤
、
神
寶
風
入
、
大
宮
司
参
向
、
辰
剋
大
宮
供
御 

梶
葉

　
　
　

麥
麺
、
瓜
、
神
寶
風
入
、
大
宮
司
参
向
、
文
明
記
云
、
七
月
七
日
、　

供

　
　
　

御
并
御
サ
カ
シ
モ
ノ
、

　

大
宮
司
が
参
向
し
、
朝
に
大
宮
の
内
陣
に
て
梶
の
葉
や
麦
麺
、
瓜
を
供
え
、

そ
れ
ら
を
撤
す
る
と
神
宝
に
風
を
入
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
や
は
り
虫
干
し
が

行
わ
れ
て
い
る
。

　

以
上
の
よ
う
に
、
七
月
七
日
に
は
虫
干
し
を
行
っ
た
。
と
く
に
神
社
に
お
い

て
は
、
こ
の
虫
干
し
の
儀
礼
に
国
造
や
大
宮
司
も
参
加
す
る
な
ど
、
重
要
な
儀

礼
と
み
な
し
て
い
た
こ
と
が
窺
え
た
。

　

第
二
章　

宗
像
宮
の
虫
振
神
事
に
つ
い
て

　
　

ⅰ
、
室
町
時
代
以
前
の
宇
佐
宮
の
虫
振
神
事

　

前
に
紹
介
し
た
よ
う
に
、
宇
佐
宮
と
宗
像
宮
で
は
、
と
も
に
七
月
七
日
の
行

事
を
虫
振
神
事
と
し
て
い
る
。
こ
こ
で
は
、
こ
の
う
ち
の
宇
佐
宮
の
虫
振
神
事

が
ど
う
い
っ
た
も
の
で
あ
っ
た
の
か
見
て
み
た
い
。

　

そ
れ
で
は
ま
ず
、
鎌
倉
末
期
こ
ろ
の
注
進
に
よ
る
と
推
定
さ
れ
る
「
宇
佐
宮

寺
年
中
行
事
一
具
勤
行
次
第
」
の
七
月
七
日
条
を
見
て
み
よ
う
。

　
　

（
七
月
）
七
日
、
同
御
炊
殿
節
供
、

　
　
　
　
　
　
　

祠
官
、
廳
内
以
下
神
官
束
帯
、

　

御
炊
殿
で
節
供
が
な
さ
れ
、
祠
官
神
官
が
束
帯
で
参
加
し
て
い
る
。
次
に
、

こ
の
七
夕
の
行
事
を
さ
ら
に
詳
し
く
見
る
た
め
に
、
大
宮
司
を
は
じ
め
神
官
の

動
き
を
主
に
記
す
「
宇
佐
宮
寺
年
中
月
並
神
事
」
と
、
享
徳
四
年
（
一
四
五
五
）

に
編
纂
さ
れ
た
「
宇
佐
宮
齋
會
式
」
を
見
て
み
よ
う
。

　
　

七
日 

虫
振
事
、
以
巳
剋
宮
司
以
下
参
御
炊
殿
申
行
之
、

　
　

一
、
同
七
日
虫
振
事

　
　
　

以
巳
剋
、
女
官
、
大
宮
司
、
次
官
、
廳
内
参
御
炊
殿
御
供
、

　
　
　

奉
備
御
幣
、
御
倉
進
、
祝
如
例
、
次
神
坏
一
渡
、
有
廳
座
酒
坏　

次

　
　
　

退
出
、

　　

こ
の
よ
う
に
、
七
月
七
日
に
「
虫
振
事
」
が
見
え
る
。
宇
佐
宮
で
は
、
現
在

に
虫
振
神
事
を
伝
え
る
。
残
念
な
が
ら
史
料
か
ら
は
虫
干
し
の
様
子
を
読
み
取

る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
前
に
述
べ
た
よ
う
に
、
「
御
殿
内
の
装
束
及
び
宝
物

類
の
虫
干
し
を
行
う
神
事
」
と
伝
え
て
い
る
。
参
加
者
に
つ
い
て
は
、
女
官
や

大
宮
司
、
次
官
、
宇
佐
宮
の
中
心
の
廳
内
神
官
た
ち
が
正
装
に
て
儀
礼
を
執
り

行
っ
て
い
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
出
雲
大
社
や
熱
田
神
社
同
様
に
、
神
社

の
長
の
参
加
す
る
重
要
な
儀
礼
に
位
置
付
け
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、
七
月
七
日
に
虫
干
し
で
あ
っ
た
と
伝
え
ら
れ
る
虫
振
神
事
を

行
っ
た
宇
佐
宮
も
、
出
雲
大
社
や
熱
田
神
社
と
同
様
に
、
大
宮
司
が
参
加
す
る

重
要
な
儀
礼
と
み
な
し
て
い
た
こ
と
が
窺
え
る
。

　
　

ⅱ
、
宗
像
宮
（
辺
津
宮
）
の
虫
振
神
事

　

そ
れ
で
は
、
い
よ
い
よ
宗
像
宮
の
虫
振
神
事
を
見
て
い
こ
う
。

　

宗
像
宮
の
虫
振
神
事
は
、
正
平
二
十
三
年
（
一
三
六
八
）
の
「
正
平
二
十
三

年
年
中
行
事
」
に
見
え
る
。
本
章
で
は
、
本
土
の
辺
津
宮
の
も
の
を
見
て
み
よ

う
。

　

辺
津
宮
は
、
惣
社
を
第
一
宮
、
中
殿
を
第
二
宮
、
地
主
神
を
第
三
宮
と
し
、

こ
れ
ら
が
併
立
し
て
い
た
（
宗
像
神
社
復
興
期
成
會
一
九
六
一
、
二
〇
一
～
二

〇
五
）
。
虫
振
神
事
は
、
七
月
七
日
に
こ
れ
ら
三
カ
所
の
そ
れ
ぞ
れ
で
行
わ
れ

た
。
こ
の
う
ち
第
一
宮
と
第
二
宮
に
つ
い
て
は
、
「
七
月
七
日
、
七
夕
蟲
振
神

事
　
　
　

」
と
見
え
る
。
第
三
宮
に
お
い
て
は
、
二
王
丸
役
の
御
供
の
み
で
、

実
相
院
に
よ
る
酒
肴
は
供
さ
れ
な
か
っ
た
。
つ
ま
り
、
虫
振
神
事
は
、
宗
像
宮

の
寺
家
の
一
と
み
ら
れ
る
二
王
丸
が
御
供
を
負
担
し
、
鎮
国
寺
を
構
成
す
る
五

支
院
の
一
の
実
相
院
が
酒
肴
を
負
担
し
た
こ
と
が
分
か
る
。

　

こ
の
「
正
平
二
十
三
年
年
中
行
事
」
に
お
い
て
は
、
儀
礼
に
大
宮
司
た
る
社

務
が
奉
仕
す
る
場
合
は
「
社
務
役
」
と
記
さ
れ
る
。
と
こ
ろ
が
、
こ
の
虫
振
神

事
に
は
「
社
務
」
は
見
え
ず
、
少
な
く
と
も
大
宮
司
の
奉
仕
す
る
儀
礼
に
は
位

置
付
け
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
が
分
か
る
。
こ
の
点
に
お
い
て
、
出
雲
大
社

や
熱
田
神
社
、
宇
佐
宮
と
は
対
照
的
と
い
え
る
。

　
　

ⅲ
、
宗
像
宮
（
辺
津
宮
）
に
お
け
る
七
夕
行
事
の
変
化

　

宗
像
宮
の
虫
振
神
事
が
、
そ
れ
ほ
ど
重
視
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と

は
、
次
の
こ
と
か
ら
も
窺
え
る
。

　

「
正
平
二
十
三
年
年
中
行
事
」
よ
り
後
の
「
応
安
神
事
次
第
」
で
は
、
虫
振

神
事
が
見
え
な
く
な
っ
て
し
ま
う
。
室
町
期
（
永
享
以
降
）
に
書
写
さ
れ
た
諸

伝
本
中
最
古
の
甲
本
に
は
（
宗
像
大
社
文
書
編
纂
刊
行
委
員
会
二
〇
〇
九
、
七

二
〇
～
七
二
一
）
、
七
夕
行
事
そ
の
も
の
が
見
え
な
い
の
だ
。
そ
の
後
の
七
夕

行
事
に
つ
い
て
は
、
戦
国
時
代
を
下
ら
な
い
時
期
に
書
写
さ
れ
た
乙
本
に
、
頭

書
の
か
た
ち
で
「
同
（
七
月
）
七
日
、
乞
巧
天
（
奠
）
三
社
祭
礼
」
が
よ
う
や

く
見
え
る
。
こ
こ
か
ら
も
、
宗
像
宮
で
は
、
出
雲
大
社
や
熱
田
神
社
と
は
異
な
っ

て
、
少
な
く
と
も
七
夕
の
行
事
が
そ
れ
ほ
ど
重
視
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
が

窺
え
る
。

　

ち
な
み
に
、
前
に
紹
介
し
た
よ
う
に
、
宮
中
で
は
、
乞
巧
奠
と
虫
干
し
と
は

区
別
さ
れ
て
な
さ
れ
て
い
た
。
従
っ
て
、
虫
振
神
事
と
乞
巧
奠
は
単
に
表
記
上

の
違
い
と
い
う
だ
け
で
は
な
く
、
虫
干
し
の
儀
礼
、
あ
る
い
は
虫
干
し
の
名
残

と
し
て
な
さ
れ
て
い
た
儀
礼
か
ら
、
乞
巧
奠
へ
と
、
行
事
そ
の
も
の
が
変
化
し

て
い
た
可
能
性
が
あ
る
。

　

七
夕
に
行
う
虫
干
し
は
、
熱
田
神
社
や
出
雲
大
社
に
見
た
よ
う
に
重
視
さ
れ

て
い
た
。
宗
像
宮
と
同
様
に
「
虫
振
神
事
」
と
し
た
宇
佐
宮
で
も
、
大
宮
司
が

祭
祀
を
司
る
重
要
な
行
事
に
位
置
付
け
ら
れ
て
い
た
。
こ
こ
で
は
、
現
在
に

至
っ
て
も
な
お
、
小
祭
と
し
な
が
ら
も
虫
振
祭
と
し
て
神
事
が
行
わ
れ
て
い
る
。

　

他
方
、
宗
像
宮
に
お
い
て
は
、
七
夕
行
事
が
重
視
さ
れ
ず
、
「
蟲
振
神
事
」

の
名
も
「
正
平
二
十
三
年
年
中
行
事
」
限
り
で
見
え
な
く
な
る
。
そ
の
後
、
七

夕
行
事
は
、
戦
国
時
代
に
書
写
さ
れ
た
と
み
ら
れ
る
「
応
安
神
事
次
第
」
乙
本

の
み
に
、
か
ろ
う
じ
て
頭
書
に
乞
巧
奠
が
見
え
る
。
と
こ
ろ
が
、
「
西
宮
記
」

や
「
江
家
次
第
」
に
は
、
乞
巧
奠
は
虫
干
し
と
は
区
別
し
て
記
述
さ
れ
て
お
り
、

こ
れ
ら
は
別
々
の
儀
礼
で
あ
っ
た
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、

「
正
平
二
十
三
年
年
中
行
事
」
か
ら
後
の
時
期
に
、
七
夕
行
事
そ
の
も
の
が
変

化
し
た
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。

　

第
三
章　

中
世
大
島
の
七
夕
行
事

　

第
二
章
ま
で
、
宗
像
辺
津
宮
の
七
夕
行
事
に
つ
い
て
見
て
き
た
が
、
本
章
で

は
大
島
に
あ
る
大
島
第
二
宮
本
社
の
七
夕
行
事
を
見
て
み
よ
う
。

　
　

ⅰ
、
大
島
第
二
宮
本
社
の
七
夕
行
事

　

中
世
大
島
の
七
夕
行
事
に
つ
い
て
は
、
「
正
平
二
十
三
年
年
中
行
事
」
に
見

え
る
。
こ
こ
に
は
、
「
七
月
七
日 

七
夕
蟲
振
神
事
」
と
見
え
、
辺
津
宮
と
同
様

に
虫
振
神
事
を
行
っ
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。
ち
な
み
に
、
沖
ノ
島
（
息
嶋
）

を
は
じ
め
、
ほ
か
の
末
社
に
は
虫
振
神
事
は
見
ら
れ
な
い
。
辺
津
宮
と
大
島
で

の
み
虫
振
神
事
を
行
っ
て
い
た
こ
と
に
な
る
。

　

そ
し
て
、
辺
津
宮
同
様
に
大
島
で
も
「
正
平
二
十
三
年
年
中
行
事
」
限
り
で

虫
振
神
事
は
見
え
な
く
な
っ
て
し
ま
う
。
天
文
二
十
二
年
（
一
五
五
三
）
の
「
大

島
第
二
宮
年
中
御
神
事
次
第
・
大
島
第
二
宮
年
中
御
供
米
之
事
」
に
は
、
「
七

月
、
七
夕　

御
神
事
」
、
「
七
月　

棚
機
御
供　

四
升
」
と
書
か
れ
て
お
り
、
単

に
七
夕
の
節
供
に
な
っ
て
い
る
。
ち
な
み
に
、
大
島
の
七
夕
行
事
は
、
天
正
十

四
年
（
一
五
八
六
）
に
、
宗
像
大
宮
司
氏
貞
逝
去
後
、
一
時
絶
え
る
が
、
元
禄

二
年
（
一
六
八
九
）
に
再
興
さ
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
大
島
第
二
宮
本
社
に
お

い
て
も
、
辺
津
宮
と
同
様
に
「
正
平
二
十
三
年
年
中
行
事
」
限
り
で
虫
振
神
事

は
見
え
な
く
な
り
、
七
夕
行
事
は
変
化
し
た
と
み
ら
れ
る
。

　
　

ⅱ
、
中
世
大
島
の
祭
祀
組
織

　

次
に
大
島
第
二
宮
の
諸
行
事
に
、
ど
う
い
っ
た
人
た
ち
が
関
わ
っ
て
き
た
の

か
考
え
て
み
よ
う
。

　

ま
ず
、
「
応
安
神
事
次
第
」
（
甲
本
）
の
、
辺
津
宮
の
二
月
の
「
春
大
祭
事
」

の
記
事
を
見
て
み
よ
う
。

　
　

一
、
春

大

祭

事
、 

政
所
有
大
飯

　
　
　

小
勝
浦
神
人
七
人　

大
島
神
人
七
人　
　

、

　
　
　

庭
ニ
テ
中
臣
祓
ア
リ
、
次
御
前
浜
ニ
テ
有
祓
、
祢
宜
魚
ヲ
釣
ル
、

　

こ
の
よ
う
に
、
「
春
大
祭
事
」
に
は
小
勝
浦
神
人
七
人
と
大
島
神
人
の
七
人

が
寄
り
合
っ
て
人
形
を
作
っ
て
い
る
（
桑
田
一
九
八
八
、
五
六
）
。
こ
こ
か
ら

大
島
に
は
七
人
の
神
人
が
存
在
す
る
こ
と
が
分
か
る
。

　

そ
れ
で
は
、
彼
ら
七
人
は
ど
の
よ
う
な
存
在
だ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
し

て
、ど
の
よ
う
に
行
事
に
関
わ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
見
て
み
よ
う
。
同
じ
く
「
応

安
神
事
次
第
」
に
、
十
二
月
二
十
五
日
の
政
所
九
間
社
（
辺
津
宮
）
の
八
女
神

事
（
八
乙
女
に
よ
る
神
楽
舞
）
の
記
述
が
み
え
る
。
こ
の
と
き
に
、
辺
津
宮
の

第
二
宮
の
眷
属
小
神
、
五
位
社
に
て
、
大
島
の
神
人
ら
に
よ
る
「
朸
折
」
の
儀

礼
が
行
わ
れ
て
い
る
。
「
朸
折
」
の
儀
礼
と
は
、
当
時
神
聖
な
呪
物
と
さ
れ
た

朸
（
唐
櫃
等
の
舁
ぎ
棒
）
を
祈
る
行
事
で
、
こ
れ
を
祈
る
こ
と
に
よ
っ
て
甲
乙

間
の
優
劣
・
勝
負
を
決
し
た
儀
礼
で
（
宗
像
神
社
復
興
期
成
會
一
九
六
六
、
二

五
五
、
宗
像
大
社
文
書
編
纂
刊
行
委
員
会
二
〇
〇
九
、
二
三
八
）
、
次
の
よ
う

な
人
た
ち
に
よ
っ
て
な
さ
れ
て
い
た
。

　
　

大
嶋
ノ
五
位
ノ
酒
肴
ア
リ
、
ア
フ
コ
ヲ
リ
ア
リ
、
ア
フ
コ
折

事
、
一
甲
斐

ト
嶋
ノ
弁
済
使
ト
両　

人
役
也
、
大
嶋
ノ
神
人
六
人
参
テ
歌
ヲ
ウ
タ
ウ
ナ

リ
、
嶋
ノ
御
神
楽
コ
ト
シ
、

　
　

神　

官
ウ
ケ
ノ
歌
ア
リ
、
如　

嶽　

祭
、

　

こ
の
よ
う
に
、
ま
ず
末
社
の
五
位
社
に
酒
肴
（
御
酒
大
瓶
一
、
魚
一
尾
）
を

供
え
る
。
次
に
一
甲
斐
と
弁
済
使
で
朸
折
の
役
を
務
め
る
。
そ
し
て
大
島
の
神

人
六
人
が
、
島
の
御
神
楽
の
よ
う
に
歌
う
。
最
後
に
辺
津
宮
の
側
の
神
官
が
ウ

ケ
ノ
歌
を
歌
う
。
ウ
ケ
ノ
歌
は
、
政
所
九
間
社
の
神
事
の
ほ
か
に
、
摂
末
社
の

嶽
祭
と
い
わ
れ
る
祭
り
で
歌
わ
れ
た
（
宗
像
神
社
復
興
期
成
會
一
九
六
六
、
二

四
六
）
。
ち
な
み
に
、
こ
の
儀
礼
に
つ
い
て
、
『
宗
像
神
社
史
』
は
、
「
沖
津
宮

と
中
津
宮
と
の
奉
仕
者
間
で
行
は
れ
、
そ
の
勝
負
に
よ
つ
て
、
兩
宮
奉
仕
者
の

優
劣
が
き
め
ら
れ
た
も
の
と
考
へ
ら
れ
る
（
宗
像
神
社
復
興
期
成
會
一
九
六

六
、
二
五
五
）
」
と
推
測
し
て
い
る
。

　

彼
ら
に
つ
い
て
の
詳
細
は
、
「
応
安
神
事
次
第
」
よ
り
も
時
代
が
下
る
も
の

の
、
「
宗
像
宮
御
廳
着
座
次
第
寫
」
に
よ
っ
て
明
ら
か
に
な
る
。

　

ま
ず
、
弁
済
仕
は
弁
済
仕
少
宮
司
と
さ
れ
、
併
せ
て
大
嶋
御
嶽
第
一
宮
御
燈

と
さ
れ
る
。
大
島
の
御
嶽
と
は
、
中
津
宮
の
後
ろ
に
聳
え
る
山
で
、
現
在
で
も

御
嶽
神
社
が
鎮
座
す
る
。
江
戸
時
代
に
は
、
山
上
の
神
社
が
本
社
に
移
さ
れ
て

し
ま
っ
て
い
た
よ
う
だ
が
、
里
人
に
天
照
大
神
と
言
わ
れ
て
い
た
と
い
う
。
そ

れ
以
前
に
は
、
「
大
島
御
嶽
三
所
大
菩
薩
」
と
さ
れ
た
こ
と
も
あ
っ
た
と
い

う 

。
実
際
に
、
御
嶽
は
霊
山
を
思
わ
せ
る
趣
が
あ
り
、
眺
望
に
お
い
て
優
れ
て

い
る
。
沖
ノ
島
は
も
ち
ろ
ん
、
本
土
の
側
を
望
め
ば
条
件
が
良
け
れ
ば
遠
く
田

川
郡
の
霊
峰
彦
山
（
英
彦
山
）
を
も
見
渡
す
こ
と
が
で
き
る
。
一
方
で
、
地
元

の
子
ど
も
た
ち
か
ら
は
、
怪
談
め
い
た
話
が
語
ら
れ
、
近
づ
き
た
く
な
い
場
所

と
も
さ
れ
る
。
祭
祀
が
な
さ
れ
る
特
別
の
場
で
あ
っ
た
と
す
る
「
記
憶
」
が
世

代
を
超
え
現
在
に
伝
え
ら
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　

弁
済
仕
は
、
一
般
的
に
は
「
弁
済
使
」
と
し
、
荘
園
で
課
役
を
勤
仕
さ
せ
る

た
め
に
設
置
さ
れ
た
と
さ
れ
る
。
従
っ
て
、
御
嶽
を
管
轄
す
る
神
官
で
あ
る
と

同
時
に
大
島
の
行
政
の
長
と
し
て
の
役
割
を
果
た
し
た
と
み
ら
れ
る
。

　

一
甲
斐
と
は
、
代
々
大
島
に
居
住
し
た
沖
津
宮
（
第
一
宮
本
社
）
奉
仕
の
社

家
で
あ
る
。
対
し
て
中
津
宮
（
第
二
宮
本
社
）
奉
仕
の
社
家
は
、
同
様
に
代
々

大
島
に
居
住
し
、
二
甲
斐
を
名
乗
っ
て
い
る
（
宗
像
神
社
復
興
期
成
會
一
九

六
六
、
五
二
六
～
五
三
三
）
。
そ
の
他
の
神
人
に
つ
い
て
は
、「
応
安
神
事
次
第
」

の
「
春
大
祭
事
」
に
は
七
人
と
見
え
、
「
朸
折
」
の
儀
礼
の
記
事
で
は
六
人
と

見
え
る
。
他
方
、「
宗
像
宮
御
廳
着
座
次
第
寫
」
に
は
目
原
・
立
石
・
大
嶋
・
今

里
・
江
坂
の
五
名
が
見
え
る
。
大
島
神
人
は
六
人
前
後
存
在
し
、
大
島
島
内
の

各
所
に
居
住
し
、
末
社
な
ど
に
奉
仕
し
て
い
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

　

こ
の
よ
う
に
、
大
島
に
は
、
行
政
官
と
神
官
を
兼
ね
た
よ
う
な
弁
済
仕
、
第

一
宮
本
社
（
沖
津
宮
）
に
奉
仕
し
た
一
甲
斐
、
第
二
宮
本
社
に
奉
仕
し
た
二
甲

斐
、
そ
し
て
六
人
前
後
の
神
人
が
存
在
し
、
役
割
を
分
担
し
な
が
ら
共
に
儀
礼

に
関
わ
っ
た
と
み
ら
れ
る
。

　
　

ⅲ
、
歌
学
書
に
見
え
る
大
島
の
七
夕

　

第
二
宮
本
社
の
境
内
に
、
い
つ
の
頃
か
ら
か
牽
牛
織
女
の
小
社
が
天
ノ
川
を

挟
ん
で
設
け
ら
れ
る
。
ち
な
み
に
、
天
ノ
川
は
、
御
嶽
の
下
に
源
流
を
も
ち
、

第
二
宮
本
社
（
中
津
宮
）
の
境
内
を
流
れ
る
川
で
あ
る
。
ま
た
同
じ
く
境
内
に

は
、
天
の
真
名
井
と
い
わ
れ
る
霊
泉
が
あ
っ
て
、
天
ノ
川
に
水
を
供
給
す
る
。

こ
れ
ら
の
小
社
に
つ
い
て
、『
筑
前
国
続
風
土
記
』
（
宗
像
郡
上
、
十
六
）
は
、

次
の
よ
う
に
紹
介
し
て
い
る
。

　
　

石
見
女
式
髄
脳
に
曰
、
筑
前
大
島
と
云
所
に
星
宮
と
て
有
、
川
を
隔
て

ゝ
宮
有
、
北
を
彦
星
の
宮
と
云
、
南
を
は
七
夕
宮
と
い
ふ
也
、
男
を
申
者

彦
星
の
宮
に
籠
り
、
女
を
申
者
は
七
夕
の
宮
に
籠
る
な
り
、
七
月
朔
日
よ

り
七
日
送
に
籠
り
て
、
川
中
に
三
重
の
棚
を
結
て
星
祭
を
し
て
、
三
の
手

洗
に
水
を
入
て
影
を
見
る
に
、
何
も
逢
へ
き
男
の
姿
手
洗
に
う
つ
れ
は
、

其
男
に
逢
へ
き
と
知
な
り
、
古
今
集
栄
雅
抄
に
曰
、
筑
前
國
大
島
の
星

の
宮
と
て
、
北
は
彦
星
を
い
わ
ひ
、
南
ハ
織
女
を
崇
む
、
二
社
の
間
に
川

有
、
天
の
川
と
名
付
く
、
女
を
得
ん
と
お
も
へ
は
織
女
の
宮
に
籠
り
、
男

を
得
ん
と
思
へ
は
彦
星
の
宮
に
籠
る
、
七
月
朔
日
よ
り
七
日
の
夜
半
に
至

り
、
河
中
に
棚
を
結
ひ
て
、
手
洗
上
中
下
三
に
水
を
入
て
、
上
中
下
に
男

の
名
を
書
て
祭
り
を
し
て
、
手
洗
に
う
つ
り
た
る
に
随
て
、
其
男
女
を
定

る
な
り
、
此
祭
り
お
せ
ん
と
て
、
河
原
に
た
ゝ
ぬ
日
ハ
な
し
と
い
へ
り
、

　

こ
の
よ
う
に
、
「
石
見
女
式
髄
脳
」
と
「
古
今
集
栄
雅
抄
」
の
二
つ
の
中
世

の
歌
学
書
を
引
用
し
て
い
る
。
ち
な
み
に
、
「
石
見
女
式
髄
脳
」
は
、
「
石
見
女

式
」
と
も
い
わ
れ
る
中
世
の
歌
学
書
で
、
こ
の
柿
本
人
麻
呂
の
娘
石
見
女
に
仮

託
し
著
さ
れ
て
い
る
。
両
部
神
道
や
二
条
家
歌
学
の
影
響
が
強
く
、
鎌
倉
時
代

末
期
以
後
の
成
立
と
み
ら
れ
る
。「
古
今
集
栄
雅
抄
」
は
、
中
世
の
和
歌
と
蹴
鞠

の
家
、
飛
鳥
井
家
の
飛
鳥
井
雅
親
（
栄
雅
、
一
四
一
七—

一
四
九
〇
）
が
、
『
古

今
和
歌
集
』
の
講
釈
を
聞
き
書
き
し
た
も
の
で
あ
る 

。

　

こ
れ
ら
二
つ
の
歌
学
書
に
よ
る
と
、
七
月
一
日
か
ら
七
日
ま
で
、
愛
し
い
男

性
と
出
会
い
た
い
と
思
う
人
は
彦
星
の
宮
（
牽
牛
社
）
、
愛
し
い
女
性
と
出
会

い
た
い
人
は
七
夕
宮
（
織
女
社
）
に
お
籠
も
り
を
し
、
河
中
に
棚
を
結
っ
て
タ

ラ
イ
に
水
を
張
り
男
女
の
仲
を
占
っ
た
と
す
る
。『
宗
像
神
社
史
』（
下
）
で
は
、

こ
れ
を
、
「
正
平
二
十
三
年
年
中
行
事
」
に
見
え
る
虫
振
神
事
と
と
も
に
行
わ

れ
た
「
特
殊
な
七
夕
神
事
」
と
み
な
し
て
い
る
（
宗
像
神
社
復
興
期
成
會
一
九

六
六
、
二
八
二
）
。
と
こ
ろ
が
、「
正
平
二
十
三
年
年
中
行
事
」
に
は
、
第
二
宮

本
社
の
境
内
社
と
し
て
五
位
社
、
大
宮
社
、
大
神
宮
社
、
河
上
社
、
御
衣
代
社
、

所
司
社
、
龍
王
者
、
年
所
社
、
止
〃
社
、
祝
詞
社
、
荒
熊
社
、
山
部
社
、
山
師
社
、

御
竈
社
、
君
達
社
、
草
上
社
、
天
宮
社
、
金
宮
社
、
御
船
漕
社
、
薭
和
社
、
四
道
社
、

朝
拜
社
、
風
隼
社
、
息
送
社
、
九
日
社
、
息
正
三
位
社
が
あ
が
っ
て
い
る
。
こ

の
よ
う
に
、
少
な
く
と
も
眷
属
社
二
十
六
社
の
な
か
に
数
え
ら
れ
る
社
に
は
牽

牛
や
織
女
に
関
わ
る
社
名
は
見
え
な
い
。『
宗
像
神
社
史
』（
上
）
に
よ
っ
て
も
、

当
時
に
お
け
る
両
社
の
存
在
に
つ
い
て
は
「
牽
牛
・
織
女
兩
社
の
祭
り
が
あ
つ

た
も
の
と
解
さ
れ
（
宗
像
神
社
復
興
期
成
會
一
九
六
一
、
五
六
二
）
」
る
と
、

あ
く
ま
で
推
測
の
域
を
出
な
い
。
そ
の
後
、
七
夕
行
事
に
つ
い
て
「
七
夕
」
や

「
棚
機
」
と
記
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
も
、
史
料
中
に
こ
う
し
た
特
殊
な
神
事

に
つ
い
て
の
記
述
は
見
え
な
い
。

　

他
方
、
歌
学
書
の
な
か
に
は
、
筑
前
（
筑
後
）
大
崎
星
宮
と
、
現
在
の
福
岡

県
小
郡
市
の
地
名
を
挙
げ
て
い
る
も
の
も
見
ら
れ
る
。
大
崎
は
現
在
の
福
岡
県

小
郡
市
に
あ
っ
て
、
七
夕
行
事
で
知
ら
れ
る
媛
社
神
社
が
鎮
座
す
る
。
や
は
り

こ
こ
に
お
い
て
も
、
大
島
同
様
に
実
際
の
川
（
宝
満
川
）
を
天
の
川
に
見
立
て

て
、
織
女
た
る
媛
社
神
社
の
対
岸
に
牽
牛
社
を
祀
り
、
彦
星
と
織
姫
の
七
夕
伝

説
を
再
現
す
る
か
た
ち
の
祀
り
方
に
な
っ
て
い
る
。
こ
の
大
崎
で
は
、
古
く
「
肥

前
国
風
土
記
」
に
織
女
神
が
見
え
る
が
、
そ
こ
に
見
え
る
織
女
神
は
、
媛
社
の

郷
に
あ
っ
て
非
常
に
荒
ぶ
る
神
で
あ
り
、
道
行
く
人
を
殺
し
た
り
し
た
と
い
う
。

こ
こ
か
ら
、
単
純
に
は
恋
愛
に
結
び
つ
く
よ
う
な
神
と
は
思
え
な
い
。
こ
の
荒

ぶ
る
神
が
織
女
と
さ
れ
た
の
は
、
「
肥
前
国
風
土
記
」
に
よ
る
と
、
宗
像
の
珂

是
古
な
る
人
物
が
、
織
物
の
女
神
の
織
女
で
あ
る
こ
と
を
示
し
た
こ
と
に
よ
る

と
い
う
。
ち
な
み
に
、
こ
の
媛
社
神
社
の
七
夕
行
事
が
有
名
に
な
っ
た
の
は
、

『
小
郡
市
史
』
は
江
戸
時
代
の
中
期
以
降
と
す
る
。
こ
の
こ
ろ
に
、
そ
れ
以
前

の
元
禄
十
年
（
一
六
九
七
）
に
は
岩
船
大
明
神
と
の
み
し
て
い
た
も
の
が
、
嘉

永
七
年
（
一
八
五
四
）
の
鳥
居
の
額
に
「
磐
船
神
社
」
に
加
え
て
「
棚
機
神
社
」

と
並
記
さ
れ
る
と
い
っ
た
祭
神
名
の
移
動
を
窺
わ
せ
る
こ
と
が
起
き
た
り
、
明

和
六
年
（
一
七
六
九
）
に
神
像
が
作
ら
れ
た
り
し
た
と
い
う
（
小
郡
市
史
編
集

委
員
会
一
九
九
八
、
七
六
五
）
。

　

い
ず
れ
に
し
て
も
、
歌
学
書
の
記
述
に
見
え
る
大
島
と
大
崎
の
双
方
に
七
夕

行
事
が
存
在
し
、
今
も
っ
て
ど
ち
ら
か
と
い
う
こ
と
が
は
っ
き
り
し
て
い
な

い
。
ど
ち
ら
に
し
て
も
、
歌
学
書
の
記
述
は
、
飛
鳥
井
家
の
よ
う
な
和
歌
の
家

や
和
歌
を
相
伝
す
る
人
た
ち
の
間
で
、
大
島
や
大
崎
と
い
っ
た
現
地
の
あ
り
様

や
信
仰
、
そ
の
他
の
伝
承
と
は
切
り
離
さ
れ
た
か
た
ち
で
独
り
歩
き
し
た
可
能

性
が
あ
る
。
他
方
、
現
地
の
大
島
や
大
崎
の
側
で
は
、
こ
う
し
て
和
歌
の
世
界

の
な
か
で
出
来
上
が
っ
た
歌
学
書
の
「
七
夕
」
が
、
そ
れ
を
知
っ
た
現
地
の
知

識
人
の
よ
う
な
人
た
ち
に
よ
っ
て
再
帰
的
に
受
け
入
れ
ら
れ
、
新
た
な
七
夕
と

し
て
定
着
し
て
い
っ
た
可
能
性
も
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
歌
学
書
の
七
夕
の
記
述

を
さ
ら
に
詳
し
く
理
解
す
る
こ
と
は
、
史
実
か
否
か
と
い
っ
た
こ
と
ば
か
り
で

は
な
く
、
歌
学
書
の
民
俗
へ
の
影
響
を
知
る
上
で
も
大
切
な
こ
と
で
は
な
か
ろ

う
か
。

　

お
わ
り
に

　

宮
中
や
官
社
で
あ
っ
た
神
社
で
は
、
七
月
七
日
に
虫
干
し
を
行
っ
て
い
た
。

こ
れ
ら
は
、
民
間
と
い
う
よ
り
は
、
例
え
ば
神
社
で
は
大
宮
司
が
祭
祀
を
司
る

な
ど
、
宮
中
や
神
社
に
お
け
る
重
要
な
行
事
と
し
て
な
さ
れ
て
い
た
。

　

九
州
に
お
い
て
は
、
宗
像
宮
や
宇
佐
宮
に
虫
振
神
事
が
見
ら
れ
た
。
宇
佐
宮

に
お
い
て
は
、
今
で
も
虫
振
祭
と
称
し
、
虫
振
神
事
を
ル
ー
ツ
と
す
る
神
事
を

行
っ
て
い
る
。
こ
の
宇
佐
宮
の
虫
振
神
事
は
、

中
世
以
前
に
お
い
て
は
、
大

宮
司
が
祭
祀
を
司
る
重
要
な
行
事
と
し
て
な
さ
れ
て
い
た
。
と
こ
ろ
が
、
宗
像

宮
で
は
大
宮
司
の
役
は
見
え
ず
、
正
平
二
十
三
年
（
一
三
六
八
）
の
「
正
平
二

十
三
年
年
中
行
事
」
限
り
で
見
え
な
く
な
る
。
扱
い
に
お
い
て
他
社
ほ
ど
重
視

さ
れ
て
は
い
な
か
っ
た
と
み
ら
れ
る
。

　

大
島
に
お
い
て
は
、
第
二
宮
本
社
で
辺
津
宮
と
同
じ
よ
う
に
当
初
は
「
蟲
振

神
事
」
と
し
て
七
夕
の
行
事
を
行
っ
た
が
、
や
は
り
こ
こ
で
も
虫
振
神
事
は
見

え
な
く
な
り
、「
七
夕
」
や
「
棚
機
」
、「
七
夕
棚
機
」
と
も
称
す
る
よ
う
に
な
っ

た
。

　

こ
の
よ
う
に
、
宗
像
宮
の
虫
振
神
事
は
、
中
央
の
影
響
を
受
け
た
官
社
の
行

事
を
起
源
に
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
と
こ
ろ
が
、
以
上
の
よ
う
に
他
の
官

社
に
く
ら
べ
、
こ
の
行
事
を
重
視
し
て
い
な
か
っ
た
と
み
え
、
そ
の
後
、
虫
振

神
事
は
見
え
な
く
な
っ
た
。

　

本
稿
で
は
、
大
島
の
祭
祀
組
織
に
つ
い
て
も
「
応
安
神
事
次
第
」
や
「
宗
像

宮
御
廳
着
座
次
第
寫
」
に
よ
っ
て
検
討
し
た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
中
世
の
大
島

に
は
、
神
事
に
関
わ
る
者
と
し
て
、
御
嶽
を
管
轄
す
る
神
官
で
あ
る
と
同
時
に
、

大
島
の
行
政
の
長
と
し
て
活
躍
し
た
と
み
ら
れ
る
弁
済
仕
少
宮
司
、
大
島
に
居

住
し
沖
津
宮
（
第
一
宮
本
社
）
に
奉
仕
し
た
社
家
一
甲
斐
、
中
津
宮
（
第
二
宮

社
）
に
奉
仕
し
た
二
甲
斐
、
そ
の
他
六
人
前
後
の
神
人
が
存
在
し
た
こ
と
を
確

認
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

　

以
上
か
ら
、
大
島
の
七
夕
行
事
は
、
民
間
か
ら
は
じ
ま
っ
た
と
言
う
よ
り

（
３
）

二

二

二

一

二

レ

一

一

一

 

   

二

二

二

一

一

一

レ

（
４
）

付
采
女
、
采
女
付
き
女
房
。
五
七
九
月

同
之
。
但
、
三
月
不
入
内
膳
式
。

召
長
筵
敷
東

孫
庇
拭
拂
。

此
日
曝
寶
器

設
音
楽
、

（
５
）
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は
じ
め
に

　

今
日
の
宗
像
大
社
中
津
宮
に
お
い
て
は
、
八
月
七
日
に
七
夕
祭
が
行
わ
れ
て

い
る
。
旧
宗
像
郡
大
島
村
が
、
町
村
合
併
に
よ
り
宗
像
市
に
編
入
さ
れ
た
後
は
、

イ
ベ
ン
ト
の
「
大
島
七
夕
ま
つ
り
」
も
併
せ
て
行
わ
れ
る
よ
う
に
も
な
っ
て
い

る
。
本
稿
に
お
い
て
は
、
こ
れ
の
前
身
と
み
な
さ
れ
て
い
る
中
世
の
中
津
宮
の

七
夕
行
事
を
、
宗
像
宮
の
七
夕
行
事
に
位
置
付
け
な
が
ら
検
討
す
る
。
な
お
、

名
称
に
つ
い
て
は
当
時
に
準
じ
て
、
宗
像
大
社
に
つ
い
て
は
宗
像
宮
、
中
津
宮

に
つ
い
て
は
第
二
宮
本
社
と
す
る
。

　

第
二
宮
本
社
の
七
夕
行
事
の
初
出
は
、
「
正
平
二
十
三
年
年
中
行
事
」
で
、

「
七
夕
蟲
振
神
事
」
（
以
後
、
蟲
振
を
虫
振
と
す
る
）
と
見
え
る
。
こ
れ
に
つ

い
て
は
、
従
来
中
津
宮
の
七
夕
祭
の
ル
ー
ツ
と
考
え
ら
れ
、
「
虫
振
神
事
」
の

表
記
か
ら
農
業
に
関
わ
る
祭
事
か
と
の
推
測
が
な
さ
れ
た
こ
と
は
あ
っ
た
が
、

改
め
て
検
討
さ
れ
る
こ
と
が
な
か
っ
た
。
と
こ
ろ
が
、
古
く
『
宗
像
神
社
史
』

（
下
）
に
よ
る
と
、
「
虫
振
」
は
、
曝
涼
、
い
わ
ゆ
る
虫
干
し
で
あ
り
、
漢
土
の

風
習
を
移
入
さ
れ
た
も
の
と
す
る
（
宗
像
神
社
復
興
期
成
會
一
九
六
六
、
一
九

三
）
。
こ
の
風
習
は
、
古
く
日
本
に
も
伝
わ
り
、
有
職
故
実
書
の
「
西
宮
記
」

に
見
え
る
の
を
は
じ
め
、
公
家
・
武
家
・
社
寺
に
わ
た
っ
て
広
く
見
え
る
。

　

九
州
に
お
い
て
も
、
本
稿
で
取
り
上
げ
る
宗
像
宮
の
ほ
か
に
宇
佐
宮
に
見
え
、

現
在
の
宇
佐
神
宮
の
年
中
行
事
に
も
そ
の
痕
跡
を
残
す
。
そ
れ
は
「
虫
振
祭
」

と
い
わ
れ
、
「
風
除
祭
」
と
併
せ
て
八
月
七
日
に
行
わ
れ
て
い
る
。
宇
佐
神
宮

に
よ
る
と
、
こ
の
「
虫
振
祭
」
は
「
御
殿
内
の
装
束
及
び
宝
物
類
の
虫
干
し
を

行
う
神
事
」
と
し
、
「
風
除
祭
」
を
「
風
水
害
や
病
虫
害
か
ら
の
被
害
を
受
け

や
す
い
八
月
の
時
期
に
、
稲
や
農
作
物
の
安
全
な
生
長
を
祈
念
す
る
祭
典
」
と

す
る
。
こ
の
よ
う
に
、
虫
干
し
の
「
虫
振
祭
」と
、
農
耕
関
係
の
祈
念
の
「
風
除
祭
」

を
区
別
し
て
い
る
。

　

以
上
を
踏
ま
え
て
宗
像
宮
、
と
り
わ
け
大
島
の
第
二
宮
の
七
夕
行
事
の
変
遷

に
つ
い
て
の
考
察
に
入
っ
て
い
こ
う
。
ま
ず
、
第
一
章
で
は
、
初
期
の
第
二
宮

本
社
の
「
七
夕
祭
」
の
性
格
を
探
る
た
め
に
、
ま
ず
有
職
故
実
書
に
よ
っ
て
宮

中
の
、
そ
し
て
古
代
に
官
社
で
あ
っ
た
神
社
の
七
夕
行
事
に
つ
い
て
確
認
す
る
。

「
延
喜
式
」
に
見
る
と
お
り
、
宗
像
宮
は
古
代
に
お
い
て
は
官
社
に
数
え
ら
れ

た
。
官
社
は
、
七
世
紀
後
半
の
律
令
制
の
成
立
に
と
も
な
っ
て
、
中
央
政
府
の

命
に
も
と
づ
い
て
全
国
的
な
規
模
で
創
出
さ
れ
た
常
設
神
殿
を
も
っ
た
新
た
な

宗
教
施
設
で
、
こ
れ
を
も
っ
て
神
社
が
成
立
し
た
と
も
考
え
ら
れ
て
い
る
（
井

上
二
〇
一
一
、
二
六
）
。
こ
こ
で
成
立
し
た
神
社
で
は
、
ヤ
シ
ロ
や
モ
リ
と
い

っ
た
宗
教
施
設
と
は
異
な
っ
て
、
祭
祀
権
が
基
本
的
に
国
家
（
天
皇
）
の
手

に
独
占
さ
れ
、
性
格
も
大
き
く
異
な
っ
た
と
さ
れ
る
（
井
上
二
〇
一
一
、
二
七
）
。

そ
の
た
め
、
官
社
で
あ
っ
た
宗
像
宮
の
古
代
～
中
世
の
行
事
に
つ
い
て
は
、
一

般
的
な
官
社
の
行
事
を
知
る
こ
と
で
理
解
で
き
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　

第
二
章
で
は
、
第
一
章
で
明
ら
か
に
し
た
こ
と
を
も
と
に
、
宗
像
宮
の
七
夕

行
事
の
初
出
に
な
る
「
正
平
二
十
三
年
年
中
行
事
」
か
ら
、
宗
像
宮
の
虫
振
神

事
に
つ
い
て
明
ら
か
に
す
る
。
そ
し
て
、
そ
の
後
の
史
料
の
記
述
か
ら
、
こ
の

虫
振
神
事
が
ど
う
な
っ
て
し
ま
う
の
か
、
七
夕
行
事
の
そ
の
後
の
変
化
に
つ
い

て
検
討
す
る
。

　

第
三
章
で
は
、
大
島
の
第
二
宮
本
社
に
お
け
る
中
世
の
七
夕
行
事
に
つ
い
て

検
討
す
る
と
と
も
に
、
第
二
宮
本
社
の
祭
祀
組
織
に
迫
る
。
併
せ
て
、
宗
像
宮

の
そ
の
他
の
末
社
の
七
夕
行
事
も
紹
介
す
る
。
他
方
で
、
大
島
の
七
夕
行
事
に

つ
い
て
は
、
江
戸
時
代
の
地
誌
『
筑
前
国
続
風
土
記
』
に
紹
介
さ
れ
て
い
る
。

こ
こ
で
は
、
歌
学
書
の
引
用
が
な
さ
れ
て
い
る
。
果
た
し
て
、
こ
の
歌
学
書
の

記
述
を
そ
の
ま
ま
中
世
の
第
二
宮
本
社
の
七
夕
行
事
と
と
ら
え
て
よ
い
の
か
検

討
す
る
。

　

本
論
に
入
る
前
に
、
こ
こ
で
、
本
稿
で
主
に
用
い
る
宗
像
宮
の
文
書
、
「
正

平
二
十
三
年
年
中
行
事
」
と
「
応
安
神
事
次
第
」
に
つ
い
て
簡
単
に
紹
介
し
て

お
く
。
そ
の
他
の
史
料
に
つ
い
て
は
、
行
論
の
な
か
で
適
宜
紹
介
す
る
。
な
お
、

詳
細
に
つ
い
て
は
、
桑
田
和
明
や
『
宗
像
大
社
文
書
』
第
三
巻
を
参
照
し
て
い

た
だ
き
た
い
。

　

ま
ず
、
「
正
平
二
十
三
年
年
中
行
事
」
は
、
南
北
朝
の
騒
乱
の
只
中
の
正
平

二
十
三
年
（
一
三
六
八
）
の
成
立
で
、
本
社
以
下
各
社
の
目
録
を
あ
げ
、
つ
い

で
各
社
ご
と
に
年
中
行
事
の
月
日
と
名
称
を
あ
げ
て
い
る
（
桑
田
一
九
八
八
、

四
二
～
四
三
）
。
北
部
九
州
が
南
朝
勢
力
下
に
あ
っ
た
時
期
に
、
宗
像
宮
が
南

朝
勢
力
に
接
近
す
る
か
た
ち
で
神
社
の
興
隆
を
は
か
っ
た
証
左
と
み
な
す
べ
き

性
格
の
も
の
と
考
え
ら
れ
る
（
宗
像
大
社
文
書
編
纂
刊
行
委
員
会
二
〇
〇
九
、

七
一
六
）
。

　

「
応
安
神
事
次
第
」
は
、
原
本
は
現
存
せ
ず
、
最
古
の
甲
本
か
ら
癸
本
ま
で

の
六
本
の
伝
本
が
知
ら
れ
、
甲
本
か
ら
戌
本
ま
で
は
忌
子
祢
宜
家
で
あ
っ
た
深

田
家
の
子
孫
、
宗
像
氏
に
蔵
さ
れ
、
癸
本
は
宗
像
神
社
に
伝
来
し
た
（
桑
田
一

九
八
八
、
四
三
）
。
本
稿
で
取
り
上
げ
る
甲
本
と
乙
本
に
つ
い
て
は
、
甲
本
は

最
も
原
本
に
近
い
写
本
と
み
な
さ
れ
、
室
町
期
（
永
享
期
以
降
）
の
書
写
と
さ

れ
る
。
ち
な
み
に
甲
本
に
は
、
乙
本
と
比
較
し
て
欠
落
し
た
箇
所
が
み
ら
れ
る
。

乙
本
は
、
他
本
と
内
容
に
ち
が
い
が
見
ら
れ
、
甲
本
と
は
直
接
的
に
は
系
統
の

つ
な
が
ら
な
い
異
本
と
み
な
さ
れ
て
い
る
。
諸
所
に
は
、
本
文
と
同
筆
の
頭
書

が
あ
り
、
本
文
の
内
容
を
補
っ
て
い
る
が
、
他
本
に
は
見
ら
れ
な
い
独
自
の
記

事
も
少
な
く
な
く
、
ま
た
甲
本
の
記
事
を
脱
落
さ
せ
た
箇
所
も
あ
る
。
書
写
は
、

戦
国
時
代
を
下
ら
な
い
時
期
に
な
さ
れ
た
と
み
ら
れ
、
古
さ
も
甲
本
に
次
ぐ
と

さ
れ
る
（
宗
像
大
社
文
書
編
纂
刊
行
委
員
会
二
〇
〇
九
、
七
二
一
）
。

　

「
応
安
神
事
次
第
」
の
原
本
は
、
「
正
平
二
十
三
年
年
中
行
事
」
の
成
立
か

ら
七
年
後
の
応
安
八
年
（
一
三
七
五
）
三
月
十
七
日
に
、
宗
像
宮
の
年
中
行
事

の
引
付
が
度
々
の
争
乱
で
紛
失
し
た
の
で
、
大
宮
司
た
る
社
務
の
仰
せ
に
よ
っ

て
祝
詞
禰
宜
致
広
が
注
進
し
た
と
さ
れ
る
。
「
正
平
二
十
三
年
年
中
行
事
」
が

宮
社
ご
と
に
年
中
行
事
を
列
挙
し
て
い
る
の
に
対
し
、
「
応
安
神
事
次
第
」
は
、

す
べ
て
の
宮
社
の
年
中
行
事
を
月
日
順
に
並
べ
て
い
る
と
こ
ろ
に
大
き
な
ち
が

い
が
あ
る
（
宗
像
大
社
文
書
編
纂
刊
行
委
員
会
二
〇
〇
九
、
七
二
〇
）
。

　

第
一
章　

官
社
の
七
夕
行
事

　

七
夕
に
、
宇
佐
宮
に
て
虫
干
し
と
し
て
虫
振
を
行
っ
て
い
た
と
伝
え
ら
れ
て

い
る
こ
と
は
す
で
に
示
し
た
。
本
章
で
は
、
実
際
に
七
夕
に
行
事
と
し
て
虫
干

し
を
行
う
も
の
な
の
か
、
有
職
故
実
書
や
、
古
代
か
ら
中
世
に
か
け
て
官
社
と

さ
れ
た
神
社
の
記
録
類
か
ら
見
て
み
た
い
。

　
　

ⅰ
、
有
職
故
実
書
「
西
宮
記
」
に
見
え
る
七
夕
の
行
事

　

ま
ず
、
は
じ
め
に
で
触
れ
た
有
職
故
実
書
に
あ
た
る
「
西
宮
記
」
を
見
て
み

よ
う
。
「
西
宮
記
」
は
、
源
高
明
に
よ
っ
て
著
さ
れ
た
総
合
的
な
有
職
故
実
書

で
、
宮
廷
の
年
中
行
事
・
典
礼
・
装
束
・
制
度
な
ど
の
儀
式
次
第
が
記
さ
れ
て

い
る
。
多
く
の
古
記
・
旧
記
に
も
引
用
さ
れ
、
平
安
中
期
の
根
本
史
料
と
し
て

高
い
価
値
が
見
出
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
「
西
宮
記
」
の
七
月
七
日
条
に
、
次
の

よ
う
に
七
夕
行
事
の
記
事
が
見
え
る
。

　
　

七
日
、
内
膳
供
御
節
供
、

　
　

内
蔵
設
殿
上
酒
饌
。 

凉
御
調
度
。

　
　

蔵
人
所
人
等
凉
之
。　
　

 

凉
仁
壽
殿
御
屏
風
。

　

こ
こ
で
は
、
乞
巧
奠
と
は
別
に
、
節
供
と
、
調
度
や
仁
壽
殿
の
屏
風
を
広
げ

て
日
に
乾
か
す
こ
と
を
行
っ
て
い
る
。
次
に
「
江
家
次
第
」
を
見
る
と
、
や
は

り
七
月
七
日
条
に
は
、
乞
巧
奠
と
は
別
に
、
次
の
よ
う
な
こ
と
を
行
っ
て
い
る
。

　
　

同
日
（
七
月
七
日
）
拂
拭
御
物
事

　
　

鋪
廣
莚
於
清
凉
殿
孫
庇
、
風
戻
御
物
等
良
久
拂
拭
後
、
如
元
返
置
、
又
披

　
　

清
凉
・
仁
壽
・
宜
陽
殿
等
御
物
、

と
見
え
て
、
「
拂
拭
御
物
事
」
と
称
し
て
、
や
は
り
清
涼
殿
の
孫
庇
の
下
に
広

筵
を
敷
き
、
そ
こ
に
御
物
を
出
し
て
風
に
当
て
た
り
し
な
が
ら
拂
拭
い
た
り
す

る
旨
の
記
述
が
み
ら
れ
る
。

　

以
上
の
よ
う
に
、「
西
宮
記
」
や
「
江
家
次
第
」
か
ら
、
宮
中
に
お
い
て
は
、

七
夕
に
乞
巧
奠
と
は
別
に
、
屏
風
な
ど
の
御
物
を
外
に
出
し
、
風
に
当
て
日
に

乾
か
し
拂
い
拭
く
と
い
っ
た
虫
干
し
の
よ
う
な
こ
と
が
な
さ
れ
て
い
た
こ
と
が

分
か
る
。

　
　

ⅱ
、
官
社
の
七
夕
行
事

　

次
に
、
官
社
と
さ
れ
た
神
社
に
お
い
て
は
ど
う
だ
っ
た
で
あ
ろ
う
か
。
さ
き

に
紹
介
し
た
『
宗
像
神
社
史
』
に
は
、
美
保
神
社
の
虫
探
神
事
（
御
虫
干
）
と

厳
島
神
社
の
神
寶
晒
し
に
触
れ
ら
れ
て
い
た
。
そ
こ
で
、
こ
こ
で
は
そ
れ
以
外

の
出
雲
大
社
と
熱
田
神
社
の
七
夕
行
事
を
紹
介
し
た
い
。

　

そ
れ
で
は
、
ま
ず
出
雲
大
社
の
七
夕
行
事
を
見
て
み
よ
う
。
延
宝
七
年
（
一

六
七
九
）
に
書
か
れ
た
出
雲
大
社
の
祭
礼
・
年
中
行
事
の
一
覧
、
「
出
雲
大
社

年
中
行
事
」
に
は
、
次
の
よ
う
に
見
え
る
。

　
　

七
日　

大
祭
禮　
　
　

國
造
千
家
昇
殿
、

　

七
月
七
日
に
は
大
祭
礼
と
し
て
音
楽
を
鳴
ら
し
な
が
ら
宝
器
を
晒
し
て
い

る
。
そ
し
て
、
こ
こ
で
は
祭
祀
を
司
る
大
社
の
長
た
る
国
造
の
千
家
が
昇
殿
し

て
も
い
る
。

　

次
に
、
国
造
の
千
家
方
の
中
官
藤
間
大
蔵
に
よ
っ
て
書
か
れ
た
、
幕
末
頃
の

神
事
の
方
式
と
そ
こ
で
の
人
々
の
様
子
を
記
述
し
た
「
御
神
事
式
」
を
見
て
み

よ
う
。

　
　

七
日

　
　

一
、
今
日
御
蟲
干
御
神
事
也
、
別
火
殿
昇
殿
直
ニ
御
案
内
、
即
刻
御
昇
殿

被
遊
、
御
行
列
御
先
掃
除
番
・
御
鉾
傘
神
人
惣
出
・
被
官
三
十
人
・
長
絹
・

伶
人
・
中
官
・
上
官
・
随
身
左
右
・
御
輿
・
御
太
刀
持
・
近
習
・
近
習
格
・

　
　

御
沓
・
長
柄
等
也
、
御
昇
殿
之
節
樂
打
申
候
、
御
社
人
御
神
拜
、
小
内
殿

御
戸
開
被
遊
、
別
火
几
帳
被
引
申
候
、
夫
よ
り
御
上
并
上
官
中
も
御
祝
詞

有
之
事
、
相
濟
上
段
之
大
カ
ケ
バ
ン
も
下
段
ノ
大
カ
ケ
バ
ン
も
并
べ
、
夫

よ
り
御
神
寶
品
々
其
上
へ
出
し
蟲
干
之
事
、
扨
又
上
ニ
テ
ハ
御
當
宮
ノ
御

装
束
類
、
且
又
御
上
并
ニ
御
表
役
、
別
火
殿
御
立
會
に
て
御
證
文
并
御
書

類
ヲ
御
し
ら
べ
被
遊
候
事
、
萬
々
相
濟
、
奉
幣
有
之
候
へ
ハ
昇
殿
仕
事
相

濟
、
御
下
殿
之
事
、

　

こ
れ
に
よ
る
と
、
別
火
殿
に
昇
殿
す
る
と
、
案
内
が
出
て
昇
殿
す
る
。
そ
し

て
、
御
先
掃
除
番
・
御
鉾
傘
神
人
の
す
べ
て
・
被
官
が
三
十
人
・
長
絹
・
伶
人
・

中
官
・
上
官
・
随
身
左
右
・
神
輿
・
御
太
刀
持
・
近
習
・
近
習
格
・
御
沓
・
長

柄
等
と
大
規
模
な
行
列
が
組
ま
れ
る
。
ま
た
、
行
列
に
伶
人
（
音
楽
を
奏
す
る

人
）
が
見
え
る
が
、
昇
殿
の
と
き
に
は
楽
打
が
奏
さ
れ
る
。
そ
し
て
神
拝
が
な

さ
れ
、
国
造
で
あ
ろ
う
御
上
や
上
官
ら
に
よ
る
神
事
が
終
わ
っ
た
あ
と
に
、
神

宝
や
装
束
類
の
虫
干
し
が
な
さ
れ
る
。
ま
た
、
併
せ
て
證
文
や
書
類
を
調
べ
る

機
会
も
設
け
ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
七
月
七
日
の
虫
干
が
盛
大
な
儀
礼
で
あ

り
な
が
ら
も
、
そ
れ
だ
け
で
は
な
く
実
際
に
虫
干
し
や
證
文
、
書
類
の
確
認
が

な
さ
れ
る
と
い
っ
た
よ
う
に
、
実
質
的
な
機
能
を
も
っ
た
行
事
で
あ
っ
た
こ
と

が
分
か
る
。

　

次
に
、
熱
田
神
社
を
見
て
み
よ
う
。
文
明
十
七
年
（
一
四
八
五
）
の
「
文
明

十
七
年
年
中
行
事
」
で
は
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。

　
　

七
日 

供
御
并
御
サ
カ
シ
モ
ノ
、

　

こ
の
よ
う
に
、
七
月
七
日
に
、
供
御
と
と
も
に
「
サ
カ
シ
モ
ノ
」
と
い
う
こ

と
を
行
っ
て
い
る
。
こ
の
「
サ
カ
シ
モ
ノ
」
の
内
容
を
、
江
戸
時
代
の
成
立
と

時
代
が
下
る
が
、
「
熱
田
祭
奠
年
中
行
事
故
實
考
」
に
よ
っ
て
見
て
み
よ
う
。

　
　

七
日　

同
供
御
撤
、
神
寶
風
入
、
大
宮
司
参
向
、
辰
剋
大
宮
供
御 

梶
葉

　
　
　

麥
麺
、
瓜
、
神
寶
風
入
、
大
宮
司
参
向
、
文
明
記
云
、
七
月
七
日
、　

供

　
　
　

御
并
御
サ
カ
シ
モ
ノ
、

　

大
宮
司
が
参
向
し
、
朝
に
大
宮
の
内
陣
に
て
梶
の
葉
や
麦
麺
、
瓜
を
供
え
、

そ
れ
ら
を
撤
す
る
と
神
宝
に
風
を
入
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
や
は
り
虫
干
し
が

行
わ
れ
て
い
る
。

　

以
上
の
よ
う
に
、
七
月
七
日
に
は
虫
干
し
を
行
っ
た
。
と
く
に
神
社
に
お
い

て
は
、
こ
の
虫
干
し
の
儀
礼
に
国
造
や
大
宮
司
も
参
加
す
る
な
ど
、
重
要
な
儀

礼
と
み
な
し
て
い
た
こ
と
が
窺
え
た
。

　

第
二
章　

宗
像
宮
の
虫
振
神
事
に
つ
い
て

　
　

ⅰ
、
室
町
時
代
以
前
の
宇
佐
宮
の
虫
振
神
事

　

前
に
紹
介
し
た
よ
う
に
、
宇
佐
宮
と
宗
像
宮
で
は
、
と
も
に
七
月
七
日
の
行

事
を
虫
振
神
事
と
し
て
い
る
。
こ
こ
で
は
、
こ
の
う
ち
の
宇
佐
宮
の
虫
振
神
事

が
ど
う
い
っ
た
も
の
で
あ
っ
た
の
か
見
て
み
た
い
。

　

そ
れ
で
は
ま
ず
、
鎌
倉
末
期
こ
ろ
の
注
進
に
よ
る
と
推
定
さ
れ
る
「
宇
佐
宮

寺
年
中
行
事
一
具
勤
行
次
第
」
の
七
月
七
日
条
を
見
て
み
よ
う
。

　
　

（
七
月
）
七
日
、
同
御
炊
殿
節
供
、

　
　
　
　
　
　
　

祠
官
、
廳
内
以
下
神
官
束
帯
、

　

御
炊
殿
で
節
供
が
な
さ
れ
、
祠
官
神
官
が
束
帯
で
参
加
し
て
い
る
。
次
に
、

こ
の
七
夕
の
行
事
を
さ
ら
に
詳
し
く
見
る
た
め
に
、
大
宮
司
を
は
じ
め
神
官
の

動
き
を
主
に
記
す
「
宇
佐
宮
寺
年
中
月
並
神
事
」
と
、
享
徳
四
年
（
一
四
五
五
）

に
編
纂
さ
れ
た
「
宇
佐
宮
齋
會
式
」
を
見
て
み
よ
う
。

　
　

七
日 

虫
振
事
、
以
巳
剋
宮
司
以
下
参
御
炊
殿
申
行
之
、

　
　

一
、
同
七
日
虫
振
事

　
　
　

以
巳
剋
、
女
官
、
大
宮
司
、
次
官
、
廳
内
参
御
炊
殿
御
供
、

　
　
　

奉
備
御
幣
、
御
倉
進
、
祝
如
例
、
次
神
坏
一
渡
、
有
廳
座
酒
坏　

次

　
　
　

退
出
、

　　

こ
の
よ
う
に
、
七
月
七
日
に
「
虫
振
事
」
が
見
え
る
。
宇
佐
宮
で
は
、
現
在

に
虫
振
神
事
を
伝
え
る
。
残
念
な
が
ら
史
料
か
ら
は
虫
干
し
の
様
子
を
読
み
取

る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
前
に
述
べ
た
よ
う
に
、
「
御
殿
内
の
装
束
及
び
宝
物

類
の
虫
干
し
を
行
う
神
事
」
と
伝
え
て
い
る
。
参
加
者
に
つ
い
て
は
、
女
官
や

大
宮
司
、
次
官
、
宇
佐
宮
の
中
心
の
廳
内
神
官
た
ち
が
正
装
に
て
儀
礼
を
執
り

行
っ
て
い
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
出
雲
大
社
や
熱
田
神
社
同
様
に
、
神
社

の
長
の
参
加
す
る
重
要
な
儀
礼
に
位
置
付
け
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、
七
月
七
日
に
虫
干
し
で
あ
っ
た
と
伝
え
ら
れ
る
虫
振
神
事
を

行
っ
た
宇
佐
宮
も
、
出
雲
大
社
や
熱
田
神
社
と
同
様
に
、
大
宮
司
が
参
加
す
る

重
要
な
儀
礼
と
み
な
し
て
い
た
こ
と
が
窺
え
る
。

　
　

ⅱ
、
宗
像
宮
（
辺
津
宮
）
の
虫
振
神
事

　

そ
れ
で
は
、
い
よ
い
よ
宗
像
宮
の
虫
振
神
事
を
見
て
い
こ
う
。

　

宗
像
宮
の
虫
振
神
事
は
、
正
平
二
十
三
年
（
一
三
六
八
）
の
「
正
平
二
十
三

年
年
中
行
事
」
に
見
え
る
。
本
章
で
は
、
本
土
の
辺
津
宮
の
も
の
を
見
て
み
よ

う
。

　

辺
津
宮
は
、
惣
社
を
第
一
宮
、
中
殿
を
第
二
宮
、
地
主
神
を
第
三
宮
と
し
、

こ
れ
ら
が
併
立
し
て
い
た
（
宗
像
神
社
復
興
期
成
會
一
九
六
一
、
二
〇
一
～
二

〇
五
）
。
虫
振
神
事
は
、
七
月
七
日
に
こ
れ
ら
三
カ
所
の
そ
れ
ぞ
れ
で
行
わ
れ

た
。
こ
の
う
ち
第
一
宮
と
第
二
宮
に
つ
い
て
は
、
「
七
月
七
日
、
七
夕
蟲
振
神

事
　
　
　

」
と
見
え
る
。
第
三
宮
に
お
い
て
は
、
二
王
丸
役
の
御
供
の
み
で
、

実
相
院
に
よ
る
酒
肴
は
供
さ
れ
な
か
っ
た
。
つ
ま
り
、
虫
振
神
事
は
、
宗
像
宮

の
寺
家
の
一
と
み
ら
れ
る
二
王
丸
が
御
供
を
負
担
し
、
鎮
国
寺
を
構
成
す
る
五

支
院
の
一
の
実
相
院
が
酒
肴
を
負
担
し
た
こ
と
が
分
か
る
。

　

こ
の
「
正
平
二
十
三
年
年
中
行
事
」
に
お
い
て
は
、
儀
礼
に
大
宮
司
た
る
社

務
が
奉
仕
す
る
場
合
は
「
社
務
役
」
と
記
さ
れ
る
。
と
こ
ろ
が
、
こ
の
虫
振
神

事
に
は
「
社
務
」
は
見
え
ず
、
少
な
く
と
も
大
宮
司
の
奉
仕
す
る
儀
礼
に
は
位

置
付
け
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
が
分
か
る
。
こ
の
点
に
お
い
て
、
出
雲
大
社

や
熱
田
神
社
、
宇
佐
宮
と
は
対
照
的
と
い
え
る
。

　
　

ⅲ
、
宗
像
宮
（
辺
津
宮
）
に
お
け
る
七
夕
行
事
の
変
化

　

宗
像
宮
の
虫
振
神
事
が
、
そ
れ
ほ
ど
重
視
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と

は
、
次
の
こ
と
か
ら
も
窺
え
る
。

　

「
正
平
二
十
三
年
年
中
行
事
」
よ
り
後
の
「
応
安
神
事
次
第
」
で
は
、
虫
振

神
事
が
見
え
な
く
な
っ
て
し
ま
う
。
室
町
期
（
永
享
以
降
）
に
書
写
さ
れ
た
諸

伝
本
中
最
古
の
甲
本
に
は
（
宗
像
大
社
文
書
編
纂
刊
行
委
員
会
二
〇
〇
九
、
七

二
〇
～
七
二
一
）
、
七
夕
行
事
そ
の
も
の
が
見
え
な
い
の
だ
。
そ
の
後
の
七
夕

行
事
に
つ
い
て
は
、
戦
国
時
代
を
下
ら
な
い
時
期
に
書
写
さ
れ
た
乙
本
に
、
頭

書
の
か
た
ち
で
「
同
（
七
月
）
七
日
、
乞
巧
天
（
奠
）
三
社
祭
礼
」
が
よ
う
や

く
見
え
る
。
こ
こ
か
ら
も
、
宗
像
宮
で
は
、
出
雲
大
社
や
熱
田
神
社
と
は
異
な
っ

て
、
少
な
く
と
も
七
夕
の
行
事
が
そ
れ
ほ
ど
重
視
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
が

窺
え
る
。

　

ち
な
み
に
、
前
に
紹
介
し
た
よ
う
に
、
宮
中
で
は
、
乞
巧
奠
と
虫
干
し
と
は

区
別
さ
れ
て
な
さ
れ
て
い
た
。
従
っ
て
、
虫
振
神
事
と
乞
巧
奠
は
単
に
表
記
上

の
違
い
と
い
う
だ
け
で
は
な
く
、
虫
干
し
の
儀
礼
、
あ
る
い
は
虫
干
し
の
名
残

と
し
て
な
さ
れ
て
い
た
儀
礼
か
ら
、
乞
巧
奠
へ
と
、
行
事
そ
の
も
の
が
変
化
し

て
い
た
可
能
性
が
あ
る
。

　

七
夕
に
行
う
虫
干
し
は
、
熱
田
神
社
や
出
雲
大
社
に
見
た
よ
う
に
重
視
さ
れ

て
い
た
。
宗
像
宮
と
同
様
に
「
虫
振
神
事
」
と
し
た
宇
佐
宮
で
も
、
大
宮
司
が

祭
祀
を
司
る
重
要
な
行
事
に
位
置
付
け
ら
れ
て
い
た
。
こ
こ
で
は
、
現
在
に

至
っ
て
も
な
お
、
小
祭
と
し
な
が
ら
も
虫
振
祭
と
し
て
神
事
が
行
わ
れ
て
い
る
。

　

他
方
、
宗
像
宮
に
お
い
て
は
、
七
夕
行
事
が
重
視
さ
れ
ず
、
「
蟲
振
神
事
」

の
名
も
「
正
平
二
十
三
年
年
中
行
事
」
限
り
で
見
え
な
く
な
る
。
そ
の
後
、
七

夕
行
事
は
、
戦
国
時
代
に
書
写
さ
れ
た
と
み
ら
れ
る
「
応
安
神
事
次
第
」
乙
本

の
み
に
、
か
ろ
う
じ
て
頭
書
に
乞
巧
奠
が
見
え
る
。
と
こ
ろ
が
、
「
西
宮
記
」

や
「
江
家
次
第
」
に
は
、
乞
巧
奠
は
虫
干
し
と
は
区
別
し
て
記
述
さ
れ
て
お
り
、

こ
れ
ら
は
別
々
の
儀
礼
で
あ
っ
た
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、

「
正
平
二
十
三
年
年
中
行
事
」
か
ら
後
の
時
期
に
、
七
夕
行
事
そ
の
も
の
が
変

化
し
た
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。

　

第
三
章　

中
世
大
島
の
七
夕
行
事

　

第
二
章
ま
で
、
宗
像
辺
津
宮
の
七
夕
行
事
に
つ
い
て
見
て
き
た
が
、
本
章
で

は
大
島
に
あ
る
大
島
第
二
宮
本
社
の
七
夕
行
事
を
見
て
み
よ
う
。

　
　

ⅰ
、
大
島
第
二
宮
本
社
の
七
夕
行
事

　

中
世
大
島
の
七
夕
行
事
に
つ
い
て
は
、
「
正
平
二
十
三
年
年
中
行
事
」
に
見

え
る
。
こ
こ
に
は
、
「
七
月
七
日 

七
夕
蟲
振
神
事
」
と
見
え
、
辺
津
宮
と
同
様

に
虫
振
神
事
を
行
っ
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。
ち
な
み
に
、
沖
ノ
島
（
息
嶋
）

を
は
じ
め
、
ほ
か
の
末
社
に
は
虫
振
神
事
は
見
ら
れ
な
い
。
辺
津
宮
と
大
島
で

の
み
虫
振
神
事
を
行
っ
て
い
た
こ
と
に
な
る
。

　

そ
し
て
、
辺
津
宮
同
様
に
大
島
で
も
「
正
平
二
十
三
年
年
中
行
事
」
限
り
で

虫
振
神
事
は
見
え
な
く
な
っ
て
し
ま
う
。
天
文
二
十
二
年
（
一
五
五
三
）
の
「
大

島
第
二
宮
年
中
御
神
事
次
第
・
大
島
第
二
宮
年
中
御
供
米
之
事
」
に
は
、
「
七

月
、
七
夕　

御
神
事
」
、
「
七
月　

棚
機
御
供　

四
升
」
と
書
か
れ
て
お
り
、
単

に
七
夕
の
節
供
に
な
っ
て
い
る
。
ち
な
み
に
、
大
島
の
七
夕
行
事
は
、
天
正
十

四
年
（
一
五
八
六
）
に
、
宗
像
大
宮
司
氏
貞
逝
去
後
、
一
時
絶
え
る
が
、
元
禄

二
年
（
一
六
八
九
）
に
再
興
さ
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
大
島
第
二
宮
本
社
に
お

い
て
も
、
辺
津
宮
と
同
様
に
「
正
平
二
十
三
年
年
中
行
事
」
限
り
で
虫
振
神
事

は
見
え
な
く
な
り
、
七
夕
行
事
は
変
化
し
た
と
み
ら
れ
る
。

　
　

ⅱ
、
中
世
大
島
の
祭
祀
組
織

　

次
に
大
島
第
二
宮
の
諸
行
事
に
、
ど
う
い
っ
た
人
た
ち
が
関
わ
っ
て
き
た
の

か
考
え
て
み
よ
う
。

　

ま
ず
、
「
応
安
神
事
次
第
」
（
甲
本
）
の
、
辺
津
宮
の
二
月
の
「
春
大
祭
事
」

の
記
事
を
見
て
み
よ
う
。

　
　

一
、
春

大

祭

事
、 

政
所
有
大
飯

　
　
　

小
勝
浦
神
人
七
人　

大
島
神
人
七
人　
　

、

　
　
　

庭
ニ
テ
中
臣
祓
ア
リ
、
次
御
前
浜
ニ
テ
有
祓
、
祢
宜
魚
ヲ
釣
ル
、

　

こ
の
よ
う
に
、
「
春
大
祭
事
」
に
は
小
勝
浦
神
人
七
人
と
大
島
神
人
の
七
人

が
寄
り
合
っ
て
人
形
を
作
っ
て
い
る
（
桑
田
一
九
八
八
、
五
六
）
。
こ
こ
か
ら

大
島
に
は
七
人
の
神
人
が
存
在
す
る
こ
と
が
分
か
る
。

　

そ
れ
で
は
、
彼
ら
七
人
は
ど
の
よ
う
な
存
在
だ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
し

て
、ど
の
よ
う
に
行
事
に
関
わ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
見
て
み
よ
う
。
同
じ
く
「
応

安
神
事
次
第
」
に
、
十
二
月
二
十
五
日
の
政
所
九
間
社
（
辺
津
宮
）
の
八
女
神

事
（
八
乙
女
に
よ
る
神
楽
舞
）
の
記
述
が
み
え
る
。
こ
の
と
き
に
、
辺
津
宮
の

第
二
宮
の
眷
属
小
神
、
五
位
社
に
て
、
大
島
の
神
人
ら
に
よ
る
「
朸
折
」
の
儀

礼
が
行
わ
れ
て
い
る
。
「
朸
折
」
の
儀
礼
と
は
、
当
時
神
聖
な
呪
物
と
さ
れ
た

朸
（
唐
櫃
等
の
舁
ぎ
棒
）
を
祈
る
行
事
で
、
こ
れ
を
祈
る
こ
と
に
よ
っ
て
甲
乙

間
の
優
劣
・
勝
負
を
決
し
た
儀
礼
で
（
宗
像
神
社
復
興
期
成
會
一
九
六
六
、
二

五
五
、
宗
像
大
社
文
書
編
纂
刊
行
委
員
会
二
〇
〇
九
、
二
三
八
）
、
次
の
よ
う

な
人
た
ち
に
よ
っ
て
な
さ
れ
て
い
た
。

　
　

大
嶋
ノ
五
位
ノ
酒
肴
ア
リ
、
ア
フ
コ
ヲ
リ
ア
リ
、
ア
フ
コ
折

事
、
一
甲
斐

ト
嶋
ノ
弁
済
使
ト
両　

人
役
也
、
大
嶋
ノ
神
人
六
人
参
テ
歌
ヲ
ウ
タ
ウ
ナ

リ
、
嶋
ノ
御
神
楽
コ
ト
シ
、

　
　

神　

官
ウ
ケ
ノ
歌
ア
リ
、
如　

嶽　

祭
、

　

こ
の
よ
う
に
、
ま
ず
末
社
の
五
位
社
に
酒
肴
（
御
酒
大
瓶
一
、
魚
一
尾
）
を

供
え
る
。
次
に
一
甲
斐
と
弁
済
使
で
朸
折
の
役
を
務
め
る
。
そ
し
て
大
島
の
神

人
六
人
が
、
島
の
御
神
楽
の
よ
う
に
歌
う
。
最
後
に
辺
津
宮
の
側
の
神
官
が
ウ

ケ
ノ
歌
を
歌
う
。
ウ
ケ
ノ
歌
は
、
政
所
九
間
社
の
神
事
の
ほ
か
に
、
摂
末
社
の

嶽
祭
と
い
わ
れ
る
祭
り
で
歌
わ
れ
た
（
宗
像
神
社
復
興
期
成
會
一
九
六
六
、
二

四
六
）
。
ち
な
み
に
、
こ
の
儀
礼
に
つ
い
て
、
『
宗
像
神
社
史
』
は
、
「
沖
津
宮

と
中
津
宮
と
の
奉
仕
者
間
で
行
は
れ
、
そ
の
勝
負
に
よ
つ
て
、
兩
宮
奉
仕
者
の

優
劣
が
き
め
ら
れ
た
も
の
と
考
へ
ら
れ
る
（
宗
像
神
社
復
興
期
成
會
一
九
六

六
、
二
五
五
）
」
と
推
測
し
て
い
る
。

　

彼
ら
に
つ
い
て
の
詳
細
は
、
「
応
安
神
事
次
第
」
よ
り
も
時
代
が
下
る
も
の

の
、
「
宗
像
宮
御
廳
着
座
次
第
寫
」
に
よ
っ
て
明
ら
か
に
な
る
。

　

ま
ず
、
弁
済
仕
は
弁
済
仕
少
宮
司
と
さ
れ
、
併
せ
て
大
嶋
御
嶽
第
一
宮
御
燈

と
さ
れ
る
。
大
島
の
御
嶽
と
は
、
中
津
宮
の
後
ろ
に
聳
え
る
山
で
、
現
在
で
も

御
嶽
神
社
が
鎮
座
す
る
。
江
戸
時
代
に
は
、
山
上
の
神
社
が
本
社
に
移
さ
れ
て

し
ま
っ
て
い
た
よ
う
だ
が
、
里
人
に
天
照
大
神
と
言
わ
れ
て
い
た
と
い
う
。
そ

れ
以
前
に
は
、
「
大
島
御
嶽
三
所
大
菩
薩
」
と
さ
れ
た
こ
と
も
あ
っ
た
と
い

う 

。
実
際
に
、
御
嶽
は
霊
山
を
思
わ
せ
る
趣
が
あ
り
、
眺
望
に
お
い
て
優
れ
て

い
る
。
沖
ノ
島
は
も
ち
ろ
ん
、
本
土
の
側
を
望
め
ば
条
件
が
良
け
れ
ば
遠
く
田

川
郡
の
霊
峰
彦
山
（
英
彦
山
）
を
も
見
渡
す
こ
と
が
で
き
る
。
一
方
で
、
地
元

の
子
ど
も
た
ち
か
ら
は
、
怪
談
め
い
た
話
が
語
ら
れ
、
近
づ
き
た
く
な
い
場
所

と
も
さ
れ
る
。
祭
祀
が
な
さ
れ
る
特
別
の
場
で
あ
っ
た
と
す
る
「
記
憶
」
が
世

代
を
超
え
現
在
に
伝
え
ら
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　

弁
済
仕
は
、
一
般
的
に
は
「
弁
済
使
」
と
し
、
荘
園
で
課
役
を
勤
仕
さ
せ
る

た
め
に
設
置
さ
れ
た
と
さ
れ
る
。
従
っ
て
、
御
嶽
を
管
轄
す
る
神
官
で
あ
る
と

同
時
に
大
島
の
行
政
の
長
と
し
て
の
役
割
を
果
た
し
た
と
み
ら
れ
る
。

　

一
甲
斐
と
は
、
代
々
大
島
に
居
住
し
た
沖
津
宮
（
第
一
宮
本
社
）
奉
仕
の
社

家
で
あ
る
。
対
し
て
中
津
宮
（
第
二
宮
本
社
）
奉
仕
の
社
家
は
、
同
様
に
代
々

大
島
に
居
住
し
、
二
甲
斐
を
名
乗
っ
て
い
る
（
宗
像
神
社
復
興
期
成
會
一
九

六
六
、
五
二
六
～
五
三
三
）
。
そ
の
他
の
神
人
に
つ
い
て
は
、「
応
安
神
事
次
第
」

の
「
春
大
祭
事
」
に
は
七
人
と
見
え
、
「
朸
折
」
の
儀
礼
の
記
事
で
は
六
人
と

見
え
る
。
他
方
、「
宗
像
宮
御
廳
着
座
次
第
寫
」
に
は
目
原
・
立
石
・
大
嶋
・
今

里
・
江
坂
の
五
名
が
見
え
る
。
大
島
神
人
は
六
人
前
後
存
在
し
、
大
島
島
内
の

各
所
に
居
住
し
、
末
社
な
ど
に
奉
仕
し
て
い
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

　

こ
の
よ
う
に
、
大
島
に
は
、
行
政
官
と
神
官
を
兼
ね
た
よ
う
な
弁
済
仕
、
第

一
宮
本
社
（
沖
津
宮
）
に
奉
仕
し
た
一
甲
斐
、
第
二
宮
本
社
に
奉
仕
し
た
二
甲

斐
、
そ
し
て
六
人
前
後
の
神
人
が
存
在
し
、
役
割
を
分
担
し
な
が
ら
共
に
儀
礼

に
関
わ
っ
た
と
み
ら
れ
る
。

　
　

ⅲ
、
歌
学
書
に
見
え
る
大
島
の
七
夕

　

第
二
宮
本
社
の
境
内
に
、
い
つ
の
頃
か
ら
か
牽
牛
織
女
の
小
社
が
天
ノ
川
を

挟
ん
で
設
け
ら
れ
る
。
ち
な
み
に
、
天
ノ
川
は
、
御
嶽
の
下
に
源
流
を
も
ち
、

第
二
宮
本
社
（
中
津
宮
）
の
境
内
を
流
れ
る
川
で
あ
る
。
ま
た
同
じ
く
境
内
に

は
、
天
の
真
名
井
と
い
わ
れ
る
霊
泉
が
あ
っ
て
、
天
ノ
川
に
水
を
供
給
す
る
。

こ
れ
ら
の
小
社
に
つ
い
て
、『
筑
前
国
続
風
土
記
』
（
宗
像
郡
上
、
十
六
）
は
、

次
の
よ
う
に
紹
介
し
て
い
る
。

　
　

石
見
女
式
髄
脳
に
曰
、
筑
前
大
島
と
云
所
に
星
宮
と
て
有
、
川
を
隔
て

ゝ
宮
有
、
北
を
彦
星
の
宮
と
云
、
南
を
は
七
夕
宮
と
い
ふ
也
、
男
を
申
者

彦
星
の
宮
に
籠
り
、
女
を
申
者
は
七
夕
の
宮
に
籠
る
な
り
、
七
月
朔
日
よ

り
七
日
送
に
籠
り
て
、
川
中
に
三
重
の
棚
を
結
て
星
祭
を
し
て
、
三
の
手

洗
に
水
を
入
て
影
を
見
る
に
、
何
も
逢
へ
き
男
の
姿
手
洗
に
う
つ
れ
は
、

其
男
に
逢
へ
き
と
知
な
り
、
古
今
集
栄
雅
抄
に
曰
、
筑
前
國
大
島
の
星

の
宮
と
て
、
北
は
彦
星
を
い
わ
ひ
、
南
ハ
織
女
を
崇
む
、
二
社
の
間
に
川

有
、
天
の
川
と
名
付
く
、
女
を
得
ん
と
お
も
へ
は
織
女
の
宮
に
籠
り
、
男

を
得
ん
と
思
へ
は
彦
星
の
宮
に
籠
る
、
七
月
朔
日
よ
り
七
日
の
夜
半
に
至

り
、
河
中
に
棚
を
結
ひ
て
、
手
洗
上
中
下
三
に
水
を
入
て
、
上
中
下
に
男

の
名
を
書
て
祭
り
を
し
て
、
手
洗
に
う
つ
り
た
る
に
随
て
、
其
男
女
を
定

る
な
り
、
此
祭
り
お
せ
ん
と
て
、
河
原
に
た
ゝ
ぬ
日
ハ
な
し
と
い
へ
り
、

　

こ
の
よ
う
に
、
「
石
見
女
式
髄
脳
」
と
「
古
今
集
栄
雅
抄
」
の
二
つ
の
中
世

の
歌
学
書
を
引
用
し
て
い
る
。
ち
な
み
に
、
「
石
見
女
式
髄
脳
」
は
、
「
石
見
女

式
」
と
も
い
わ
れ
る
中
世
の
歌
学
書
で
、
こ
の
柿
本
人
麻
呂
の
娘
石
見
女
に
仮

託
し
著
さ
れ
て
い
る
。
両
部
神
道
や
二
条
家
歌
学
の
影
響
が
強
く
、
鎌
倉
時
代

末
期
以
後
の
成
立
と
み
ら
れ
る
。「
古
今
集
栄
雅
抄
」
は
、
中
世
の
和
歌
と
蹴
鞠

の
家
、
飛
鳥
井
家
の
飛
鳥
井
雅
親
（
栄
雅
、
一
四
一
七—

一
四
九
〇
）
が
、
『
古

今
和
歌
集
』
の
講
釈
を
聞
き
書
き
し
た
も
の
で
あ
る 

。

　

こ
れ
ら
二
つ
の
歌
学
書
に
よ
る
と
、
七
月
一
日
か
ら
七
日
ま
で
、
愛
し
い
男

性
と
出
会
い
た
い
と
思
う
人
は
彦
星
の
宮
（
牽
牛
社
）
、
愛
し
い
女
性
と
出
会

い
た
い
人
は
七
夕
宮
（
織
女
社
）
に
お
籠
も
り
を
し
、
河
中
に
棚
を
結
っ
て
タ

ラ
イ
に
水
を
張
り
男
女
の
仲
を
占
っ
た
と
す
る
。『
宗
像
神
社
史
』（
下
）
で
は
、

こ
れ
を
、
「
正
平
二
十
三
年
年
中
行
事
」
に
見
え
る
虫
振
神
事
と
と
も
に
行
わ

れ
た
「
特
殊
な
七
夕
神
事
」
と
み
な
し
て
い
る
（
宗
像
神
社
復
興
期
成
會
一
九

六
六
、
二
八
二
）
。
と
こ
ろ
が
、「
正
平
二
十
三
年
年
中
行
事
」
に
は
、
第
二
宮

本
社
の
境
内
社
と
し
て
五
位
社
、
大
宮
社
、
大
神
宮
社
、
河
上
社
、
御
衣
代
社
、

所
司
社
、
龍
王
者
、
年
所
社
、
止
〃
社
、
祝
詞
社
、
荒
熊
社
、
山
部
社
、
山
師
社
、

御
竈
社
、
君
達
社
、
草
上
社
、
天
宮
社
、
金
宮
社
、
御
船
漕
社
、
薭
和
社
、
四
道
社
、

朝
拜
社
、
風
隼
社
、
息
送
社
、
九
日
社
、
息
正
三
位
社
が
あ
が
っ
て
い
る
。
こ

の
よ
う
に
、
少
な
く
と
も
眷
属
社
二
十
六
社
の
な
か
に
数
え
ら
れ
る
社
に
は
牽

牛
や
織
女
に
関
わ
る
社
名
は
見
え
な
い
。『
宗
像
神
社
史
』（
上
）
に
よ
っ
て
も
、

当
時
に
お
け
る
両
社
の
存
在
に
つ
い
て
は
「
牽
牛
・
織
女
兩
社
の
祭
り
が
あ
つ

た
も
の
と
解
さ
れ
（
宗
像
神
社
復
興
期
成
會
一
九
六
一
、
五
六
二
）
」
る
と
、

あ
く
ま
で
推
測
の
域
を
出
な
い
。
そ
の
後
、
七
夕
行
事
に
つ
い
て
「
七
夕
」
や

「
棚
機
」
と
記
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
も
、
史
料
中
に
こ
う
し
た
特
殊
な
神
事

に
つ
い
て
の
記
述
は
見
え
な
い
。

　

他
方
、
歌
学
書
の
な
か
に
は
、
筑
前
（
筑
後
）
大
崎
星
宮
と
、
現
在
の
福
岡

県
小
郡
市
の
地
名
を
挙
げ
て
い
る
も
の
も
見
ら
れ
る
。
大
崎
は
現
在
の
福
岡
県

小
郡
市
に
あ
っ
て
、
七
夕
行
事
で
知
ら
れ
る
媛
社
神
社
が
鎮
座
す
る
。
や
は
り

こ
こ
に
お
い
て
も
、
大
島
同
様
に
実
際
の
川
（
宝
満
川
）
を
天
の
川
に
見
立
て

て
、
織
女
た
る
媛
社
神
社
の
対
岸
に
牽
牛
社
を
祀
り
、
彦
星
と
織
姫
の
七
夕
伝

説
を
再
現
す
る
か
た
ち
の
祀
り
方
に
な
っ
て
い
る
。
こ
の
大
崎
で
は
、
古
く
「
肥

前
国
風
土
記
」
に
織
女
神
が
見
え
る
が
、
そ
こ
に
見
え
る
織
女
神
は
、
媛
社
の

郷
に
あ
っ
て
非
常
に
荒
ぶ
る
神
で
あ
り
、
道
行
く
人
を
殺
し
た
り
し
た
と
い
う
。

こ
こ
か
ら
、
単
純
に
は
恋
愛
に
結
び
つ
く
よ
う
な
神
と
は
思
え
な
い
。
こ
の
荒

ぶ
る
神
が
織
女
と
さ
れ
た
の
は
、
「
肥
前
国
風
土
記
」
に
よ
る
と
、
宗
像
の
珂

是
古
な
る
人
物
が
、
織
物
の
女
神
の
織
女
で
あ
る
こ
と
を
示
し
た
こ
と
に
よ
る

と
い
う
。
ち
な
み
に
、
こ
の
媛
社
神
社
の
七
夕
行
事
が
有
名
に
な
っ
た
の
は
、

『
小
郡
市
史
』
は
江
戸
時
代
の
中
期
以
降
と
す
る
。
こ
の
こ
ろ
に
、
そ
れ
以
前

の
元
禄
十
年
（
一
六
九
七
）
に
は
岩
船
大
明
神
と
の
み
し
て
い
た
も
の
が
、
嘉

永
七
年
（
一
八
五
四
）
の
鳥
居
の
額
に
「
磐
船
神
社
」
に
加
え
て
「
棚
機
神
社
」

と
並
記
さ
れ
る
と
い
っ
た
祭
神
名
の
移
動
を
窺
わ
せ
る
こ
と
が
起
き
た
り
、
明

和
六
年
（
一
七
六
九
）
に
神
像
が
作
ら
れ
た
り
し
た
と
い
う
（
小
郡
市
史
編
集

委
員
会
一
九
九
八
、
七
六
五
）
。

　

い
ず
れ
に
し
て
も
、
歌
学
書
の
記
述
に
見
え
る
大
島
と
大
崎
の
双
方
に
七
夕

行
事
が
存
在
し
、
今
も
っ
て
ど
ち
ら
か
と
い
う
こ
と
が
は
っ
き
り
し
て
い
な

い
。
ど
ち
ら
に
し
て
も
、
歌
学
書
の
記
述
は
、
飛
鳥
井
家
の
よ
う
な
和
歌
の
家

や
和
歌
を
相
伝
す
る
人
た
ち
の
間
で
、
大
島
や
大
崎
と
い
っ
た
現
地
の
あ
り
様

や
信
仰
、
そ
の
他
の
伝
承
と
は
切
り
離
さ
れ
た
か
た
ち
で
独
り
歩
き
し
た
可
能

性
が
あ
る
。
他
方
、
現
地
の
大
島
や
大
崎
の
側
で
は
、
こ
う
し
て
和
歌
の
世
界

の
な
か
で
出
来
上
が
っ
た
歌
学
書
の
「
七
夕
」
が
、
そ
れ
を
知
っ
た
現
地
の
知

識
人
の
よ
う
な
人
た
ち
に
よ
っ
て
再
帰
的
に
受
け
入
れ
ら
れ
、
新
た
な
七
夕
と

し
て
定
着
し
て
い
っ
た
可
能
性
も
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
歌
学
書
の
七
夕
の
記
述

を
さ
ら
に
詳
し
く
理
解
す
る
こ
と
は
、
史
実
か
否
か
と
い
っ
た
こ
と
ば
か
り
で

は
な
く
、
歌
学
書
の
民
俗
へ
の
影
響
を
知
る
上
で
も
大
切
な
こ
と
で
は
な
か
ろ

う
か
。

　

お
わ
り
に

　

宮
中
や
官
社
で
あ
っ
た
神
社
で
は
、
七
月
七
日
に
虫
干
し
を
行
っ
て
い
た
。

こ
れ
ら
は
、
民
間
と
い
う
よ
り
は
、
例
え
ば
神
社
で
は
大
宮
司
が
祭
祀
を
司
る

な
ど
、
宮
中
や
神
社
に
お
け
る
重
要
な
行
事
と
し
て
な
さ
れ
て
い
た
。

　

九
州
に
お
い
て
は
、
宗
像
宮
や
宇
佐
宮
に
虫
振
神
事
が
見
ら
れ
た
。
宇
佐
宮

に
お
い
て
は
、
今
で
も
虫
振
祭
と
称
し
、
虫
振
神
事
を
ル
ー
ツ
と
す
る
神
事
を

行
っ
て
い
る
。
こ
の
宇
佐
宮
の
虫
振
神
事
は
、

中
世
以
前
に
お
い
て
は
、
大

宮
司
が
祭
祀
を
司
る
重
要
な
行
事
と
し
て
な
さ
れ
て
い
た
。
と
こ
ろ
が
、
宗
像

宮
で
は
大
宮
司
の
役
は
見
え
ず
、
正
平
二
十
三
年
（
一
三
六
八
）
の
「
正
平
二

十
三
年
年
中
行
事
」
限
り
で
見
え
な
く
な
る
。
扱
い
に
お
い
て
他
社
ほ
ど
重
視

さ
れ
て
は
い
な
か
っ
た
と
み
ら
れ
る
。

　

大
島
に
お
い
て
は
、
第
二
宮
本
社
で
辺
津
宮
と
同
じ
よ
う
に
当
初
は
「
蟲
振

神
事
」
と
し
て
七
夕
の
行
事
を
行
っ
た
が
、
や
は
り
こ
こ
で
も
虫
振
神
事
は
見

え
な
く
な
り
、「
七
夕
」
や
「
棚
機
」
、「
七
夕
棚
機
」
と
も
称
す
る
よ
う
に
な
っ

た
。

　

こ
の
よ
う
に
、
宗
像
宮
の
虫
振
神
事
は
、
中
央
の
影
響
を
受
け
た
官
社
の
行

事
を
起
源
に
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
と
こ
ろ
が
、
以
上
の
よ
う
に
他
の
官

社
に
く
ら
べ
、
こ
の
行
事
を
重
視
し
て
い
な
か
っ
た
と
み
え
、
そ
の
後
、
虫
振

神
事
は
見
え
な
く
な
っ
た
。

　

本
稿
で
は
、
大
島
の
祭
祀
組
織
に
つ
い
て
も
「
応
安
神
事
次
第
」
や
「
宗
像

宮
御
廳
着
座
次
第
寫
」
に
よ
っ
て
検
討
し
た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
中
世
の
大
島

に
は
、
神
事
に
関
わ
る
者
と
し
て
、
御
嶽
を
管
轄
す
る
神
官
で
あ
る
と
同
時
に
、

大
島
の
行
政
の
長
と
し
て
活
躍
し
た
と
み
ら
れ
る
弁
済
仕
少
宮
司
、
大
島
に
居

住
し
沖
津
宮
（
第
一
宮
本
社
）
に
奉
仕
し
た
社
家
一
甲
斐
、
中
津
宮
（
第
二
宮

社
）
に
奉
仕
し
た
二
甲
斐
、
そ
の
他
六
人
前
後
の
神
人
が
存
在
し
た
こ
と
を
確

認
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

　

以
上
か
ら
、
大
島
の
七
夕
行
事
は
、
民
間
か
ら
は
じ
ま
っ
た
と
言
う
よ
り

（
８
）

（
９
）

（
10
）

（
７
）

レ

レ

レ

レ

レ

レ

陣内

（
６
）
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は
じ
め
に

　

今
日
の
宗
像
大
社
中
津
宮
に
お
い
て
は
、
八
月
七
日
に
七
夕
祭
が
行
わ
れ
て

い
る
。
旧
宗
像
郡
大
島
村
が
、
町
村
合
併
に
よ
り
宗
像
市
に
編
入
さ
れ
た
後
は
、

イ
ベ
ン
ト
の
「
大
島
七
夕
ま
つ
り
」
も
併
せ
て
行
わ
れ
る
よ
う
に
も
な
っ
て
い

る
。
本
稿
に
お
い
て
は
、
こ
れ
の
前
身
と
み
な
さ
れ
て
い
る
中
世
の
中
津
宮
の

七
夕
行
事
を
、
宗
像
宮
の
七
夕
行
事
に
位
置
付
け
な
が
ら
検
討
す
る
。
な
お
、

名
称
に
つ
い
て
は
当
時
に
準
じ
て
、
宗
像
大
社
に
つ
い
て
は
宗
像
宮
、
中
津
宮

に
つ
い
て
は
第
二
宮
本
社
と
す
る
。

　

第
二
宮
本
社
の
七
夕
行
事
の
初
出
は
、
「
正
平
二
十
三
年
年
中
行
事
」
で
、

「
七
夕
蟲
振
神
事
」
（
以
後
、
蟲
振
を
虫
振
と
す
る
）
と
見
え
る
。
こ
れ
に
つ

い
て
は
、
従
来
中
津
宮
の
七
夕
祭
の
ル
ー
ツ
と
考
え
ら
れ
、
「
虫
振
神
事
」
の

表
記
か
ら
農
業
に
関
わ
る
祭
事
か
と
の
推
測
が
な
さ
れ
た
こ
と
は
あ
っ
た
が
、

改
め
て
検
討
さ
れ
る
こ
と
が
な
か
っ
た
。
と
こ
ろ
が
、
古
く
『
宗
像
神
社
史
』

（
下
）
に
よ
る
と
、
「
虫
振
」
は
、
曝
涼
、
い
わ
ゆ
る
虫
干
し
で
あ
り
、
漢
土
の

風
習
を
移
入
さ
れ
た
も
の
と
す
る
（
宗
像
神
社
復
興
期
成
會
一
九
六
六
、
一
九

三
）
。
こ
の
風
習
は
、
古
く
日
本
に
も
伝
わ
り
、
有
職
故
実
書
の
「
西
宮
記
」

に
見
え
る
の
を
は
じ
め
、
公
家
・
武
家
・
社
寺
に
わ
た
っ
て
広
く
見
え
る
。

　

九
州
に
お
い
て
も
、
本
稿
で
取
り
上
げ
る
宗
像
宮
の
ほ
か
に
宇
佐
宮
に
見
え
、

現
在
の
宇
佐
神
宮
の
年
中
行
事
に
も
そ
の
痕
跡
を
残
す
。
そ
れ
は
「
虫
振
祭
」

と
い
わ
れ
、
「
風
除
祭
」
と
併
せ
て
八
月
七
日
に
行
わ
れ
て
い
る
。
宇
佐
神
宮

に
よ
る
と
、
こ
の
「
虫
振
祭
」
は
「
御
殿
内
の
装
束
及
び
宝
物
類
の
虫
干
し
を

行
う
神
事
」
と
し
、
「
風
除
祭
」
を
「
風
水
害
や
病
虫
害
か
ら
の
被
害
を
受
け

や
す
い
八
月
の
時
期
に
、
稲
や
農
作
物
の
安
全
な
生
長
を
祈
念
す
る
祭
典
」
と

す
る
。
こ
の
よ
う
に
、
虫
干
し
の
「
虫
振
祭
」と
、
農
耕
関
係
の
祈
念
の
「
風
除
祭
」

を
区
別
し
て
い
る
。

　

以
上
を
踏
ま
え
て
宗
像
宮
、
と
り
わ
け
大
島
の
第
二
宮
の
七
夕
行
事
の
変
遷

に
つ
い
て
の
考
察
に
入
っ
て
い
こ
う
。
ま
ず
、
第
一
章
で
は
、
初
期
の
第
二
宮

本
社
の
「
七
夕
祭
」
の
性
格
を
探
る
た
め
に
、
ま
ず
有
職
故
実
書
に
よ
っ
て
宮

中
の
、
そ
し
て
古
代
に
官
社
で
あ
っ
た
神
社
の
七
夕
行
事
に
つ
い
て
確
認
す
る
。

「
延
喜
式
」
に
見
る
と
お
り
、
宗
像
宮
は
古
代
に
お
い
て
は
官
社
に
数
え
ら
れ

た
。
官
社
は
、
七
世
紀
後
半
の
律
令
制
の
成
立
に
と
も
な
っ
て
、
中
央
政
府
の

命
に
も
と
づ
い
て
全
国
的
な
規
模
で
創
出
さ
れ
た
常
設
神
殿
を
も
っ
た
新
た
な

宗
教
施
設
で
、
こ
れ
を
も
っ
て
神
社
が
成
立
し
た
と
も
考
え
ら
れ
て
い
る
（
井

上
二
〇
一
一
、
二
六
）
。
こ
こ
で
成
立
し
た
神
社
で
は
、
ヤ
シ
ロ
や
モ
リ
と
い

っ
た
宗
教
施
設
と
は
異
な
っ
て
、
祭
祀
権
が
基
本
的
に
国
家
（
天
皇
）
の
手

に
独
占
さ
れ
、
性
格
も
大
き
く
異
な
っ
た
と
さ
れ
る
（
井
上
二
〇
一
一
、
二
七
）
。

そ
の
た
め
、
官
社
で
あ
っ
た
宗
像
宮
の
古
代
～
中
世
の
行
事
に
つ
い
て
は
、
一

般
的
な
官
社
の
行
事
を
知
る
こ
と
で
理
解
で
き
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　

第
二
章
で
は
、
第
一
章
で
明
ら
か
に
し
た
こ
と
を
も
と
に
、
宗
像
宮
の
七
夕

行
事
の
初
出
に
な
る
「
正
平
二
十
三
年
年
中
行
事
」
か
ら
、
宗
像
宮
の
虫
振
神

事
に
つ
い
て
明
ら
か
に
す
る
。
そ
し
て
、
そ
の
後
の
史
料
の
記
述
か
ら
、
こ
の

虫
振
神
事
が
ど
う
な
っ
て
し
ま
う
の
か
、
七
夕
行
事
の
そ
の
後
の
変
化
に
つ
い

て
検
討
す
る
。

　

第
三
章
で
は
、
大
島
の
第
二
宮
本
社
に
お
け
る
中
世
の
七
夕
行
事
に
つ
い
て

検
討
す
る
と
と
も
に
、
第
二
宮
本
社
の
祭
祀
組
織
に
迫
る
。
併
せ
て
、
宗
像
宮

の
そ
の
他
の
末
社
の
七
夕
行
事
も
紹
介
す
る
。
他
方
で
、
大
島
の
七
夕
行
事
に

つ
い
て
は
、
江
戸
時
代
の
地
誌
『
筑
前
国
続
風
土
記
』
に
紹
介
さ
れ
て
い
る
。

こ
こ
で
は
、
歌
学
書
の
引
用
が
な
さ
れ
て
い
る
。
果
た
し
て
、
こ
の
歌
学
書
の

記
述
を
そ
の
ま
ま
中
世
の
第
二
宮
本
社
の
七
夕
行
事
と
と
ら
え
て
よ
い
の
か
検

討
す
る
。

　

本
論
に
入
る
前
に
、
こ
こ
で
、
本
稿
で
主
に
用
い
る
宗
像
宮
の
文
書
、
「
正

平
二
十
三
年
年
中
行
事
」
と
「
応
安
神
事
次
第
」
に
つ
い
て
簡
単
に
紹
介
し
て

お
く
。
そ
の
他
の
史
料
に
つ
い
て
は
、
行
論
の
な
か
で
適
宜
紹
介
す
る
。
な
お
、

詳
細
に
つ
い
て
は
、
桑
田
和
明
や
『
宗
像
大
社
文
書
』
第
三
巻
を
参
照
し
て
い

た
だ
き
た
い
。

　

ま
ず
、
「
正
平
二
十
三
年
年
中
行
事
」
は
、
南
北
朝
の
騒
乱
の
只
中
の
正
平

二
十
三
年
（
一
三
六
八
）
の
成
立
で
、
本
社
以
下
各
社
の
目
録
を
あ
げ
、
つ
い

で
各
社
ご
と
に
年
中
行
事
の
月
日
と
名
称
を
あ
げ
て
い
る
（
桑
田
一
九
八
八
、

四
二
～
四
三
）
。
北
部
九
州
が
南
朝
勢
力
下
に
あ
っ
た
時
期
に
、
宗
像
宮
が
南

朝
勢
力
に
接
近
す
る
か
た
ち
で
神
社
の
興
隆
を
は
か
っ
た
証
左
と
み
な
す
べ
き

性
格
の
も
の
と
考
え
ら
れ
る
（
宗
像
大
社
文
書
編
纂
刊
行
委
員
会
二
〇
〇
九
、

七
一
六
）
。

　

「
応
安
神
事
次
第
」
は
、
原
本
は
現
存
せ
ず
、
最
古
の
甲
本
か
ら
癸
本
ま
で

の
六
本
の
伝
本
が
知
ら
れ
、
甲
本
か
ら
戌
本
ま
で
は
忌
子
祢
宜
家
で
あ
っ
た
深

田
家
の
子
孫
、
宗
像
氏
に
蔵
さ
れ
、
癸
本
は
宗
像
神
社
に
伝
来
し
た
（
桑
田
一

九
八
八
、
四
三
）
。
本
稿
で
取
り
上
げ
る
甲
本
と
乙
本
に
つ
い
て
は
、
甲
本
は

最
も
原
本
に
近
い
写
本
と
み
な
さ
れ
、
室
町
期
（
永
享
期
以
降
）
の
書
写
と
さ

れ
る
。
ち
な
み
に
甲
本
に
は
、
乙
本
と
比
較
し
て
欠
落
し
た
箇
所
が
み
ら
れ
る
。

乙
本
は
、
他
本
と
内
容
に
ち
が
い
が
見
ら
れ
、
甲
本
と
は
直
接
的
に
は
系
統
の

つ
な
が
ら
な
い
異
本
と
み
な
さ
れ
て
い
る
。
諸
所
に
は
、
本
文
と
同
筆
の
頭
書

が
あ
り
、
本
文
の
内
容
を
補
っ
て
い
る
が
、
他
本
に
は
見
ら
れ
な
い
独
自
の
記

事
も
少
な
く
な
く
、
ま
た
甲
本
の
記
事
を
脱
落
さ
せ
た
箇
所
も
あ
る
。
書
写
は
、

戦
国
時
代
を
下
ら
な
い
時
期
に
な
さ
れ
た
と
み
ら
れ
、
古
さ
も
甲
本
に
次
ぐ
と

さ
れ
る
（
宗
像
大
社
文
書
編
纂
刊
行
委
員
会
二
〇
〇
九
、
七
二
一
）
。

　

「
応
安
神
事
次
第
」
の
原
本
は
、
「
正
平
二
十
三
年
年
中
行
事
」
の
成
立
か

ら
七
年
後
の
応
安
八
年
（
一
三
七
五
）
三
月
十
七
日
に
、
宗
像
宮
の
年
中
行
事

の
引
付
が
度
々
の
争
乱
で
紛
失
し
た
の
で
、
大
宮
司
た
る
社
務
の
仰
せ
に
よ
っ

て
祝
詞
禰
宜
致
広
が
注
進
し
た
と
さ
れ
る
。
「
正
平
二
十
三
年
年
中
行
事
」
が

宮
社
ご
と
に
年
中
行
事
を
列
挙
し
て
い
る
の
に
対
し
、
「
応
安
神
事
次
第
」
は
、

す
べ
て
の
宮
社
の
年
中
行
事
を
月
日
順
に
並
べ
て
い
る
と
こ
ろ
に
大
き
な
ち
が

い
が
あ
る
（
宗
像
大
社
文
書
編
纂
刊
行
委
員
会
二
〇
〇
九
、
七
二
〇
）
。

　

第
一
章　

官
社
の
七
夕
行
事

　

七
夕
に
、
宇
佐
宮
に
て
虫
干
し
と
し
て
虫
振
を
行
っ
て
い
た
と
伝
え
ら
れ
て

い
る
こ
と
は
す
で
に
示
し
た
。
本
章
で
は
、
実
際
に
七
夕
に
行
事
と
し
て
虫
干

し
を
行
う
も
の
な
の
か
、
有
職
故
実
書
や
、
古
代
か
ら
中
世
に
か
け
て
官
社
と

さ
れ
た
神
社
の
記
録
類
か
ら
見
て
み
た
い
。

　
　

ⅰ
、
有
職
故
実
書
「
西
宮
記
」
に
見
え
る
七
夕
の
行
事

　

ま
ず
、
は
じ
め
に
で
触
れ
た
有
職
故
実
書
に
あ
た
る
「
西
宮
記
」
を
見
て
み

よ
う
。
「
西
宮
記
」
は
、
源
高
明
に
よ
っ
て
著
さ
れ
た
総
合
的
な
有
職
故
実
書

で
、
宮
廷
の
年
中
行
事
・
典
礼
・
装
束
・
制
度
な
ど
の
儀
式
次
第
が
記
さ
れ
て

い
る
。
多
く
の
古
記
・
旧
記
に
も
引
用
さ
れ
、
平
安
中
期
の
根
本
史
料
と
し
て

高
い
価
値
が
見
出
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
「
西
宮
記
」
の
七
月
七
日
条
に
、
次
の

よ
う
に
七
夕
行
事
の
記
事
が
見
え
る
。

　
　

七
日
、
内
膳
供
御
節
供
、

　
　

内
蔵
設
殿
上
酒
饌
。 

凉
御
調
度
。

　
　

蔵
人
所
人
等
凉
之
。　
　

 

凉
仁
壽
殿
御
屏
風
。

　

こ
こ
で
は
、
乞
巧
奠
と
は
別
に
、
節
供
と
、
調
度
や
仁
壽
殿
の
屏
風
を
広
げ

て
日
に
乾
か
す
こ
と
を
行
っ
て
い
る
。
次
に
「
江
家
次
第
」
を
見
る
と
、
や
は

り
七
月
七
日
条
に
は
、
乞
巧
奠
と
は
別
に
、
次
の
よ
う
な
こ
と
を
行
っ
て
い
る
。

　
　

同
日
（
七
月
七
日
）
拂
拭
御
物
事

　
　

鋪
廣
莚
於
清
凉
殿
孫
庇
、
風
戻
御
物
等
良
久
拂
拭
後
、
如
元
返
置
、
又
披

　
　

清
凉
・
仁
壽
・
宜
陽
殿
等
御
物
、

と
見
え
て
、
「
拂
拭
御
物
事
」
と
称
し
て
、
や
は
り
清
涼
殿
の
孫
庇
の
下
に
広

筵
を
敷
き
、
そ
こ
に
御
物
を
出
し
て
風
に
当
て
た
り
し
な
が
ら
拂
拭
い
た
り
す

る
旨
の
記
述
が
み
ら
れ
る
。

　

以
上
の
よ
う
に
、「
西
宮
記
」
や
「
江
家
次
第
」
か
ら
、
宮
中
に
お
い
て
は
、

七
夕
に
乞
巧
奠
と
は
別
に
、
屏
風
な
ど
の
御
物
を
外
に
出
し
、
風
に
当
て
日
に

乾
か
し
拂
い
拭
く
と
い
っ
た
虫
干
し
の
よ
う
な
こ
と
が
な
さ
れ
て
い
た
こ
と
が

分
か
る
。

　
　

ⅱ
、
官
社
の
七
夕
行
事

　

次
に
、
官
社
と
さ
れ
た
神
社
に
お
い
て
は
ど
う
だ
っ
た
で
あ
ろ
う
か
。
さ
き

に
紹
介
し
た
『
宗
像
神
社
史
』
に
は
、
美
保
神
社
の
虫
探
神
事
（
御
虫
干
）
と

厳
島
神
社
の
神
寶
晒
し
に
触
れ
ら
れ
て
い
た
。
そ
こ
で
、
こ
こ
で
は
そ
れ
以
外

の
出
雲
大
社
と
熱
田
神
社
の
七
夕
行
事
を
紹
介
し
た
い
。

　

そ
れ
で
は
、
ま
ず
出
雲
大
社
の
七
夕
行
事
を
見
て
み
よ
う
。
延
宝
七
年
（
一

六
七
九
）
に
書
か
れ
た
出
雲
大
社
の
祭
礼
・
年
中
行
事
の
一
覧
、
「
出
雲
大
社

年
中
行
事
」
に
は
、
次
の
よ
う
に
見
え
る
。

　
　

七
日　

大
祭
禮　
　
　

國
造
千
家
昇
殿
、

　

七
月
七
日
に
は
大
祭
礼
と
し
て
音
楽
を
鳴
ら
し
な
が
ら
宝
器
を
晒
し
て
い

る
。
そ
し
て
、
こ
こ
で
は
祭
祀
を
司
る
大
社
の
長
た
る
国
造
の
千
家
が
昇
殿
し

て
も
い
る
。

　

次
に
、
国
造
の
千
家
方
の
中
官
藤
間
大
蔵
に
よ
っ
て
書
か
れ
た
、
幕
末
頃
の

神
事
の
方
式
と
そ
こ
で
の
人
々
の
様
子
を
記
述
し
た
「
御
神
事
式
」
を
見
て
み

よ
う
。

　
　

七
日

　
　

一
、
今
日
御
蟲
干
御
神
事
也
、
別
火
殿
昇
殿
直
ニ
御
案
内
、
即
刻
御
昇
殿

被
遊
、
御
行
列
御
先
掃
除
番
・
御
鉾
傘
神
人
惣
出
・
被
官
三
十
人
・
長
絹
・

伶
人
・
中
官
・
上
官
・
随
身
左
右
・
御
輿
・
御
太
刀
持
・
近
習
・
近
習
格
・

　
　

御
沓
・
長
柄
等
也
、
御
昇
殿
之
節
樂
打
申
候
、
御
社
人
御
神
拜
、
小
内
殿

御
戸
開
被
遊
、
別
火
几
帳
被
引
申
候
、
夫
よ
り
御
上
并
上
官
中
も
御
祝
詞

有
之
事
、
相
濟
上
段
之
大
カ
ケ
バ
ン
も
下
段
ノ
大
カ
ケ
バ
ン
も
并
べ
、
夫

よ
り
御
神
寶
品
々
其
上
へ
出
し
蟲
干
之
事
、
扨
又
上
ニ
テ
ハ
御
當
宮
ノ
御

装
束
類
、
且
又
御
上
并
ニ
御
表
役
、
別
火
殿
御
立
會
に
て
御
證
文
并
御
書

類
ヲ
御
し
ら
べ
被
遊
候
事
、
萬
々
相
濟
、
奉
幣
有
之
候
へ
ハ
昇
殿
仕
事
相

濟
、
御
下
殿
之
事
、

　

こ
れ
に
よ
る
と
、
別
火
殿
に
昇
殿
す
る
と
、
案
内
が
出
て
昇
殿
す
る
。
そ
し

て
、
御
先
掃
除
番
・
御
鉾
傘
神
人
の
す
べ
て
・
被
官
が
三
十
人
・
長
絹
・
伶
人
・

中
官
・
上
官
・
随
身
左
右
・
神
輿
・
御
太
刀
持
・
近
習
・
近
習
格
・
御
沓
・
長

柄
等
と
大
規
模
な
行
列
が
組
ま
れ
る
。
ま
た
、
行
列
に
伶
人
（
音
楽
を
奏
す
る

人
）
が
見
え
る
が
、
昇
殿
の
と
き
に
は
楽
打
が
奏
さ
れ
る
。
そ
し
て
神
拝
が
な

さ
れ
、
国
造
で
あ
ろ
う
御
上
や
上
官
ら
に
よ
る
神
事
が
終
わ
っ
た
あ
と
に
、
神

宝
や
装
束
類
の
虫
干
し
が
な
さ
れ
る
。
ま
た
、
併
せ
て
證
文
や
書
類
を
調
べ
る

機
会
も
設
け
ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
七
月
七
日
の
虫
干
が
盛
大
な
儀
礼
で
あ

り
な
が
ら
も
、
そ
れ
だ
け
で
は
な
く
実
際
に
虫
干
し
や
證
文
、
書
類
の
確
認
が

な
さ
れ
る
と
い
っ
た
よ
う
に
、
実
質
的
な
機
能
を
も
っ
た
行
事
で
あ
っ
た
こ
と

が
分
か
る
。

　

次
に
、
熱
田
神
社
を
見
て
み
よ
う
。
文
明
十
七
年
（
一
四
八
五
）
の
「
文
明

十
七
年
年
中
行
事
」
で
は
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。

　
　

七
日 

供
御
并
御
サ
カ
シ
モ
ノ
、

　

こ
の
よ
う
に
、
七
月
七
日
に
、
供
御
と
と
も
に
「
サ
カ
シ
モ
ノ
」
と
い
う
こ

と
を
行
っ
て
い
る
。
こ
の
「
サ
カ
シ
モ
ノ
」
の
内
容
を
、
江
戸
時
代
の
成
立
と

時
代
が
下
る
が
、
「
熱
田
祭
奠
年
中
行
事
故
實
考
」
に
よ
っ
て
見
て
み
よ
う
。

　
　

七
日　

同
供
御
撤
、
神
寶
風
入
、
大
宮
司
参
向
、
辰
剋
大
宮
供
御 

梶
葉

　
　
　

麥
麺
、
瓜
、
神
寶
風
入
、
大
宮
司
参
向
、
文
明
記
云
、
七
月
七
日
、　

供

　
　
　

御
并
御
サ
カ
シ
モ
ノ
、

　

大
宮
司
が
参
向
し
、
朝
に
大
宮
の
内
陣
に
て
梶
の
葉
や
麦
麺
、
瓜
を
供
え
、

そ
れ
ら
を
撤
す
る
と
神
宝
に
風
を
入
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
や
は
り
虫
干
し
が

行
わ
れ
て
い
る
。

　

以
上
の
よ
う
に
、
七
月
七
日
に
は
虫
干
し
を
行
っ
た
。
と
く
に
神
社
に
お
い

て
は
、
こ
の
虫
干
し
の
儀
礼
に
国
造
や
大
宮
司
も
参
加
す
る
な
ど
、
重
要
な
儀

礼
と
み
な
し
て
い
た
こ
と
が
窺
え
た
。

　

第
二
章　

宗
像
宮
の
虫
振
神
事
に
つ
い
て

　
　

ⅰ
、
室
町
時
代
以
前
の
宇
佐
宮
の
虫
振
神
事

　

前
に
紹
介
し
た
よ
う
に
、
宇
佐
宮
と
宗
像
宮
で
は
、
と
も
に
七
月
七
日
の
行

事
を
虫
振
神
事
と
し
て
い
る
。
こ
こ
で
は
、
こ
の
う
ち
の
宇
佐
宮
の
虫
振
神
事

が
ど
う
い
っ
た
も
の
で
あ
っ
た
の
か
見
て
み
た
い
。

　

そ
れ
で
は
ま
ず
、
鎌
倉
末
期
こ
ろ
の
注
進
に
よ
る
と
推
定
さ
れ
る
「
宇
佐
宮

寺
年
中
行
事
一
具
勤
行
次
第
」
の
七
月
七
日
条
を
見
て
み
よ
う
。

　
　

（
七
月
）
七
日
、
同
御
炊
殿
節
供
、

　
　
　
　
　
　
　

祠
官
、
廳
内
以
下
神
官
束
帯
、

　

御
炊
殿
で
節
供
が
な
さ
れ
、
祠
官
神
官
が
束
帯
で
参
加
し
て
い
る
。
次
に
、

こ
の
七
夕
の
行
事
を
さ
ら
に
詳
し
く
見
る
た
め
に
、
大
宮
司
を
は
じ
め
神
官
の

動
き
を
主
に
記
す
「
宇
佐
宮
寺
年
中
月
並
神
事
」
と
、
享
徳
四
年
（
一
四
五
五
）

に
編
纂
さ
れ
た
「
宇
佐
宮
齋
會
式
」
を
見
て
み
よ
う
。

　
　

七
日 

虫
振
事
、
以
巳
剋
宮
司
以
下
参
御
炊
殿
申
行
之
、

　
　

一
、
同
七
日
虫
振
事

　
　
　

以
巳
剋
、
女
官
、
大
宮
司
、
次
官
、
廳
内
参
御
炊
殿
御
供
、

　
　
　

奉
備
御
幣
、
御
倉
進
、
祝
如
例
、
次
神
坏
一
渡
、
有
廳
座
酒
坏　

次

　
　
　

退
出
、

　　

こ
の
よ
う
に
、
七
月
七
日
に
「
虫
振
事
」
が
見
え
る
。
宇
佐
宮
で
は
、
現
在

に
虫
振
神
事
を
伝
え
る
。
残
念
な
が
ら
史
料
か
ら
は
虫
干
し
の
様
子
を
読
み
取

る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
前
に
述
べ
た
よ
う
に
、
「
御
殿
内
の
装
束
及
び
宝
物

類
の
虫
干
し
を
行
う
神
事
」
と
伝
え
て
い
る
。
参
加
者
に
つ
い
て
は
、
女
官
や

大
宮
司
、
次
官
、
宇
佐
宮
の
中
心
の
廳
内
神
官
た
ち
が
正
装
に
て
儀
礼
を
執
り

行
っ
て
い
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
出
雲
大
社
や
熱
田
神
社
同
様
に
、
神
社

の
長
の
参
加
す
る
重
要
な
儀
礼
に
位
置
付
け
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、
七
月
七
日
に
虫
干
し
で
あ
っ
た
と
伝
え
ら
れ
る
虫
振
神
事
を

行
っ
た
宇
佐
宮
も
、
出
雲
大
社
や
熱
田
神
社
と
同
様
に
、
大
宮
司
が
参
加
す
る

重
要
な
儀
礼
と
み
な
し
て
い
た
こ
と
が
窺
え
る
。

　
　

ⅱ
、
宗
像
宮
（
辺
津
宮
）
の
虫
振
神
事

　

そ
れ
で
は
、
い
よ
い
よ
宗
像
宮
の
虫
振
神
事
を
見
て
い
こ
う
。

　

宗
像
宮
の
虫
振
神
事
は
、
正
平
二
十
三
年
（
一
三
六
八
）
の
「
正
平
二
十
三

年
年
中
行
事
」
に
見
え
る
。
本
章
で
は
、
本
土
の
辺
津
宮
の
も
の
を
見
て
み
よ

う
。

　

辺
津
宮
は
、
惣
社
を
第
一
宮
、
中
殿
を
第
二
宮
、
地
主
神
を
第
三
宮
と
し
、

こ
れ
ら
が
併
立
し
て
い
た
（
宗
像
神
社
復
興
期
成
會
一
九
六
一
、
二
〇
一
～
二

〇
五
）
。
虫
振
神
事
は
、
七
月
七
日
に
こ
れ
ら
三
カ
所
の
そ
れ
ぞ
れ
で
行
わ
れ

た
。
こ
の
う
ち
第
一
宮
と
第
二
宮
に
つ
い
て
は
、
「
七
月
七
日
、
七
夕
蟲
振
神

事
　
　
　

」
と
見
え
る
。
第
三
宮
に
お
い
て
は
、
二
王
丸
役
の
御
供
の
み
で
、

実
相
院
に
よ
る
酒
肴
は
供
さ
れ
な
か
っ
た
。
つ
ま
り
、
虫
振
神
事
は
、
宗
像
宮

の
寺
家
の
一
と
み
ら
れ
る
二
王
丸
が
御
供
を
負
担
し
、
鎮
国
寺
を
構
成
す
る
五

支
院
の
一
の
実
相
院
が
酒
肴
を
負
担
し
た
こ
と
が
分
か
る
。

　

こ
の
「
正
平
二
十
三
年
年
中
行
事
」
に
お
い
て
は
、
儀
礼
に
大
宮
司
た
る
社

務
が
奉
仕
す
る
場
合
は
「
社
務
役
」
と
記
さ
れ
る
。
と
こ
ろ
が
、
こ
の
虫
振
神

事
に
は
「
社
務
」
は
見
え
ず
、
少
な
く
と
も
大
宮
司
の
奉
仕
す
る
儀
礼
に
は
位

置
付
け
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
が
分
か
る
。
こ
の
点
に
お
い
て
、
出
雲
大
社

や
熱
田
神
社
、
宇
佐
宮
と
は
対
照
的
と
い
え
る
。

　
　

ⅲ
、
宗
像
宮
（
辺
津
宮
）
に
お
け
る
七
夕
行
事
の
変
化

　

宗
像
宮
の
虫
振
神
事
が
、
そ
れ
ほ
ど
重
視
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と

は
、
次
の
こ
と
か
ら
も
窺
え
る
。

　

「
正
平
二
十
三
年
年
中
行
事
」
よ
り
後
の
「
応
安
神
事
次
第
」
で
は
、
虫
振

神
事
が
見
え
な
く
な
っ
て
し
ま
う
。
室
町
期
（
永
享
以
降
）
に
書
写
さ
れ
た
諸

伝
本
中
最
古
の
甲
本
に
は
（
宗
像
大
社
文
書
編
纂
刊
行
委
員
会
二
〇
〇
九
、
七

二
〇
～
七
二
一
）
、
七
夕
行
事
そ
の
も
の
が
見
え
な
い
の
だ
。
そ
の
後
の
七
夕

行
事
に
つ
い
て
は
、
戦
国
時
代
を
下
ら
な
い
時
期
に
書
写
さ
れ
た
乙
本
に
、
頭

書
の
か
た
ち
で
「
同
（
七
月
）
七
日
、
乞
巧
天
（
奠
）
三
社
祭
礼
」
が
よ
う
や

く
見
え
る
。
こ
こ
か
ら
も
、
宗
像
宮
で
は
、
出
雲
大
社
や
熱
田
神
社
と
は
異
な
っ

て
、
少
な
く
と
も
七
夕
の
行
事
が
そ
れ
ほ
ど
重
視
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
が

窺
え
る
。

　

ち
な
み
に
、
前
に
紹
介
し
た
よ
う
に
、
宮
中
で
は
、
乞
巧
奠
と
虫
干
し
と
は

区
別
さ
れ
て
な
さ
れ
て
い
た
。
従
っ
て
、
虫
振
神
事
と
乞
巧
奠
は
単
に
表
記
上

の
違
い
と
い
う
だ
け
で
は
な
く
、
虫
干
し
の
儀
礼
、
あ
る
い
は
虫
干
し
の
名
残

と
し
て
な
さ
れ
て
い
た
儀
礼
か
ら
、
乞
巧
奠
へ
と
、
行
事
そ
の
も
の
が
変
化
し

て
い
た
可
能
性
が
あ
る
。

　

七
夕
に
行
う
虫
干
し
は
、
熱
田
神
社
や
出
雲
大
社
に
見
た
よ
う
に
重
視
さ
れ

て
い
た
。
宗
像
宮
と
同
様
に
「
虫
振
神
事
」
と
し
た
宇
佐
宮
で
も
、
大
宮
司
が

祭
祀
を
司
る
重
要
な
行
事
に
位
置
付
け
ら
れ
て
い
た
。
こ
こ
で
は
、
現
在
に

至
っ
て
も
な
お
、
小
祭
と
し
な
が
ら
も
虫
振
祭
と
し
て
神
事
が
行
わ
れ
て
い
る
。

　

他
方
、
宗
像
宮
に
お
い
て
は
、
七
夕
行
事
が
重
視
さ
れ
ず
、
「
蟲
振
神
事
」

の
名
も
「
正
平
二
十
三
年
年
中
行
事
」
限
り
で
見
え
な
く
な
る
。
そ
の
後
、
七

夕
行
事
は
、
戦
国
時
代
に
書
写
さ
れ
た
と
み
ら
れ
る
「
応
安
神
事
次
第
」
乙
本

の
み
に
、
か
ろ
う
じ
て
頭
書
に
乞
巧
奠
が
見
え
る
。
と
こ
ろ
が
、
「
西
宮
記
」

や
「
江
家
次
第
」
に
は
、
乞
巧
奠
は
虫
干
し
と
は
区
別
し
て
記
述
さ
れ
て
お
り
、

こ
れ
ら
は
別
々
の
儀
礼
で
あ
っ
た
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、

「
正
平
二
十
三
年
年
中
行
事
」
か
ら
後
の
時
期
に
、
七
夕
行
事
そ
の
も
の
が
変

化
し
た
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。

　

第
三
章　

中
世
大
島
の
七
夕
行
事

　

第
二
章
ま
で
、
宗
像
辺
津
宮
の
七
夕
行
事
に
つ
い
て
見
て
き
た
が
、
本
章
で

は
大
島
に
あ
る
大
島
第
二
宮
本
社
の
七
夕
行
事
を
見
て
み
よ
う
。

　
　

ⅰ
、
大
島
第
二
宮
本
社
の
七
夕
行
事

　

中
世
大
島
の
七
夕
行
事
に
つ
い
て
は
、
「
正
平
二
十
三
年
年
中
行
事
」
に
見

え
る
。
こ
こ
に
は
、
「
七
月
七
日 

七
夕
蟲
振
神
事
」
と
見
え
、
辺
津
宮
と
同
様

に
虫
振
神
事
を
行
っ
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。
ち
な
み
に
、
沖
ノ
島
（
息
嶋
）

を
は
じ
め
、
ほ
か
の
末
社
に
は
虫
振
神
事
は
見
ら
れ
な
い
。
辺
津
宮
と
大
島
で

の
み
虫
振
神
事
を
行
っ
て
い
た
こ
と
に
な
る
。

　

そ
し
て
、
辺
津
宮
同
様
に
大
島
で
も
「
正
平
二
十
三
年
年
中
行
事
」
限
り
で

虫
振
神
事
は
見
え
な
く
な
っ
て
し
ま
う
。
天
文
二
十
二
年
（
一
五
五
三
）
の
「
大

島
第
二
宮
年
中
御
神
事
次
第
・
大
島
第
二
宮
年
中
御
供
米
之
事
」
に
は
、
「
七

月
、
七
夕　

御
神
事
」
、
「
七
月　

棚
機
御
供　

四
升
」
と
書
か
れ
て
お
り
、
単

に
七
夕
の
節
供
に
な
っ
て
い
る
。
ち
な
み
に
、
大
島
の
七
夕
行
事
は
、
天
正
十

四
年
（
一
五
八
六
）
に
、
宗
像
大
宮
司
氏
貞
逝
去
後
、
一
時
絶
え
る
が
、
元
禄

二
年
（
一
六
八
九
）
に
再
興
さ
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
大
島
第
二
宮
本
社
に
お

い
て
も
、
辺
津
宮
と
同
様
に
「
正
平
二
十
三
年
年
中
行
事
」
限
り
で
虫
振
神
事

は
見
え
な
く
な
り
、
七
夕
行
事
は
変
化
し
た
と
み
ら
れ
る
。

　
　

ⅱ
、
中
世
大
島
の
祭
祀
組
織

　

次
に
大
島
第
二
宮
の
諸
行
事
に
、
ど
う
い
っ
た
人
た
ち
が
関
わ
っ
て
き
た
の

か
考
え
て
み
よ
う
。

　

ま
ず
、
「
応
安
神
事
次
第
」
（
甲
本
）
の
、
辺
津
宮
の
二
月
の
「
春
大
祭
事
」

の
記
事
を
見
て
み
よ
う
。

　
　

一
、
春

大

祭

事
、 

政
所
有
大
飯

　
　
　

小
勝
浦
神
人
七
人　

大
島
神
人
七
人　
　

、

　
　
　

庭
ニ
テ
中
臣
祓
ア
リ
、
次
御
前
浜
ニ
テ
有
祓
、
祢
宜
魚
ヲ
釣
ル
、

　

こ
の
よ
う
に
、
「
春
大
祭
事
」
に
は
小
勝
浦
神
人
七
人
と
大
島
神
人
の
七
人

が
寄
り
合
っ
て
人
形
を
作
っ
て
い
る
（
桑
田
一
九
八
八
、
五
六
）
。
こ
こ
か
ら

大
島
に
は
七
人
の
神
人
が
存
在
す
る
こ
と
が
分
か
る
。

　

そ
れ
で
は
、
彼
ら
七
人
は
ど
の
よ
う
な
存
在
だ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
し

て
、ど
の
よ
う
に
行
事
に
関
わ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
見
て
み
よ
う
。
同
じ
く
「
応

安
神
事
次
第
」
に
、
十
二
月
二
十
五
日
の
政
所
九
間
社
（
辺
津
宮
）
の
八
女
神

事
（
八
乙
女
に
よ
る
神
楽
舞
）
の
記
述
が
み
え
る
。
こ
の
と
き
に
、
辺
津
宮
の

第
二
宮
の
眷
属
小
神
、
五
位
社
に
て
、
大
島
の
神
人
ら
に
よ
る
「
朸
折
」
の
儀

礼
が
行
わ
れ
て
い
る
。
「
朸
折
」
の
儀
礼
と
は
、
当
時
神
聖
な
呪
物
と
さ
れ
た

朸
（
唐
櫃
等
の
舁
ぎ
棒
）
を
祈
る
行
事
で
、
こ
れ
を
祈
る
こ
と
に
よ
っ
て
甲
乙

間
の
優
劣
・
勝
負
を
決
し
た
儀
礼
で
（
宗
像
神
社
復
興
期
成
會
一
九
六
六
、
二

五
五
、
宗
像
大
社
文
書
編
纂
刊
行
委
員
会
二
〇
〇
九
、
二
三
八
）
、
次
の
よ
う

な
人
た
ち
に
よ
っ
て
な
さ
れ
て
い
た
。

　
　

大
嶋
ノ
五
位
ノ
酒
肴
ア
リ
、
ア
フ
コ
ヲ
リ
ア
リ
、
ア
フ
コ
折

事
、
一
甲
斐

ト
嶋
ノ
弁
済
使
ト
両　

人
役
也
、
大
嶋
ノ
神
人
六
人
参
テ
歌
ヲ
ウ
タ
ウ
ナ

リ
、
嶋
ノ
御
神
楽
コ
ト
シ
、

　
　

神　

官
ウ
ケ
ノ
歌
ア
リ
、
如　

嶽　

祭
、

　

こ
の
よ
う
に
、
ま
ず
末
社
の
五
位
社
に
酒
肴
（
御
酒
大
瓶
一
、
魚
一
尾
）
を

供
え
る
。
次
に
一
甲
斐
と
弁
済
使
で
朸
折
の
役
を
務
め
る
。
そ
し
て
大
島
の
神

人
六
人
が
、
島
の
御
神
楽
の
よ
う
に
歌
う
。
最
後
に
辺
津
宮
の
側
の
神
官
が
ウ

ケ
ノ
歌
を
歌
う
。
ウ
ケ
ノ
歌
は
、
政
所
九
間
社
の
神
事
の
ほ
か
に
、
摂
末
社
の

嶽
祭
と
い
わ
れ
る
祭
り
で
歌
わ
れ
た
（
宗
像
神
社
復
興
期
成
會
一
九
六
六
、
二

四
六
）
。
ち
な
み
に
、
こ
の
儀
礼
に
つ
い
て
、
『
宗
像
神
社
史
』
は
、
「
沖
津
宮

と
中
津
宮
と
の
奉
仕
者
間
で
行
は
れ
、
そ
の
勝
負
に
よ
つ
て
、
兩
宮
奉
仕
者
の

優
劣
が
き
め
ら
れ
た
も
の
と
考
へ
ら
れ
る
（
宗
像
神
社
復
興
期
成
會
一
九
六

六
、
二
五
五
）
」
と
推
測
し
て
い
る
。

　

彼
ら
に
つ
い
て
の
詳
細
は
、
「
応
安
神
事
次
第
」
よ
り
も
時
代
が
下
る
も
の

の
、
「
宗
像
宮
御
廳
着
座
次
第
寫
」
に
よ
っ
て
明
ら
か
に
な
る
。

　

ま
ず
、
弁
済
仕
は
弁
済
仕
少
宮
司
と
さ
れ
、
併
せ
て
大
嶋
御
嶽
第
一
宮
御
燈

と
さ
れ
る
。
大
島
の
御
嶽
と
は
、
中
津
宮
の
後
ろ
に
聳
え
る
山
で
、
現
在
で
も

御
嶽
神
社
が
鎮
座
す
る
。
江
戸
時
代
に
は
、
山
上
の
神
社
が
本
社
に
移
さ
れ
て

し
ま
っ
て
い
た
よ
う
だ
が
、
里
人
に
天
照
大
神
と
言
わ
れ
て
い
た
と
い
う
。
そ

れ
以
前
に
は
、
「
大
島
御
嶽
三
所
大
菩
薩
」
と
さ
れ
た
こ
と
も
あ
っ
た
と
い

う 

。
実
際
に
、
御
嶽
は
霊
山
を
思
わ
せ
る
趣
が
あ
り
、
眺
望
に
お
い
て
優
れ
て

い
る
。
沖
ノ
島
は
も
ち
ろ
ん
、
本
土
の
側
を
望
め
ば
条
件
が
良
け
れ
ば
遠
く
田

川
郡
の
霊
峰
彦
山
（
英
彦
山
）
を
も
見
渡
す
こ
と
が
で
き
る
。
一
方
で
、
地
元

の
子
ど
も
た
ち
か
ら
は
、
怪
談
め
い
た
話
が
語
ら
れ
、
近
づ
き
た
く
な
い
場
所

と
も
さ
れ
る
。
祭
祀
が
な
さ
れ
る
特
別
の
場
で
あ
っ
た
と
す
る
「
記
憶
」
が
世

代
を
超
え
現
在
に
伝
え
ら
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　

弁
済
仕
は
、
一
般
的
に
は
「
弁
済
使
」
と
し
、
荘
園
で
課
役
を
勤
仕
さ
せ
る

た
め
に
設
置
さ
れ
た
と
さ
れ
る
。
従
っ
て
、
御
嶽
を
管
轄
す
る
神
官
で
あ
る
と

同
時
に
大
島
の
行
政
の
長
と
し
て
の
役
割
を
果
た
し
た
と
み
ら
れ
る
。

　

一
甲
斐
と
は
、
代
々
大
島
に
居
住
し
た
沖
津
宮
（
第
一
宮
本
社
）
奉
仕
の
社

家
で
あ
る
。
対
し
て
中
津
宮
（
第
二
宮
本
社
）
奉
仕
の
社
家
は
、
同
様
に
代
々

大
島
に
居
住
し
、
二
甲
斐
を
名
乗
っ
て
い
る
（
宗
像
神
社
復
興
期
成
會
一
九

六
六
、
五
二
六
～
五
三
三
）
。
そ
の
他
の
神
人
に
つ
い
て
は
、「
応
安
神
事
次
第
」

の
「
春
大
祭
事
」
に
は
七
人
と
見
え
、
「
朸
折
」
の
儀
礼
の
記
事
で
は
六
人
と

見
え
る
。
他
方
、「
宗
像
宮
御
廳
着
座
次
第
寫
」
に
は
目
原
・
立
石
・
大
嶋
・
今

里
・
江
坂
の
五
名
が
見
え
る
。
大
島
神
人
は
六
人
前
後
存
在
し
、
大
島
島
内
の

各
所
に
居
住
し
、
末
社
な
ど
に
奉
仕
し
て
い
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

　

こ
の
よ
う
に
、
大
島
に
は
、
行
政
官
と
神
官
を
兼
ね
た
よ
う
な
弁
済
仕
、
第

一
宮
本
社
（
沖
津
宮
）
に
奉
仕
し
た
一
甲
斐
、
第
二
宮
本
社
に
奉
仕
し
た
二
甲

斐
、
そ
し
て
六
人
前
後
の
神
人
が
存
在
し
、
役
割
を
分
担
し
な
が
ら
共
に
儀
礼

に
関
わ
っ
た
と
み
ら
れ
る
。

　
　

ⅲ
、
歌
学
書
に
見
え
る
大
島
の
七
夕

　

第
二
宮
本
社
の
境
内
に
、
い
つ
の
頃
か
ら
か
牽
牛
織
女
の
小
社
が
天
ノ
川
を

挟
ん
で
設
け
ら
れ
る
。
ち
な
み
に
、
天
ノ
川
は
、
御
嶽
の
下
に
源
流
を
も
ち
、

第
二
宮
本
社
（
中
津
宮
）
の
境
内
を
流
れ
る
川
で
あ
る
。
ま
た
同
じ
く
境
内
に

は
、
天
の
真
名
井
と
い
わ
れ
る
霊
泉
が
あ
っ
て
、
天
ノ
川
に
水
を
供
給
す
る
。

こ
れ
ら
の
小
社
に
つ
い
て
、『
筑
前
国
続
風
土
記
』
（
宗
像
郡
上
、
十
六
）
は
、

次
の
よ
う
に
紹
介
し
て
い
る
。

　
　

石
見
女
式
髄
脳
に
曰
、
筑
前
大
島
と
云
所
に
星
宮
と
て
有
、
川
を
隔
て

ゝ
宮
有
、
北
を
彦
星
の
宮
と
云
、
南
を
は
七
夕
宮
と
い
ふ
也
、
男
を
申
者

彦
星
の
宮
に
籠
り
、
女
を
申
者
は
七
夕
の
宮
に
籠
る
な
り
、
七
月
朔
日
よ

り
七
日
送
に
籠
り
て
、
川
中
に
三
重
の
棚
を
結
て
星
祭
を
し
て
、
三
の
手

洗
に
水
を
入
て
影
を
見
る
に
、
何
も
逢
へ
き
男
の
姿
手
洗
に
う
つ
れ
は
、

其
男
に
逢
へ
き
と
知
な
り
、
古
今
集
栄
雅
抄
に
曰
、
筑
前
國
大
島
の
星

の
宮
と
て
、
北
は
彦
星
を
い
わ
ひ
、
南
ハ
織
女
を
崇
む
、
二
社
の
間
に
川

有
、
天
の
川
と
名
付
く
、
女
を
得
ん
と
お
も
へ
は
織
女
の
宮
に
籠
り
、
男

を
得
ん
と
思
へ
は
彦
星
の
宮
に
籠
る
、
七
月
朔
日
よ
り
七
日
の
夜
半
に
至

り
、
河
中
に
棚
を
結
ひ
て
、
手
洗
上
中
下
三
に
水
を
入
て
、
上
中
下
に
男

の
名
を
書
て
祭
り
を
し
て
、
手
洗
に
う
つ
り
た
る
に
随
て
、
其
男
女
を
定

る
な
り
、
此
祭
り
お
せ
ん
と
て
、
河
原
に
た
ゝ
ぬ
日
ハ
な
し
と
い
へ
り
、

　

こ
の
よ
う
に
、
「
石
見
女
式
髄
脳
」
と
「
古
今
集
栄
雅
抄
」
の
二
つ
の
中
世

の
歌
学
書
を
引
用
し
て
い
る
。
ち
な
み
に
、
「
石
見
女
式
髄
脳
」
は
、
「
石
見
女

式
」
と
も
い
わ
れ
る
中
世
の
歌
学
書
で
、
こ
の
柿
本
人
麻
呂
の
娘
石
見
女
に
仮

託
し
著
さ
れ
て
い
る
。
両
部
神
道
や
二
条
家
歌
学
の
影
響
が
強
く
、
鎌
倉
時
代

末
期
以
後
の
成
立
と
み
ら
れ
る
。「
古
今
集
栄
雅
抄
」
は
、
中
世
の
和
歌
と
蹴
鞠

の
家
、
飛
鳥
井
家
の
飛
鳥
井
雅
親
（
栄
雅
、
一
四
一
七—

一
四
九
〇
）
が
、
『
古

今
和
歌
集
』
の
講
釈
を
聞
き
書
き
し
た
も
の
で
あ
る 

。

　

こ
れ
ら
二
つ
の
歌
学
書
に
よ
る
と
、
七
月
一
日
か
ら
七
日
ま
で
、
愛
し
い
男

性
と
出
会
い
た
い
と
思
う
人
は
彦
星
の
宮
（
牽
牛
社
）
、
愛
し
い
女
性
と
出
会

い
た
い
人
は
七
夕
宮
（
織
女
社
）
に
お
籠
も
り
を
し
、
河
中
に
棚
を
結
っ
て
タ

ラ
イ
に
水
を
張
り
男
女
の
仲
を
占
っ
た
と
す
る
。『
宗
像
神
社
史
』（
下
）
で
は
、

こ
れ
を
、
「
正
平
二
十
三
年
年
中
行
事
」
に
見
え
る
虫
振
神
事
と
と
も
に
行
わ

れ
た
「
特
殊
な
七
夕
神
事
」
と
み
な
し
て
い
る
（
宗
像
神
社
復
興
期
成
會
一
九

六
六
、
二
八
二
）
。
と
こ
ろ
が
、「
正
平
二
十
三
年
年
中
行
事
」
に
は
、
第
二
宮

本
社
の
境
内
社
と
し
て
五
位
社
、
大
宮
社
、
大
神
宮
社
、
河
上
社
、
御
衣
代
社
、

所
司
社
、
龍
王
者
、
年
所
社
、
止
〃
社
、
祝
詞
社
、
荒
熊
社
、
山
部
社
、
山
師
社
、

御
竈
社
、
君
達
社
、
草
上
社
、
天
宮
社
、
金
宮
社
、
御
船
漕
社
、
薭
和
社
、
四
道
社
、

朝
拜
社
、
風
隼
社
、
息
送
社
、
九
日
社
、
息
正
三
位
社
が
あ
が
っ
て
い
る
。
こ

の
よ
う
に
、
少
な
く
と
も
眷
属
社
二
十
六
社
の
な
か
に
数
え
ら
れ
る
社
に
は
牽

牛
や
織
女
に
関
わ
る
社
名
は
見
え
な
い
。『
宗
像
神
社
史
』（
上
）
に
よ
っ
て
も
、

当
時
に
お
け
る
両
社
の
存
在
に
つ
い
て
は
「
牽
牛
・
織
女
兩
社
の
祭
り
が
あ
つ

た
も
の
と
解
さ
れ
（
宗
像
神
社
復
興
期
成
會
一
九
六
一
、
五
六
二
）
」
る
と
、

あ
く
ま
で
推
測
の
域
を
出
な
い
。
そ
の
後
、
七
夕
行
事
に
つ
い
て
「
七
夕
」
や

「
棚
機
」
と
記
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
も
、
史
料
中
に
こ
う
し
た
特
殊
な
神
事

に
つ
い
て
の
記
述
は
見
え
な
い
。

　

他
方
、
歌
学
書
の
な
か
に
は
、
筑
前
（
筑
後
）
大
崎
星
宮
と
、
現
在
の
福
岡

県
小
郡
市
の
地
名
を
挙
げ
て
い
る
も
の
も
見
ら
れ
る
。
大
崎
は
現
在
の
福
岡
県

小
郡
市
に
あ
っ
て
、
七
夕
行
事
で
知
ら
れ
る
媛
社
神
社
が
鎮
座
す
る
。
や
は
り

こ
こ
に
お
い
て
も
、
大
島
同
様
に
実
際
の
川
（
宝
満
川
）
を
天
の
川
に
見
立
て

て
、
織
女
た
る
媛
社
神
社
の
対
岸
に
牽
牛
社
を
祀
り
、
彦
星
と
織
姫
の
七
夕
伝

説
を
再
現
す
る
か
た
ち
の
祀
り
方
に
な
っ
て
い
る
。
こ
の
大
崎
で
は
、
古
く
「
肥

前
国
風
土
記
」
に
織
女
神
が
見
え
る
が
、
そ
こ
に
見
え
る
織
女
神
は
、
媛
社
の

郷
に
あ
っ
て
非
常
に
荒
ぶ
る
神
で
あ
り
、
道
行
く
人
を
殺
し
た
り
し
た
と
い
う
。

こ
こ
か
ら
、
単
純
に
は
恋
愛
に
結
び
つ
く
よ
う
な
神
と
は
思
え
な
い
。
こ
の
荒

ぶ
る
神
が
織
女
と
さ
れ
た
の
は
、
「
肥
前
国
風
土
記
」
に
よ
る
と
、
宗
像
の
珂

是
古
な
る
人
物
が
、
織
物
の
女
神
の
織
女
で
あ
る
こ
と
を
示
し
た
こ
と
に
よ
る

と
い
う
。
ち
な
み
に
、
こ
の
媛
社
神
社
の
七
夕
行
事
が
有
名
に
な
っ
た
の
は
、

『
小
郡
市
史
』
は
江
戸
時
代
の
中
期
以
降
と
す
る
。
こ
の
こ
ろ
に
、
そ
れ
以
前

の
元
禄
十
年
（
一
六
九
七
）
に
は
岩
船
大
明
神
と
の
み
し
て
い
た
も
の
が
、
嘉

永
七
年
（
一
八
五
四
）
の
鳥
居
の
額
に
「
磐
船
神
社
」
に
加
え
て
「
棚
機
神
社
」

と
並
記
さ
れ
る
と
い
っ
た
祭
神
名
の
移
動
を
窺
わ
せ
る
こ
と
が
起
き
た
り
、
明

和
六
年
（
一
七
六
九
）
に
神
像
が
作
ら
れ
た
り
し
た
と
い
う
（
小
郡
市
史
編
集

委
員
会
一
九
九
八
、
七
六
五
）
。

　

い
ず
れ
に
し
て
も
、
歌
学
書
の
記
述
に
見
え
る
大
島
と
大
崎
の
双
方
に
七
夕

行
事
が
存
在
し
、
今
も
っ
て
ど
ち
ら
か
と
い
う
こ
と
が
は
っ
き
り
し
て
い
な

い
。
ど
ち
ら
に
し
て
も
、
歌
学
書
の
記
述
は
、
飛
鳥
井
家
の
よ
う
な
和
歌
の
家

や
和
歌
を
相
伝
す
る
人
た
ち
の
間
で
、
大
島
や
大
崎
と
い
っ
た
現
地
の
あ
り
様

や
信
仰
、
そ
の
他
の
伝
承
と
は
切
り
離
さ
れ
た
か
た
ち
で
独
り
歩
き
し
た
可
能

性
が
あ
る
。
他
方
、
現
地
の
大
島
や
大
崎
の
側
で
は
、
こ
う
し
て
和
歌
の
世
界

の
な
か
で
出
来
上
が
っ
た
歌
学
書
の
「
七
夕
」
が
、
そ
れ
を
知
っ
た
現
地
の
知

識
人
の
よ
う
な
人
た
ち
に
よ
っ
て
再
帰
的
に
受
け
入
れ
ら
れ
、
新
た
な
七
夕
と

し
て
定
着
し
て
い
っ
た
可
能
性
も
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
歌
学
書
の
七
夕
の
記
述

を
さ
ら
に
詳
し
く
理
解
す
る
こ
と
は
、
史
実
か
否
か
と
い
っ
た
こ
と
ば
か
り
で

は
な
く
、
歌
学
書
の
民
俗
へ
の
影
響
を
知
る
上
で
も
大
切
な
こ
と
で
は
な
か
ろ

う
か
。

　

お
わ
り
に

　

宮
中
や
官
社
で
あ
っ
た
神
社
で
は
、
七
月
七
日
に
虫
干
し
を
行
っ
て
い
た
。

こ
れ
ら
は
、
民
間
と
い
う
よ
り
は
、
例
え
ば
神
社
で
は
大
宮
司
が
祭
祀
を
司
る

な
ど
、
宮
中
や
神
社
に
お
け
る
重
要
な
行
事
と
し
て
な
さ
れ
て
い
た
。

　

九
州
に
お
い
て
は
、
宗
像
宮
や
宇
佐
宮
に
虫
振
神
事
が
見
ら
れ
た
。
宇
佐
宮

に
お
い
て
は
、
今
で
も
虫
振
祭
と
称
し
、
虫
振
神
事
を
ル
ー
ツ
と
す
る
神
事
を

行
っ
て
い
る
。
こ
の
宇
佐
宮
の
虫
振
神
事
は
、

中
世
以
前
に
お
い
て
は
、
大

宮
司
が
祭
祀
を
司
る
重
要
な
行
事
と
し
て
な
さ
れ
て
い
た
。
と
こ
ろ
が
、
宗
像

宮
で
は
大
宮
司
の
役
は
見
え
ず
、
正
平
二
十
三
年
（
一
三
六
八
）
の
「
正
平
二

十
三
年
年
中
行
事
」
限
り
で
見
え
な
く
な
る
。
扱
い
に
お
い
て
他
社
ほ
ど
重
視

さ
れ
て
は
い
な
か
っ
た
と
み
ら
れ
る
。

　

大
島
に
お
い
て
は
、
第
二
宮
本
社
で
辺
津
宮
と
同
じ
よ
う
に
当
初
は
「
蟲
振

神
事
」
と
し
て
七
夕
の
行
事
を
行
っ
た
が
、
や
は
り
こ
こ
で
も
虫
振
神
事
は
見

え
な
く
な
り
、「
七
夕
」
や
「
棚
機
」
、「
七
夕
棚
機
」
と
も
称
す
る
よ
う
に
な
っ

た
。

　

こ
の
よ
う
に
、
宗
像
宮
の
虫
振
神
事
は
、
中
央
の
影
響
を
受
け
た
官
社
の
行

事
を
起
源
に
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
と
こ
ろ
が
、
以
上
の
よ
う
に
他
の
官

社
に
く
ら
べ
、
こ
の
行
事
を
重
視
し
て
い
な
か
っ
た
と
み
え
、
そ
の
後
、
虫
振

神
事
は
見
え
な
く
な
っ
た
。

　

本
稿
で
は
、
大
島
の
祭
祀
組
織
に
つ
い
て
も
「
応
安
神
事
次
第
」
や
「
宗
像

宮
御
廳
着
座
次
第
寫
」
に
よ
っ
て
検
討
し
た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
中
世
の
大
島

に
は
、
神
事
に
関
わ
る
者
と
し
て
、
御
嶽
を
管
轄
す
る
神
官
で
あ
る
と
同
時
に
、

大
島
の
行
政
の
長
と
し
て
活
躍
し
た
と
み
ら
れ
る
弁
済
仕
少
宮
司
、
大
島
に
居

住
し
沖
津
宮
（
第
一
宮
本
社
）
に
奉
仕
し
た
社
家
一
甲
斐
、
中
津
宮
（
第
二
宮

社
）
に
奉
仕
し
た
二
甲
斐
、
そ
の
他
六
人
前
後
の
神
人
が
存
在
し
た
こ
と
を
確

認
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

　

以
上
か
ら
、
大
島
の
七
夕
行
事
は
、
民
間
か
ら
は
じ
ま
っ
た
と
言
う
よ
り

（
11
）

（
12
）

二

二

一

一

（
13
）

二
レ

レ

二

二

二

一

一

一

一

料
米
小
野
庄
御
稻

廿
束
分
米
一
石
、

來
縄

郷
役
、

御
供　

二
王
丸
役

酒
肴　

實
相
院
役
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は
じ
め
に

　

今
日
の
宗
像
大
社
中
津
宮
に
お
い
て
は
、
八
月
七
日
に
七
夕
祭
が
行
わ
れ
て

い
る
。
旧
宗
像
郡
大
島
村
が
、
町
村
合
併
に
よ
り
宗
像
市
に
編
入
さ
れ
た
後
は
、

イ
ベ
ン
ト
の
「
大
島
七
夕
ま
つ
り
」
も
併
せ
て
行
わ
れ
る
よ
う
に
も
な
っ
て
い

る
。
本
稿
に
お
い
て
は
、
こ
れ
の
前
身
と
み
な
さ
れ
て
い
る
中
世
の
中
津
宮
の

七
夕
行
事
を
、
宗
像
宮
の
七
夕
行
事
に
位
置
付
け
な
が
ら
検
討
す
る
。
な
お
、

名
称
に
つ
い
て
は
当
時
に
準
じ
て
、
宗
像
大
社
に
つ
い
て
は
宗
像
宮
、
中
津
宮

に
つ
い
て
は
第
二
宮
本
社
と
す
る
。

　

第
二
宮
本
社
の
七
夕
行
事
の
初
出
は
、
「
正
平
二
十
三
年
年
中
行
事
」
で
、

「
七
夕
蟲
振
神
事
」
（
以
後
、
蟲
振
を
虫
振
と
す
る
）
と
見
え
る
。
こ
れ
に
つ

い
て
は
、
従
来
中
津
宮
の
七
夕
祭
の
ル
ー
ツ
と
考
え
ら
れ
、
「
虫
振
神
事
」
の

表
記
か
ら
農
業
に
関
わ
る
祭
事
か
と
の
推
測
が
な
さ
れ
た
こ
と
は
あ
っ
た
が
、

改
め
て
検
討
さ
れ
る
こ
と
が
な
か
っ
た
。
と
こ
ろ
が
、
古
く
『
宗
像
神
社
史
』

（
下
）
に
よ
る
と
、
「
虫
振
」
は
、
曝
涼
、
い
わ
ゆ
る
虫
干
し
で
あ
り
、
漢
土
の

風
習
を
移
入
さ
れ
た
も
の
と
す
る
（
宗
像
神
社
復
興
期
成
會
一
九
六
六
、
一
九

三
）
。
こ
の
風
習
は
、
古
く
日
本
に
も
伝
わ
り
、
有
職
故
実
書
の
「
西
宮
記
」

に
見
え
る
の
を
は
じ
め
、
公
家
・
武
家
・
社
寺
に
わ
た
っ
て
広
く
見
え
る
。

　

九
州
に
お
い
て
も
、
本
稿
で
取
り
上
げ
る
宗
像
宮
の
ほ
か
に
宇
佐
宮
に
見
え
、

現
在
の
宇
佐
神
宮
の
年
中
行
事
に
も
そ
の
痕
跡
を
残
す
。
そ
れ
は
「
虫
振
祭
」

と
い
わ
れ
、
「
風
除
祭
」
と
併
せ
て
八
月
七
日
に
行
わ
れ
て
い
る
。
宇
佐
神
宮

に
よ
る
と
、
こ
の
「
虫
振
祭
」
は
「
御
殿
内
の
装
束
及
び
宝
物
類
の
虫
干
し
を

行
う
神
事
」
と
し
、
「
風
除
祭
」
を
「
風
水
害
や
病
虫
害
か
ら
の
被
害
を
受
け

や
す
い
八
月
の
時
期
に
、
稲
や
農
作
物
の
安
全
な
生
長
を
祈
念
す
る
祭
典
」
と

す
る
。
こ
の
よ
う
に
、
虫
干
し
の
「
虫
振
祭
」と
、
農
耕
関
係
の
祈
念
の
「
風
除
祭
」

を
区
別
し
て
い
る
。

　

以
上
を
踏
ま
え
て
宗
像
宮
、
と
り
わ
け
大
島
の
第
二
宮
の
七
夕
行
事
の
変
遷

に
つ
い
て
の
考
察
に
入
っ
て
い
こ
う
。
ま
ず
、
第
一
章
で
は
、
初
期
の
第
二
宮

本
社
の
「
七
夕
祭
」
の
性
格
を
探
る
た
め
に
、
ま
ず
有
職
故
実
書
に
よ
っ
て
宮

中
の
、
そ
し
て
古
代
に
官
社
で
あ
っ
た
神
社
の
七
夕
行
事
に
つ
い
て
確
認
す
る
。

「
延
喜
式
」
に
見
る
と
お
り
、
宗
像
宮
は
古
代
に
お
い
て
は
官
社
に
数
え
ら
れ

た
。
官
社
は
、
七
世
紀
後
半
の
律
令
制
の
成
立
に
と
も
な
っ
て
、
中
央
政
府
の

命
に
も
と
づ
い
て
全
国
的
な
規
模
で
創
出
さ
れ
た
常
設
神
殿
を
も
っ
た
新
た
な

宗
教
施
設
で
、
こ
れ
を
も
っ
て
神
社
が
成
立
し
た
と
も
考
え
ら
れ
て
い
る
（
井

上
二
〇
一
一
、
二
六
）
。
こ
こ
で
成
立
し
た
神
社
で
は
、
ヤ
シ
ロ
や
モ
リ
と
い

っ
た
宗
教
施
設
と
は
異
な
っ
て
、
祭
祀
権
が
基
本
的
に
国
家
（
天
皇
）
の
手

に
独
占
さ
れ
、
性
格
も
大
き
く
異
な
っ
た
と
さ
れ
る
（
井
上
二
〇
一
一
、
二
七
）
。

そ
の
た
め
、
官
社
で
あ
っ
た
宗
像
宮
の
古
代
～
中
世
の
行
事
に
つ
い
て
は
、
一

般
的
な
官
社
の
行
事
を
知
る
こ
と
で
理
解
で
き
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　

第
二
章
で
は
、
第
一
章
で
明
ら
か
に
し
た
こ
と
を
も
と
に
、
宗
像
宮
の
七
夕

行
事
の
初
出
に
な
る
「
正
平
二
十
三
年
年
中
行
事
」
か
ら
、
宗
像
宮
の
虫
振
神

事
に
つ
い
て
明
ら
か
に
す
る
。
そ
し
て
、
そ
の
後
の
史
料
の
記
述
か
ら
、
こ
の

虫
振
神
事
が
ど
う
な
っ
て
し
ま
う
の
か
、
七
夕
行
事
の
そ
の
後
の
変
化
に
つ
い

て
検
討
す
る
。

　

第
三
章
で
は
、
大
島
の
第
二
宮
本
社
に
お
け
る
中
世
の
七
夕
行
事
に
つ
い
て

検
討
す
る
と
と
も
に
、
第
二
宮
本
社
の
祭
祀
組
織
に
迫
る
。
併
せ
て
、
宗
像
宮

の
そ
の
他
の
末
社
の
七
夕
行
事
も
紹
介
す
る
。
他
方
で
、
大
島
の
七
夕
行
事
に

つ
い
て
は
、
江
戸
時
代
の
地
誌
『
筑
前
国
続
風
土
記
』
に
紹
介
さ
れ
て
い
る
。

こ
こ
で
は
、
歌
学
書
の
引
用
が
な
さ
れ
て
い
る
。
果
た
し
て
、
こ
の
歌
学
書
の

記
述
を
そ
の
ま
ま
中
世
の
第
二
宮
本
社
の
七
夕
行
事
と
と
ら
え
て
よ
い
の
か
検

討
す
る
。

　

本
論
に
入
る
前
に
、
こ
こ
で
、
本
稿
で
主
に
用
い
る
宗
像
宮
の
文
書
、
「
正

平
二
十
三
年
年
中
行
事
」
と
「
応
安
神
事
次
第
」
に
つ
い
て
簡
単
に
紹
介
し
て

お
く
。
そ
の
他
の
史
料
に
つ
い
て
は
、
行
論
の
な
か
で
適
宜
紹
介
す
る
。
な
お
、

詳
細
に
つ
い
て
は
、
桑
田
和
明
や
『
宗
像
大
社
文
書
』
第
三
巻
を
参
照
し
て
い

た
だ
き
た
い
。

　

ま
ず
、
「
正
平
二
十
三
年
年
中
行
事
」
は
、
南
北
朝
の
騒
乱
の
只
中
の
正
平

二
十
三
年
（
一
三
六
八
）
の
成
立
で
、
本
社
以
下
各
社
の
目
録
を
あ
げ
、
つ
い

で
各
社
ご
と
に
年
中
行
事
の
月
日
と
名
称
を
あ
げ
て
い
る
（
桑
田
一
九
八
八
、

四
二
～
四
三
）
。
北
部
九
州
が
南
朝
勢
力
下
に
あ
っ
た
時
期
に
、
宗
像
宮
が
南

朝
勢
力
に
接
近
す
る
か
た
ち
で
神
社
の
興
隆
を
は
か
っ
た
証
左
と
み
な
す
べ
き

性
格
の
も
の
と
考
え
ら
れ
る
（
宗
像
大
社
文
書
編
纂
刊
行
委
員
会
二
〇
〇
九
、

七
一
六
）
。

　

「
応
安
神
事
次
第
」
は
、
原
本
は
現
存
せ
ず
、
最
古
の
甲
本
か
ら
癸
本
ま
で

の
六
本
の
伝
本
が
知
ら
れ
、
甲
本
か
ら
戌
本
ま
で
は
忌
子
祢
宜
家
で
あ
っ
た
深

田
家
の
子
孫
、
宗
像
氏
に
蔵
さ
れ
、
癸
本
は
宗
像
神
社
に
伝
来
し
た
（
桑
田
一

九
八
八
、
四
三
）
。
本
稿
で
取
り
上
げ
る
甲
本
と
乙
本
に
つ
い
て
は
、
甲
本
は

最
も
原
本
に
近
い
写
本
と
み
な
さ
れ
、
室
町
期
（
永
享
期
以
降
）
の
書
写
と
さ

れ
る
。
ち
な
み
に
甲
本
に
は
、
乙
本
と
比
較
し
て
欠
落
し
た
箇
所
が
み
ら
れ
る
。

乙
本
は
、
他
本
と
内
容
に
ち
が
い
が
見
ら
れ
、
甲
本
と
は
直
接
的
に
は
系
統
の

つ
な
が
ら
な
い
異
本
と
み
な
さ
れ
て
い
る
。
諸
所
に
は
、
本
文
と
同
筆
の
頭
書

が
あ
り
、
本
文
の
内
容
を
補
っ
て
い
る
が
、
他
本
に
は
見
ら
れ
な
い
独
自
の
記

事
も
少
な
く
な
く
、
ま
た
甲
本
の
記
事
を
脱
落
さ
せ
た
箇
所
も
あ
る
。
書
写
は
、

戦
国
時
代
を
下
ら
な
い
時
期
に
な
さ
れ
た
と
み
ら
れ
、
古
さ
も
甲
本
に
次
ぐ
と

さ
れ
る
（
宗
像
大
社
文
書
編
纂
刊
行
委
員
会
二
〇
〇
九
、
七
二
一
）
。

　

「
応
安
神
事
次
第
」
の
原
本
は
、
「
正
平
二
十
三
年
年
中
行
事
」
の
成
立
か

ら
七
年
後
の
応
安
八
年
（
一
三
七
五
）
三
月
十
七
日
に
、
宗
像
宮
の
年
中
行
事

の
引
付
が
度
々
の
争
乱
で
紛
失
し
た
の
で
、
大
宮
司
た
る
社
務
の
仰
せ
に
よ
っ

て
祝
詞
禰
宜
致
広
が
注
進
し
た
と
さ
れ
る
。
「
正
平
二
十
三
年
年
中
行
事
」
が

宮
社
ご
と
に
年
中
行
事
を
列
挙
し
て
い
る
の
に
対
し
、
「
応
安
神
事
次
第
」
は
、

す
べ
て
の
宮
社
の
年
中
行
事
を
月
日
順
に
並
べ
て
い
る
と
こ
ろ
に
大
き
な
ち
が

い
が
あ
る
（
宗
像
大
社
文
書
編
纂
刊
行
委
員
会
二
〇
〇
九
、
七
二
〇
）
。

　

第
一
章　

官
社
の
七
夕
行
事

　

七
夕
に
、
宇
佐
宮
に
て
虫
干
し
と
し
て
虫
振
を
行
っ
て
い
た
と
伝
え
ら
れ
て

い
る
こ
と
は
す
で
に
示
し
た
。
本
章
で
は
、
実
際
に
七
夕
に
行
事
と
し
て
虫
干

し
を
行
う
も
の
な
の
か
、
有
職
故
実
書
や
、
古
代
か
ら
中
世
に
か
け
て
官
社
と

さ
れ
た
神
社
の
記
録
類
か
ら
見
て
み
た
い
。

　
　

ⅰ
、
有
職
故
実
書
「
西
宮
記
」
に
見
え
る
七
夕
の
行
事

　

ま
ず
、
は
じ
め
に
で
触
れ
た
有
職
故
実
書
に
あ
た
る
「
西
宮
記
」
を
見
て
み

よ
う
。
「
西
宮
記
」
は
、
源
高
明
に
よ
っ
て
著
さ
れ
た
総
合
的
な
有
職
故
実
書

で
、
宮
廷
の
年
中
行
事
・
典
礼
・
装
束
・
制
度
な
ど
の
儀
式
次
第
が
記
さ
れ
て

い
る
。
多
く
の
古
記
・
旧
記
に
も
引
用
さ
れ
、
平
安
中
期
の
根
本
史
料
と
し
て

高
い
価
値
が
見
出
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
「
西
宮
記
」
の
七
月
七
日
条
に
、
次
の

よ
う
に
七
夕
行
事
の
記
事
が
見
え
る
。

　
　

七
日
、
内
膳
供
御
節
供
、

　
　

内
蔵
設
殿
上
酒
饌
。 

凉
御
調
度
。

　
　

蔵
人
所
人
等
凉
之
。　
　

 

凉
仁
壽
殿
御
屏
風
。

　

こ
こ
で
は
、
乞
巧
奠
と
は
別
に
、
節
供
と
、
調
度
や
仁
壽
殿
の
屏
風
を
広
げ

て
日
に
乾
か
す
こ
と
を
行
っ
て
い
る
。
次
に
「
江
家
次
第
」
を
見
る
と
、
や
は

り
七
月
七
日
条
に
は
、
乞
巧
奠
と
は
別
に
、
次
の
よ
う
な
こ
と
を
行
っ
て
い
る
。

　
　

同
日
（
七
月
七
日
）
拂
拭
御
物
事

　
　

鋪
廣
莚
於
清
凉
殿
孫
庇
、
風
戻
御
物
等
良
久
拂
拭
後
、
如
元
返
置
、
又
披

　
　

清
凉
・
仁
壽
・
宜
陽
殿
等
御
物
、

と
見
え
て
、
「
拂
拭
御
物
事
」
と
称
し
て
、
や
は
り
清
涼
殿
の
孫
庇
の
下
に
広

筵
を
敷
き
、
そ
こ
に
御
物
を
出
し
て
風
に
当
て
た
り
し
な
が
ら
拂
拭
い
た
り
す

る
旨
の
記
述
が
み
ら
れ
る
。

　

以
上
の
よ
う
に
、「
西
宮
記
」
や
「
江
家
次
第
」
か
ら
、
宮
中
に
お
い
て
は
、

七
夕
に
乞
巧
奠
と
は
別
に
、
屏
風
な
ど
の
御
物
を
外
に
出
し
、
風
に
当
て
日
に

乾
か
し
拂
い
拭
く
と
い
っ
た
虫
干
し
の
よ
う
な
こ
と
が
な
さ
れ
て
い
た
こ
と
が

分
か
る
。

　
　

ⅱ
、
官
社
の
七
夕
行
事

　

次
に
、
官
社
と
さ
れ
た
神
社
に
お
い
て
は
ど
う
だ
っ
た
で
あ
ろ
う
か
。
さ
き

に
紹
介
し
た
『
宗
像
神
社
史
』
に
は
、
美
保
神
社
の
虫
探
神
事
（
御
虫
干
）
と

厳
島
神
社
の
神
寶
晒
し
に
触
れ
ら
れ
て
い
た
。
そ
こ
で
、
こ
こ
で
は
そ
れ
以
外

の
出
雲
大
社
と
熱
田
神
社
の
七
夕
行
事
を
紹
介
し
た
い
。

　

そ
れ
で
は
、
ま
ず
出
雲
大
社
の
七
夕
行
事
を
見
て
み
よ
う
。
延
宝
七
年
（
一

六
七
九
）
に
書
か
れ
た
出
雲
大
社
の
祭
礼
・
年
中
行
事
の
一
覧
、
「
出
雲
大
社

年
中
行
事
」
に
は
、
次
の
よ
う
に
見
え
る
。

　
　

七
日　

大
祭
禮　
　
　

國
造
千
家
昇
殿
、

　

七
月
七
日
に
は
大
祭
礼
と
し
て
音
楽
を
鳴
ら
し
な
が
ら
宝
器
を
晒
し
て
い

る
。
そ
し
て
、
こ
こ
で
は
祭
祀
を
司
る
大
社
の
長
た
る
国
造
の
千
家
が
昇
殿
し

て
も
い
る
。

　

次
に
、
国
造
の
千
家
方
の
中
官
藤
間
大
蔵
に
よ
っ
て
書
か
れ
た
、
幕
末
頃
の

神
事
の
方
式
と
そ
こ
で
の
人
々
の
様
子
を
記
述
し
た
「
御
神
事
式
」
を
見
て
み

よ
う
。

　
　

七
日

　
　

一
、
今
日
御
蟲
干
御
神
事
也
、
別
火
殿
昇
殿
直
ニ
御
案
内
、
即
刻
御
昇
殿

被
遊
、
御
行
列
御
先
掃
除
番
・
御
鉾
傘
神
人
惣
出
・
被
官
三
十
人
・
長
絹
・

伶
人
・
中
官
・
上
官
・
随
身
左
右
・
御
輿
・
御
太
刀
持
・
近
習
・
近
習
格
・

　
　

御
沓
・
長
柄
等
也
、
御
昇
殿
之
節
樂
打
申
候
、
御
社
人
御
神
拜
、
小
内
殿

御
戸
開
被
遊
、
別
火
几
帳
被
引
申
候
、
夫
よ
り
御
上
并
上
官
中
も
御
祝
詞

有
之
事
、
相
濟
上
段
之
大
カ
ケ
バ
ン
も
下
段
ノ
大
カ
ケ
バ
ン
も
并
べ
、
夫

よ
り
御
神
寶
品
々
其
上
へ
出
し
蟲
干
之
事
、
扨
又
上
ニ
テ
ハ
御
當
宮
ノ
御

装
束
類
、
且
又
御
上
并
ニ
御
表
役
、
別
火
殿
御
立
會
に
て
御
證
文
并
御
書

類
ヲ
御
し
ら
べ
被
遊
候
事
、
萬
々
相
濟
、
奉
幣
有
之
候
へ
ハ
昇
殿
仕
事
相

濟
、
御
下
殿
之
事
、

　

こ
れ
に
よ
る
と
、
別
火
殿
に
昇
殿
す
る
と
、
案
内
が
出
て
昇
殿
す
る
。
そ
し

て
、
御
先
掃
除
番
・
御
鉾
傘
神
人
の
す
べ
て
・
被
官
が
三
十
人
・
長
絹
・
伶
人
・

中
官
・
上
官
・
随
身
左
右
・
神
輿
・
御
太
刀
持
・
近
習
・
近
習
格
・
御
沓
・
長

柄
等
と
大
規
模
な
行
列
が
組
ま
れ
る
。
ま
た
、
行
列
に
伶
人
（
音
楽
を
奏
す
る

人
）
が
見
え
る
が
、
昇
殿
の
と
き
に
は
楽
打
が
奏
さ
れ
る
。
そ
し
て
神
拝
が
な

さ
れ
、
国
造
で
あ
ろ
う
御
上
や
上
官
ら
に
よ
る
神
事
が
終
わ
っ
た
あ
と
に
、
神

宝
や
装
束
類
の
虫
干
し
が
な
さ
れ
る
。
ま
た
、
併
せ
て
證
文
や
書
類
を
調
べ
る

機
会
も
設
け
ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
七
月
七
日
の
虫
干
が
盛
大
な
儀
礼
で
あ

り
な
が
ら
も
、
そ
れ
だ
け
で
は
な
く
実
際
に
虫
干
し
や
證
文
、
書
類
の
確
認
が

な
さ
れ
る
と
い
っ
た
よ
う
に
、
実
質
的
な
機
能
を
も
っ
た
行
事
で
あ
っ
た
こ
と

が
分
か
る
。

　

次
に
、
熱
田
神
社
を
見
て
み
よ
う
。
文
明
十
七
年
（
一
四
八
五
）
の
「
文
明

十
七
年
年
中
行
事
」
で
は
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。

　
　

七
日 

供
御
并
御
サ
カ
シ
モ
ノ
、

　

こ
の
よ
う
に
、
七
月
七
日
に
、
供
御
と
と
も
に
「
サ
カ
シ
モ
ノ
」
と
い
う
こ

と
を
行
っ
て
い
る
。
こ
の
「
サ
カ
シ
モ
ノ
」
の
内
容
を
、
江
戸
時
代
の
成
立
と

時
代
が
下
る
が
、
「
熱
田
祭
奠
年
中
行
事
故
實
考
」
に
よ
っ
て
見
て
み
よ
う
。

　
　

七
日　

同
供
御
撤
、
神
寶
風
入
、
大
宮
司
参
向
、
辰
剋
大
宮
供
御 

梶
葉

　
　
　

麥
麺
、
瓜
、
神
寶
風
入
、
大
宮
司
参
向
、
文
明
記
云
、
七
月
七
日
、　

供

　
　
　

御
并
御
サ
カ
シ
モ
ノ
、

　

大
宮
司
が
参
向
し
、
朝
に
大
宮
の
内
陣
に
て
梶
の
葉
や
麦
麺
、
瓜
を
供
え
、

そ
れ
ら
を
撤
す
る
と
神
宝
に
風
を
入
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
や
は
り
虫
干
し
が

行
わ
れ
て
い
る
。

　

以
上
の
よ
う
に
、
七
月
七
日
に
は
虫
干
し
を
行
っ
た
。
と
く
に
神
社
に
お
い

て
は
、
こ
の
虫
干
し
の
儀
礼
に
国
造
や
大
宮
司
も
参
加
す
る
な
ど
、
重
要
な
儀

礼
と
み
な
し
て
い
た
こ
と
が
窺
え
た
。

　

第
二
章　

宗
像
宮
の
虫
振
神
事
に
つ
い
て

　
　

ⅰ
、
室
町
時
代
以
前
の
宇
佐
宮
の
虫
振
神
事

　

前
に
紹
介
し
た
よ
う
に
、
宇
佐
宮
と
宗
像
宮
で
は
、
と
も
に
七
月
七
日
の
行

事
を
虫
振
神
事
と
し
て
い
る
。
こ
こ
で
は
、
こ
の
う
ち
の
宇
佐
宮
の
虫
振
神
事

が
ど
う
い
っ
た
も
の
で
あ
っ
た
の
か
見
て
み
た
い
。

　

そ
れ
で
は
ま
ず
、
鎌
倉
末
期
こ
ろ
の
注
進
に
よ
る
と
推
定
さ
れ
る
「
宇
佐
宮

寺
年
中
行
事
一
具
勤
行
次
第
」
の
七
月
七
日
条
を
見
て
み
よ
う
。

　
　

（
七
月
）
七
日
、
同
御
炊
殿
節
供
、

　
　
　
　
　
　
　

祠
官
、
廳
内
以
下
神
官
束
帯
、

　

御
炊
殿
で
節
供
が
な
さ
れ
、
祠
官
神
官
が
束
帯
で
参
加
し
て
い
る
。
次
に
、

こ
の
七
夕
の
行
事
を
さ
ら
に
詳
し
く
見
る
た
め
に
、
大
宮
司
を
は
じ
め
神
官
の

動
き
を
主
に
記
す
「
宇
佐
宮
寺
年
中
月
並
神
事
」
と
、
享
徳
四
年
（
一
四
五
五
）

に
編
纂
さ
れ
た
「
宇
佐
宮
齋
會
式
」
を
見
て
み
よ
う
。

　
　

七
日 

虫
振
事
、
以
巳
剋
宮
司
以
下
参
御
炊
殿
申
行
之
、

　
　

一
、
同
七
日
虫
振
事

　
　
　

以
巳
剋
、
女
官
、
大
宮
司
、
次
官
、
廳
内
参
御
炊
殿
御
供
、

　
　
　

奉
備
御
幣
、
御
倉
進
、
祝
如
例
、
次
神
坏
一
渡
、
有
廳
座
酒
坏　

次

　
　
　

退
出
、

　　

こ
の
よ
う
に
、
七
月
七
日
に
「
虫
振
事
」
が
見
え
る
。
宇
佐
宮
で
は
、
現
在

に
虫
振
神
事
を
伝
え
る
。
残
念
な
が
ら
史
料
か
ら
は
虫
干
し
の
様
子
を
読
み
取

る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
前
に
述
べ
た
よ
う
に
、
「
御
殿
内
の
装
束
及
び
宝
物

類
の
虫
干
し
を
行
う
神
事
」
と
伝
え
て
い
る
。
参
加
者
に
つ
い
て
は
、
女
官
や

大
宮
司
、
次
官
、
宇
佐
宮
の
中
心
の
廳
内
神
官
た
ち
が
正
装
に
て
儀
礼
を
執
り

行
っ
て
い
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
出
雲
大
社
や
熱
田
神
社
同
様
に
、
神
社

の
長
の
参
加
す
る
重
要
な
儀
礼
に
位
置
付
け
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、
七
月
七
日
に
虫
干
し
で
あ
っ
た
と
伝
え
ら
れ
る
虫
振
神
事
を

行
っ
た
宇
佐
宮
も
、
出
雲
大
社
や
熱
田
神
社
と
同
様
に
、
大
宮
司
が
参
加
す
る

重
要
な
儀
礼
と
み
な
し
て
い
た
こ
と
が
窺
え
る
。

　
　

ⅱ
、
宗
像
宮
（
辺
津
宮
）
の
虫
振
神
事

　

そ
れ
で
は
、
い
よ
い
よ
宗
像
宮
の
虫
振
神
事
を
見
て
い
こ
う
。

　

宗
像
宮
の
虫
振
神
事
は
、
正
平
二
十
三
年
（
一
三
六
八
）
の
「
正
平
二
十
三

年
年
中
行
事
」
に
見
え
る
。
本
章
で
は
、
本
土
の
辺
津
宮
の
も
の
を
見
て
み
よ

う
。

　

辺
津
宮
は
、
惣
社
を
第
一
宮
、
中
殿
を
第
二
宮
、
地
主
神
を
第
三
宮
と
し
、

こ
れ
ら
が
併
立
し
て
い
た
（
宗
像
神
社
復
興
期
成
會
一
九
六
一
、
二
〇
一
～
二

〇
五
）
。
虫
振
神
事
は
、
七
月
七
日
に
こ
れ
ら
三
カ
所
の
そ
れ
ぞ
れ
で
行
わ
れ

た
。
こ
の
う
ち
第
一
宮
と
第
二
宮
に
つ
い
て
は
、
「
七
月
七
日
、
七
夕
蟲
振
神

事
　
　
　

」
と
見
え
る
。
第
三
宮
に
お
い
て
は
、
二
王
丸
役
の
御
供
の
み
で
、

実
相
院
に
よ
る
酒
肴
は
供
さ
れ
な
か
っ
た
。
つ
ま
り
、
虫
振
神
事
は
、
宗
像
宮

の
寺
家
の
一
と
み
ら
れ
る
二
王
丸
が
御
供
を
負
担
し
、
鎮
国
寺
を
構
成
す
る
五

支
院
の
一
の
実
相
院
が
酒
肴
を
負
担
し
た
こ
と
が
分
か
る
。

　

こ
の
「
正
平
二
十
三
年
年
中
行
事
」
に
お
い
て
は
、
儀
礼
に
大
宮
司
た
る
社

務
が
奉
仕
す
る
場
合
は
「
社
務
役
」
と
記
さ
れ
る
。
と
こ
ろ
が
、
こ
の
虫
振
神

事
に
は
「
社
務
」
は
見
え
ず
、
少
な
く
と
も
大
宮
司
の
奉
仕
す
る
儀
礼
に
は
位

置
付
け
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
が
分
か
る
。
こ
の
点
に
お
い
て
、
出
雲
大
社

や
熱
田
神
社
、
宇
佐
宮
と
は
対
照
的
と
い
え
る
。

　
　

ⅲ
、
宗
像
宮
（
辺
津
宮
）
に
お
け
る
七
夕
行
事
の
変
化

　

宗
像
宮
の
虫
振
神
事
が
、
そ
れ
ほ
ど
重
視
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と

は
、
次
の
こ
と
か
ら
も
窺
え
る
。

　

「
正
平
二
十
三
年
年
中
行
事
」
よ
り
後
の
「
応
安
神
事
次
第
」
で
は
、
虫
振

神
事
が
見
え
な
く
な
っ
て
し
ま
う
。
室
町
期
（
永
享
以
降
）
に
書
写
さ
れ
た
諸

伝
本
中
最
古
の
甲
本
に
は
（
宗
像
大
社
文
書
編
纂
刊
行
委
員
会
二
〇
〇
九
、
七

二
〇
～
七
二
一
）
、
七
夕
行
事
そ
の
も
の
が
見
え
な
い
の
だ
。
そ
の
後
の
七
夕

行
事
に
つ
い
て
は
、
戦
国
時
代
を
下
ら
な
い
時
期
に
書
写
さ
れ
た
乙
本
に
、
頭

書
の
か
た
ち
で
「
同
（
七
月
）
七
日
、
乞
巧
天
（
奠
）
三
社
祭
礼
」
が
よ
う
や

く
見
え
る
。
こ
こ
か
ら
も
、
宗
像
宮
で
は
、
出
雲
大
社
や
熱
田
神
社
と
は
異
な
っ

て
、
少
な
く
と
も
七
夕
の
行
事
が
そ
れ
ほ
ど
重
視
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
が

窺
え
る
。

　

ち
な
み
に
、
前
に
紹
介
し
た
よ
う
に
、
宮
中
で
は
、
乞
巧
奠
と
虫
干
し
と
は

区
別
さ
れ
て
な
さ
れ
て
い
た
。
従
っ
て
、
虫
振
神
事
と
乞
巧
奠
は
単
に
表
記
上

の
違
い
と
い
う
だ
け
で
は
な
く
、
虫
干
し
の
儀
礼
、
あ
る
い
は
虫
干
し
の
名
残

と
し
て
な
さ
れ
て
い
た
儀
礼
か
ら
、
乞
巧
奠
へ
と
、
行
事
そ
の
も
の
が
変
化
し

て
い
た
可
能
性
が
あ
る
。

　

七
夕
に
行
う
虫
干
し
は
、
熱
田
神
社
や
出
雲
大
社
に
見
た
よ
う
に
重
視
さ
れ

て
い
た
。
宗
像
宮
と
同
様
に
「
虫
振
神
事
」
と
し
た
宇
佐
宮
で
も
、
大
宮
司
が

祭
祀
を
司
る
重
要
な
行
事
に
位
置
付
け
ら
れ
て
い
た
。
こ
こ
で
は
、
現
在
に

至
っ
て
も
な
お
、
小
祭
と
し
な
が
ら
も
虫
振
祭
と
し
て
神
事
が
行
わ
れ
て
い
る
。

　

他
方
、
宗
像
宮
に
お
い
て
は
、
七
夕
行
事
が
重
視
さ
れ
ず
、
「
蟲
振
神
事
」

の
名
も
「
正
平
二
十
三
年
年
中
行
事
」
限
り
で
見
え
な
く
な
る
。
そ
の
後
、
七

夕
行
事
は
、
戦
国
時
代
に
書
写
さ
れ
た
と
み
ら
れ
る
「
応
安
神
事
次
第
」
乙
本

の
み
に
、
か
ろ
う
じ
て
頭
書
に
乞
巧
奠
が
見
え
る
。
と
こ
ろ
が
、
「
西
宮
記
」

や
「
江
家
次
第
」
に
は
、
乞
巧
奠
は
虫
干
し
と
は
区
別
し
て
記
述
さ
れ
て
お
り
、

こ
れ
ら
は
別
々
の
儀
礼
で
あ
っ
た
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、

「
正
平
二
十
三
年
年
中
行
事
」
か
ら
後
の
時
期
に
、
七
夕
行
事
そ
の
も
の
が
変

化
し
た
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。

　

第
三
章　

中
世
大
島
の
七
夕
行
事

　

第
二
章
ま
で
、
宗
像
辺
津
宮
の
七
夕
行
事
に
つ
い
て
見
て
き
た
が
、
本
章
で

は
大
島
に
あ
る
大
島
第
二
宮
本
社
の
七
夕
行
事
を
見
て
み
よ
う
。

　
　

ⅰ
、
大
島
第
二
宮
本
社
の
七
夕
行
事

　

中
世
大
島
の
七
夕
行
事
に
つ
い
て
は
、
「
正
平
二
十
三
年
年
中
行
事
」
に
見

え
る
。
こ
こ
に
は
、
「
七
月
七
日 

七
夕
蟲
振
神
事
」
と
見
え
、
辺
津
宮
と
同
様

に
虫
振
神
事
を
行
っ
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。
ち
な
み
に
、
沖
ノ
島
（
息
嶋
）

を
は
じ
め
、
ほ
か
の
末
社
に
は
虫
振
神
事
は
見
ら
れ
な
い
。
辺
津
宮
と
大
島
で

の
み
虫
振
神
事
を
行
っ
て
い
た
こ
と
に
な
る
。

　

そ
し
て
、
辺
津
宮
同
様
に
大
島
で
も
「
正
平
二
十
三
年
年
中
行
事
」
限
り
で

虫
振
神
事
は
見
え
な
く
な
っ
て
し
ま
う
。
天
文
二
十
二
年
（
一
五
五
三
）
の
「
大

島
第
二
宮
年
中
御
神
事
次
第
・
大
島
第
二
宮
年
中
御
供
米
之
事
」
に
は
、
「
七

月
、
七
夕　

御
神
事
」
、
「
七
月　

棚
機
御
供　

四
升
」
と
書
か
れ
て
お
り
、
単

に
七
夕
の
節
供
に
な
っ
て
い
る
。
ち
な
み
に
、
大
島
の
七
夕
行
事
は
、
天
正
十

四
年
（
一
五
八
六
）
に
、
宗
像
大
宮
司
氏
貞
逝
去
後
、
一
時
絶
え
る
が
、
元
禄

二
年
（
一
六
八
九
）
に
再
興
さ
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
大
島
第
二
宮
本
社
に
お

い
て
も
、
辺
津
宮
と
同
様
に
「
正
平
二
十
三
年
年
中
行
事
」
限
り
で
虫
振
神
事

は
見
え
な
く
な
り
、
七
夕
行
事
は
変
化
し
た
と
み
ら
れ
る
。

　
　

ⅱ
、
中
世
大
島
の
祭
祀
組
織

　

次
に
大
島
第
二
宮
の
諸
行
事
に
、
ど
う
い
っ
た
人
た
ち
が
関
わ
っ
て
き
た
の

か
考
え
て
み
よ
う
。

　

ま
ず
、
「
応
安
神
事
次
第
」
（
甲
本
）
の
、
辺
津
宮
の
二
月
の
「
春
大
祭
事
」

の
記
事
を
見
て
み
よ
う
。

　
　

一
、
春

大

祭

事
、 

政
所
有
大
飯

　
　
　

小
勝
浦
神
人
七
人　

大
島
神
人
七
人　
　

、

　
　
　

庭
ニ
テ
中
臣
祓
ア
リ
、
次
御
前
浜
ニ
テ
有
祓
、
祢
宜
魚
ヲ
釣
ル
、

　

こ
の
よ
う
に
、
「
春
大
祭
事
」
に
は
小
勝
浦
神
人
七
人
と
大
島
神
人
の
七
人

が
寄
り
合
っ
て
人
形
を
作
っ
て
い
る
（
桑
田
一
九
八
八
、
五
六
）
。
こ
こ
か
ら

大
島
に
は
七
人
の
神
人
が
存
在
す
る
こ
と
が
分
か
る
。

　

そ
れ
で
は
、
彼
ら
七
人
は
ど
の
よ
う
な
存
在
だ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
し

て
、ど
の
よ
う
に
行
事
に
関
わ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
見
て
み
よ
う
。
同
じ
く
「
応

安
神
事
次
第
」
に
、
十
二
月
二
十
五
日
の
政
所
九
間
社
（
辺
津
宮
）
の
八
女
神

事
（
八
乙
女
に
よ
る
神
楽
舞
）
の
記
述
が
み
え
る
。
こ
の
と
き
に
、
辺
津
宮
の

第
二
宮
の
眷
属
小
神
、
五
位
社
に
て
、
大
島
の
神
人
ら
に
よ
る
「
朸
折
」
の
儀

礼
が
行
わ
れ
て
い
る
。
「
朸
折
」
の
儀
礼
と
は
、
当
時
神
聖
な
呪
物
と
さ
れ
た

朸
（
唐
櫃
等
の
舁
ぎ
棒
）
を
祈
る
行
事
で
、
こ
れ
を
祈
る
こ
と
に
よ
っ
て
甲
乙

間
の
優
劣
・
勝
負
を
決
し
た
儀
礼
で
（
宗
像
神
社
復
興
期
成
會
一
九
六
六
、
二

五
五
、
宗
像
大
社
文
書
編
纂
刊
行
委
員
会
二
〇
〇
九
、
二
三
八
）
、
次
の
よ
う

な
人
た
ち
に
よ
っ
て
な
さ
れ
て
い
た
。

　
　

大
嶋
ノ
五
位
ノ
酒
肴
ア
リ
、
ア
フ
コ
ヲ
リ
ア
リ
、
ア
フ
コ
折

事
、
一
甲
斐

ト
嶋
ノ
弁
済
使
ト
両　

人
役
也
、
大
嶋
ノ
神
人
六
人
参
テ
歌
ヲ
ウ
タ
ウ
ナ

リ
、
嶋
ノ
御
神
楽
コ
ト
シ
、

　
　

神　

官
ウ
ケ
ノ
歌
ア
リ
、
如　

嶽　

祭
、

　

こ
の
よ
う
に
、
ま
ず
末
社
の
五
位
社
に
酒
肴
（
御
酒
大
瓶
一
、
魚
一
尾
）
を

供
え
る
。
次
に
一
甲
斐
と
弁
済
使
で
朸
折
の
役
を
務
め
る
。
そ
し
て
大
島
の
神

人
六
人
が
、
島
の
御
神
楽
の
よ
う
に
歌
う
。
最
後
に
辺
津
宮
の
側
の
神
官
が
ウ

ケ
ノ
歌
を
歌
う
。
ウ
ケ
ノ
歌
は
、
政
所
九
間
社
の
神
事
の
ほ
か
に
、
摂
末
社
の

嶽
祭
と
い
わ
れ
る
祭
り
で
歌
わ
れ
た
（
宗
像
神
社
復
興
期
成
會
一
九
六
六
、
二

四
六
）
。
ち
な
み
に
、
こ
の
儀
礼
に
つ
い
て
、
『
宗
像
神
社
史
』
は
、
「
沖
津
宮

と
中
津
宮
と
の
奉
仕
者
間
で
行
は
れ
、
そ
の
勝
負
に
よ
つ
て
、
兩
宮
奉
仕
者
の

優
劣
が
き
め
ら
れ
た
も
の
と
考
へ
ら
れ
る
（
宗
像
神
社
復
興
期
成
會
一
九
六

六
、
二
五
五
）
」
と
推
測
し
て
い
る
。

　

彼
ら
に
つ
い
て
の
詳
細
は
、
「
応
安
神
事
次
第
」
よ
り
も
時
代
が
下
る
も
の

の
、
「
宗
像
宮
御
廳
着
座
次
第
寫
」
に
よ
っ
て
明
ら
か
に
な
る
。

　

ま
ず
、
弁
済
仕
は
弁
済
仕
少
宮
司
と
さ
れ
、
併
せ
て
大
嶋
御
嶽
第
一
宮
御
燈

と
さ
れ
る
。
大
島
の
御
嶽
と
は
、
中
津
宮
の
後
ろ
に
聳
え
る
山
で
、
現
在
で
も

御
嶽
神
社
が
鎮
座
す
る
。
江
戸
時
代
に
は
、
山
上
の
神
社
が
本
社
に
移
さ
れ
て

し
ま
っ
て
い
た
よ
う
だ
が
、
里
人
に
天
照
大
神
と
言
わ
れ
て
い
た
と
い
う
。
そ

れ
以
前
に
は
、
「
大
島
御
嶽
三
所
大
菩
薩
」
と
さ
れ
た
こ
と
も
あ
っ
た
と
い

う 

。
実
際
に
、
御
嶽
は
霊
山
を
思
わ
せ
る
趣
が
あ
り
、
眺
望
に
お
い
て
優
れ
て

い
る
。
沖
ノ
島
は
も
ち
ろ
ん
、
本
土
の
側
を
望
め
ば
条
件
が
良
け
れ
ば
遠
く
田

川
郡
の
霊
峰
彦
山
（
英
彦
山
）
を
も
見
渡
す
こ
と
が
で
き
る
。
一
方
で
、
地
元

の
子
ど
も
た
ち
か
ら
は
、
怪
談
め
い
た
話
が
語
ら
れ
、
近
づ
き
た
く
な
い
場
所

と
も
さ
れ
る
。
祭
祀
が
な
さ
れ
る
特
別
の
場
で
あ
っ
た
と
す
る
「
記
憶
」
が
世

代
を
超
え
現
在
に
伝
え
ら
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　

弁
済
仕
は
、
一
般
的
に
は
「
弁
済
使
」
と
し
、
荘
園
で
課
役
を
勤
仕
さ
せ
る

た
め
に
設
置
さ
れ
た
と
さ
れ
る
。
従
っ
て
、
御
嶽
を
管
轄
す
る
神
官
で
あ
る
と

同
時
に
大
島
の
行
政
の
長
と
し
て
の
役
割
を
果
た
し
た
と
み
ら
れ
る
。

　

一
甲
斐
と
は
、
代
々
大
島
に
居
住
し
た
沖
津
宮
（
第
一
宮
本
社
）
奉
仕
の
社

家
で
あ
る
。
対
し
て
中
津
宮
（
第
二
宮
本
社
）
奉
仕
の
社
家
は
、
同
様
に
代
々

大
島
に
居
住
し
、
二
甲
斐
を
名
乗
っ
て
い
る
（
宗
像
神
社
復
興
期
成
會
一
九

六
六
、
五
二
六
～
五
三
三
）
。
そ
の
他
の
神
人
に
つ
い
て
は
、「
応
安
神
事
次
第
」

の
「
春
大
祭
事
」
に
は
七
人
と
見
え
、
「
朸
折
」
の
儀
礼
の
記
事
で
は
六
人
と

見
え
る
。
他
方
、「
宗
像
宮
御
廳
着
座
次
第
寫
」
に
は
目
原
・
立
石
・
大
嶋
・
今

里
・
江
坂
の
五
名
が
見
え
る
。
大
島
神
人
は
六
人
前
後
存
在
し
、
大
島
島
内
の

各
所
に
居
住
し
、
末
社
な
ど
に
奉
仕
し
て
い
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

　

こ
の
よ
う
に
、
大
島
に
は
、
行
政
官
と
神
官
を
兼
ね
た
よ
う
な
弁
済
仕
、
第

一
宮
本
社
（
沖
津
宮
）
に
奉
仕
し
た
一
甲
斐
、
第
二
宮
本
社
に
奉
仕
し
た
二
甲

斐
、
そ
し
て
六
人
前
後
の
神
人
が
存
在
し
、
役
割
を
分
担
し
な
が
ら
共
に
儀
礼

に
関
わ
っ
た
と
み
ら
れ
る
。

　
　

ⅲ
、
歌
学
書
に
見
え
る
大
島
の
七
夕

　

第
二
宮
本
社
の
境
内
に
、
い
つ
の
頃
か
ら
か
牽
牛
織
女
の
小
社
が
天
ノ
川
を

挟
ん
で
設
け
ら
れ
る
。
ち
な
み
に
、
天
ノ
川
は
、
御
嶽
の
下
に
源
流
を
も
ち
、

第
二
宮
本
社
（
中
津
宮
）
の
境
内
を
流
れ
る
川
で
あ
る
。
ま
た
同
じ
く
境
内
に

は
、
天
の
真
名
井
と
い
わ
れ
る
霊
泉
が
あ
っ
て
、
天
ノ
川
に
水
を
供
給
す
る
。

こ
れ
ら
の
小
社
に
つ
い
て
、『
筑
前
国
続
風
土
記
』
（
宗
像
郡
上
、
十
六
）
は
、

次
の
よ
う
に
紹
介
し
て
い
る
。

　
　

石
見
女
式
髄
脳
に
曰
、
筑
前
大
島
と
云
所
に
星
宮
と
て
有
、
川
を
隔
て

ゝ
宮
有
、
北
を
彦
星
の
宮
と
云
、
南
を
は
七
夕
宮
と
い
ふ
也
、
男
を
申
者

彦
星
の
宮
に
籠
り
、
女
を
申
者
は
七
夕
の
宮
に
籠
る
な
り
、
七
月
朔
日
よ

り
七
日
送
に
籠
り
て
、
川
中
に
三
重
の
棚
を
結
て
星
祭
を
し
て
、
三
の
手

洗
に
水
を
入
て
影
を
見
る
に
、
何
も
逢
へ
き
男
の
姿
手
洗
に
う
つ
れ
は
、

其
男
に
逢
へ
き
と
知
な
り
、
古
今
集
栄
雅
抄
に
曰
、
筑
前
國
大
島
の
星

の
宮
と
て
、
北
は
彦
星
を
い
わ
ひ
、
南
ハ
織
女
を
崇
む
、
二
社
の
間
に
川

有
、
天
の
川
と
名
付
く
、
女
を
得
ん
と
お
も
へ
は
織
女
の
宮
に
籠
り
、
男

を
得
ん
と
思
へ
は
彦
星
の
宮
に
籠
る
、
七
月
朔
日
よ
り
七
日
の
夜
半
に
至

り
、
河
中
に
棚
を
結
ひ
て
、
手
洗
上
中
下
三
に
水
を
入
て
、
上
中
下
に
男

の
名
を
書
て
祭
り
を
し
て
、
手
洗
に
う
つ
り
た
る
に
随
て
、
其
男
女
を
定

る
な
り
、
此
祭
り
お
せ
ん
と
て
、
河
原
に
た
ゝ
ぬ
日
ハ
な
し
と
い
へ
り
、

　

こ
の
よ
う
に
、
「
石
見
女
式
髄
脳
」
と
「
古
今
集
栄
雅
抄
」
の
二
つ
の
中
世

の
歌
学
書
を
引
用
し
て
い
る
。
ち
な
み
に
、
「
石
見
女
式
髄
脳
」
は
、
「
石
見
女

式
」
と
も
い
わ
れ
る
中
世
の
歌
学
書
で
、
こ
の
柿
本
人
麻
呂
の
娘
石
見
女
に
仮

託
し
著
さ
れ
て
い
る
。
両
部
神
道
や
二
条
家
歌
学
の
影
響
が
強
く
、
鎌
倉
時
代

末
期
以
後
の
成
立
と
み
ら
れ
る
。「
古
今
集
栄
雅
抄
」
は
、
中
世
の
和
歌
と
蹴
鞠

の
家
、
飛
鳥
井
家
の
飛
鳥
井
雅
親
（
栄
雅
、
一
四
一
七—

一
四
九
〇
）
が
、
『
古

今
和
歌
集
』
の
講
釈
を
聞
き
書
き
し
た
も
の
で
あ
る 

。

　

こ
れ
ら
二
つ
の
歌
学
書
に
よ
る
と
、
七
月
一
日
か
ら
七
日
ま
で
、
愛
し
い
男

性
と
出
会
い
た
い
と
思
う
人
は
彦
星
の
宮
（
牽
牛
社
）
、
愛
し
い
女
性
と
出
会

い
た
い
人
は
七
夕
宮
（
織
女
社
）
に
お
籠
も
り
を
し
、
河
中
に
棚
を
結
っ
て
タ

ラ
イ
に
水
を
張
り
男
女
の
仲
を
占
っ
た
と
す
る
。『
宗
像
神
社
史
』（
下
）
で
は
、

こ
れ
を
、
「
正
平
二
十
三
年
年
中
行
事
」
に
見
え
る
虫
振
神
事
と
と
も
に
行
わ

れ
た
「
特
殊
な
七
夕
神
事
」
と
み
な
し
て
い
る
（
宗
像
神
社
復
興
期
成
會
一
九

六
六
、
二
八
二
）
。
と
こ
ろ
が
、「
正
平
二
十
三
年
年
中
行
事
」
に
は
、
第
二
宮

本
社
の
境
内
社
と
し
て
五
位
社
、
大
宮
社
、
大
神
宮
社
、
河
上
社
、
御
衣
代
社
、

所
司
社
、
龍
王
者
、
年
所
社
、
止
〃
社
、
祝
詞
社
、
荒
熊
社
、
山
部
社
、
山
師
社
、

御
竈
社
、
君
達
社
、
草
上
社
、
天
宮
社
、
金
宮
社
、
御
船
漕
社
、
薭
和
社
、
四
道
社
、

朝
拜
社
、
風
隼
社
、
息
送
社
、
九
日
社
、
息
正
三
位
社
が
あ
が
っ
て
い
る
。
こ

の
よ
う
に
、
少
な
く
と
も
眷
属
社
二
十
六
社
の
な
か
に
数
え
ら
れ
る
社
に
は
牽

牛
や
織
女
に
関
わ
る
社
名
は
見
え
な
い
。『
宗
像
神
社
史
』（
上
）
に
よ
っ
て
も
、

当
時
に
お
け
る
両
社
の
存
在
に
つ
い
て
は
「
牽
牛
・
織
女
兩
社
の
祭
り
が
あ
つ

た
も
の
と
解
さ
れ
（
宗
像
神
社
復
興
期
成
會
一
九
六
一
、
五
六
二
）
」
る
と
、

あ
く
ま
で
推
測
の
域
を
出
な
い
。
そ
の
後
、
七
夕
行
事
に
つ
い
て
「
七
夕
」
や

「
棚
機
」
と
記
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
も
、
史
料
中
に
こ
う
し
た
特
殊
な
神
事

に
つ
い
て
の
記
述
は
見
え
な
い
。

　

他
方
、
歌
学
書
の
な
か
に
は
、
筑
前
（
筑
後
）
大
崎
星
宮
と
、
現
在
の
福
岡

県
小
郡
市
の
地
名
を
挙
げ
て
い
る
も
の
も
見
ら
れ
る
。
大
崎
は
現
在
の
福
岡
県

小
郡
市
に
あ
っ
て
、
七
夕
行
事
で
知
ら
れ
る
媛
社
神
社
が
鎮
座
す
る
。
や
は
り

こ
こ
に
お
い
て
も
、
大
島
同
様
に
実
際
の
川
（
宝
満
川
）
を
天
の
川
に
見
立
て

て
、
織
女
た
る
媛
社
神
社
の
対
岸
に
牽
牛
社
を
祀
り
、
彦
星
と
織
姫
の
七
夕
伝

説
を
再
現
す
る
か
た
ち
の
祀
り
方
に
な
っ
て
い
る
。
こ
の
大
崎
で
は
、
古
く
「
肥

前
国
風
土
記
」
に
織
女
神
が
見
え
る
が
、
そ
こ
に
見
え
る
織
女
神
は
、
媛
社
の

郷
に
あ
っ
て
非
常
に
荒
ぶ
る
神
で
あ
り
、
道
行
く
人
を
殺
し
た
り
し
た
と
い
う
。

こ
こ
か
ら
、
単
純
に
は
恋
愛
に
結
び
つ
く
よ
う
な
神
と
は
思
え
な
い
。
こ
の
荒

ぶ
る
神
が
織
女
と
さ
れ
た
の
は
、
「
肥
前
国
風
土
記
」
に
よ
る
と
、
宗
像
の
珂

是
古
な
る
人
物
が
、
織
物
の
女
神
の
織
女
で
あ
る
こ
と
を
示
し
た
こ
と
に
よ
る

と
い
う
。
ち
な
み
に
、
こ
の
媛
社
神
社
の
七
夕
行
事
が
有
名
に
な
っ
た
の
は
、

『
小
郡
市
史
』
は
江
戸
時
代
の
中
期
以
降
と
す
る
。
こ
の
こ
ろ
に
、
そ
れ
以
前

の
元
禄
十
年
（
一
六
九
七
）
に
は
岩
船
大
明
神
と
の
み
し
て
い
た
も
の
が
、
嘉

永
七
年
（
一
八
五
四
）
の
鳥
居
の
額
に
「
磐
船
神
社
」
に
加
え
て
「
棚
機
神
社
」

と
並
記
さ
れ
る
と
い
っ
た
祭
神
名
の
移
動
を
窺
わ
せ
る
こ
と
が
起
き
た
り
、
明

和
六
年
（
一
七
六
九
）
に
神
像
が
作
ら
れ
た
り
し
た
と
い
う
（
小
郡
市
史
編
集

委
員
会
一
九
九
八
、
七
六
五
）
。

　

い
ず
れ
に
し
て
も
、
歌
学
書
の
記
述
に
見
え
る
大
島
と
大
崎
の
双
方
に
七
夕

行
事
が
存
在
し
、
今
も
っ
て
ど
ち
ら
か
と
い
う
こ
と
が
は
っ
き
り
し
て
い
な

い
。
ど
ち
ら
に
し
て
も
、
歌
学
書
の
記
述
は
、
飛
鳥
井
家
の
よ
う
な
和
歌
の
家

や
和
歌
を
相
伝
す
る
人
た
ち
の
間
で
、
大
島
や
大
崎
と
い
っ
た
現
地
の
あ
り
様

や
信
仰
、
そ
の
他
の
伝
承
と
は
切
り
離
さ
れ
た
か
た
ち
で
独
り
歩
き
し
た
可
能

性
が
あ
る
。
他
方
、
現
地
の
大
島
や
大
崎
の
側
で
は
、
こ
う
し
て
和
歌
の
世
界

の
な
か
で
出
来
上
が
っ
た
歌
学
書
の
「
七
夕
」
が
、
そ
れ
を
知
っ
た
現
地
の
知

識
人
の
よ
う
な
人
た
ち
に
よ
っ
て
再
帰
的
に
受
け
入
れ
ら
れ
、
新
た
な
七
夕
と

し
て
定
着
し
て
い
っ
た
可
能
性
も
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
歌
学
書
の
七
夕
の
記
述

を
さ
ら
に
詳
し
く
理
解
す
る
こ
と
は
、
史
実
か
否
か
と
い
っ
た
こ
と
ば
か
り
で

は
な
く
、
歌
学
書
の
民
俗
へ
の
影
響
を
知
る
上
で
も
大
切
な
こ
と
で
は
な
か
ろ

う
か
。

　

お
わ
り
に

　

宮
中
や
官
社
で
あ
っ
た
神
社
で
は
、
七
月
七
日
に
虫
干
し
を
行
っ
て
い
た
。

こ
れ
ら
は
、
民
間
と
い
う
よ
り
は
、
例
え
ば
神
社
で
は
大
宮
司
が
祭
祀
を
司
る

な
ど
、
宮
中
や
神
社
に
お
け
る
重
要
な
行
事
と
し
て
な
さ
れ
て
い
た
。

　

九
州
に
お
い
て
は
、
宗
像
宮
や
宇
佐
宮
に
虫
振
神
事
が
見
ら
れ
た
。
宇
佐
宮

に
お
い
て
は
、
今
で
も
虫
振
祭
と
称
し
、
虫
振
神
事
を
ル
ー
ツ
と
す
る
神
事
を

行
っ
て
い
る
。
こ
の
宇
佐
宮
の
虫
振
神
事
は
、

中
世
以
前
に
お
い
て
は
、
大

宮
司
が
祭
祀
を
司
る
重
要
な
行
事
と
し
て
な
さ
れ
て
い
た
。
と
こ
ろ
が
、
宗
像

宮
で
は
大
宮
司
の
役
は
見
え
ず
、
正
平
二
十
三
年
（
一
三
六
八
）
の
「
正
平
二

十
三
年
年
中
行
事
」
限
り
で
見
え
な
く
な
る
。
扱
い
に
お
い
て
他
社
ほ
ど
重
視

さ
れ
て
は
い
な
か
っ
た
と
み
ら
れ
る
。

　

大
島
に
お
い
て
は
、
第
二
宮
本
社
で
辺
津
宮
と
同
じ
よ
う
に
当
初
は
「
蟲
振

神
事
」
と
し
て
七
夕
の
行
事
を
行
っ
た
が
、
や
は
り
こ
こ
で
も
虫
振
神
事
は
見

え
な
く
な
り
、「
七
夕
」
や
「
棚
機
」
、「
七
夕
棚
機
」
と
も
称
す
る
よ
う
に
な
っ

た
。

　

こ
の
よ
う
に
、
宗
像
宮
の
虫
振
神
事
は
、
中
央
の
影
響
を
受
け
た
官
社
の
行

事
を
起
源
に
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
と
こ
ろ
が
、
以
上
の
よ
う
に
他
の
官

社
に
く
ら
べ
、
こ
の
行
事
を
重
視
し
て
い
な
か
っ
た
と
み
え
、
そ
の
後
、
虫
振

神
事
は
見
え
な
く
な
っ
た
。

　

本
稿
で
は
、
大
島
の
祭
祀
組
織
に
つ
い
て
も
「
応
安
神
事
次
第
」
や
「
宗
像

宮
御
廳
着
座
次
第
寫
」
に
よ
っ
て
検
討
し
た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
中
世
の
大
島

に
は
、
神
事
に
関
わ
る
者
と
し
て
、
御
嶽
を
管
轄
す
る
神
官
で
あ
る
と
同
時
に
、

大
島
の
行
政
の
長
と
し
て
活
躍
し
た
と
み
ら
れ
る
弁
済
仕
少
宮
司
、
大
島
に
居

住
し
沖
津
宮
（
第
一
宮
本
社
）
に
奉
仕
し
た
社
家
一
甲
斐
、
中
津
宮
（
第
二
宮

社
）
に
奉
仕
し
た
二
甲
斐
、
そ
の
他
六
人
前
後
の
神
人
が
存
在
し
た
こ
と
を
確

認
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

　

以
上
か
ら
、
大
島
の
七
夕
行
事
は
、
民
間
か
ら
は
じ
ま
っ
た
と
言
う
よ
り

（
14
）

（
15
）
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は
じ
め
に

　

今
日
の
宗
像
大
社
中
津
宮
に
お
い
て
は
、
八
月
七
日
に
七
夕
祭
が
行
わ
れ
て

い
る
。
旧
宗
像
郡
大
島
村
が
、
町
村
合
併
に
よ
り
宗
像
市
に
編
入
さ
れ
た
後
は
、

イ
ベ
ン
ト
の
「
大
島
七
夕
ま
つ
り
」
も
併
せ
て
行
わ
れ
る
よ
う
に
も
な
っ
て
い

る
。
本
稿
に
お
い
て
は
、
こ
れ
の
前
身
と
み
な
さ
れ
て
い
る
中
世
の
中
津
宮
の

七
夕
行
事
を
、
宗
像
宮
の
七
夕
行
事
に
位
置
付
け
な
が
ら
検
討
す
る
。
な
お
、

名
称
に
つ
い
て
は
当
時
に
準
じ
て
、
宗
像
大
社
に
つ
い
て
は
宗
像
宮
、
中
津
宮

に
つ
い
て
は
第
二
宮
本
社
と
す
る
。

　

第
二
宮
本
社
の
七
夕
行
事
の
初
出
は
、
「
正
平
二
十
三
年
年
中
行
事
」
で
、

「
七
夕
蟲
振
神
事
」
（
以
後
、
蟲
振
を
虫
振
と
す
る
）
と
見
え
る
。
こ
れ
に
つ

い
て
は
、
従
来
中
津
宮
の
七
夕
祭
の
ル
ー
ツ
と
考
え
ら
れ
、
「
虫
振
神
事
」
の

表
記
か
ら
農
業
に
関
わ
る
祭
事
か
と
の
推
測
が
な
さ
れ
た
こ
と
は
あ
っ
た
が
、

改
め
て
検
討
さ
れ
る
こ
と
が
な
か
っ
た
。
と
こ
ろ
が
、
古
く
『
宗
像
神
社
史
』

（
下
）
に
よ
る
と
、
「
虫
振
」
は
、
曝
涼
、
い
わ
ゆ
る
虫
干
し
で
あ
り
、
漢
土
の

風
習
を
移
入
さ
れ
た
も
の
と
す
る
（
宗
像
神
社
復
興
期
成
會
一
九
六
六
、
一
九

三
）
。
こ
の
風
習
は
、
古
く
日
本
に
も
伝
わ
り
、
有
職
故
実
書
の
「
西
宮
記
」

に
見
え
る
の
を
は
じ
め
、
公
家
・
武
家
・
社
寺
に
わ
た
っ
て
広
く
見
え
る
。

　

九
州
に
お
い
て
も
、
本
稿
で
取
り
上
げ
る
宗
像
宮
の
ほ
か
に
宇
佐
宮
に
見
え
、

現
在
の
宇
佐
神
宮
の
年
中
行
事
に
も
そ
の
痕
跡
を
残
す
。
そ
れ
は
「
虫
振
祭
」

と
い
わ
れ
、
「
風
除
祭
」
と
併
せ
て
八
月
七
日
に
行
わ
れ
て
い
る
。
宇
佐
神
宮

に
よ
る
と
、
こ
の
「
虫
振
祭
」
は
「
御
殿
内
の
装
束
及
び
宝
物
類
の
虫
干
し
を

行
う
神
事
」
と
し
、
「
風
除
祭
」
を
「
風
水
害
や
病
虫
害
か
ら
の
被
害
を
受
け

や
す
い
八
月
の
時
期
に
、
稲
や
農
作
物
の
安
全
な
生
長
を
祈
念
す
る
祭
典
」
と

す
る
。
こ
の
よ
う
に
、
虫
干
し
の
「
虫
振
祭
」と
、
農
耕
関
係
の
祈
念
の
「
風
除
祭
」

を
区
別
し
て
い
る
。

　

以
上
を
踏
ま
え
て
宗
像
宮
、
と
り
わ
け
大
島
の
第
二
宮
の
七
夕
行
事
の
変
遷

に
つ
い
て
の
考
察
に
入
っ
て
い
こ
う
。
ま
ず
、
第
一
章
で
は
、
初
期
の
第
二
宮

本
社
の
「
七
夕
祭
」
の
性
格
を
探
る
た
め
に
、
ま
ず
有
職
故
実
書
に
よ
っ
て
宮

中
の
、
そ
し
て
古
代
に
官
社
で
あ
っ
た
神
社
の
七
夕
行
事
に
つ
い
て
確
認
す
る
。

「
延
喜
式
」
に
見
る
と
お
り
、
宗
像
宮
は
古
代
に
お
い
て
は
官
社
に
数
え
ら
れ

た
。
官
社
は
、
七
世
紀
後
半
の
律
令
制
の
成
立
に
と
も
な
っ
て
、
中
央
政
府
の

命
に
も
と
づ
い
て
全
国
的
な
規
模
で
創
出
さ
れ
た
常
設
神
殿
を
も
っ
た
新
た
な

宗
教
施
設
で
、
こ
れ
を
も
っ
て
神
社
が
成
立
し
た
と
も
考
え
ら
れ
て
い
る
（
井

上
二
〇
一
一
、
二
六
）
。
こ
こ
で
成
立
し
た
神
社
で
は
、
ヤ
シ
ロ
や
モ
リ
と
い

っ
た
宗
教
施
設
と
は
異
な
っ
て
、
祭
祀
権
が
基
本
的
に
国
家
（
天
皇
）
の
手

に
独
占
さ
れ
、
性
格
も
大
き
く
異
な
っ
た
と
さ
れ
る
（
井
上
二
〇
一
一
、
二
七
）
。

そ
の
た
め
、
官
社
で
あ
っ
た
宗
像
宮
の
古
代
～
中
世
の
行
事
に
つ
い
て
は
、
一

般
的
な
官
社
の
行
事
を
知
る
こ
と
で
理
解
で
き
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　

第
二
章
で
は
、
第
一
章
で
明
ら
か
に
し
た
こ
と
を
も
と
に
、
宗
像
宮
の
七
夕

行
事
の
初
出
に
な
る
「
正
平
二
十
三
年
年
中
行
事
」
か
ら
、
宗
像
宮
の
虫
振
神

事
に
つ
い
て
明
ら
か
に
す
る
。
そ
し
て
、
そ
の
後
の
史
料
の
記
述
か
ら
、
こ
の

虫
振
神
事
が
ど
う
な
っ
て
し
ま
う
の
か
、
七
夕
行
事
の
そ
の
後
の
変
化
に
つ
い

て
検
討
す
る
。

　

第
三
章
で
は
、
大
島
の
第
二
宮
本
社
に
お
け
る
中
世
の
七
夕
行
事
に
つ
い
て

検
討
す
る
と
と
も
に
、
第
二
宮
本
社
の
祭
祀
組
織
に
迫
る
。
併
せ
て
、
宗
像
宮

の
そ
の
他
の
末
社
の
七
夕
行
事
も
紹
介
す
る
。
他
方
で
、
大
島
の
七
夕
行
事
に

つ
い
て
は
、
江
戸
時
代
の
地
誌
『
筑
前
国
続
風
土
記
』
に
紹
介
さ
れ
て
い
る
。

こ
こ
で
は
、
歌
学
書
の
引
用
が
な
さ
れ
て
い
る
。
果
た
し
て
、
こ
の
歌
学
書
の

記
述
を
そ
の
ま
ま
中
世
の
第
二
宮
本
社
の
七
夕
行
事
と
と
ら
え
て
よ
い
の
か
検

討
す
る
。

　

本
論
に
入
る
前
に
、
こ
こ
で
、
本
稿
で
主
に
用
い
る
宗
像
宮
の
文
書
、
「
正

平
二
十
三
年
年
中
行
事
」
と
「
応
安
神
事
次
第
」
に
つ
い
て
簡
単
に
紹
介
し
て

お
く
。
そ
の
他
の
史
料
に
つ
い
て
は
、
行
論
の
な
か
で
適
宜
紹
介
す
る
。
な
お
、

詳
細
に
つ
い
て
は
、
桑
田
和
明
や
『
宗
像
大
社
文
書
』
第
三
巻
を
参
照
し
て
い

た
だ
き
た
い
。

　

ま
ず
、
「
正
平
二
十
三
年
年
中
行
事
」
は
、
南
北
朝
の
騒
乱
の
只
中
の
正
平

二
十
三
年
（
一
三
六
八
）
の
成
立
で
、
本
社
以
下
各
社
の
目
録
を
あ
げ
、
つ
い

で
各
社
ご
と
に
年
中
行
事
の
月
日
と
名
称
を
あ
げ
て
い
る
（
桑
田
一
九
八
八
、

四
二
～
四
三
）
。
北
部
九
州
が
南
朝
勢
力
下
に
あ
っ
た
時
期
に
、
宗
像
宮
が
南

朝
勢
力
に
接
近
す
る
か
た
ち
で
神
社
の
興
隆
を
は
か
っ
た
証
左
と
み
な
す
べ
き

性
格
の
も
の
と
考
え
ら
れ
る
（
宗
像
大
社
文
書
編
纂
刊
行
委
員
会
二
〇
〇
九
、

七
一
六
）
。

　

「
応
安
神
事
次
第
」
は
、
原
本
は
現
存
せ
ず
、
最
古
の
甲
本
か
ら
癸
本
ま
で

の
六
本
の
伝
本
が
知
ら
れ
、
甲
本
か
ら
戌
本
ま
で
は
忌
子
祢
宜
家
で
あ
っ
た
深

田
家
の
子
孫
、
宗
像
氏
に
蔵
さ
れ
、
癸
本
は
宗
像
神
社
に
伝
来
し
た
（
桑
田
一

九
八
八
、
四
三
）
。
本
稿
で
取
り
上
げ
る
甲
本
と
乙
本
に
つ
い
て
は
、
甲
本
は

最
も
原
本
に
近
い
写
本
と
み
な
さ
れ
、
室
町
期
（
永
享
期
以
降
）
の
書
写
と
さ

れ
る
。
ち
な
み
に
甲
本
に
は
、
乙
本
と
比
較
し
て
欠
落
し
た
箇
所
が
み
ら
れ
る
。

乙
本
は
、
他
本
と
内
容
に
ち
が
い
が
見
ら
れ
、
甲
本
と
は
直
接
的
に
は
系
統
の

つ
な
が
ら
な
い
異
本
と
み
な
さ
れ
て
い
る
。
諸
所
に
は
、
本
文
と
同
筆
の
頭
書

が
あ
り
、
本
文
の
内
容
を
補
っ
て
い
る
が
、
他
本
に
は
見
ら
れ
な
い
独
自
の
記

事
も
少
な
く
な
く
、
ま
た
甲
本
の
記
事
を
脱
落
さ
せ
た
箇
所
も
あ
る
。
書
写
は
、

戦
国
時
代
を
下
ら
な
い
時
期
に
な
さ
れ
た
と
み
ら
れ
、
古
さ
も
甲
本
に
次
ぐ
と

さ
れ
る
（
宗
像
大
社
文
書
編
纂
刊
行
委
員
会
二
〇
〇
九
、
七
二
一
）
。

　

「
応
安
神
事
次
第
」
の
原
本
は
、
「
正
平
二
十
三
年
年
中
行
事
」
の
成
立
か

ら
七
年
後
の
応
安
八
年
（
一
三
七
五
）
三
月
十
七
日
に
、
宗
像
宮
の
年
中
行
事

の
引
付
が
度
々
の
争
乱
で
紛
失
し
た
の
で
、
大
宮
司
た
る
社
務
の
仰
せ
に
よ
っ

て
祝
詞
禰
宜
致
広
が
注
進
し
た
と
さ
れ
る
。
「
正
平
二
十
三
年
年
中
行
事
」
が

宮
社
ご
と
に
年
中
行
事
を
列
挙
し
て
い
る
の
に
対
し
、
「
応
安
神
事
次
第
」
は
、

す
べ
て
の
宮
社
の
年
中
行
事
を
月
日
順
に
並
べ
て
い
る
と
こ
ろ
に
大
き
な
ち
が

い
が
あ
る
（
宗
像
大
社
文
書
編
纂
刊
行
委
員
会
二
〇
〇
九
、
七
二
〇
）
。

　

第
一
章　

官
社
の
七
夕
行
事

　

七
夕
に
、
宇
佐
宮
に
て
虫
干
し
と
し
て
虫
振
を
行
っ
て
い
た
と
伝
え
ら
れ
て

い
る
こ
と
は
す
で
に
示
し
た
。
本
章
で
は
、
実
際
に
七
夕
に
行
事
と
し
て
虫
干

し
を
行
う
も
の
な
の
か
、
有
職
故
実
書
や
、
古
代
か
ら
中
世
に
か
け
て
官
社
と

さ
れ
た
神
社
の
記
録
類
か
ら
見
て
み
た
い
。

　
　

ⅰ
、
有
職
故
実
書
「
西
宮
記
」
に
見
え
る
七
夕
の
行
事

　

ま
ず
、
は
じ
め
に
で
触
れ
た
有
職
故
実
書
に
あ
た
る
「
西
宮
記
」
を
見
て
み

よ
う
。
「
西
宮
記
」
は
、
源
高
明
に
よ
っ
て
著
さ
れ
た
総
合
的
な
有
職
故
実
書

で
、
宮
廷
の
年
中
行
事
・
典
礼
・
装
束
・
制
度
な
ど
の
儀
式
次
第
が
記
さ
れ
て

い
る
。
多
く
の
古
記
・
旧
記
に
も
引
用
さ
れ
、
平
安
中
期
の
根
本
史
料
と
し
て

高
い
価
値
が
見
出
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
「
西
宮
記
」
の
七
月
七
日
条
に
、
次
の

よ
う
に
七
夕
行
事
の
記
事
が
見
え
る
。

　
　

七
日
、
内
膳
供
御
節
供
、

　
　

内
蔵
設
殿
上
酒
饌
。 

凉
御
調
度
。

　
　

蔵
人
所
人
等
凉
之
。　
　

 

凉
仁
壽
殿
御
屏
風
。

　

こ
こ
で
は
、
乞
巧
奠
と
は
別
に
、
節
供
と
、
調
度
や
仁
壽
殿
の
屏
風
を
広
げ

て
日
に
乾
か
す
こ
と
を
行
っ
て
い
る
。
次
に
「
江
家
次
第
」
を
見
る
と
、
や
は

り
七
月
七
日
条
に
は
、
乞
巧
奠
と
は
別
に
、
次
の
よ
う
な
こ
と
を
行
っ
て
い
る
。

　
　

同
日
（
七
月
七
日
）
拂
拭
御
物
事

　
　

鋪
廣
莚
於
清
凉
殿
孫
庇
、
風
戻
御
物
等
良
久
拂
拭
後
、
如
元
返
置
、
又
披

　
　

清
凉
・
仁
壽
・
宜
陽
殿
等
御
物
、

と
見
え
て
、
「
拂
拭
御
物
事
」
と
称
し
て
、
や
は
り
清
涼
殿
の
孫
庇
の
下
に
広

筵
を
敷
き
、
そ
こ
に
御
物
を
出
し
て
風
に
当
て
た
り
し
な
が
ら
拂
拭
い
た
り
す

る
旨
の
記
述
が
み
ら
れ
る
。

　

以
上
の
よ
う
に
、「
西
宮
記
」
や
「
江
家
次
第
」
か
ら
、
宮
中
に
お
い
て
は
、

七
夕
に
乞
巧
奠
と
は
別
に
、
屏
風
な
ど
の
御
物
を
外
に
出
し
、
風
に
当
て
日
に

乾
か
し
拂
い
拭
く
と
い
っ
た
虫
干
し
の
よ
う
な
こ
と
が
な
さ
れ
て
い
た
こ
と
が

分
か
る
。

　
　

ⅱ
、
官
社
の
七
夕
行
事

　

次
に
、
官
社
と
さ
れ
た
神
社
に
お
い
て
は
ど
う
だ
っ
た
で
あ
ろ
う
か
。
さ
き

に
紹
介
し
た
『
宗
像
神
社
史
』
に
は
、
美
保
神
社
の
虫
探
神
事
（
御
虫
干
）
と

厳
島
神
社
の
神
寶
晒
し
に
触
れ
ら
れ
て
い
た
。
そ
こ
で
、
こ
こ
で
は
そ
れ
以
外

の
出
雲
大
社
と
熱
田
神
社
の
七
夕
行
事
を
紹
介
し
た
い
。

　

そ
れ
で
は
、
ま
ず
出
雲
大
社
の
七
夕
行
事
を
見
て
み
よ
う
。
延
宝
七
年
（
一

六
七
九
）
に
書
か
れ
た
出
雲
大
社
の
祭
礼
・
年
中
行
事
の
一
覧
、
「
出
雲
大
社

年
中
行
事
」
に
は
、
次
の
よ
う
に
見
え
る
。

　
　

七
日　

大
祭
禮　
　
　

國
造
千
家
昇
殿
、

　

七
月
七
日
に
は
大
祭
礼
と
し
て
音
楽
を
鳴
ら
し
な
が
ら
宝
器
を
晒
し
て
い

る
。
そ
し
て
、
こ
こ
で
は
祭
祀
を
司
る
大
社
の
長
た
る
国
造
の
千
家
が
昇
殿
し

て
も
い
る
。

　

次
に
、
国
造
の
千
家
方
の
中
官
藤
間
大
蔵
に
よ
っ
て
書
か
れ
た
、
幕
末
頃
の

神
事
の
方
式
と
そ
こ
で
の
人
々
の
様
子
を
記
述
し
た
「
御
神
事
式
」
を
見
て
み

よ
う
。

　
　

七
日

　
　

一
、
今
日
御
蟲
干
御
神
事
也
、
別
火
殿
昇
殿
直
ニ
御
案
内
、
即
刻
御
昇
殿

被
遊
、
御
行
列
御
先
掃
除
番
・
御
鉾
傘
神
人
惣
出
・
被
官
三
十
人
・
長
絹
・

伶
人
・
中
官
・
上
官
・
随
身
左
右
・
御
輿
・
御
太
刀
持
・
近
習
・
近
習
格
・

　
　

御
沓
・
長
柄
等
也
、
御
昇
殿
之
節
樂
打
申
候
、
御
社
人
御
神
拜
、
小
内
殿

御
戸
開
被
遊
、
別
火
几
帳
被
引
申
候
、
夫
よ
り
御
上
并
上
官
中
も
御
祝
詞

有
之
事
、
相
濟
上
段
之
大
カ
ケ
バ
ン
も
下
段
ノ
大
カ
ケ
バ
ン
も
并
べ
、
夫

よ
り
御
神
寶
品
々
其
上
へ
出
し
蟲
干
之
事
、
扨
又
上
ニ
テ
ハ
御
當
宮
ノ
御

装
束
類
、
且
又
御
上
并
ニ
御
表
役
、
別
火
殿
御
立
會
に
て
御
證
文
并
御
書

類
ヲ
御
し
ら
べ
被
遊
候
事
、
萬
々
相
濟
、
奉
幣
有
之
候
へ
ハ
昇
殿
仕
事
相

濟
、
御
下
殿
之
事
、

　

こ
れ
に
よ
る
と
、
別
火
殿
に
昇
殿
す
る
と
、
案
内
が
出
て
昇
殿
す
る
。
そ
し

て
、
御
先
掃
除
番
・
御
鉾
傘
神
人
の
す
べ
て
・
被
官
が
三
十
人
・
長
絹
・
伶
人
・

中
官
・
上
官
・
随
身
左
右
・
神
輿
・
御
太
刀
持
・
近
習
・
近
習
格
・
御
沓
・
長

柄
等
と
大
規
模
な
行
列
が
組
ま
れ
る
。
ま
た
、
行
列
に
伶
人
（
音
楽
を
奏
す
る

人
）
が
見
え
る
が
、
昇
殿
の
と
き
に
は
楽
打
が
奏
さ
れ
る
。
そ
し
て
神
拝
が
な

さ
れ
、
国
造
で
あ
ろ
う
御
上
や
上
官
ら
に
よ
る
神
事
が
終
わ
っ
た
あ
と
に
、
神

宝
や
装
束
類
の
虫
干
し
が
な
さ
れ
る
。
ま
た
、
併
せ
て
證
文
や
書
類
を
調
べ
る

機
会
も
設
け
ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
七
月
七
日
の
虫
干
が
盛
大
な
儀
礼
で
あ

り
な
が
ら
も
、
そ
れ
だ
け
で
は
な
く
実
際
に
虫
干
し
や
證
文
、
書
類
の
確
認
が

な
さ
れ
る
と
い
っ
た
よ
う
に
、
実
質
的
な
機
能
を
も
っ
た
行
事
で
あ
っ
た
こ
と

が
分
か
る
。

　

次
に
、
熱
田
神
社
を
見
て
み
よ
う
。
文
明
十
七
年
（
一
四
八
五
）
の
「
文
明

十
七
年
年
中
行
事
」
で
は
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。

　
　

七
日 

供
御
并
御
サ
カ
シ
モ
ノ
、

　

こ
の
よ
う
に
、
七
月
七
日
に
、
供
御
と
と
も
に
「
サ
カ
シ
モ
ノ
」
と
い
う
こ

と
を
行
っ
て
い
る
。
こ
の
「
サ
カ
シ
モ
ノ
」
の
内
容
を
、
江
戸
時
代
の
成
立
と

時
代
が
下
る
が
、
「
熱
田
祭
奠
年
中
行
事
故
實
考
」
に
よ
っ
て
見
て
み
よ
う
。

　
　

七
日　

同
供
御
撤
、
神
寶
風
入
、
大
宮
司
参
向
、
辰
剋
大
宮
供
御 

梶
葉

　
　
　

麥
麺
、
瓜
、
神
寶
風
入
、
大
宮
司
参
向
、
文
明
記
云
、
七
月
七
日
、　

供

　
　
　

御
并
御
サ
カ
シ
モ
ノ
、

　

大
宮
司
が
参
向
し
、
朝
に
大
宮
の
内
陣
に
て
梶
の
葉
や
麦
麺
、
瓜
を
供
え
、

そ
れ
ら
を
撤
す
る
と
神
宝
に
風
を
入
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
や
は
り
虫
干
し
が

行
わ
れ
て
い
る
。

　

以
上
の
よ
う
に
、
七
月
七
日
に
は
虫
干
し
を
行
っ
た
。
と
く
に
神
社
に
お
い

て
は
、
こ
の
虫
干
し
の
儀
礼
に
国
造
や
大
宮
司
も
参
加
す
る
な
ど
、
重
要
な
儀

礼
と
み
な
し
て
い
た
こ
と
が
窺
え
た
。

　

第
二
章　

宗
像
宮
の
虫
振
神
事
に
つ
い
て

　
　

ⅰ
、
室
町
時
代
以
前
の
宇
佐
宮
の
虫
振
神
事

　

前
に
紹
介
し
た
よ
う
に
、
宇
佐
宮
と
宗
像
宮
で
は
、
と
も
に
七
月
七
日
の
行

事
を
虫
振
神
事
と
し
て
い
る
。
こ
こ
で
は
、
こ
の
う
ち
の
宇
佐
宮
の
虫
振
神
事

が
ど
う
い
っ
た
も
の
で
あ
っ
た
の
か
見
て
み
た
い
。

　

そ
れ
で
は
ま
ず
、
鎌
倉
末
期
こ
ろ
の
注
進
に
よ
る
と
推
定
さ
れ
る
「
宇
佐
宮

寺
年
中
行
事
一
具
勤
行
次
第
」
の
七
月
七
日
条
を
見
て
み
よ
う
。

　
　

（
七
月
）
七
日
、
同
御
炊
殿
節
供
、

　
　
　
　
　
　
　

祠
官
、
廳
内
以
下
神
官
束
帯
、

　

御
炊
殿
で
節
供
が
な
さ
れ
、
祠
官
神
官
が
束
帯
で
参
加
し
て
い
る
。
次
に
、

こ
の
七
夕
の
行
事
を
さ
ら
に
詳
し
く
見
る
た
め
に
、
大
宮
司
を
は
じ
め
神
官
の

動
き
を
主
に
記
す
「
宇
佐
宮
寺
年
中
月
並
神
事
」
と
、
享
徳
四
年
（
一
四
五
五
）

に
編
纂
さ
れ
た
「
宇
佐
宮
齋
會
式
」
を
見
て
み
よ
う
。

　
　

七
日 

虫
振
事
、
以
巳
剋
宮
司
以
下
参
御
炊
殿
申
行
之
、

　
　

一
、
同
七
日
虫
振
事

　
　
　

以
巳
剋
、
女
官
、
大
宮
司
、
次
官
、
廳
内
参
御
炊
殿
御
供
、

　
　
　

奉
備
御
幣
、
御
倉
進
、
祝
如
例
、
次
神
坏
一
渡
、
有
廳
座
酒
坏　

次

　
　
　

退
出
、

　　

こ
の
よ
う
に
、
七
月
七
日
に
「
虫
振
事
」
が
見
え
る
。
宇
佐
宮
で
は
、
現
在

に
虫
振
神
事
を
伝
え
る
。
残
念
な
が
ら
史
料
か
ら
は
虫
干
し
の
様
子
を
読
み
取

る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
前
に
述
べ
た
よ
う
に
、
「
御
殿
内
の
装
束
及
び
宝
物

類
の
虫
干
し
を
行
う
神
事
」
と
伝
え
て
い
る
。
参
加
者
に
つ
い
て
は
、
女
官
や

大
宮
司
、
次
官
、
宇
佐
宮
の
中
心
の
廳
内
神
官
た
ち
が
正
装
に
て
儀
礼
を
執
り

行
っ
て
い
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
出
雲
大
社
や
熱
田
神
社
同
様
に
、
神
社

の
長
の
参
加
す
る
重
要
な
儀
礼
に
位
置
付
け
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、
七
月
七
日
に
虫
干
し
で
あ
っ
た
と
伝
え
ら
れ
る
虫
振
神
事
を

行
っ
た
宇
佐
宮
も
、
出
雲
大
社
や
熱
田
神
社
と
同
様
に
、
大
宮
司
が
参
加
す
る

重
要
な
儀
礼
と
み
な
し
て
い
た
こ
と
が
窺
え
る
。

　
　

ⅱ
、
宗
像
宮
（
辺
津
宮
）
の
虫
振
神
事

　

そ
れ
で
は
、
い
よ
い
よ
宗
像
宮
の
虫
振
神
事
を
見
て
い
こ
う
。

　

宗
像
宮
の
虫
振
神
事
は
、
正
平
二
十
三
年
（
一
三
六
八
）
の
「
正
平
二
十
三

年
年
中
行
事
」
に
見
え
る
。
本
章
で
は
、
本
土
の
辺
津
宮
の
も
の
を
見
て
み
よ

う
。

　

辺
津
宮
は
、
惣
社
を
第
一
宮
、
中
殿
を
第
二
宮
、
地
主
神
を
第
三
宮
と
し
、

こ
れ
ら
が
併
立
し
て
い
た
（
宗
像
神
社
復
興
期
成
會
一
九
六
一
、
二
〇
一
～
二

〇
五
）
。
虫
振
神
事
は
、
七
月
七
日
に
こ
れ
ら
三
カ
所
の
そ
れ
ぞ
れ
で
行
わ
れ

た
。
こ
の
う
ち
第
一
宮
と
第
二
宮
に
つ
い
て
は
、
「
七
月
七
日
、
七
夕
蟲
振
神

事
　
　
　

」
と
見
え
る
。
第
三
宮
に
お
い
て
は
、
二
王
丸
役
の
御
供
の
み
で
、

実
相
院
に
よ
る
酒
肴
は
供
さ
れ
な
か
っ
た
。
つ
ま
り
、
虫
振
神
事
は
、
宗
像
宮

の
寺
家
の
一
と
み
ら
れ
る
二
王
丸
が
御
供
を
負
担
し
、
鎮
国
寺
を
構
成
す
る
五

支
院
の
一
の
実
相
院
が
酒
肴
を
負
担
し
た
こ
と
が
分
か
る
。

　

こ
の
「
正
平
二
十
三
年
年
中
行
事
」
に
お
い
て
は
、
儀
礼
に
大
宮
司
た
る
社

務
が
奉
仕
す
る
場
合
は
「
社
務
役
」
と
記
さ
れ
る
。
と
こ
ろ
が
、
こ
の
虫
振
神

事
に
は
「
社
務
」
は
見
え
ず
、
少
な
く
と
も
大
宮
司
の
奉
仕
す
る
儀
礼
に
は
位

置
付
け
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
が
分
か
る
。
こ
の
点
に
お
い
て
、
出
雲
大
社

や
熱
田
神
社
、
宇
佐
宮
と
は
対
照
的
と
い
え
る
。

　
　

ⅲ
、
宗
像
宮
（
辺
津
宮
）
に
お
け
る
七
夕
行
事
の
変
化

　

宗
像
宮
の
虫
振
神
事
が
、
そ
れ
ほ
ど
重
視
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と

は
、
次
の
こ
と
か
ら
も
窺
え
る
。

　

「
正
平
二
十
三
年
年
中
行
事
」
よ
り
後
の
「
応
安
神
事
次
第
」
で
は
、
虫
振

神
事
が
見
え
な
く
な
っ
て
し
ま
う
。
室
町
期
（
永
享
以
降
）
に
書
写
さ
れ
た
諸

伝
本
中
最
古
の
甲
本
に
は
（
宗
像
大
社
文
書
編
纂
刊
行
委
員
会
二
〇
〇
九
、
七

二
〇
～
七
二
一
）
、
七
夕
行
事
そ
の
も
の
が
見
え
な
い
の
だ
。
そ
の
後
の
七
夕

行
事
に
つ
い
て
は
、
戦
国
時
代
を
下
ら
な
い
時
期
に
書
写
さ
れ
た
乙
本
に
、
頭

書
の
か
た
ち
で
「
同
（
七
月
）
七
日
、
乞
巧
天
（
奠
）
三
社
祭
礼
」
が
よ
う
や

く
見
え
る
。
こ
こ
か
ら
も
、
宗
像
宮
で
は
、
出
雲
大
社
や
熱
田
神
社
と
は
異
な
っ

て
、
少
な
く
と
も
七
夕
の
行
事
が
そ
れ
ほ
ど
重
視
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
が

窺
え
る
。

　

ち
な
み
に
、
前
に
紹
介
し
た
よ
う
に
、
宮
中
で
は
、
乞
巧
奠
と
虫
干
し
と
は

区
別
さ
れ
て
な
さ
れ
て
い
た
。
従
っ
て
、
虫
振
神
事
と
乞
巧
奠
は
単
に
表
記
上

の
違
い
と
い
う
だ
け
で
は
な
く
、
虫
干
し
の
儀
礼
、
あ
る
い
は
虫
干
し
の
名
残

と
し
て
な
さ
れ
て
い
た
儀
礼
か
ら
、
乞
巧
奠
へ
と
、
行
事
そ
の
も
の
が
変
化
し

て
い
た
可
能
性
が
あ
る
。

　

七
夕
に
行
う
虫
干
し
は
、
熱
田
神
社
や
出
雲
大
社
に
見
た
よ
う
に
重
視
さ
れ

て
い
た
。
宗
像
宮
と
同
様
に
「
虫
振
神
事
」
と
し
た
宇
佐
宮
で
も
、
大
宮
司
が

祭
祀
を
司
る
重
要
な
行
事
に
位
置
付
け
ら
れ
て
い
た
。
こ
こ
で
は
、
現
在
に

至
っ
て
も
な
お
、
小
祭
と
し
な
が
ら
も
虫
振
祭
と
し
て
神
事
が
行
わ
れ
て
い
る
。

　

他
方
、
宗
像
宮
に
お
い
て
は
、
七
夕
行
事
が
重
視
さ
れ
ず
、
「
蟲
振
神
事
」

の
名
も
「
正
平
二
十
三
年
年
中
行
事
」
限
り
で
見
え
な
く
な
る
。
そ
の
後
、
七

夕
行
事
は
、
戦
国
時
代
に
書
写
さ
れ
た
と
み
ら
れ
る
「
応
安
神
事
次
第
」
乙
本

の
み
に
、
か
ろ
う
じ
て
頭
書
に
乞
巧
奠
が
見
え
る
。
と
こ
ろ
が
、
「
西
宮
記
」

や
「
江
家
次
第
」
に
は
、
乞
巧
奠
は
虫
干
し
と
は
区
別
し
て
記
述
さ
れ
て
お
り
、

こ
れ
ら
は
別
々
の
儀
礼
で
あ
っ
た
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、

「
正
平
二
十
三
年
年
中
行
事
」
か
ら
後
の
時
期
に
、
七
夕
行
事
そ
の
も
の
が
変

化
し
た
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。

　

第
三
章　

中
世
大
島
の
七
夕
行
事

　

第
二
章
ま
で
、
宗
像
辺
津
宮
の
七
夕
行
事
に
つ
い
て
見
て
き
た
が
、
本
章
で

は
大
島
に
あ
る
大
島
第
二
宮
本
社
の
七
夕
行
事
を
見
て
み
よ
う
。

　
　

ⅰ
、
大
島
第
二
宮
本
社
の
七
夕
行
事

　

中
世
大
島
の
七
夕
行
事
に
つ
い
て
は
、
「
正
平
二
十
三
年
年
中
行
事
」
に
見

え
る
。
こ
こ
に
は
、
「
七
月
七
日 

七
夕
蟲
振
神
事
」
と
見
え
、
辺
津
宮
と
同
様

に
虫
振
神
事
を
行
っ
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。
ち
な
み
に
、
沖
ノ
島
（
息
嶋
）

を
は
じ
め
、
ほ
か
の
末
社
に
は
虫
振
神
事
は
見
ら
れ
な
い
。
辺
津
宮
と
大
島
で

の
み
虫
振
神
事
を
行
っ
て
い
た
こ
と
に
な
る
。

　

そ
し
て
、
辺
津
宮
同
様
に
大
島
で
も
「
正
平
二
十
三
年
年
中
行
事
」
限
り
で

虫
振
神
事
は
見
え
な
く
な
っ
て
し
ま
う
。
天
文
二
十
二
年
（
一
五
五
三
）
の
「
大

島
第
二
宮
年
中
御
神
事
次
第
・
大
島
第
二
宮
年
中
御
供
米
之
事
」
に
は
、
「
七

月
、
七
夕　

御
神
事
」
、
「
七
月　

棚
機
御
供　

四
升
」
と
書
か
れ
て
お
り
、
単

に
七
夕
の
節
供
に
な
っ
て
い
る
。
ち
な
み
に
、
大
島
の
七
夕
行
事
は
、
天
正
十

四
年
（
一
五
八
六
）
に
、
宗
像
大
宮
司
氏
貞
逝
去
後
、
一
時
絶
え
る
が
、
元
禄

二
年
（
一
六
八
九
）
に
再
興
さ
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
大
島
第
二
宮
本
社
に
お

い
て
も
、
辺
津
宮
と
同
様
に
「
正
平
二
十
三
年
年
中
行
事
」
限
り
で
虫
振
神
事

は
見
え
な
く
な
り
、
七
夕
行
事
は
変
化
し
た
と
み
ら
れ
る
。

　
　

ⅱ
、
中
世
大
島
の
祭
祀
組
織

　

次
に
大
島
第
二
宮
の
諸
行
事
に
、
ど
う
い
っ
た
人
た
ち
が
関
わ
っ
て
き
た
の

か
考
え
て
み
よ
う
。

　

ま
ず
、
「
応
安
神
事
次
第
」
（
甲
本
）
の
、
辺
津
宮
の
二
月
の
「
春
大
祭
事
」

の
記
事
を
見
て
み
よ
う
。

　
　

一
、
春

大

祭

事
、 

政
所
有
大
飯

　
　
　

小
勝
浦
神
人
七
人　

大
島
神
人
七
人　
　

、

　
　
　

庭
ニ
テ
中
臣
祓
ア
リ
、
次
御
前
浜
ニ
テ
有
祓
、
祢
宜
魚
ヲ
釣
ル
、

　

こ
の
よ
う
に
、
「
春
大
祭
事
」
に
は
小
勝
浦
神
人
七
人
と
大
島
神
人
の
七
人

が
寄
り
合
っ
て
人
形
を
作
っ
て
い
る
（
桑
田
一
九
八
八
、
五
六
）
。
こ
こ
か
ら

大
島
に
は
七
人
の
神
人
が
存
在
す
る
こ
と
が
分
か
る
。

　

そ
れ
で
は
、
彼
ら
七
人
は
ど
の
よ
う
な
存
在
だ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
し

て
、ど
の
よ
う
に
行
事
に
関
わ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
見
て
み
よ
う
。
同
じ
く
「
応

安
神
事
次
第
」
に
、
十
二
月
二
十
五
日
の
政
所
九
間
社
（
辺
津
宮
）
の
八
女
神

事
（
八
乙
女
に
よ
る
神
楽
舞
）
の
記
述
が
み
え
る
。
こ
の
と
き
に
、
辺
津
宮
の

第
二
宮
の
眷
属
小
神
、
五
位
社
に
て
、
大
島
の
神
人
ら
に
よ
る
「
朸
折
」
の
儀

礼
が
行
わ
れ
て
い
る
。
「
朸
折
」
の
儀
礼
と
は
、
当
時
神
聖
な
呪
物
と
さ
れ
た

朸
（
唐
櫃
等
の
舁
ぎ
棒
）
を
祈
る
行
事
で
、
こ
れ
を
祈
る
こ
と
に
よ
っ
て
甲
乙

間
の
優
劣
・
勝
負
を
決
し
た
儀
礼
で
（
宗
像
神
社
復
興
期
成
會
一
九
六
六
、
二

五
五
、
宗
像
大
社
文
書
編
纂
刊
行
委
員
会
二
〇
〇
九
、
二
三
八
）
、
次
の
よ
う

な
人
た
ち
に
よ
っ
て
な
さ
れ
て
い
た
。

　
　

大
嶋
ノ
五
位
ノ
酒
肴
ア
リ
、
ア
フ
コ
ヲ
リ
ア
リ
、
ア
フ
コ
折

事
、
一
甲
斐

ト
嶋
ノ
弁
済
使
ト
両　

人
役
也
、
大
嶋
ノ
神
人
六
人
参
テ
歌
ヲ
ウ
タ
ウ
ナ

リ
、
嶋
ノ
御
神
楽
コ
ト
シ
、

　
　

神　

官
ウ
ケ
ノ
歌
ア
リ
、
如　

嶽　

祭
、

　

こ
の
よ
う
に
、
ま
ず
末
社
の
五
位
社
に
酒
肴
（
御
酒
大
瓶
一
、
魚
一
尾
）
を

供
え
る
。
次
に
一
甲
斐
と
弁
済
使
で
朸
折
の
役
を
務
め
る
。
そ
し
て
大
島
の
神

人
六
人
が
、
島
の
御
神
楽
の
よ
う
に
歌
う
。
最
後
に
辺
津
宮
の
側
の
神
官
が
ウ

ケ
ノ
歌
を
歌
う
。
ウ
ケ
ノ
歌
は
、
政
所
九
間
社
の
神
事
の
ほ
か
に
、
摂
末
社
の

嶽
祭
と
い
わ
れ
る
祭
り
で
歌
わ
れ
た
（
宗
像
神
社
復
興
期
成
會
一
九
六
六
、
二

四
六
）
。
ち
な
み
に
、
こ
の
儀
礼
に
つ
い
て
、
『
宗
像
神
社
史
』
は
、
「
沖
津
宮

と
中
津
宮
と
の
奉
仕
者
間
で
行
は
れ
、
そ
の
勝
負
に
よ
つ
て
、
兩
宮
奉
仕
者
の

優
劣
が
き
め
ら
れ
た
も
の
と
考
へ
ら
れ
る
（
宗
像
神
社
復
興
期
成
會
一
九
六

六
、
二
五
五
）
」
と
推
測
し
て
い
る
。

　

彼
ら
に
つ
い
て
の
詳
細
は
、
「
応
安
神
事
次
第
」
よ
り
も
時
代
が
下
る
も
の

の
、
「
宗
像
宮
御
廳
着
座
次
第
寫
」
に
よ
っ
て
明
ら
か
に
な
る
。

　

ま
ず
、
弁
済
仕
は
弁
済
仕
少
宮
司
と
さ
れ
、
併
せ
て
大
嶋
御
嶽
第
一
宮
御
燈

と
さ
れ
る
。
大
島
の
御
嶽
と
は
、
中
津
宮
の
後
ろ
に
聳
え
る
山
で
、
現
在
で
も

御
嶽
神
社
が
鎮
座
す
る
。
江
戸
時
代
に
は
、
山
上
の
神
社
が
本
社
に
移
さ
れ
て

し
ま
っ
て
い
た
よ
う
だ
が
、
里
人
に
天
照
大
神
と
言
わ
れ
て
い
た
と
い
う
。
そ

れ
以
前
に
は
、
「
大
島
御
嶽
三
所
大
菩
薩
」
と
さ
れ
た
こ
と
も
あ
っ
た
と
い

う 

。
実
際
に
、
御
嶽
は
霊
山
を
思
わ
せ
る
趣
が
あ
り
、
眺
望
に
お
い
て
優
れ
て

い
る
。
沖
ノ
島
は
も
ち
ろ
ん
、
本
土
の
側
を
望
め
ば
条
件
が
良
け
れ
ば
遠
く
田

川
郡
の
霊
峰
彦
山
（
英
彦
山
）
を
も
見
渡
す
こ
と
が
で
き
る
。
一
方
で
、
地
元

の
子
ど
も
た
ち
か
ら
は
、
怪
談
め
い
た
話
が
語
ら
れ
、
近
づ
き
た
く
な
い
場
所

と
も
さ
れ
る
。
祭
祀
が
な
さ
れ
る
特
別
の
場
で
あ
っ
た
と
す
る
「
記
憶
」
が
世

代
を
超
え
現
在
に
伝
え
ら
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　

弁
済
仕
は
、
一
般
的
に
は
「
弁
済
使
」
と
し
、
荘
園
で
課
役
を
勤
仕
さ
せ
る

た
め
に
設
置
さ
れ
た
と
さ
れ
る
。
従
っ
て
、
御
嶽
を
管
轄
す
る
神
官
で
あ
る
と

同
時
に
大
島
の
行
政
の
長
と
し
て
の
役
割
を
果
た
し
た
と
み
ら
れ
る
。

　

一
甲
斐
と
は
、
代
々
大
島
に
居
住
し
た
沖
津
宮
（
第
一
宮
本
社
）
奉
仕
の
社

家
で
あ
る
。
対
し
て
中
津
宮
（
第
二
宮
本
社
）
奉
仕
の
社
家
は
、
同
様
に
代
々

大
島
に
居
住
し
、
二
甲
斐
を
名
乗
っ
て
い
る
（
宗
像
神
社
復
興
期
成
會
一
九

六
六
、
五
二
六
～
五
三
三
）
。
そ
の
他
の
神
人
に
つ
い
て
は
、「
応
安
神
事
次
第
」

の
「
春
大
祭
事
」
に
は
七
人
と
見
え
、
「
朸
折
」
の
儀
礼
の
記
事
で
は
六
人
と

見
え
る
。
他
方
、「
宗
像
宮
御
廳
着
座
次
第
寫
」
に
は
目
原
・
立
石
・
大
嶋
・
今

里
・
江
坂
の
五
名
が
見
え
る
。
大
島
神
人
は
六
人
前
後
存
在
し
、
大
島
島
内
の

各
所
に
居
住
し
、
末
社
な
ど
に
奉
仕
し
て
い
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

　

こ
の
よ
う
に
、
大
島
に
は
、
行
政
官
と
神
官
を
兼
ね
た
よ
う
な
弁
済
仕
、
第

一
宮
本
社
（
沖
津
宮
）
に
奉
仕
し
た
一
甲
斐
、
第
二
宮
本
社
に
奉
仕
し
た
二
甲

斐
、
そ
し
て
六
人
前
後
の
神
人
が
存
在
し
、
役
割
を
分
担
し
な
が
ら
共
に
儀
礼

に
関
わ
っ
た
と
み
ら
れ
る
。

　
　

ⅲ
、
歌
学
書
に
見
え
る
大
島
の
七
夕

　

第
二
宮
本
社
の
境
内
に
、
い
つ
の
頃
か
ら
か
牽
牛
織
女
の
小
社
が
天
ノ
川
を

挟
ん
で
設
け
ら
れ
る
。
ち
な
み
に
、
天
ノ
川
は
、
御
嶽
の
下
に
源
流
を
も
ち
、

第
二
宮
本
社
（
中
津
宮
）
の
境
内
を
流
れ
る
川
で
あ
る
。
ま
た
同
じ
く
境
内
に

は
、
天
の
真
名
井
と
い
わ
れ
る
霊
泉
が
あ
っ
て
、
天
ノ
川
に
水
を
供
給
す
る
。

こ
れ
ら
の
小
社
に
つ
い
て
、『
筑
前
国
続
風
土
記
』
（
宗
像
郡
上
、
十
六
）
は
、

次
の
よ
う
に
紹
介
し
て
い
る
。

　
　

石
見
女
式
髄
脳
に
曰
、
筑
前
大
島
と
云
所
に
星
宮
と
て
有
、
川
を
隔
て

ゝ
宮
有
、
北
を
彦
星
の
宮
と
云
、
南
を
は
七
夕
宮
と
い
ふ
也
、
男
を
申
者

彦
星
の
宮
に
籠
り
、
女
を
申
者
は
七
夕
の
宮
に
籠
る
な
り
、
七
月
朔
日
よ

り
七
日
送
に
籠
り
て
、
川
中
に
三
重
の
棚
を
結
て
星
祭
を
し
て
、
三
の
手

洗
に
水
を
入
て
影
を
見
る
に
、
何
も
逢
へ
き
男
の
姿
手
洗
に
う
つ
れ
は
、

其
男
に
逢
へ
き
と
知
な
り
、
古
今
集
栄
雅
抄
に
曰
、
筑
前
國
大
島
の
星

の
宮
と
て
、
北
は
彦
星
を
い
わ
ひ
、
南
ハ
織
女
を
崇
む
、
二
社
の
間
に
川

有
、
天
の
川
と
名
付
く
、
女
を
得
ん
と
お
も
へ
は
織
女
の
宮
に
籠
り
、
男

を
得
ん
と
思
へ
は
彦
星
の
宮
に
籠
る
、
七
月
朔
日
よ
り
七
日
の
夜
半
に
至

り
、
河
中
に
棚
を
結
ひ
て
、
手
洗
上
中
下
三
に
水
を
入
て
、
上
中
下
に
男

の
名
を
書
て
祭
り
を
し
て
、
手
洗
に
う
つ
り
た
る
に
随
て
、
其
男
女
を
定

る
な
り
、
此
祭
り
お
せ
ん
と
て
、
河
原
に
た
ゝ
ぬ
日
ハ
な
し
と
い
へ
り
、

　

こ
の
よ
う
に
、
「
石
見
女
式
髄
脳
」
と
「
古
今
集
栄
雅
抄
」
の
二
つ
の
中
世

の
歌
学
書
を
引
用
し
て
い
る
。
ち
な
み
に
、
「
石
見
女
式
髄
脳
」
は
、
「
石
見
女

式
」
と
も
い
わ
れ
る
中
世
の
歌
学
書
で
、
こ
の
柿
本
人
麻
呂
の
娘
石
見
女
に
仮

託
し
著
さ
れ
て
い
る
。
両
部
神
道
や
二
条
家
歌
学
の
影
響
が
強
く
、
鎌
倉
時
代

末
期
以
後
の
成
立
と
み
ら
れ
る
。「
古
今
集
栄
雅
抄
」
は
、
中
世
の
和
歌
と
蹴
鞠

の
家
、
飛
鳥
井
家
の
飛
鳥
井
雅
親
（
栄
雅
、
一
四
一
七—

一
四
九
〇
）
が
、
『
古

今
和
歌
集
』
の
講
釈
を
聞
き
書
き
し
た
も
の
で
あ
る 

。

　

こ
れ
ら
二
つ
の
歌
学
書
に
よ
る
と
、
七
月
一
日
か
ら
七
日
ま
で
、
愛
し
い
男

性
と
出
会
い
た
い
と
思
う
人
は
彦
星
の
宮
（
牽
牛
社
）
、
愛
し
い
女
性
と
出
会

い
た
い
人
は
七
夕
宮
（
織
女
社
）
に
お
籠
も
り
を
し
、
河
中
に
棚
を
結
っ
て
タ

ラ
イ
に
水
を
張
り
男
女
の
仲
を
占
っ
た
と
す
る
。『
宗
像
神
社
史
』（
下
）
で
は
、

こ
れ
を
、
「
正
平
二
十
三
年
年
中
行
事
」
に
見
え
る
虫
振
神
事
と
と
も
に
行
わ

れ
た
「
特
殊
な
七
夕
神
事
」
と
み
な
し
て
い
る
（
宗
像
神
社
復
興
期
成
會
一
九

六
六
、
二
八
二
）
。
と
こ
ろ
が
、「
正
平
二
十
三
年
年
中
行
事
」
に
は
、
第
二
宮

本
社
の
境
内
社
と
し
て
五
位
社
、
大
宮
社
、
大
神
宮
社
、
河
上
社
、
御
衣
代
社
、

所
司
社
、
龍
王
者
、
年
所
社
、
止
〃
社
、
祝
詞
社
、
荒
熊
社
、
山
部
社
、
山
師
社
、

御
竈
社
、
君
達
社
、
草
上
社
、
天
宮
社
、
金
宮
社
、
御
船
漕
社
、
薭
和
社
、
四
道
社
、

朝
拜
社
、
風
隼
社
、
息
送
社
、
九
日
社
、
息
正
三
位
社
が
あ
が
っ
て
い
る
。
こ

の
よ
う
に
、
少
な
く
と
も
眷
属
社
二
十
六
社
の
な
か
に
数
え
ら
れ
る
社
に
は
牽

牛
や
織
女
に
関
わ
る
社
名
は
見
え
な
い
。『
宗
像
神
社
史
』（
上
）
に
よ
っ
て
も
、

当
時
に
お
け
る
両
社
の
存
在
に
つ
い
て
は
「
牽
牛
・
織
女
兩
社
の
祭
り
が
あ
つ

た
も
の
と
解
さ
れ
（
宗
像
神
社
復
興
期
成
會
一
九
六
一
、
五
六
二
）
」
る
と
、

あ
く
ま
で
推
測
の
域
を
出
な
い
。
そ
の
後
、
七
夕
行
事
に
つ
い
て
「
七
夕
」
や

「
棚
機
」
と
記
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
も
、
史
料
中
に
こ
う
し
た
特
殊
な
神
事

に
つ
い
て
の
記
述
は
見
え
な
い
。

　

他
方
、
歌
学
書
の
な
か
に
は
、
筑
前
（
筑
後
）
大
崎
星
宮
と
、
現
在
の
福
岡

県
小
郡
市
の
地
名
を
挙
げ
て
い
る
も
の
も
見
ら
れ
る
。
大
崎
は
現
在
の
福
岡
県

小
郡
市
に
あ
っ
て
、
七
夕
行
事
で
知
ら
れ
る
媛
社
神
社
が
鎮
座
す
る
。
や
は
り

こ
こ
に
お
い
て
も
、
大
島
同
様
に
実
際
の
川
（
宝
満
川
）
を
天
の
川
に
見
立
て

て
、
織
女
た
る
媛
社
神
社
の
対
岸
に
牽
牛
社
を
祀
り
、
彦
星
と
織
姫
の
七
夕
伝

説
を
再
現
す
る
か
た
ち
の
祀
り
方
に
な
っ
て
い
る
。
こ
の
大
崎
で
は
、
古
く
「
肥

前
国
風
土
記
」
に
織
女
神
が
見
え
る
が
、
そ
こ
に
見
え
る
織
女
神
は
、
媛
社
の

郷
に
あ
っ
て
非
常
に
荒
ぶ
る
神
で
あ
り
、
道
行
く
人
を
殺
し
た
り
し
た
と
い
う
。

こ
こ
か
ら
、
単
純
に
は
恋
愛
に
結
び
つ
く
よ
う
な
神
と
は
思
え
な
い
。
こ
の
荒

ぶ
る
神
が
織
女
と
さ
れ
た
の
は
、
「
肥
前
国
風
土
記
」
に
よ
る
と
、
宗
像
の
珂

是
古
な
る
人
物
が
、
織
物
の
女
神
の
織
女
で
あ
る
こ
と
を
示
し
た
こ
と
に
よ
る

と
い
う
。
ち
な
み
に
、
こ
の
媛
社
神
社
の
七
夕
行
事
が
有
名
に
な
っ
た
の
は
、

『
小
郡
市
史
』
は
江
戸
時
代
の
中
期
以
降
と
す
る
。
こ
の
こ
ろ
に
、
そ
れ
以
前

の
元
禄
十
年
（
一
六
九
七
）
に
は
岩
船
大
明
神
と
の
み
し
て
い
た
も
の
が
、
嘉

永
七
年
（
一
八
五
四
）
の
鳥
居
の
額
に
「
磐
船
神
社
」
に
加
え
て
「
棚
機
神
社
」

と
並
記
さ
れ
る
と
い
っ
た
祭
神
名
の
移
動
を
窺
わ
せ
る
こ
と
が
起
き
た
り
、
明

和
六
年
（
一
七
六
九
）
に
神
像
が
作
ら
れ
た
り
し
た
と
い
う
（
小
郡
市
史
編
集

委
員
会
一
九
九
八
、
七
六
五
）
。

　

い
ず
れ
に
し
て
も
、
歌
学
書
の
記
述
に
見
え
る
大
島
と
大
崎
の
双
方
に
七
夕

行
事
が
存
在
し
、
今
も
っ
て
ど
ち
ら
か
と
い
う
こ
と
が
は
っ
き
り
し
て
い
な

い
。
ど
ち
ら
に
し
て
も
、
歌
学
書
の
記
述
は
、
飛
鳥
井
家
の
よ
う
な
和
歌
の
家

や
和
歌
を
相
伝
す
る
人
た
ち
の
間
で
、
大
島
や
大
崎
と
い
っ
た
現
地
の
あ
り
様

や
信
仰
、
そ
の
他
の
伝
承
と
は
切
り
離
さ
れ
た
か
た
ち
で
独
り
歩
き
し
た
可
能

性
が
あ
る
。
他
方
、
現
地
の
大
島
や
大
崎
の
側
で
は
、
こ
う
し
て
和
歌
の
世
界

の
な
か
で
出
来
上
が
っ
た
歌
学
書
の
「
七
夕
」
が
、
そ
れ
を
知
っ
た
現
地
の
知

識
人
の
よ
う
な
人
た
ち
に
よ
っ
て
再
帰
的
に
受
け
入
れ
ら
れ
、
新
た
な
七
夕
と

し
て
定
着
し
て
い
っ
た
可
能
性
も
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
歌
学
書
の
七
夕
の
記
述

を
さ
ら
に
詳
し
く
理
解
す
る
こ
と
は
、
史
実
か
否
か
と
い
っ
た
こ
と
ば
か
り
で

は
な
く
、
歌
学
書
の
民
俗
へ
の
影
響
を
知
る
上
で
も
大
切
な
こ
と
で
は
な
か
ろ

う
か
。

　

お
わ
り
に

　

宮
中
や
官
社
で
あ
っ
た
神
社
で
は
、
七
月
七
日
に
虫
干
し
を
行
っ
て
い
た
。

こ
れ
ら
は
、
民
間
と
い
う
よ
り
は
、
例
え
ば
神
社
で
は
大
宮
司
が
祭
祀
を
司
る

な
ど
、
宮
中
や
神
社
に
お
け
る
重
要
な
行
事
と
し
て
な
さ
れ
て
い
た
。

　

九
州
に
お
い
て
は
、
宗
像
宮
や
宇
佐
宮
に
虫
振
神
事
が
見
ら
れ
た
。
宇
佐
宮

に
お
い
て
は
、
今
で
も
虫
振
祭
と
称
し
、
虫
振
神
事
を
ル
ー
ツ
と
す
る
神
事
を

行
っ
て
い
る
。
こ
の
宇
佐
宮
の
虫
振
神
事
は
、

中
世
以
前
に
お
い
て
は
、
大

宮
司
が
祭
祀
を
司
る
重
要
な
行
事
と
し
て
な
さ
れ
て
い
た
。
と
こ
ろ
が
、
宗
像

宮
で
は
大
宮
司
の
役
は
見
え
ず
、
正
平
二
十
三
年
（
一
三
六
八
）
の
「
正
平
二

十
三
年
年
中
行
事
」
限
り
で
見
え
な
く
な
る
。
扱
い
に
お
い
て
他
社
ほ
ど
重
視

さ
れ
て
は
い
な
か
っ
た
と
み
ら
れ
る
。

　

大
島
に
お
い
て
は
、
第
二
宮
本
社
で
辺
津
宮
と
同
じ
よ
う
に
当
初
は
「
蟲
振

神
事
」
と
し
て
七
夕
の
行
事
を
行
っ
た
が
、
や
は
り
こ
こ
で
も
虫
振
神
事
は
見

え
な
く
な
り
、「
七
夕
」
や
「
棚
機
」
、「
七
夕
棚
機
」
と
も
称
す
る
よ
う
に
な
っ

た
。

　

こ
の
よ
う
に
、
宗
像
宮
の
虫
振
神
事
は
、
中
央
の
影
響
を
受
け
た
官
社
の
行

事
を
起
源
に
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
と
こ
ろ
が
、
以
上
の
よ
う
に
他
の
官

社
に
く
ら
べ
、
こ
の
行
事
を
重
視
し
て
い
な
か
っ
た
と
み
え
、
そ
の
後
、
虫
振

神
事
は
見
え
な
く
な
っ
た
。

　

本
稿
で
は
、
大
島
の
祭
祀
組
織
に
つ
い
て
も
「
応
安
神
事
次
第
」
や
「
宗
像

宮
御
廳
着
座
次
第
寫
」
に
よ
っ
て
検
討
し
た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
中
世
の
大
島

に
は
、
神
事
に
関
わ
る
者
と
し
て
、
御
嶽
を
管
轄
す
る
神
官
で
あ
る
と
同
時
に
、

大
島
の
行
政
の
長
と
し
て
活
躍
し
た
と
み
ら
れ
る
弁
済
仕
少
宮
司
、
大
島
に
居

住
し
沖
津
宮
（
第
一
宮
本
社
）
に
奉
仕
し
た
社
家
一
甲
斐
、
中
津
宮
（
第
二
宮

社
）
に
奉
仕
し
た
二
甲
斐
、
そ
の
他
六
人
前
後
の
神
人
が
存
在
し
た
こ
と
を
確

認
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

　

以
上
か
ら
、
大
島
の
七
夕
行
事
は
、
民
間
か
ら
は
じ
ま
っ
た
と
言
う
よ
り

（
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は
じ
め
に

　

今
日
の
宗
像
大
社
中
津
宮
に
お
い
て
は
、
八
月
七
日
に
七
夕
祭
が
行
わ
れ
て

い
る
。
旧
宗
像
郡
大
島
村
が
、
町
村
合
併
に
よ
り
宗
像
市
に
編
入
さ
れ
た
後
は
、

イ
ベ
ン
ト
の
「
大
島
七
夕
ま
つ
り
」
も
併
せ
て
行
わ
れ
る
よ
う
に
も
な
っ
て
い

る
。
本
稿
に
お
い
て
は
、
こ
れ
の
前
身
と
み
な
さ
れ
て
い
る
中
世
の
中
津
宮
の

七
夕
行
事
を
、
宗
像
宮
の
七
夕
行
事
に
位
置
付
け
な
が
ら
検
討
す
る
。
な
お
、

名
称
に
つ
い
て
は
当
時
に
準
じ
て
、
宗
像
大
社
に
つ
い
て
は
宗
像
宮
、
中
津
宮

に
つ
い
て
は
第
二
宮
本
社
と
す
る
。

　

第
二
宮
本
社
の
七
夕
行
事
の
初
出
は
、
「
正
平
二
十
三
年
年
中
行
事
」
で
、

「
七
夕
蟲
振
神
事
」
（
以
後
、
蟲
振
を
虫
振
と
す
る
）
と
見
え
る
。
こ
れ
に
つ

い
て
は
、
従
来
中
津
宮
の
七
夕
祭
の
ル
ー
ツ
と
考
え
ら
れ
、
「
虫
振
神
事
」
の

表
記
か
ら
農
業
に
関
わ
る
祭
事
か
と
の
推
測
が
な
さ
れ
た
こ
と
は
あ
っ
た
が
、

改
め
て
検
討
さ
れ
る
こ
と
が
な
か
っ
た
。
と
こ
ろ
が
、
古
く
『
宗
像
神
社
史
』

（
下
）
に
よ
る
と
、
「
虫
振
」
は
、
曝
涼
、
い
わ
ゆ
る
虫
干
し
で
あ
り
、
漢
土
の

風
習
を
移
入
さ
れ
た
も
の
と
す
る
（
宗
像
神
社
復
興
期
成
會
一
九
六
六
、
一
九

三
）
。
こ
の
風
習
は
、
古
く
日
本
に
も
伝
わ
り
、
有
職
故
実
書
の
「
西
宮
記
」

に
見
え
る
の
を
は
じ
め
、
公
家
・
武
家
・
社
寺
に
わ
た
っ
て
広
く
見
え
る
。

　

九
州
に
お
い
て
も
、
本
稿
で
取
り
上
げ
る
宗
像
宮
の
ほ
か
に
宇
佐
宮
に
見
え
、

現
在
の
宇
佐
神
宮
の
年
中
行
事
に
も
そ
の
痕
跡
を
残
す
。
そ
れ
は
「
虫
振
祭
」

と
い
わ
れ
、
「
風
除
祭
」
と
併
せ
て
八
月
七
日
に
行
わ
れ
て
い
る
。
宇
佐
神
宮

に
よ
る
と
、
こ
の
「
虫
振
祭
」
は
「
御
殿
内
の
装
束
及
び
宝
物
類
の
虫
干
し
を

行
う
神
事
」
と
し
、
「
風
除
祭
」
を
「
風
水
害
や
病
虫
害
か
ら
の
被
害
を
受
け

や
す
い
八
月
の
時
期
に
、
稲
や
農
作
物
の
安
全
な
生
長
を
祈
念
す
る
祭
典
」
と

す
る
。
こ
の
よ
う
に
、
虫
干
し
の
「
虫
振
祭
」と
、
農
耕
関
係
の
祈
念
の
「
風
除
祭
」

を
区
別
し
て
い
る
。

　

以
上
を
踏
ま
え
て
宗
像
宮
、
と
り
わ
け
大
島
の
第
二
宮
の
七
夕
行
事
の
変
遷

に
つ
い
て
の
考
察
に
入
っ
て
い
こ
う
。
ま
ず
、
第
一
章
で
は
、
初
期
の
第
二
宮

本
社
の
「
七
夕
祭
」
の
性
格
を
探
る
た
め
に
、
ま
ず
有
職
故
実
書
に
よ
っ
て
宮

中
の
、
そ
し
て
古
代
に
官
社
で
あ
っ
た
神
社
の
七
夕
行
事
に
つ
い
て
確
認
す
る
。

「
延
喜
式
」
に
見
る
と
お
り
、
宗
像
宮
は
古
代
に
お
い
て
は
官
社
に
数
え
ら
れ

た
。
官
社
は
、
七
世
紀
後
半
の
律
令
制
の
成
立
に
と
も
な
っ
て
、
中
央
政
府
の

命
に
も
と
づ
い
て
全
国
的
な
規
模
で
創
出
さ
れ
た
常
設
神
殿
を
も
っ
た
新
た
な

宗
教
施
設
で
、
こ
れ
を
も
っ
て
神
社
が
成
立
し
た
と
も
考
え
ら
れ
て
い
る
（
井

上
二
〇
一
一
、
二
六
）
。
こ
こ
で
成
立
し
た
神
社
で
は
、
ヤ
シ
ロ
や
モ
リ
と
い

っ
た
宗
教
施
設
と
は
異
な
っ
て
、
祭
祀
権
が
基
本
的
に
国
家
（
天
皇
）
の
手

に
独
占
さ
れ
、
性
格
も
大
き
く
異
な
っ
た
と
さ
れ
る
（
井
上
二
〇
一
一
、
二
七
）
。

そ
の
た
め
、
官
社
で
あ
っ
た
宗
像
宮
の
古
代
～
中
世
の
行
事
に
つ
い
て
は
、
一

般
的
な
官
社
の
行
事
を
知
る
こ
と
で
理
解
で
き
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　

第
二
章
で
は
、
第
一
章
で
明
ら
か
に
し
た
こ
と
を
も
と
に
、
宗
像
宮
の
七
夕

行
事
の
初
出
に
な
る
「
正
平
二
十
三
年
年
中
行
事
」
か
ら
、
宗
像
宮
の
虫
振
神

事
に
つ
い
て
明
ら
か
に
す
る
。
そ
し
て
、
そ
の
後
の
史
料
の
記
述
か
ら
、
こ
の

虫
振
神
事
が
ど
う
な
っ
て
し
ま
う
の
か
、
七
夕
行
事
の
そ
の
後
の
変
化
に
つ
い

て
検
討
す
る
。

　

第
三
章
で
は
、
大
島
の
第
二
宮
本
社
に
お
け
る
中
世
の
七
夕
行
事
に
つ
い
て

検
討
す
る
と
と
も
に
、
第
二
宮
本
社
の
祭
祀
組
織
に
迫
る
。
併
せ
て
、
宗
像
宮

の
そ
の
他
の
末
社
の
七
夕
行
事
も
紹
介
す
る
。
他
方
で
、
大
島
の
七
夕
行
事
に

つ
い
て
は
、
江
戸
時
代
の
地
誌
『
筑
前
国
続
風
土
記
』
に
紹
介
さ
れ
て
い
る
。

こ
こ
で
は
、
歌
学
書
の
引
用
が
な
さ
れ
て
い
る
。
果
た
し
て
、
こ
の
歌
学
書
の

記
述
を
そ
の
ま
ま
中
世
の
第
二
宮
本
社
の
七
夕
行
事
と
と
ら
え
て
よ
い
の
か
検

討
す
る
。

　

本
論
に
入
る
前
に
、
こ
こ
で
、
本
稿
で
主
に
用
い
る
宗
像
宮
の
文
書
、
「
正

平
二
十
三
年
年
中
行
事
」
と
「
応
安
神
事
次
第
」
に
つ
い
て
簡
単
に
紹
介
し
て

お
く
。
そ
の
他
の
史
料
に
つ
い
て
は
、
行
論
の
な
か
で
適
宜
紹
介
す
る
。
な
お
、

詳
細
に
つ
い
て
は
、
桑
田
和
明
や
『
宗
像
大
社
文
書
』
第
三
巻
を
参
照
し
て
い

た
だ
き
た
い
。

　

ま
ず
、
「
正
平
二
十
三
年
年
中
行
事
」
は
、
南
北
朝
の
騒
乱
の
只
中
の
正
平

二
十
三
年
（
一
三
六
八
）
の
成
立
で
、
本
社
以
下
各
社
の
目
録
を
あ
げ
、
つ
い

で
各
社
ご
と
に
年
中
行
事
の
月
日
と
名
称
を
あ
げ
て
い
る
（
桑
田
一
九
八
八
、

四
二
～
四
三
）
。
北
部
九
州
が
南
朝
勢
力
下
に
あ
っ
た
時
期
に
、
宗
像
宮
が
南

朝
勢
力
に
接
近
す
る
か
た
ち
で
神
社
の
興
隆
を
は
か
っ
た
証
左
と
み
な
す
べ
き

性
格
の
も
の
と
考
え
ら
れ
る
（
宗
像
大
社
文
書
編
纂
刊
行
委
員
会
二
〇
〇
九
、

七
一
六
）
。

　

「
応
安
神
事
次
第
」
は
、
原
本
は
現
存
せ
ず
、
最
古
の
甲
本
か
ら
癸
本
ま
で

の
六
本
の
伝
本
が
知
ら
れ
、
甲
本
か
ら
戌
本
ま
で
は
忌
子
祢
宜
家
で
あ
っ
た
深

田
家
の
子
孫
、
宗
像
氏
に
蔵
さ
れ
、
癸
本
は
宗
像
神
社
に
伝
来
し
た
（
桑
田
一

九
八
八
、
四
三
）
。
本
稿
で
取
り
上
げ
る
甲
本
と
乙
本
に
つ
い
て
は
、
甲
本
は

最
も
原
本
に
近
い
写
本
と
み
な
さ
れ
、
室
町
期
（
永
享
期
以
降
）
の
書
写
と
さ

れ
る
。
ち
な
み
に
甲
本
に
は
、
乙
本
と
比
較
し
て
欠
落
し
た
箇
所
が
み
ら
れ
る
。

乙
本
は
、
他
本
と
内
容
に
ち
が
い
が
見
ら
れ
、
甲
本
と
は
直
接
的
に
は
系
統
の

つ
な
が
ら
な
い
異
本
と
み
な
さ
れ
て
い
る
。
諸
所
に
は
、
本
文
と
同
筆
の
頭
書

が
あ
り
、
本
文
の
内
容
を
補
っ
て
い
る
が
、
他
本
に
は
見
ら
れ
な
い
独
自
の
記

事
も
少
な
く
な
く
、
ま
た
甲
本
の
記
事
を
脱
落
さ
せ
た
箇
所
も
あ
る
。
書
写
は
、

戦
国
時
代
を
下
ら
な
い
時
期
に
な
さ
れ
た
と
み
ら
れ
、
古
さ
も
甲
本
に
次
ぐ
と

さ
れ
る
（
宗
像
大
社
文
書
編
纂
刊
行
委
員
会
二
〇
〇
九
、
七
二
一
）
。

　

「
応
安
神
事
次
第
」
の
原
本
は
、
「
正
平
二
十
三
年
年
中
行
事
」
の
成
立
か

ら
七
年
後
の
応
安
八
年
（
一
三
七
五
）
三
月
十
七
日
に
、
宗
像
宮
の
年
中
行
事

の
引
付
が
度
々
の
争
乱
で
紛
失
し
た
の
で
、
大
宮
司
た
る
社
務
の
仰
せ
に
よ
っ

て
祝
詞
禰
宜
致
広
が
注
進
し
た
と
さ
れ
る
。
「
正
平
二
十
三
年
年
中
行
事
」
が

宮
社
ご
と
に
年
中
行
事
を
列
挙
し
て
い
る
の
に
対
し
、
「
応
安
神
事
次
第
」
は
、

す
べ
て
の
宮
社
の
年
中
行
事
を
月
日
順
に
並
べ
て
い
る
と
こ
ろ
に
大
き
な
ち
が

い
が
あ
る
（
宗
像
大
社
文
書
編
纂
刊
行
委
員
会
二
〇
〇
九
、
七
二
〇
）
。

　

第
一
章　

官
社
の
七
夕
行
事

　

七
夕
に
、
宇
佐
宮
に
て
虫
干
し
と
し
て
虫
振
を
行
っ
て
い
た
と
伝
え
ら
れ
て

い
る
こ
と
は
す
で
に
示
し
た
。
本
章
で
は
、
実
際
に
七
夕
に
行
事
と
し
て
虫
干

し
を
行
う
も
の
な
の
か
、
有
職
故
実
書
や
、
古
代
か
ら
中
世
に
か
け
て
官
社
と

さ
れ
た
神
社
の
記
録
類
か
ら
見
て
み
た
い
。

　
　

ⅰ
、
有
職
故
実
書
「
西
宮
記
」
に
見
え
る
七
夕
の
行
事

　

ま
ず
、
は
じ
め
に
で
触
れ
た
有
職
故
実
書
に
あ
た
る
「
西
宮
記
」
を
見
て
み

よ
う
。
「
西
宮
記
」
は
、
源
高
明
に
よ
っ
て
著
さ
れ
た
総
合
的
な
有
職
故
実
書

で
、
宮
廷
の
年
中
行
事
・
典
礼
・
装
束
・
制
度
な
ど
の
儀
式
次
第
が
記
さ
れ
て

い
る
。
多
く
の
古
記
・
旧
記
に
も
引
用
さ
れ
、
平
安
中
期
の
根
本
史
料
と
し
て

高
い
価
値
が
見
出
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
「
西
宮
記
」
の
七
月
七
日
条
に
、
次
の

よ
う
に
七
夕
行
事
の
記
事
が
見
え
る
。

　
　

七
日
、
内
膳
供
御
節
供
、

　
　

内
蔵
設
殿
上
酒
饌
。 

凉
御
調
度
。

　
　

蔵
人
所
人
等
凉
之
。　
　

 

凉
仁
壽
殿
御
屏
風
。

　

こ
こ
で
は
、
乞
巧
奠
と
は
別
に
、
節
供
と
、
調
度
や
仁
壽
殿
の
屏
風
を
広
げ

て
日
に
乾
か
す
こ
と
を
行
っ
て
い
る
。
次
に
「
江
家
次
第
」
を
見
る
と
、
や
は

り
七
月
七
日
条
に
は
、
乞
巧
奠
と
は
別
に
、
次
の
よ
う
な
こ
と
を
行
っ
て
い
る
。

　
　

同
日
（
七
月
七
日
）
拂
拭
御
物
事

　
　

鋪
廣
莚
於
清
凉
殿
孫
庇
、
風
戻
御
物
等
良
久
拂
拭
後
、
如
元
返
置
、
又
披

　
　

清
凉
・
仁
壽
・
宜
陽
殿
等
御
物
、

と
見
え
て
、
「
拂
拭
御
物
事
」
と
称
し
て
、
や
は
り
清
涼
殿
の
孫
庇
の
下
に
広

筵
を
敷
き
、
そ
こ
に
御
物
を
出
し
て
風
に
当
て
た
り
し
な
が
ら
拂
拭
い
た
り
す

る
旨
の
記
述
が
み
ら
れ
る
。

　

以
上
の
よ
う
に
、「
西
宮
記
」
や
「
江
家
次
第
」
か
ら
、
宮
中
に
お
い
て
は
、

七
夕
に
乞
巧
奠
と
は
別
に
、
屏
風
な
ど
の
御
物
を
外
に
出
し
、
風
に
当
て
日
に

乾
か
し
拂
い
拭
く
と
い
っ
た
虫
干
し
の
よ
う
な
こ
と
が
な
さ
れ
て
い
た
こ
と
が

分
か
る
。

　
　

ⅱ
、
官
社
の
七
夕
行
事

　

次
に
、
官
社
と
さ
れ
た
神
社
に
お
い
て
は
ど
う
だ
っ
た
で
あ
ろ
う
か
。
さ
き

に
紹
介
し
た
『
宗
像
神
社
史
』
に
は
、
美
保
神
社
の
虫
探
神
事
（
御
虫
干
）
と

厳
島
神
社
の
神
寶
晒
し
に
触
れ
ら
れ
て
い
た
。
そ
こ
で
、
こ
こ
で
は
そ
れ
以
外

の
出
雲
大
社
と
熱
田
神
社
の
七
夕
行
事
を
紹
介
し
た
い
。

　

そ
れ
で
は
、
ま
ず
出
雲
大
社
の
七
夕
行
事
を
見
て
み
よ
う
。
延
宝
七
年
（
一

六
七
九
）
に
書
か
れ
た
出
雲
大
社
の
祭
礼
・
年
中
行
事
の
一
覧
、
「
出
雲
大
社

年
中
行
事
」
に
は
、
次
の
よ
う
に
見
え
る
。

　
　

七
日　

大
祭
禮　
　
　

國
造
千
家
昇
殿
、

　

七
月
七
日
に
は
大
祭
礼
と
し
て
音
楽
を
鳴
ら
し
な
が
ら
宝
器
を
晒
し
て
い

る
。
そ
し
て
、
こ
こ
で
は
祭
祀
を
司
る
大
社
の
長
た
る
国
造
の
千
家
が
昇
殿
し

て
も
い
る
。

　

次
に
、
国
造
の
千
家
方
の
中
官
藤
間
大
蔵
に
よ
っ
て
書
か
れ
た
、
幕
末
頃
の

神
事
の
方
式
と
そ
こ
で
の
人
々
の
様
子
を
記
述
し
た
「
御
神
事
式
」
を
見
て
み

よ
う
。

　
　

七
日

　
　

一
、
今
日
御
蟲
干
御
神
事
也
、
別
火
殿
昇
殿
直
ニ
御
案
内
、
即
刻
御
昇
殿

被
遊
、
御
行
列
御
先
掃
除
番
・
御
鉾
傘
神
人
惣
出
・
被
官
三
十
人
・
長
絹
・

伶
人
・
中
官
・
上
官
・
随
身
左
右
・
御
輿
・
御
太
刀
持
・
近
習
・
近
習
格
・

　
　

御
沓
・
長
柄
等
也
、
御
昇
殿
之
節
樂
打
申
候
、
御
社
人
御
神
拜
、
小
内
殿

御
戸
開
被
遊
、
別
火
几
帳
被
引
申
候
、
夫
よ
り
御
上
并
上
官
中
も
御
祝
詞

有
之
事
、
相
濟
上
段
之
大
カ
ケ
バ
ン
も
下
段
ノ
大
カ
ケ
バ
ン
も
并
べ
、
夫

よ
り
御
神
寶
品
々
其
上
へ
出
し
蟲
干
之
事
、
扨
又
上
ニ
テ
ハ
御
當
宮
ノ
御

装
束
類
、
且
又
御
上
并
ニ
御
表
役
、
別
火
殿
御
立
會
に
て
御
證
文
并
御
書

類
ヲ
御
し
ら
べ
被
遊
候
事
、
萬
々
相
濟
、
奉
幣
有
之
候
へ
ハ
昇
殿
仕
事
相

濟
、
御
下
殿
之
事
、

　

こ
れ
に
よ
る
と
、
別
火
殿
に
昇
殿
す
る
と
、
案
内
が
出
て
昇
殿
す
る
。
そ
し

て
、
御
先
掃
除
番
・
御
鉾
傘
神
人
の
す
べ
て
・
被
官
が
三
十
人
・
長
絹
・
伶
人
・

中
官
・
上
官
・
随
身
左
右
・
神
輿
・
御
太
刀
持
・
近
習
・
近
習
格
・
御
沓
・
長

柄
等
と
大
規
模
な
行
列
が
組
ま
れ
る
。
ま
た
、
行
列
に
伶
人
（
音
楽
を
奏
す
る

人
）
が
見
え
る
が
、
昇
殿
の
と
き
に
は
楽
打
が
奏
さ
れ
る
。
そ
し
て
神
拝
が
な

さ
れ
、
国
造
で
あ
ろ
う
御
上
や
上
官
ら
に
よ
る
神
事
が
終
わ
っ
た
あ
と
に
、
神

宝
や
装
束
類
の
虫
干
し
が
な
さ
れ
る
。
ま
た
、
併
せ
て
證
文
や
書
類
を
調
べ
る

機
会
も
設
け
ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
七
月
七
日
の
虫
干
が
盛
大
な
儀
礼
で
あ

り
な
が
ら
も
、
そ
れ
だ
け
で
は
な
く
実
際
に
虫
干
し
や
證
文
、
書
類
の
確
認
が

な
さ
れ
る
と
い
っ
た
よ
う
に
、
実
質
的
な
機
能
を
も
っ
た
行
事
で
あ
っ
た
こ
と

が
分
か
る
。

　

次
に
、
熱
田
神
社
を
見
て
み
よ
う
。
文
明
十
七
年
（
一
四
八
五
）
の
「
文
明

十
七
年
年
中
行
事
」
で
は
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。

　
　

七
日 

供
御
并
御
サ
カ
シ
モ
ノ
、

　

こ
の
よ
う
に
、
七
月
七
日
に
、
供
御
と
と
も
に
「
サ
カ
シ
モ
ノ
」
と
い
う
こ

と
を
行
っ
て
い
る
。
こ
の
「
サ
カ
シ
モ
ノ
」
の
内
容
を
、
江
戸
時
代
の
成
立
と

時
代
が
下
る
が
、
「
熱
田
祭
奠
年
中
行
事
故
實
考
」
に
よ
っ
て
見
て
み
よ
う
。

　
　

七
日　

同
供
御
撤
、
神
寶
風
入
、
大
宮
司
参
向
、
辰
剋
大
宮
供
御 

梶
葉

　
　
　

麥
麺
、
瓜
、
神
寶
風
入
、
大
宮
司
参
向
、
文
明
記
云
、
七
月
七
日
、　

供

　
　
　

御
并
御
サ
カ
シ
モ
ノ
、

　

大
宮
司
が
参
向
し
、
朝
に
大
宮
の
内
陣
に
て
梶
の
葉
や
麦
麺
、
瓜
を
供
え
、

そ
れ
ら
を
撤
す
る
と
神
宝
に
風
を
入
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
や
は
り
虫
干
し
が

行
わ
れ
て
い
る
。

　

以
上
の
よ
う
に
、
七
月
七
日
に
は
虫
干
し
を
行
っ
た
。
と
く
に
神
社
に
お
い

て
は
、
こ
の
虫
干
し
の
儀
礼
に
国
造
や
大
宮
司
も
参
加
す
る
な
ど
、
重
要
な
儀

礼
と
み
な
し
て
い
た
こ
と
が
窺
え
た
。

　

第
二
章　

宗
像
宮
の
虫
振
神
事
に
つ
い
て

　
　

ⅰ
、
室
町
時
代
以
前
の
宇
佐
宮
の
虫
振
神
事

　

前
に
紹
介
し
た
よ
う
に
、
宇
佐
宮
と
宗
像
宮
で
は
、
と
も
に
七
月
七
日
の
行

事
を
虫
振
神
事
と
し
て
い
る
。
こ
こ
で
は
、
こ
の
う
ち
の
宇
佐
宮
の
虫
振
神
事

が
ど
う
い
っ
た
も
の
で
あ
っ
た
の
か
見
て
み
た
い
。

　

そ
れ
で
は
ま
ず
、
鎌
倉
末
期
こ
ろ
の
注
進
に
よ
る
と
推
定
さ
れ
る
「
宇
佐
宮

寺
年
中
行
事
一
具
勤
行
次
第
」
の
七
月
七
日
条
を
見
て
み
よ
う
。

　
　

（
七
月
）
七
日
、
同
御
炊
殿
節
供
、

　
　
　
　
　
　
　

祠
官
、
廳
内
以
下
神
官
束
帯
、

　

御
炊
殿
で
節
供
が
な
さ
れ
、
祠
官
神
官
が
束
帯
で
参
加
し
て
い
る
。
次
に
、

こ
の
七
夕
の
行
事
を
さ
ら
に
詳
し
く
見
る
た
め
に
、
大
宮
司
を
は
じ
め
神
官
の

動
き
を
主
に
記
す
「
宇
佐
宮
寺
年
中
月
並
神
事
」
と
、
享
徳
四
年
（
一
四
五
五
）

に
編
纂
さ
れ
た
「
宇
佐
宮
齋
會
式
」
を
見
て
み
よ
う
。

　
　

七
日 

虫
振
事
、
以
巳
剋
宮
司
以
下
参
御
炊
殿
申
行
之
、

　
　

一
、
同
七
日
虫
振
事

　
　
　

以
巳
剋
、
女
官
、
大
宮
司
、
次
官
、
廳
内
参
御
炊
殿
御
供
、

　
　
　

奉
備
御
幣
、
御
倉
進
、
祝
如
例
、
次
神
坏
一
渡
、
有
廳
座
酒
坏　

次

　
　
　

退
出
、

　　

こ
の
よ
う
に
、
七
月
七
日
に
「
虫
振
事
」
が
見
え
る
。
宇
佐
宮
で
は
、
現
在

に
虫
振
神
事
を
伝
え
る
。
残
念
な
が
ら
史
料
か
ら
は
虫
干
し
の
様
子
を
読
み
取

る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
前
に
述
べ
た
よ
う
に
、
「
御
殿
内
の
装
束
及
び
宝
物

類
の
虫
干
し
を
行
う
神
事
」
と
伝
え
て
い
る
。
参
加
者
に
つ
い
て
は
、
女
官
や

大
宮
司
、
次
官
、
宇
佐
宮
の
中
心
の
廳
内
神
官
た
ち
が
正
装
に
て
儀
礼
を
執
り

行
っ
て
い
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
出
雲
大
社
や
熱
田
神
社
同
様
に
、
神
社

の
長
の
参
加
す
る
重
要
な
儀
礼
に
位
置
付
け
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、
七
月
七
日
に
虫
干
し
で
あ
っ
た
と
伝
え
ら
れ
る
虫
振
神
事
を

行
っ
た
宇
佐
宮
も
、
出
雲
大
社
や
熱
田
神
社
と
同
様
に
、
大
宮
司
が
参
加
す
る

重
要
な
儀
礼
と
み
な
し
て
い
た
こ
と
が
窺
え
る
。

　
　

ⅱ
、
宗
像
宮
（
辺
津
宮
）
の
虫
振
神
事

　

そ
れ
で
は
、
い
よ
い
よ
宗
像
宮
の
虫
振
神
事
を
見
て
い
こ
う
。

　

宗
像
宮
の
虫
振
神
事
は
、
正
平
二
十
三
年
（
一
三
六
八
）
の
「
正
平
二
十
三

年
年
中
行
事
」
に
見
え
る
。
本
章
で
は
、
本
土
の
辺
津
宮
の
も
の
を
見
て
み
よ

う
。

　

辺
津
宮
は
、
惣
社
を
第
一
宮
、
中
殿
を
第
二
宮
、
地
主
神
を
第
三
宮
と
し
、

こ
れ
ら
が
併
立
し
て
い
た
（
宗
像
神
社
復
興
期
成
會
一
九
六
一
、
二
〇
一
～
二

〇
五
）
。
虫
振
神
事
は
、
七
月
七
日
に
こ
れ
ら
三
カ
所
の
そ
れ
ぞ
れ
で
行
わ
れ

た
。
こ
の
う
ち
第
一
宮
と
第
二
宮
に
つ
い
て
は
、
「
七
月
七
日
、
七
夕
蟲
振
神

事
　
　
　

」
と
見
え
る
。
第
三
宮
に
お
い
て
は
、
二
王
丸
役
の
御
供
の
み
で
、

実
相
院
に
よ
る
酒
肴
は
供
さ
れ
な
か
っ
た
。
つ
ま
り
、
虫
振
神
事
は
、
宗
像
宮

の
寺
家
の
一
と
み
ら
れ
る
二
王
丸
が
御
供
を
負
担
し
、
鎮
国
寺
を
構
成
す
る
五

支
院
の
一
の
実
相
院
が
酒
肴
を
負
担
し
た
こ
と
が
分
か
る
。

　

こ
の
「
正
平
二
十
三
年
年
中
行
事
」
に
お
い
て
は
、
儀
礼
に
大
宮
司
た
る
社

務
が
奉
仕
す
る
場
合
は
「
社
務
役
」
と
記
さ
れ
る
。
と
こ
ろ
が
、
こ
の
虫
振
神

事
に
は
「
社
務
」
は
見
え
ず
、
少
な
く
と
も
大
宮
司
の
奉
仕
す
る
儀
礼
に
は
位

置
付
け
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
が
分
か
る
。
こ
の
点
に
お
い
て
、
出
雲
大
社

や
熱
田
神
社
、
宇
佐
宮
と
は
対
照
的
と
い
え
る
。

　
　

ⅲ
、
宗
像
宮
（
辺
津
宮
）
に
お
け
る
七
夕
行
事
の
変
化

　

宗
像
宮
の
虫
振
神
事
が
、
そ
れ
ほ
ど
重
視
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と

は
、
次
の
こ
と
か
ら
も
窺
え
る
。

　

「
正
平
二
十
三
年
年
中
行
事
」
よ
り
後
の
「
応
安
神
事
次
第
」
で
は
、
虫
振

神
事
が
見
え
な
く
な
っ
て
し
ま
う
。
室
町
期
（
永
享
以
降
）
に
書
写
さ
れ
た
諸

伝
本
中
最
古
の
甲
本
に
は
（
宗
像
大
社
文
書
編
纂
刊
行
委
員
会
二
〇
〇
九
、
七

二
〇
～
七
二
一
）
、
七
夕
行
事
そ
の
も
の
が
見
え
な
い
の
だ
。
そ
の
後
の
七
夕

行
事
に
つ
い
て
は
、
戦
国
時
代
を
下
ら
な
い
時
期
に
書
写
さ
れ
た
乙
本
に
、
頭

書
の
か
た
ち
で
「
同
（
七
月
）
七
日
、
乞
巧
天
（
奠
）
三
社
祭
礼
」
が
よ
う
や

く
見
え
る
。
こ
こ
か
ら
も
、
宗
像
宮
で
は
、
出
雲
大
社
や
熱
田
神
社
と
は
異
な
っ

て
、
少
な
く
と
も
七
夕
の
行
事
が
そ
れ
ほ
ど
重
視
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
が

窺
え
る
。

　

ち
な
み
に
、
前
に
紹
介
し
た
よ
う
に
、
宮
中
で
は
、
乞
巧
奠
と
虫
干
し
と
は

区
別
さ
れ
て
な
さ
れ
て
い
た
。
従
っ
て
、
虫
振
神
事
と
乞
巧
奠
は
単
に
表
記
上

の
違
い
と
い
う
だ
け
で
は
な
く
、
虫
干
し
の
儀
礼
、
あ
る
い
は
虫
干
し
の
名
残

と
し
て
な
さ
れ
て
い
た
儀
礼
か
ら
、
乞
巧
奠
へ
と
、
行
事
そ
の
も
の
が
変
化
し

て
い
た
可
能
性
が
あ
る
。

　

七
夕
に
行
う
虫
干
し
は
、
熱
田
神
社
や
出
雲
大
社
に
見
た
よ
う
に
重
視
さ
れ

て
い
た
。
宗
像
宮
と
同
様
に
「
虫
振
神
事
」
と
し
た
宇
佐
宮
で
も
、
大
宮
司
が

祭
祀
を
司
る
重
要
な
行
事
に
位
置
付
け
ら
れ
て
い
た
。
こ
こ
で
は
、
現
在
に

至
っ
て
も
な
お
、
小
祭
と
し
な
が
ら
も
虫
振
祭
と
し
て
神
事
が
行
わ
れ
て
い
る
。

　

他
方
、
宗
像
宮
に
お
い
て
は
、
七
夕
行
事
が
重
視
さ
れ
ず
、
「
蟲
振
神
事
」

の
名
も
「
正
平
二
十
三
年
年
中
行
事
」
限
り
で
見
え
な
く
な
る
。
そ
の
後
、
七

夕
行
事
は
、
戦
国
時
代
に
書
写
さ
れ
た
と
み
ら
れ
る
「
応
安
神
事
次
第
」
乙
本

の
み
に
、
か
ろ
う
じ
て
頭
書
に
乞
巧
奠
が
見
え
る
。
と
こ
ろ
が
、
「
西
宮
記
」

や
「
江
家
次
第
」
に
は
、
乞
巧
奠
は
虫
干
し
と
は
区
別
し
て
記
述
さ
れ
て
お
り
、

こ
れ
ら
は
別
々
の
儀
礼
で
あ
っ
た
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、

「
正
平
二
十
三
年
年
中
行
事
」
か
ら
後
の
時
期
に
、
七
夕
行
事
そ
の
も
の
が
変

化
し
た
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。

　

第
三
章　

中
世
大
島
の
七
夕
行
事

　

第
二
章
ま
で
、
宗
像
辺
津
宮
の
七
夕
行
事
に
つ
い
て
見
て
き
た
が
、
本
章
で

は
大
島
に
あ
る
大
島
第
二
宮
本
社
の
七
夕
行
事
を
見
て
み
よ
う
。

　
　

ⅰ
、
大
島
第
二
宮
本
社
の
七
夕
行
事

　

中
世
大
島
の
七
夕
行
事
に
つ
い
て
は
、
「
正
平
二
十
三
年
年
中
行
事
」
に
見

え
る
。
こ
こ
に
は
、
「
七
月
七
日 

七
夕
蟲
振
神
事
」
と
見
え
、
辺
津
宮
と
同
様

に
虫
振
神
事
を
行
っ
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。
ち
な
み
に
、
沖
ノ
島
（
息
嶋
）

を
は
じ
め
、
ほ
か
の
末
社
に
は
虫
振
神
事
は
見
ら
れ
な
い
。
辺
津
宮
と
大
島
で

の
み
虫
振
神
事
を
行
っ
て
い
た
こ
と
に
な
る
。

　

そ
し
て
、
辺
津
宮
同
様
に
大
島
で
も
「
正
平
二
十
三
年
年
中
行
事
」
限
り
で

虫
振
神
事
は
見
え
な
く
な
っ
て
し
ま
う
。
天
文
二
十
二
年
（
一
五
五
三
）
の
「
大

島
第
二
宮
年
中
御
神
事
次
第
・
大
島
第
二
宮
年
中
御
供
米
之
事
」
に
は
、
「
七

月
、
七
夕　

御
神
事
」
、
「
七
月　

棚
機
御
供　

四
升
」
と
書
か
れ
て
お
り
、
単

に
七
夕
の
節
供
に
な
っ
て
い
る
。
ち
な
み
に
、
大
島
の
七
夕
行
事
は
、
天
正
十

四
年
（
一
五
八
六
）
に
、
宗
像
大
宮
司
氏
貞
逝
去
後
、
一
時
絶
え
る
が
、
元
禄

二
年
（
一
六
八
九
）
に
再
興
さ
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
大
島
第
二
宮
本
社
に
お

い
て
も
、
辺
津
宮
と
同
様
に
「
正
平
二
十
三
年
年
中
行
事
」
限
り
で
虫
振
神
事

は
見
え
な
く
な
り
、
七
夕
行
事
は
変
化
し
た
と
み
ら
れ
る
。

　
　

ⅱ
、
中
世
大
島
の
祭
祀
組
織

　

次
に
大
島
第
二
宮
の
諸
行
事
に
、
ど
う
い
っ
た
人
た
ち
が
関
わ
っ
て
き
た
の

か
考
え
て
み
よ
う
。

　

ま
ず
、
「
応
安
神
事
次
第
」
（
甲
本
）
の
、
辺
津
宮
の
二
月
の
「
春
大
祭
事
」

の
記
事
を
見
て
み
よ
う
。

　
　

一
、
春

大

祭

事
、 

政
所
有
大
飯

　
　
　

小
勝
浦
神
人
七
人　

大
島
神
人
七
人　
　

、

　
　
　

庭
ニ
テ
中
臣
祓
ア
リ
、
次
御
前
浜
ニ
テ
有
祓
、
祢
宜
魚
ヲ
釣
ル
、

　

こ
の
よ
う
に
、
「
春
大
祭
事
」
に
は
小
勝
浦
神
人
七
人
と
大
島
神
人
の
七
人

が
寄
り
合
っ
て
人
形
を
作
っ
て
い
る
（
桑
田
一
九
八
八
、
五
六
）
。
こ
こ
か
ら

大
島
に
は
七
人
の
神
人
が
存
在
す
る
こ
と
が
分
か
る
。

　

そ
れ
で
は
、
彼
ら
七
人
は
ど
の
よ
う
な
存
在
だ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
し

て
、ど
の
よ
う
に
行
事
に
関
わ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
見
て
み
よ
う
。
同
じ
く
「
応

安
神
事
次
第
」
に
、
十
二
月
二
十
五
日
の
政
所
九
間
社
（
辺
津
宮
）
の
八
女
神

事
（
八
乙
女
に
よ
る
神
楽
舞
）
の
記
述
が
み
え
る
。
こ
の
と
き
に
、
辺
津
宮
の

第
二
宮
の
眷
属
小
神
、
五
位
社
に
て
、
大
島
の
神
人
ら
に
よ
る
「
朸
折
」
の
儀

礼
が
行
わ
れ
て
い
る
。
「
朸
折
」
の
儀
礼
と
は
、
当
時
神
聖
な
呪
物
と
さ
れ
た

朸
（
唐
櫃
等
の
舁
ぎ
棒
）
を
祈
る
行
事
で
、
こ
れ
を
祈
る
こ
と
に
よ
っ
て
甲
乙

間
の
優
劣
・
勝
負
を
決
し
た
儀
礼
で
（
宗
像
神
社
復
興
期
成
會
一
九
六
六
、
二

五
五
、
宗
像
大
社
文
書
編
纂
刊
行
委
員
会
二
〇
〇
九
、
二
三
八
）
、
次
の
よ
う

な
人
た
ち
に
よ
っ
て
な
さ
れ
て
い
た
。

　
　

大
嶋
ノ
五
位
ノ
酒
肴
ア
リ
、
ア
フ
コ
ヲ
リ
ア
リ
、
ア
フ
コ
折

事
、
一
甲
斐

ト
嶋
ノ
弁
済
使
ト
両　

人
役
也
、
大
嶋
ノ
神
人
六
人
参
テ
歌
ヲ
ウ
タ
ウ
ナ

リ
、
嶋
ノ
御
神
楽
コ
ト
シ
、

　
　

神　

官
ウ
ケ
ノ
歌
ア
リ
、
如　

嶽　

祭
、

　

こ
の
よ
う
に
、
ま
ず
末
社
の
五
位
社
に
酒
肴
（
御
酒
大
瓶
一
、
魚
一
尾
）
を

供
え
る
。
次
に
一
甲
斐
と
弁
済
使
で
朸
折
の
役
を
務
め
る
。
そ
し
て
大
島
の
神

人
六
人
が
、
島
の
御
神
楽
の
よ
う
に
歌
う
。
最
後
に
辺
津
宮
の
側
の
神
官
が
ウ

ケ
ノ
歌
を
歌
う
。
ウ
ケ
ノ
歌
は
、
政
所
九
間
社
の
神
事
の
ほ
か
に
、
摂
末
社
の

嶽
祭
と
い
わ
れ
る
祭
り
で
歌
わ
れ
た
（
宗
像
神
社
復
興
期
成
會
一
九
六
六
、
二

四
六
）
。
ち
な
み
に
、
こ
の
儀
礼
に
つ
い
て
、
『
宗
像
神
社
史
』
は
、
「
沖
津
宮

と
中
津
宮
と
の
奉
仕
者
間
で
行
は
れ
、
そ
の
勝
負
に
よ
つ
て
、
兩
宮
奉
仕
者
の

優
劣
が
き
め
ら
れ
た
も
の
と
考
へ
ら
れ
る
（
宗
像
神
社
復
興
期
成
會
一
九
六

六
、
二
五
五
）
」
と
推
測
し
て
い
る
。

　

彼
ら
に
つ
い
て
の
詳
細
は
、
「
応
安
神
事
次
第
」
よ
り
も
時
代
が
下
る
も
の

の
、
「
宗
像
宮
御
廳
着
座
次
第
寫
」
に
よ
っ
て
明
ら
か
に
な
る
。

　

ま
ず
、
弁
済
仕
は
弁
済
仕
少
宮
司
と
さ
れ
、
併
せ
て
大
嶋
御
嶽
第
一
宮
御
燈

と
さ
れ
る
。
大
島
の
御
嶽
と
は
、
中
津
宮
の
後
ろ
に
聳
え
る
山
で
、
現
在
で
も

御
嶽
神
社
が
鎮
座
す
る
。
江
戸
時
代
に
は
、
山
上
の
神
社
が
本
社
に
移
さ
れ
て

し
ま
っ
て
い
た
よ
う
だ
が
、
里
人
に
天
照
大
神
と
言
わ
れ
て
い
た
と
い
う
。
そ

れ
以
前
に
は
、
「
大
島
御
嶽
三
所
大
菩
薩
」
と
さ
れ
た
こ
と
も
あ
っ
た
と
い

う 

。
実
際
に
、
御
嶽
は
霊
山
を
思
わ
せ
る
趣
が
あ
り
、
眺
望
に
お
い
て
優
れ
て

い
る
。
沖
ノ
島
は
も
ち
ろ
ん
、
本
土
の
側
を
望
め
ば
条
件
が
良
け
れ
ば
遠
く
田

川
郡
の
霊
峰
彦
山
（
英
彦
山
）
を
も
見
渡
す
こ
と
が
で
き
る
。
一
方
で
、
地
元

の
子
ど
も
た
ち
か
ら
は
、
怪
談
め
い
た
話
が
語
ら
れ
、
近
づ
き
た
く
な
い
場
所

と
も
さ
れ
る
。
祭
祀
が
な
さ
れ
る
特
別
の
場
で
あ
っ
た
と
す
る
「
記
憶
」
が
世

代
を
超
え
現
在
に
伝
え
ら
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　

弁
済
仕
は
、
一
般
的
に
は
「
弁
済
使
」
と
し
、
荘
園
で
課
役
を
勤
仕
さ
せ
る

た
め
に
設
置
さ
れ
た
と
さ
れ
る
。
従
っ
て
、
御
嶽
を
管
轄
す
る
神
官
で
あ
る
と

同
時
に
大
島
の
行
政
の
長
と
し
て
の
役
割
を
果
た
し
た
と
み
ら
れ
る
。

　

一
甲
斐
と
は
、
代
々
大
島
に
居
住
し
た
沖
津
宮
（
第
一
宮
本
社
）
奉
仕
の
社

家
で
あ
る
。
対
し
て
中
津
宮
（
第
二
宮
本
社
）
奉
仕
の
社
家
は
、
同
様
に
代
々

大
島
に
居
住
し
、
二
甲
斐
を
名
乗
っ
て
い
る
（
宗
像
神
社
復
興
期
成
會
一
九

六
六
、
五
二
六
～
五
三
三
）
。
そ
の
他
の
神
人
に
つ
い
て
は
、「
応
安
神
事
次
第
」

の
「
春
大
祭
事
」
に
は
七
人
と
見
え
、
「
朸
折
」
の
儀
礼
の
記
事
で
は
六
人
と

見
え
る
。
他
方
、「
宗
像
宮
御
廳
着
座
次
第
寫
」
に
は
目
原
・
立
石
・
大
嶋
・
今

里
・
江
坂
の
五
名
が
見
え
る
。
大
島
神
人
は
六
人
前
後
存
在
し
、
大
島
島
内
の

各
所
に
居
住
し
、
末
社
な
ど
に
奉
仕
し
て
い
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

　

こ
の
よ
う
に
、
大
島
に
は
、
行
政
官
と
神
官
を
兼
ね
た
よ
う
な
弁
済
仕
、
第

一
宮
本
社
（
沖
津
宮
）
に
奉
仕
し
た
一
甲
斐
、
第
二
宮
本
社
に
奉
仕
し
た
二
甲

斐
、
そ
し
て
六
人
前
後
の
神
人
が
存
在
し
、
役
割
を
分
担
し
な
が
ら
共
に
儀
礼

に
関
わ
っ
た
と
み
ら
れ
る
。

　
　

ⅲ
、
歌
学
書
に
見
え
る
大
島
の
七
夕

　

第
二
宮
本
社
の
境
内
に
、
い
つ
の
頃
か
ら
か
牽
牛
織
女
の
小
社
が
天
ノ
川
を

挟
ん
で
設
け
ら
れ
る
。
ち
な
み
に
、
天
ノ
川
は
、
御
嶽
の
下
に
源
流
を
も
ち
、

第
二
宮
本
社
（
中
津
宮
）
の
境
内
を
流
れ
る
川
で
あ
る
。
ま
た
同
じ
く
境
内
に

は
、
天
の
真
名
井
と
い
わ
れ
る
霊
泉
が
あ
っ
て
、
天
ノ
川
に
水
を
供
給
す
る
。

こ
れ
ら
の
小
社
に
つ
い
て
、『
筑
前
国
続
風
土
記
』
（
宗
像
郡
上
、
十
六
）
は
、

次
の
よ
う
に
紹
介
し
て
い
る
。

　
　

石
見
女
式
髄
脳
に
曰
、
筑
前
大
島
と
云
所
に
星
宮
と
て
有
、
川
を
隔
て

ゝ
宮
有
、
北
を
彦
星
の
宮
と
云
、
南
を
は
七
夕
宮
と
い
ふ
也
、
男
を
申
者

彦
星
の
宮
に
籠
り
、
女
を
申
者
は
七
夕
の
宮
に
籠
る
な
り
、
七
月
朔
日
よ

り
七
日
送
に
籠
り
て
、
川
中
に
三
重
の
棚
を
結
て
星
祭
を
し
て
、
三
の
手

洗
に
水
を
入
て
影
を
見
る
に
、
何
も
逢
へ
き
男
の
姿
手
洗
に
う
つ
れ
は
、

其
男
に
逢
へ
き
と
知
な
り
、
古
今
集
栄
雅
抄
に
曰
、
筑
前
國
大
島
の
星

の
宮
と
て
、
北
は
彦
星
を
い
わ
ひ
、
南
ハ
織
女
を
崇
む
、
二
社
の
間
に
川

有
、
天
の
川
と
名
付
く
、
女
を
得
ん
と
お
も
へ
は
織
女
の
宮
に
籠
り
、
男

を
得
ん
と
思
へ
は
彦
星
の
宮
に
籠
る
、
七
月
朔
日
よ
り
七
日
の
夜
半
に
至

り
、
河
中
に
棚
を
結
ひ
て
、
手
洗
上
中
下
三
に
水
を
入
て
、
上
中
下
に
男

の
名
を
書
て
祭
り
を
し
て
、
手
洗
に
う
つ
り
た
る
に
随
て
、
其
男
女
を
定

る
な
り
、
此
祭
り
お
せ
ん
と
て
、
河
原
に
た
ゝ
ぬ
日
ハ
な
し
と
い
へ
り
、

　

こ
の
よ
う
に
、
「
石
見
女
式
髄
脳
」
と
「
古
今
集
栄
雅
抄
」
の
二
つ
の
中
世

の
歌
学
書
を
引
用
し
て
い
る
。
ち
な
み
に
、
「
石
見
女
式
髄
脳
」
は
、
「
石
見
女

式
」
と
も
い
わ
れ
る
中
世
の
歌
学
書
で
、
こ
の
柿
本
人
麻
呂
の
娘
石
見
女
に
仮

託
し
著
さ
れ
て
い
る
。
両
部
神
道
や
二
条
家
歌
学
の
影
響
が
強
く
、
鎌
倉
時
代

末
期
以
後
の
成
立
と
み
ら
れ
る
。「
古
今
集
栄
雅
抄
」
は
、
中
世
の
和
歌
と
蹴
鞠

の
家
、
飛
鳥
井
家
の
飛
鳥
井
雅
親
（
栄
雅
、
一
四
一
七—

一
四
九
〇
）
が
、
『
古

今
和
歌
集
』
の
講
釈
を
聞
き
書
き
し
た
も
の
で
あ
る 

。

　

こ
れ
ら
二
つ
の
歌
学
書
に
よ
る
と
、
七
月
一
日
か
ら
七
日
ま
で
、
愛
し
い
男

性
と
出
会
い
た
い
と
思
う
人
は
彦
星
の
宮
（
牽
牛
社
）
、
愛
し
い
女
性
と
出
会

い
た
い
人
は
七
夕
宮
（
織
女
社
）
に
お
籠
も
り
を
し
、
河
中
に
棚
を
結
っ
て
タ

ラ
イ
に
水
を
張
り
男
女
の
仲
を
占
っ
た
と
す
る
。『
宗
像
神
社
史
』（
下
）
で
は
、

こ
れ
を
、
「
正
平
二
十
三
年
年
中
行
事
」
に
見
え
る
虫
振
神
事
と
と
も
に
行
わ

れ
た
「
特
殊
な
七
夕
神
事
」
と
み
な
し
て
い
る
（
宗
像
神
社
復
興
期
成
會
一
九

六
六
、
二
八
二
）
。
と
こ
ろ
が
、「
正
平
二
十
三
年
年
中
行
事
」
に
は
、
第
二
宮

本
社
の
境
内
社
と
し
て
五
位
社
、
大
宮
社
、
大
神
宮
社
、
河
上
社
、
御
衣
代
社
、

所
司
社
、
龍
王
者
、
年
所
社
、
止
〃
社
、
祝
詞
社
、
荒
熊
社
、
山
部
社
、
山
師
社
、

御
竈
社
、
君
達
社
、
草
上
社
、
天
宮
社
、
金
宮
社
、
御
船
漕
社
、
薭
和
社
、
四
道
社
、

朝
拜
社
、
風
隼
社
、
息
送
社
、
九
日
社
、
息
正
三
位
社
が
あ
が
っ
て
い
る
。
こ

の
よ
う
に
、
少
な
く
と
も
眷
属
社
二
十
六
社
の
な
か
に
数
え
ら
れ
る
社
に
は
牽

牛
や
織
女
に
関
わ
る
社
名
は
見
え
な
い
。『
宗
像
神
社
史
』（
上
）
に
よ
っ
て
も
、

当
時
に
お
け
る
両
社
の
存
在
に
つ
い
て
は
「
牽
牛
・
織
女
兩
社
の
祭
り
が
あ
つ

た
も
の
と
解
さ
れ
（
宗
像
神
社
復
興
期
成
會
一
九
六
一
、
五
六
二
）
」
る
と
、

あ
く
ま
で
推
測
の
域
を
出
な
い
。
そ
の
後
、
七
夕
行
事
に
つ
い
て
「
七
夕
」
や

「
棚
機
」
と
記
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
も
、
史
料
中
に
こ
う
し
た
特
殊
な
神
事

に
つ
い
て
の
記
述
は
見
え
な
い
。

　

他
方
、
歌
学
書
の
な
か
に
は
、
筑
前
（
筑
後
）
大
崎
星
宮
と
、
現
在
の
福
岡

県
小
郡
市
の
地
名
を
挙
げ
て
い
る
も
の
も
見
ら
れ
る
。
大
崎
は
現
在
の
福
岡
県

小
郡
市
に
あ
っ
て
、
七
夕
行
事
で
知
ら
れ
る
媛
社
神
社
が
鎮
座
す
る
。
や
は
り

こ
こ
に
お
い
て
も
、
大
島
同
様
に
実
際
の
川
（
宝
満
川
）
を
天
の
川
に
見
立
て

て
、
織
女
た
る
媛
社
神
社
の
対
岸
に
牽
牛
社
を
祀
り
、
彦
星
と
織
姫
の
七
夕
伝

説
を
再
現
す
る
か
た
ち
の
祀
り
方
に
な
っ
て
い
る
。
こ
の
大
崎
で
は
、
古
く
「
肥

前
国
風
土
記
」
に
織
女
神
が
見
え
る
が
、
そ
こ
に
見
え
る
織
女
神
は
、
媛
社
の

郷
に
あ
っ
て
非
常
に
荒
ぶ
る
神
で
あ
り
、
道
行
く
人
を
殺
し
た
り
し
た
と
い
う
。

こ
こ
か
ら
、
単
純
に
は
恋
愛
に
結
び
つ
く
よ
う
な
神
と
は
思
え
な
い
。
こ
の
荒

ぶ
る
神
が
織
女
と
さ
れ
た
の
は
、
「
肥
前
国
風
土
記
」
に
よ
る
と
、
宗
像
の
珂

是
古
な
る
人
物
が
、
織
物
の
女
神
の
織
女
で
あ
る
こ
と
を
示
し
た
こ
と
に
よ
る

と
い
う
。
ち
な
み
に
、
こ
の
媛
社
神
社
の
七
夕
行
事
が
有
名
に
な
っ
た
の
は
、

『
小
郡
市
史
』
は
江
戸
時
代
の
中
期
以
降
と
す
る
。
こ
の
こ
ろ
に
、
そ
れ
以
前

の
元
禄
十
年
（
一
六
九
七
）
に
は
岩
船
大
明
神
と
の
み
し
て
い
た
も
の
が
、
嘉

永
七
年
（
一
八
五
四
）
の
鳥
居
の
額
に
「
磐
船
神
社
」
に
加
え
て
「
棚
機
神
社
」

と
並
記
さ
れ
る
と
い
っ
た
祭
神
名
の
移
動
を
窺
わ
せ
る
こ
と
が
起
き
た
り
、
明

和
六
年
（
一
七
六
九
）
に
神
像
が
作
ら
れ
た
り
し
た
と
い
う
（
小
郡
市
史
編
集

委
員
会
一
九
九
八
、
七
六
五
）
。

　

い
ず
れ
に
し
て
も
、
歌
学
書
の
記
述
に
見
え
る
大
島
と
大
崎
の
双
方
に
七
夕

行
事
が
存
在
し
、
今
も
っ
て
ど
ち
ら
か
と
い
う
こ
と
が
は
っ
き
り
し
て
い
な

い
。
ど
ち
ら
に
し
て
も
、
歌
学
書
の
記
述
は
、
飛
鳥
井
家
の
よ
う
な
和
歌
の
家

や
和
歌
を
相
伝
す
る
人
た
ち
の
間
で
、
大
島
や
大
崎
と
い
っ
た
現
地
の
あ
り
様

や
信
仰
、
そ
の
他
の
伝
承
と
は
切
り
離
さ
れ
た
か
た
ち
で
独
り
歩
き
し
た
可
能

性
が
あ
る
。
他
方
、
現
地
の
大
島
や
大
崎
の
側
で
は
、
こ
う
し
て
和
歌
の
世
界

の
な
か
で
出
来
上
が
っ
た
歌
学
書
の
「
七
夕
」
が
、
そ
れ
を
知
っ
た
現
地
の
知

識
人
の
よ
う
な
人
た
ち
に
よ
っ
て
再
帰
的
に
受
け
入
れ
ら
れ
、
新
た
な
七
夕
と

し
て
定
着
し
て
い
っ
た
可
能
性
も
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
歌
学
書
の
七
夕
の
記
述

を
さ
ら
に
詳
し
く
理
解
す
る
こ
と
は
、
史
実
か
否
か
と
い
っ
た
こ
と
ば
か
り
で

は
な
く
、
歌
学
書
の
民
俗
へ
の
影
響
を
知
る
上
で
も
大
切
な
こ
と
で
は
な
か
ろ

う
か
。

　

お
わ
り
に

　

宮
中
や
官
社
で
あ
っ
た
神
社
で
は
、
七
月
七
日
に
虫
干
し
を
行
っ
て
い
た
。

こ
れ
ら
は
、
民
間
と
い
う
よ
り
は
、
例
え
ば
神
社
で
は
大
宮
司
が
祭
祀
を
司
る

な
ど
、
宮
中
や
神
社
に
お
け
る
重
要
な
行
事
と
し
て
な
さ
れ
て
い
た
。

　

九
州
に
お
い
て
は
、
宗
像
宮
や
宇
佐
宮
に
虫
振
神
事
が
見
ら
れ
た
。
宇
佐
宮

に
お
い
て
は
、
今
で
も
虫
振
祭
と
称
し
、
虫
振
神
事
を
ル
ー
ツ
と
す
る
神
事
を

行
っ
て
い
る
。
こ
の
宇
佐
宮
の
虫
振
神
事
は
、

中
世
以
前
に
お
い
て
は
、
大

宮
司
が
祭
祀
を
司
る
重
要
な
行
事
と
し
て
な
さ
れ
て
い
た
。
と
こ
ろ
が
、
宗
像

宮
で
は
大
宮
司
の
役
は
見
え
ず
、
正
平
二
十
三
年
（
一
三
六
八
）
の
「
正
平
二

十
三
年
年
中
行
事
」
限
り
で
見
え
な
く
な
る
。
扱
い
に
お
い
て
他
社
ほ
ど
重
視

さ
れ
て
は
い
な
か
っ
た
と
み
ら
れ
る
。

　

大
島
に
お
い
て
は
、
第
二
宮
本
社
で
辺
津
宮
と
同
じ
よ
う
に
当
初
は
「
蟲
振

神
事
」
と
し
て
七
夕
の
行
事
を
行
っ
た
が
、
や
は
り
こ
こ
で
も
虫
振
神
事
は
見

え
な
く
な
り
、「
七
夕
」
や
「
棚
機
」
、「
七
夕
棚
機
」
と
も
称
す
る
よ
う
に
な
っ

た
。

　

こ
の
よ
う
に
、
宗
像
宮
の
虫
振
神
事
は
、
中
央
の
影
響
を
受
け
た
官
社
の
行

事
を
起
源
に
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
と
こ
ろ
が
、
以
上
の
よ
う
に
他
の
官

社
に
く
ら
べ
、
こ
の
行
事
を
重
視
し
て
い
な
か
っ
た
と
み
え
、
そ
の
後
、
虫
振

神
事
は
見
え
な
く
な
っ
た
。

　

本
稿
で
は
、
大
島
の
祭
祀
組
織
に
つ
い
て
も
「
応
安
神
事
次
第
」
や
「
宗
像

宮
御
廳
着
座
次
第
寫
」
に
よ
っ
て
検
討
し
た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
中
世
の
大
島

に
は
、
神
事
に
関
わ
る
者
と
し
て
、
御
嶽
を
管
轄
す
る
神
官
で
あ
る
と
同
時
に
、

大
島
の
行
政
の
長
と
し
て
活
躍
し
た
と
み
ら
れ
る
弁
済
仕
少
宮
司
、
大
島
に
居

住
し
沖
津
宮
（
第
一
宮
本
社
）
に
奉
仕
し
た
社
家
一
甲
斐
、
中
津
宮
（
第
二
宮

社
）
に
奉
仕
し
た
二
甲
斐
、
そ
の
他
六
人
前
後
の
神
人
が
存
在
し
た
こ
と
を
確

認
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

　

以
上
か
ら
、
大
島
の
七
夕
行
事
は
、
民
間
か
ら
は
じ
ま
っ
た
と
言
う
よ
り

（
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）

（
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）
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は
じ
め
に

　

今
日
の
宗
像
大
社
中
津
宮
に
お
い
て
は
、
八
月
七
日
に
七
夕
祭
が
行
わ
れ
て

い
る
。
旧
宗
像
郡
大
島
村
が
、
町
村
合
併
に
よ
り
宗
像
市
に
編
入
さ
れ
た
後
は
、

イ
ベ
ン
ト
の
「
大
島
七
夕
ま
つ
り
」
も
併
せ
て
行
わ
れ
る
よ
う
に
も
な
っ
て
い

る
。
本
稿
に
お
い
て
は
、
こ
れ
の
前
身
と
み
な
さ
れ
て
い
る
中
世
の
中
津
宮
の

七
夕
行
事
を
、
宗
像
宮
の
七
夕
行
事
に
位
置
付
け
な
が
ら
検
討
す
る
。
な
お
、

名
称
に
つ
い
て
は
当
時
に
準
じ
て
、
宗
像
大
社
に
つ
い
て
は
宗
像
宮
、
中
津
宮

に
つ
い
て
は
第
二
宮
本
社
と
す
る
。

　

第
二
宮
本
社
の
七
夕
行
事
の
初
出
は
、
「
正
平
二
十
三
年
年
中
行
事
」
で
、

「
七
夕
蟲
振
神
事
」
（
以
後
、
蟲
振
を
虫
振
と
す
る
）
と
見
え
る
。
こ
れ
に
つ

い
て
は
、
従
来
中
津
宮
の
七
夕
祭
の
ル
ー
ツ
と
考
え
ら
れ
、
「
虫
振
神
事
」
の

表
記
か
ら
農
業
に
関
わ
る
祭
事
か
と
の
推
測
が
な
さ
れ
た
こ
と
は
あ
っ
た
が
、

改
め
て
検
討
さ
れ
る
こ
と
が
な
か
っ
た
。
と
こ
ろ
が
、
古
く
『
宗
像
神
社
史
』

（
下
）
に
よ
る
と
、
「
虫
振
」
は
、
曝
涼
、
い
わ
ゆ
る
虫
干
し
で
あ
り
、
漢
土
の

風
習
を
移
入
さ
れ
た
も
の
と
す
る
（
宗
像
神
社
復
興
期
成
會
一
九
六
六
、
一
九

三
）
。
こ
の
風
習
は
、
古
く
日
本
に
も
伝
わ
り
、
有
職
故
実
書
の
「
西
宮
記
」

に
見
え
る
の
を
は
じ
め
、
公
家
・
武
家
・
社
寺
に
わ
た
っ
て
広
く
見
え
る
。

　

九
州
に
お
い
て
も
、
本
稿
で
取
り
上
げ
る
宗
像
宮
の
ほ
か
に
宇
佐
宮
に
見
え
、

現
在
の
宇
佐
神
宮
の
年
中
行
事
に
も
そ
の
痕
跡
を
残
す
。
そ
れ
は
「
虫
振
祭
」

と
い
わ
れ
、
「
風
除
祭
」
と
併
せ
て
八
月
七
日
に
行
わ
れ
て
い
る
。
宇
佐
神
宮

に
よ
る
と
、
こ
の
「
虫
振
祭
」
は
「
御
殿
内
の
装
束
及
び
宝
物
類
の
虫
干
し
を

行
う
神
事
」
と
し
、
「
風
除
祭
」
を
「
風
水
害
や
病
虫
害
か
ら
の
被
害
を
受
け

や
す
い
八
月
の
時
期
に
、
稲
や
農
作
物
の
安
全
な
生
長
を
祈
念
す
る
祭
典
」
と

す
る
。
こ
の
よ
う
に
、
虫
干
し
の
「
虫
振
祭
」と
、
農
耕
関
係
の
祈
念
の
「
風
除
祭
」

を
区
別
し
て
い
る
。

　

以
上
を
踏
ま
え
て
宗
像
宮
、
と
り
わ
け
大
島
の
第
二
宮
の
七
夕
行
事
の
変
遷

に
つ
い
て
の
考
察
に
入
っ
て
い
こ
う
。
ま
ず
、
第
一
章
で
は
、
初
期
の
第
二
宮

本
社
の
「
七
夕
祭
」
の
性
格
を
探
る
た
め
に
、
ま
ず
有
職
故
実
書
に
よ
っ
て
宮

中
の
、
そ
し
て
古
代
に
官
社
で
あ
っ
た
神
社
の
七
夕
行
事
に
つ
い
て
確
認
す
る
。

「
延
喜
式
」
に
見
る
と
お
り
、
宗
像
宮
は
古
代
に
お
い
て
は
官
社
に
数
え
ら
れ

た
。
官
社
は
、
七
世
紀
後
半
の
律
令
制
の
成
立
に
と
も
な
っ
て
、
中
央
政
府
の

命
に
も
と
づ
い
て
全
国
的
な
規
模
で
創
出
さ
れ
た
常
設
神
殿
を
も
っ
た
新
た
な

宗
教
施
設
で
、
こ
れ
を
も
っ
て
神
社
が
成
立
し
た
と
も
考
え
ら
れ
て
い
る
（
井

上
二
〇
一
一
、
二
六
）
。
こ
こ
で
成
立
し
た
神
社
で
は
、
ヤ
シ
ロ
や
モ
リ
と
い

っ
た
宗
教
施
設
と
は
異
な
っ
て
、
祭
祀
権
が
基
本
的
に
国
家
（
天
皇
）
の
手

に
独
占
さ
れ
、
性
格
も
大
き
く
異
な
っ
た
と
さ
れ
る
（
井
上
二
〇
一
一
、
二
七
）
。

そ
の
た
め
、
官
社
で
あ
っ
た
宗
像
宮
の
古
代
～
中
世
の
行
事
に
つ
い
て
は
、
一

般
的
な
官
社
の
行
事
を
知
る
こ
と
で
理
解
で
き
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　

第
二
章
で
は
、
第
一
章
で
明
ら
か
に
し
た
こ
と
を
も
と
に
、
宗
像
宮
の
七
夕

行
事
の
初
出
に
な
る
「
正
平
二
十
三
年
年
中
行
事
」
か
ら
、
宗
像
宮
の
虫
振
神

事
に
つ
い
て
明
ら
か
に
す
る
。
そ
し
て
、
そ
の
後
の
史
料
の
記
述
か
ら
、
こ
の

虫
振
神
事
が
ど
う
な
っ
て
し
ま
う
の
か
、
七
夕
行
事
の
そ
の
後
の
変
化
に
つ
い

て
検
討
す
る
。

　

第
三
章
で
は
、
大
島
の
第
二
宮
本
社
に
お
け
る
中
世
の
七
夕
行
事
に
つ
い
て

検
討
す
る
と
と
も
に
、
第
二
宮
本
社
の
祭
祀
組
織
に
迫
る
。
併
せ
て
、
宗
像
宮

の
そ
の
他
の
末
社
の
七
夕
行
事
も
紹
介
す
る
。
他
方
で
、
大
島
の
七
夕
行
事
に

つ
い
て
は
、
江
戸
時
代
の
地
誌
『
筑
前
国
続
風
土
記
』
に
紹
介
さ
れ
て
い
る
。

こ
こ
で
は
、
歌
学
書
の
引
用
が
な
さ
れ
て
い
る
。
果
た
し
て
、
こ
の
歌
学
書
の

記
述
を
そ
の
ま
ま
中
世
の
第
二
宮
本
社
の
七
夕
行
事
と
と
ら
え
て
よ
い
の
か
検

討
す
る
。

　

本
論
に
入
る
前
に
、
こ
こ
で
、
本
稿
で
主
に
用
い
る
宗
像
宮
の
文
書
、
「
正

平
二
十
三
年
年
中
行
事
」
と
「
応
安
神
事
次
第
」
に
つ
い
て
簡
単
に
紹
介
し
て

お
く
。
そ
の
他
の
史
料
に
つ
い
て
は
、
行
論
の
な
か
で
適
宜
紹
介
す
る
。
な
お
、

詳
細
に
つ
い
て
は
、
桑
田
和
明
や
『
宗
像
大
社
文
書
』
第
三
巻
を
参
照
し
て
い

た
だ
き
た
い
。

　

ま
ず
、
「
正
平
二
十
三
年
年
中
行
事
」
は
、
南
北
朝
の
騒
乱
の
只
中
の
正
平

二
十
三
年
（
一
三
六
八
）
の
成
立
で
、
本
社
以
下
各
社
の
目
録
を
あ
げ
、
つ
い

で
各
社
ご
と
に
年
中
行
事
の
月
日
と
名
称
を
あ
げ
て
い
る
（
桑
田
一
九
八
八
、

四
二
～
四
三
）
。
北
部
九
州
が
南
朝
勢
力
下
に
あ
っ
た
時
期
に
、
宗
像
宮
が
南

朝
勢
力
に
接
近
す
る
か
た
ち
で
神
社
の
興
隆
を
は
か
っ
た
証
左
と
み
な
す
べ
き

性
格
の
も
の
と
考
え
ら
れ
る
（
宗
像
大
社
文
書
編
纂
刊
行
委
員
会
二
〇
〇
九
、

七
一
六
）
。

　

「
応
安
神
事
次
第
」
は
、
原
本
は
現
存
せ
ず
、
最
古
の
甲
本
か
ら
癸
本
ま
で

の
六
本
の
伝
本
が
知
ら
れ
、
甲
本
か
ら
戌
本
ま
で
は
忌
子
祢
宜
家
で
あ
っ
た
深

田
家
の
子
孫
、
宗
像
氏
に
蔵
さ
れ
、
癸
本
は
宗
像
神
社
に
伝
来
し
た
（
桑
田
一

九
八
八
、
四
三
）
。
本
稿
で
取
り
上
げ
る
甲
本
と
乙
本
に
つ
い
て
は
、
甲
本
は

最
も
原
本
に
近
い
写
本
と
み
な
さ
れ
、
室
町
期
（
永
享
期
以
降
）
の
書
写
と
さ

れ
る
。
ち
な
み
に
甲
本
に
は
、
乙
本
と
比
較
し
て
欠
落
し
た
箇
所
が
み
ら
れ
る
。

乙
本
は
、
他
本
と
内
容
に
ち
が
い
が
見
ら
れ
、
甲
本
と
は
直
接
的
に
は
系
統
の

つ
な
が
ら
な
い
異
本
と
み
な
さ
れ
て
い
る
。
諸
所
に
は
、
本
文
と
同
筆
の
頭
書

が
あ
り
、
本
文
の
内
容
を
補
っ
て
い
る
が
、
他
本
に
は
見
ら
れ
な
い
独
自
の
記

事
も
少
な
く
な
く
、
ま
た
甲
本
の
記
事
を
脱
落
さ
せ
た
箇
所
も
あ
る
。
書
写
は
、

戦
国
時
代
を
下
ら
な
い
時
期
に
な
さ
れ
た
と
み
ら
れ
、
古
さ
も
甲
本
に
次
ぐ
と

さ
れ
る
（
宗
像
大
社
文
書
編
纂
刊
行
委
員
会
二
〇
〇
九
、
七
二
一
）
。

　

「
応
安
神
事
次
第
」
の
原
本
は
、
「
正
平
二
十
三
年
年
中
行
事
」
の
成
立
か

ら
七
年
後
の
応
安
八
年
（
一
三
七
五
）
三
月
十
七
日
に
、
宗
像
宮
の
年
中
行
事

の
引
付
が
度
々
の
争
乱
で
紛
失
し
た
の
で
、
大
宮
司
た
る
社
務
の
仰
せ
に
よ
っ

て
祝
詞
禰
宜
致
広
が
注
進
し
た
と
さ
れ
る
。
「
正
平
二
十
三
年
年
中
行
事
」
が

宮
社
ご
と
に
年
中
行
事
を
列
挙
し
て
い
る
の
に
対
し
、
「
応
安
神
事
次
第
」
は
、

す
べ
て
の
宮
社
の
年
中
行
事
を
月
日
順
に
並
べ
て
い
る
と
こ
ろ
に
大
き
な
ち
が

い
が
あ
る
（
宗
像
大
社
文
書
編
纂
刊
行
委
員
会
二
〇
〇
九
、
七
二
〇
）
。

　

第
一
章　

官
社
の
七
夕
行
事

　

七
夕
に
、
宇
佐
宮
に
て
虫
干
し
と
し
て
虫
振
を
行
っ
て
い
た
と
伝
え
ら
れ
て

い
る
こ
と
は
す
で
に
示
し
た
。
本
章
で
は
、
実
際
に
七
夕
に
行
事
と
し
て
虫
干

し
を
行
う
も
の
な
の
か
、
有
職
故
実
書
や
、
古
代
か
ら
中
世
に
か
け
て
官
社
と

さ
れ
た
神
社
の
記
録
類
か
ら
見
て
み
た
い
。

　
　

ⅰ
、
有
職
故
実
書
「
西
宮
記
」
に
見
え
る
七
夕
の
行
事

　

ま
ず
、
は
じ
め
に
で
触
れ
た
有
職
故
実
書
に
あ
た
る
「
西
宮
記
」
を
見
て
み

よ
う
。
「
西
宮
記
」
は
、
源
高
明
に
よ
っ
て
著
さ
れ
た
総
合
的
な
有
職
故
実
書

で
、
宮
廷
の
年
中
行
事
・
典
礼
・
装
束
・
制
度
な
ど
の
儀
式
次
第
が
記
さ
れ
て

い
る
。
多
く
の
古
記
・
旧
記
に
も
引
用
さ
れ
、
平
安
中
期
の
根
本
史
料
と
し
て

高
い
価
値
が
見
出
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
「
西
宮
記
」
の
七
月
七
日
条
に
、
次
の

よ
う
に
七
夕
行
事
の
記
事
が
見
え
る
。

　
　

七
日
、
内
膳
供
御
節
供
、

　
　

内
蔵
設
殿
上
酒
饌
。 

凉
御
調
度
。

　
　

蔵
人
所
人
等
凉
之
。　
　

 

凉
仁
壽
殿
御
屏
風
。

　

こ
こ
で
は
、
乞
巧
奠
と
は
別
に
、
節
供
と
、
調
度
や
仁
壽
殿
の
屏
風
を
広
げ

て
日
に
乾
か
す
こ
と
を
行
っ
て
い
る
。
次
に
「
江
家
次
第
」
を
見
る
と
、
や
は

り
七
月
七
日
条
に
は
、
乞
巧
奠
と
は
別
に
、
次
の
よ
う
な
こ
と
を
行
っ
て
い
る
。

　
　

同
日
（
七
月
七
日
）
拂
拭
御
物
事

　
　

鋪
廣
莚
於
清
凉
殿
孫
庇
、
風
戻
御
物
等
良
久
拂
拭
後
、
如
元
返
置
、
又
披

　
　

清
凉
・
仁
壽
・
宜
陽
殿
等
御
物
、

と
見
え
て
、
「
拂
拭
御
物
事
」
と
称
し
て
、
や
は
り
清
涼
殿
の
孫
庇
の
下
に
広

筵
を
敷
き
、
そ
こ
に
御
物
を
出
し
て
風
に
当
て
た
り
し
な
が
ら
拂
拭
い
た
り
す

る
旨
の
記
述
が
み
ら
れ
る
。

　

以
上
の
よ
う
に
、「
西
宮
記
」
や
「
江
家
次
第
」
か
ら
、
宮
中
に
お
い
て
は
、

七
夕
に
乞
巧
奠
と
は
別
に
、
屏
風
な
ど
の
御
物
を
外
に
出
し
、
風
に
当
て
日
に

乾
か
し
拂
い
拭
く
と
い
っ
た
虫
干
し
の
よ
う
な
こ
と
が
な
さ
れ
て
い
た
こ
と
が

分
か
る
。

　
　

ⅱ
、
官
社
の
七
夕
行
事

　

次
に
、
官
社
と
さ
れ
た
神
社
に
お
い
て
は
ど
う
だ
っ
た
で
あ
ろ
う
か
。
さ
き

に
紹
介
し
た
『
宗
像
神
社
史
』
に
は
、
美
保
神
社
の
虫
探
神
事
（
御
虫
干
）
と

厳
島
神
社
の
神
寶
晒
し
に
触
れ
ら
れ
て
い
た
。
そ
こ
で
、
こ
こ
で
は
そ
れ
以
外

の
出
雲
大
社
と
熱
田
神
社
の
七
夕
行
事
を
紹
介
し
た
い
。

　

そ
れ
で
は
、
ま
ず
出
雲
大
社
の
七
夕
行
事
を
見
て
み
よ
う
。
延
宝
七
年
（
一

六
七
九
）
に
書
か
れ
た
出
雲
大
社
の
祭
礼
・
年
中
行
事
の
一
覧
、
「
出
雲
大
社

年
中
行
事
」
に
は
、
次
の
よ
う
に
見
え
る
。

　
　

七
日　

大
祭
禮　
　
　

國
造
千
家
昇
殿
、

　

七
月
七
日
に
は
大
祭
礼
と
し
て
音
楽
を
鳴
ら
し
な
が
ら
宝
器
を
晒
し
て
い

る
。
そ
し
て
、
こ
こ
で
は
祭
祀
を
司
る
大
社
の
長
た
る
国
造
の
千
家
が
昇
殿
し

て
も
い
る
。

　

次
に
、
国
造
の
千
家
方
の
中
官
藤
間
大
蔵
に
よ
っ
て
書
か
れ
た
、
幕
末
頃
の

神
事
の
方
式
と
そ
こ
で
の
人
々
の
様
子
を
記
述
し
た
「
御
神
事
式
」
を
見
て
み

よ
う
。

　
　

七
日

　
　

一
、
今
日
御
蟲
干
御
神
事
也
、
別
火
殿
昇
殿
直
ニ
御
案
内
、
即
刻
御
昇
殿

被
遊
、
御
行
列
御
先
掃
除
番
・
御
鉾
傘
神
人
惣
出
・
被
官
三
十
人
・
長
絹
・

伶
人
・
中
官
・
上
官
・
随
身
左
右
・
御
輿
・
御
太
刀
持
・
近
習
・
近
習
格
・

　
　

御
沓
・
長
柄
等
也
、
御
昇
殿
之
節
樂
打
申
候
、
御
社
人
御
神
拜
、
小
内
殿

御
戸
開
被
遊
、
別
火
几
帳
被
引
申
候
、
夫
よ
り
御
上
并
上
官
中
も
御
祝
詞

有
之
事
、
相
濟
上
段
之
大
カ
ケ
バ
ン
も
下
段
ノ
大
カ
ケ
バ
ン
も
并
べ
、
夫

よ
り
御
神
寶
品
々
其
上
へ
出
し
蟲
干
之
事
、
扨
又
上
ニ
テ
ハ
御
當
宮
ノ
御

装
束
類
、
且
又
御
上
并
ニ
御
表
役
、
別
火
殿
御
立
會
に
て
御
證
文
并
御
書

類
ヲ
御
し
ら
べ
被
遊
候
事
、
萬
々
相
濟
、
奉
幣
有
之
候
へ
ハ
昇
殿
仕
事
相

濟
、
御
下
殿
之
事
、

　

こ
れ
に
よ
る
と
、
別
火
殿
に
昇
殿
す
る
と
、
案
内
が
出
て
昇
殿
す
る
。
そ
し

て
、
御
先
掃
除
番
・
御
鉾
傘
神
人
の
す
べ
て
・
被
官
が
三
十
人
・
長
絹
・
伶
人
・

中
官
・
上
官
・
随
身
左
右
・
神
輿
・
御
太
刀
持
・
近
習
・
近
習
格
・
御
沓
・
長

柄
等
と
大
規
模
な
行
列
が
組
ま
れ
る
。
ま
た
、
行
列
に
伶
人
（
音
楽
を
奏
す
る

人
）
が
見
え
る
が
、
昇
殿
の
と
き
に
は
楽
打
が
奏
さ
れ
る
。
そ
し
て
神
拝
が
な

さ
れ
、
国
造
で
あ
ろ
う
御
上
や
上
官
ら
に
よ
る
神
事
が
終
わ
っ
た
あ
と
に
、
神

宝
や
装
束
類
の
虫
干
し
が
な
さ
れ
る
。
ま
た
、
併
せ
て
證
文
や
書
類
を
調
べ
る

機
会
も
設
け
ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
七
月
七
日
の
虫
干
が
盛
大
な
儀
礼
で
あ

り
な
が
ら
も
、
そ
れ
だ
け
で
は
な
く
実
際
に
虫
干
し
や
證
文
、
書
類
の
確
認
が

な
さ
れ
る
と
い
っ
た
よ
う
に
、
実
質
的
な
機
能
を
も
っ
た
行
事
で
あ
っ
た
こ
と

が
分
か
る
。

　

次
に
、
熱
田
神
社
を
見
て
み
よ
う
。
文
明
十
七
年
（
一
四
八
五
）
の
「
文
明

十
七
年
年
中
行
事
」
で
は
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。

　
　

七
日 

供
御
并
御
サ
カ
シ
モ
ノ
、

　

こ
の
よ
う
に
、
七
月
七
日
に
、
供
御
と
と
も
に
「
サ
カ
シ
モ
ノ
」
と
い
う
こ

と
を
行
っ
て
い
る
。
こ
の
「
サ
カ
シ
モ
ノ
」
の
内
容
を
、
江
戸
時
代
の
成
立
と

時
代
が
下
る
が
、
「
熱
田
祭
奠
年
中
行
事
故
實
考
」
に
よ
っ
て
見
て
み
よ
う
。

　
　

七
日　

同
供
御
撤
、
神
寶
風
入
、
大
宮
司
参
向
、
辰
剋
大
宮
供
御 

梶
葉

　
　
　

麥
麺
、
瓜
、
神
寶
風
入
、
大
宮
司
参
向
、
文
明
記
云
、
七
月
七
日
、　

供

　
　
　

御
并
御
サ
カ
シ
モ
ノ
、

　

大
宮
司
が
参
向
し
、
朝
に
大
宮
の
内
陣
に
て
梶
の
葉
や
麦
麺
、
瓜
を
供
え
、

そ
れ
ら
を
撤
す
る
と
神
宝
に
風
を
入
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
や
は
り
虫
干
し
が

行
わ
れ
て
い
る
。

　

以
上
の
よ
う
に
、
七
月
七
日
に
は
虫
干
し
を
行
っ
た
。
と
く
に
神
社
に
お
い

て
は
、
こ
の
虫
干
し
の
儀
礼
に
国
造
や
大
宮
司
も
参
加
す
る
な
ど
、
重
要
な
儀

礼
と
み
な
し
て
い
た
こ
と
が
窺
え
た
。

　

第
二
章　

宗
像
宮
の
虫
振
神
事
に
つ
い
て

　
　

ⅰ
、
室
町
時
代
以
前
の
宇
佐
宮
の
虫
振
神
事

　

前
に
紹
介
し
た
よ
う
に
、
宇
佐
宮
と
宗
像
宮
で
は
、
と
も
に
七
月
七
日
の
行

事
を
虫
振
神
事
と
し
て
い
る
。
こ
こ
で
は
、
こ
の
う
ち
の
宇
佐
宮
の
虫
振
神
事

が
ど
う
い
っ
た
も
の
で
あ
っ
た
の
か
見
て
み
た
い
。

　

そ
れ
で
は
ま
ず
、
鎌
倉
末
期
こ
ろ
の
注
進
に
よ
る
と
推
定
さ
れ
る
「
宇
佐
宮

寺
年
中
行
事
一
具
勤
行
次
第
」
の
七
月
七
日
条
を
見
て
み
よ
う
。

　
　

（
七
月
）
七
日
、
同
御
炊
殿
節
供
、

　
　
　
　
　
　
　

祠
官
、
廳
内
以
下
神
官
束
帯
、

　

御
炊
殿
で
節
供
が
な
さ
れ
、
祠
官
神
官
が
束
帯
で
参
加
し
て
い
る
。
次
に
、

こ
の
七
夕
の
行
事
を
さ
ら
に
詳
し
く
見
る
た
め
に
、
大
宮
司
を
は
じ
め
神
官
の

動
き
を
主
に
記
す
「
宇
佐
宮
寺
年
中
月
並
神
事
」
と
、
享
徳
四
年
（
一
四
五
五
）

に
編
纂
さ
れ
た
「
宇
佐
宮
齋
會
式
」
を
見
て
み
よ
う
。

　
　

七
日 

虫
振
事
、
以
巳
剋
宮
司
以
下
参
御
炊
殿
申
行
之
、

　
　

一
、
同
七
日
虫
振
事

　
　
　

以
巳
剋
、
女
官
、
大
宮
司
、
次
官
、
廳
内
参
御
炊
殿
御
供
、

　
　
　

奉
備
御
幣
、
御
倉
進
、
祝
如
例
、
次
神
坏
一
渡
、
有
廳
座
酒
坏　

次

　
　
　

退
出
、

　　

こ
の
よ
う
に
、
七
月
七
日
に
「
虫
振
事
」
が
見
え
る
。
宇
佐
宮
で
は
、
現
在

に
虫
振
神
事
を
伝
え
る
。
残
念
な
が
ら
史
料
か
ら
は
虫
干
し
の
様
子
を
読
み
取

る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
前
に
述
べ
た
よ
う
に
、
「
御
殿
内
の
装
束
及
び
宝
物

類
の
虫
干
し
を
行
う
神
事
」
と
伝
え
て
い
る
。
参
加
者
に
つ
い
て
は
、
女
官
や

大
宮
司
、
次
官
、
宇
佐
宮
の
中
心
の
廳
内
神
官
た
ち
が
正
装
に
て
儀
礼
を
執
り

行
っ
て
い
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
出
雲
大
社
や
熱
田
神
社
同
様
に
、
神
社

の
長
の
参
加
す
る
重
要
な
儀
礼
に
位
置
付
け
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、
七
月
七
日
に
虫
干
し
で
あ
っ
た
と
伝
え
ら
れ
る
虫
振
神
事
を

行
っ
た
宇
佐
宮
も
、
出
雲
大
社
や
熱
田
神
社
と
同
様
に
、
大
宮
司
が
参
加
す
る

重
要
な
儀
礼
と
み
な
し
て
い
た
こ
と
が
窺
え
る
。

　
　

ⅱ
、
宗
像
宮
（
辺
津
宮
）
の
虫
振
神
事

　

そ
れ
で
は
、
い
よ
い
よ
宗
像
宮
の
虫
振
神
事
を
見
て
い
こ
う
。

　

宗
像
宮
の
虫
振
神
事
は
、
正
平
二
十
三
年
（
一
三
六
八
）
の
「
正
平
二
十
三

年
年
中
行
事
」
に
見
え
る
。
本
章
で
は
、
本
土
の
辺
津
宮
の
も
の
を
見
て
み
よ

う
。

　

辺
津
宮
は
、
惣
社
を
第
一
宮
、
中
殿
を
第
二
宮
、
地
主
神
を
第
三
宮
と
し
、

こ
れ
ら
が
併
立
し
て
い
た
（
宗
像
神
社
復
興
期
成
會
一
九
六
一
、
二
〇
一
～
二

〇
五
）
。
虫
振
神
事
は
、
七
月
七
日
に
こ
れ
ら
三
カ
所
の
そ
れ
ぞ
れ
で
行
わ
れ

た
。
こ
の
う
ち
第
一
宮
と
第
二
宮
に
つ
い
て
は
、
「
七
月
七
日
、
七
夕
蟲
振
神

事
　
　
　

」
と
見
え
る
。
第
三
宮
に
お
い
て
は
、
二
王
丸
役
の
御
供
の
み
で
、

実
相
院
に
よ
る
酒
肴
は
供
さ
れ
な
か
っ
た
。
つ
ま
り
、
虫
振
神
事
は
、
宗
像
宮

の
寺
家
の
一
と
み
ら
れ
る
二
王
丸
が
御
供
を
負
担
し
、
鎮
国
寺
を
構
成
す
る
五

支
院
の
一
の
実
相
院
が
酒
肴
を
負
担
し
た
こ
と
が
分
か
る
。

　

こ
の
「
正
平
二
十
三
年
年
中
行
事
」
に
お
い
て
は
、
儀
礼
に
大
宮
司
た
る
社

務
が
奉
仕
す
る
場
合
は
「
社
務
役
」
と
記
さ
れ
る
。
と
こ
ろ
が
、
こ
の
虫
振
神

事
に
は
「
社
務
」
は
見
え
ず
、
少
な
く
と
も
大
宮
司
の
奉
仕
す
る
儀
礼
に
は
位

置
付
け
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
が
分
か
る
。
こ
の
点
に
お
い
て
、
出
雲
大
社

や
熱
田
神
社
、
宇
佐
宮
と
は
対
照
的
と
い
え
る
。

　
　

ⅲ
、
宗
像
宮
（
辺
津
宮
）
に
お
け
る
七
夕
行
事
の
変
化

　

宗
像
宮
の
虫
振
神
事
が
、
そ
れ
ほ
ど
重
視
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と

は
、
次
の
こ
と
か
ら
も
窺
え
る
。

　

「
正
平
二
十
三
年
年
中
行
事
」
よ
り
後
の
「
応
安
神
事
次
第
」
で
は
、
虫
振

神
事
が
見
え
な
く
な
っ
て
し
ま
う
。
室
町
期
（
永
享
以
降
）
に
書
写
さ
れ
た
諸

伝
本
中
最
古
の
甲
本
に
は
（
宗
像
大
社
文
書
編
纂
刊
行
委
員
会
二
〇
〇
九
、
七

二
〇
～
七
二
一
）
、
七
夕
行
事
そ
の
も
の
が
見
え
な
い
の
だ
。
そ
の
後
の
七
夕

行
事
に
つ
い
て
は
、
戦
国
時
代
を
下
ら
な
い
時
期
に
書
写
さ
れ
た
乙
本
に
、
頭

書
の
か
た
ち
で
「
同
（
七
月
）
七
日
、
乞
巧
天
（
奠
）
三
社
祭
礼
」
が
よ
う
や

く
見
え
る
。
こ
こ
か
ら
も
、
宗
像
宮
で
は
、
出
雲
大
社
や
熱
田
神
社
と
は
異
な
っ

て
、
少
な
く
と
も
七
夕
の
行
事
が
そ
れ
ほ
ど
重
視
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
が

窺
え
る
。

　

ち
な
み
に
、
前
に
紹
介
し
た
よ
う
に
、
宮
中
で
は
、
乞
巧
奠
と
虫
干
し
と
は

区
別
さ
れ
て
な
さ
れ
て
い
た
。
従
っ
て
、
虫
振
神
事
と
乞
巧
奠
は
単
に
表
記
上

の
違
い
と
い
う
だ
け
で
は
な
く
、
虫
干
し
の
儀
礼
、
あ
る
い
は
虫
干
し
の
名
残

と
し
て
な
さ
れ
て
い
た
儀
礼
か
ら
、
乞
巧
奠
へ
と
、
行
事
そ
の
も
の
が
変
化
し

て
い
た
可
能
性
が
あ
る
。

　

七
夕
に
行
う
虫
干
し
は
、
熱
田
神
社
や
出
雲
大
社
に
見
た
よ
う
に
重
視
さ
れ

て
い
た
。
宗
像
宮
と
同
様
に
「
虫
振
神
事
」
と
し
た
宇
佐
宮
で
も
、
大
宮
司
が

祭
祀
を
司
る
重
要
な
行
事
に
位
置
付
け
ら
れ
て
い
た
。
こ
こ
で
は
、
現
在
に

至
っ
て
も
な
お
、
小
祭
と
し
な
が
ら
も
虫
振
祭
と
し
て
神
事
が
行
わ
れ
て
い
る
。

　

他
方
、
宗
像
宮
に
お
い
て
は
、
七
夕
行
事
が
重
視
さ
れ
ず
、
「
蟲
振
神
事
」

の
名
も
「
正
平
二
十
三
年
年
中
行
事
」
限
り
で
見
え
な
く
な
る
。
そ
の
後
、
七

夕
行
事
は
、
戦
国
時
代
に
書
写
さ
れ
た
と
み
ら
れ
る
「
応
安
神
事
次
第
」
乙
本

の
み
に
、
か
ろ
う
じ
て
頭
書
に
乞
巧
奠
が
見
え
る
。
と
こ
ろ
が
、
「
西
宮
記
」

や
「
江
家
次
第
」
に
は
、
乞
巧
奠
は
虫
干
し
と
は
区
別
し
て
記
述
さ
れ
て
お
り
、

こ
れ
ら
は
別
々
の
儀
礼
で
あ
っ
た
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、

「
正
平
二
十
三
年
年
中
行
事
」
か
ら
後
の
時
期
に
、
七
夕
行
事
そ
の
も
の
が
変

化
し
た
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。

　

第
三
章　

中
世
大
島
の
七
夕
行
事

　

第
二
章
ま
で
、
宗
像
辺
津
宮
の
七
夕
行
事
に
つ
い
て
見
て
き
た
が
、
本
章
で

は
大
島
に
あ
る
大
島
第
二
宮
本
社
の
七
夕
行
事
を
見
て
み
よ
う
。

　
　

ⅰ
、
大
島
第
二
宮
本
社
の
七
夕
行
事

　

中
世
大
島
の
七
夕
行
事
に
つ
い
て
は
、
「
正
平
二
十
三
年
年
中
行
事
」
に
見

え
る
。
こ
こ
に
は
、
「
七
月
七
日 

七
夕
蟲
振
神
事
」
と
見
え
、
辺
津
宮
と
同
様

に
虫
振
神
事
を
行
っ
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。
ち
な
み
に
、
沖
ノ
島
（
息
嶋
）

を
は
じ
め
、
ほ
か
の
末
社
に
は
虫
振
神
事
は
見
ら
れ
な
い
。
辺
津
宮
と
大
島
で

の
み
虫
振
神
事
を
行
っ
て
い
た
こ
と
に
な
る
。

　

そ
し
て
、
辺
津
宮
同
様
に
大
島
で
も
「
正
平
二
十
三
年
年
中
行
事
」
限
り
で

虫
振
神
事
は
見
え
な
く
な
っ
て
し
ま
う
。
天
文
二
十
二
年
（
一
五
五
三
）
の
「
大

島
第
二
宮
年
中
御
神
事
次
第
・
大
島
第
二
宮
年
中
御
供
米
之
事
」
に
は
、
「
七

月
、
七
夕　

御
神
事
」
、
「
七
月　

棚
機
御
供　

四
升
」
と
書
か
れ
て
お
り
、
単

に
七
夕
の
節
供
に
な
っ
て
い
る
。
ち
な
み
に
、
大
島
の
七
夕
行
事
は
、
天
正
十

四
年
（
一
五
八
六
）
に
、
宗
像
大
宮
司
氏
貞
逝
去
後
、
一
時
絶
え
る
が
、
元
禄

二
年
（
一
六
八
九
）
に
再
興
さ
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
大
島
第
二
宮
本
社
に
お

い
て
も
、
辺
津
宮
と
同
様
に
「
正
平
二
十
三
年
年
中
行
事
」
限
り
で
虫
振
神
事

は
見
え
な
く
な
り
、
七
夕
行
事
は
変
化
し
た
と
み
ら
れ
る
。

　
　

ⅱ
、
中
世
大
島
の
祭
祀
組
織

　

次
に
大
島
第
二
宮
の
諸
行
事
に
、
ど
う
い
っ
た
人
た
ち
が
関
わ
っ
て
き
た
の

か
考
え
て
み
よ
う
。

　

ま
ず
、
「
応
安
神
事
次
第
」
（
甲
本
）
の
、
辺
津
宮
の
二
月
の
「
春
大
祭
事
」

の
記
事
を
見
て
み
よ
う
。

　
　

一
、
春

大

祭

事
、 

政
所
有
大
飯

　
　
　

小
勝
浦
神
人
七
人　

大
島
神
人
七
人　
　

、

　
　
　

庭
ニ
テ
中
臣
祓
ア
リ
、
次
御
前
浜
ニ
テ
有
祓
、
祢
宜
魚
ヲ
釣
ル
、

　

こ
の
よ
う
に
、
「
春
大
祭
事
」
に
は
小
勝
浦
神
人
七
人
と
大
島
神
人
の
七
人

が
寄
り
合
っ
て
人
形
を
作
っ
て
い
る
（
桑
田
一
九
八
八
、
五
六
）
。
こ
こ
か
ら

大
島
に
は
七
人
の
神
人
が
存
在
す
る
こ
と
が
分
か
る
。

　

そ
れ
で
は
、
彼
ら
七
人
は
ど
の
よ
う
な
存
在
だ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
し

て
、ど
の
よ
う
に
行
事
に
関
わ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
見
て
み
よ
う
。
同
じ
く
「
応

安
神
事
次
第
」
に
、
十
二
月
二
十
五
日
の
政
所
九
間
社
（
辺
津
宮
）
の
八
女
神

事
（
八
乙
女
に
よ
る
神
楽
舞
）
の
記
述
が
み
え
る
。
こ
の
と
き
に
、
辺
津
宮
の

第
二
宮
の
眷
属
小
神
、
五
位
社
に
て
、
大
島
の
神
人
ら
に
よ
る
「
朸
折
」
の
儀

礼
が
行
わ
れ
て
い
る
。
「
朸
折
」
の
儀
礼
と
は
、
当
時
神
聖
な
呪
物
と
さ
れ
た

朸
（
唐
櫃
等
の
舁
ぎ
棒
）
を
祈
る
行
事
で
、
こ
れ
を
祈
る
こ
と
に
よ
っ
て
甲
乙

間
の
優
劣
・
勝
負
を
決
し
た
儀
礼
で
（
宗
像
神
社
復
興
期
成
會
一
九
六
六
、
二

五
五
、
宗
像
大
社
文
書
編
纂
刊
行
委
員
会
二
〇
〇
九
、
二
三
八
）
、
次
の
よ
う

な
人
た
ち
に
よ
っ
て
な
さ
れ
て
い
た
。

　
　

大
嶋
ノ
五
位
ノ
酒
肴
ア
リ
、
ア
フ
コ
ヲ
リ
ア
リ
、
ア
フ
コ
折

事
、
一
甲
斐

ト
嶋
ノ
弁
済
使
ト
両　

人
役
也
、
大
嶋
ノ
神
人
六
人
参
テ
歌
ヲ
ウ
タ
ウ
ナ

リ
、
嶋
ノ
御
神
楽
コ
ト
シ
、

　
　

神　

官
ウ
ケ
ノ
歌
ア
リ
、
如　

嶽　

祭
、

　

こ
の
よ
う
に
、
ま
ず
末
社
の
五
位
社
に
酒
肴
（
御
酒
大
瓶
一
、
魚
一
尾
）
を

供
え
る
。
次
に
一
甲
斐
と
弁
済
使
で
朸
折
の
役
を
務
め
る
。
そ
し
て
大
島
の
神

人
六
人
が
、
島
の
御
神
楽
の
よ
う
に
歌
う
。
最
後
に
辺
津
宮
の
側
の
神
官
が
ウ

ケ
ノ
歌
を
歌
う
。
ウ
ケ
ノ
歌
は
、
政
所
九
間
社
の
神
事
の
ほ
か
に
、
摂
末
社
の

嶽
祭
と
い
わ
れ
る
祭
り
で
歌
わ
れ
た
（
宗
像
神
社
復
興
期
成
會
一
九
六
六
、
二

四
六
）
。
ち
な
み
に
、
こ
の
儀
礼
に
つ
い
て
、
『
宗
像
神
社
史
』
は
、
「
沖
津
宮

と
中
津
宮
と
の
奉
仕
者
間
で
行
は
れ
、
そ
の
勝
負
に
よ
つ
て
、
兩
宮
奉
仕
者
の

優
劣
が
き
め
ら
れ
た
も
の
と
考
へ
ら
れ
る
（
宗
像
神
社
復
興
期
成
會
一
九
六

六
、
二
五
五
）
」
と
推
測
し
て
い
る
。

　

彼
ら
に
つ
い
て
の
詳
細
は
、
「
応
安
神
事
次
第
」
よ
り
も
時
代
が
下
る
も
の

の
、
「
宗
像
宮
御
廳
着
座
次
第
寫
」
に
よ
っ
て
明
ら
か
に
な
る
。

　

ま
ず
、
弁
済
仕
は
弁
済
仕
少
宮
司
と
さ
れ
、
併
せ
て
大
嶋
御
嶽
第
一
宮
御
燈

と
さ
れ
る
。
大
島
の
御
嶽
と
は
、
中
津
宮
の
後
ろ
に
聳
え
る
山
で
、
現
在
で
も

御
嶽
神
社
が
鎮
座
す
る
。
江
戸
時
代
に
は
、
山
上
の
神
社
が
本
社
に
移
さ
れ
て

し
ま
っ
て
い
た
よ
う
だ
が
、
里
人
に
天
照
大
神
と
言
わ
れ
て
い
た
と
い
う
。
そ

れ
以
前
に
は
、
「
大
島
御
嶽
三
所
大
菩
薩
」
と
さ
れ
た
こ
と
も
あ
っ
た
と
い

う 

。
実
際
に
、
御
嶽
は
霊
山
を
思
わ
せ
る
趣
が
あ
り
、
眺
望
に
お
い
て
優
れ
て

い
る
。
沖
ノ
島
は
も
ち
ろ
ん
、
本
土
の
側
を
望
め
ば
条
件
が
良
け
れ
ば
遠
く
田

川
郡
の
霊
峰
彦
山
（
英
彦
山
）
を
も
見
渡
す
こ
と
が
で
き
る
。
一
方
で
、
地
元

の
子
ど
も
た
ち
か
ら
は
、
怪
談
め
い
た
話
が
語
ら
れ
、
近
づ
き
た
く
な
い
場
所

と
も
さ
れ
る
。
祭
祀
が
な
さ
れ
る
特
別
の
場
で
あ
っ
た
と
す
る
「
記
憶
」
が
世

代
を
超
え
現
在
に
伝
え
ら
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　

弁
済
仕
は
、
一
般
的
に
は
「
弁
済
使
」
と
し
、
荘
園
で
課
役
を
勤
仕
さ
せ
る

た
め
に
設
置
さ
れ
た
と
さ
れ
る
。
従
っ
て
、
御
嶽
を
管
轄
す
る
神
官
で
あ
る
と

同
時
に
大
島
の
行
政
の
長
と
し
て
の
役
割
を
果
た
し
た
と
み
ら
れ
る
。

　

一
甲
斐
と
は
、
代
々
大
島
に
居
住
し
た
沖
津
宮
（
第
一
宮
本
社
）
奉
仕
の
社

家
で
あ
る
。
対
し
て
中
津
宮
（
第
二
宮
本
社
）
奉
仕
の
社
家
は
、
同
様
に
代
々

大
島
に
居
住
し
、
二
甲
斐
を
名
乗
っ
て
い
る
（
宗
像
神
社
復
興
期
成
會
一
九

六
六
、
五
二
六
～
五
三
三
）
。
そ
の
他
の
神
人
に
つ
い
て
は
、「
応
安
神
事
次
第
」

の
「
春
大
祭
事
」
に
は
七
人
と
見
え
、
「
朸
折
」
の
儀
礼
の
記
事
で
は
六
人
と

見
え
る
。
他
方
、「
宗
像
宮
御
廳
着
座
次
第
寫
」
に
は
目
原
・
立
石
・
大
嶋
・
今

里
・
江
坂
の
五
名
が
見
え
る
。
大
島
神
人
は
六
人
前
後
存
在
し
、
大
島
島
内
の

各
所
に
居
住
し
、
末
社
な
ど
に
奉
仕
し
て
い
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

　

こ
の
よ
う
に
、
大
島
に
は
、
行
政
官
と
神
官
を
兼
ね
た
よ
う
な
弁
済
仕
、
第

一
宮
本
社
（
沖
津
宮
）
に
奉
仕
し
た
一
甲
斐
、
第
二
宮
本
社
に
奉
仕
し
た
二
甲

斐
、
そ
し
て
六
人
前
後
の
神
人
が
存
在
し
、
役
割
を
分
担
し
な
が
ら
共
に
儀
礼

に
関
わ
っ
た
と
み
ら
れ
る
。

　
　

ⅲ
、
歌
学
書
に
見
え
る
大
島
の
七
夕

　

第
二
宮
本
社
の
境
内
に
、
い
つ
の
頃
か
ら
か
牽
牛
織
女
の
小
社
が
天
ノ
川
を

挟
ん
で
設
け
ら
れ
る
。
ち
な
み
に
、
天
ノ
川
は
、
御
嶽
の
下
に
源
流
を
も
ち
、

第
二
宮
本
社
（
中
津
宮
）
の
境
内
を
流
れ
る
川
で
あ
る
。
ま
た
同
じ
く
境
内
に

は
、
天
の
真
名
井
と
い
わ
れ
る
霊
泉
が
あ
っ
て
、
天
ノ
川
に
水
を
供
給
す
る
。

こ
れ
ら
の
小
社
に
つ
い
て
、『
筑
前
国
続
風
土
記
』
（
宗
像
郡
上
、
十
六
）
は
、

次
の
よ
う
に
紹
介
し
て
い
る
。

　
　

石
見
女
式
髄
脳
に
曰
、
筑
前
大
島
と
云
所
に
星
宮
と
て
有
、
川
を
隔
て

ゝ
宮
有
、
北
を
彦
星
の
宮
と
云
、
南
を
は
七
夕
宮
と
い
ふ
也
、
男
を
申
者

彦
星
の
宮
に
籠
り
、
女
を
申
者
は
七
夕
の
宮
に
籠
る
な
り
、
七
月
朔
日
よ

り
七
日
送
に
籠
り
て
、
川
中
に
三
重
の
棚
を
結
て
星
祭
を
し
て
、
三
の
手

洗
に
水
を
入
て
影
を
見
る
に
、
何
も
逢
へ
き
男
の
姿
手
洗
に
う
つ
れ
は
、

其
男
に
逢
へ
き
と
知
な
り
、
古
今
集
栄
雅
抄
に
曰
、
筑
前
國
大
島
の
星

の
宮
と
て
、
北
は
彦
星
を
い
わ
ひ
、
南
ハ
織
女
を
崇
む
、
二
社
の
間
に
川

有
、
天
の
川
と
名
付
く
、
女
を
得
ん
と
お
も
へ
は
織
女
の
宮
に
籠
り
、
男

を
得
ん
と
思
へ
は
彦
星
の
宮
に
籠
る
、
七
月
朔
日
よ
り
七
日
の
夜
半
に
至

り
、
河
中
に
棚
を
結
ひ
て
、
手
洗
上
中
下
三
に
水
を
入
て
、
上
中
下
に
男

の
名
を
書
て
祭
り
を
し
て
、
手
洗
に
う
つ
り
た
る
に
随
て
、
其
男
女
を
定

る
な
り
、
此
祭
り
お
せ
ん
と
て
、
河
原
に
た
ゝ
ぬ
日
ハ
な
し
と
い
へ
り
、

　

こ
の
よ
う
に
、
「
石
見
女
式
髄
脳
」
と
「
古
今
集
栄
雅
抄
」
の
二
つ
の
中
世

の
歌
学
書
を
引
用
し
て
い
る
。
ち
な
み
に
、
「
石
見
女
式
髄
脳
」
は
、
「
石
見
女

式
」
と
も
い
わ
れ
る
中
世
の
歌
学
書
で
、
こ
の
柿
本
人
麻
呂
の
娘
石
見
女
に
仮

託
し
著
さ
れ
て
い
る
。
両
部
神
道
や
二
条
家
歌
学
の
影
響
が
強
く
、
鎌
倉
時
代

末
期
以
後
の
成
立
と
み
ら
れ
る
。「
古
今
集
栄
雅
抄
」
は
、
中
世
の
和
歌
と
蹴
鞠

の
家
、
飛
鳥
井
家
の
飛
鳥
井
雅
親
（
栄
雅
、
一
四
一
七—

一
四
九
〇
）
が
、
『
古

今
和
歌
集
』
の
講
釈
を
聞
き
書
き
し
た
も
の
で
あ
る 

。

　

こ
れ
ら
二
つ
の
歌
学
書
に
よ
る
と
、
七
月
一
日
か
ら
七
日
ま
で
、
愛
し
い
男

性
と
出
会
い
た
い
と
思
う
人
は
彦
星
の
宮
（
牽
牛
社
）
、
愛
し
い
女
性
と
出
会

い
た
い
人
は
七
夕
宮
（
織
女
社
）
に
お
籠
も
り
を
し
、
河
中
に
棚
を
結
っ
て
タ

ラ
イ
に
水
を
張
り
男
女
の
仲
を
占
っ
た
と
す
る
。『
宗
像
神
社
史
』（
下
）
で
は
、

こ
れ
を
、
「
正
平
二
十
三
年
年
中
行
事
」
に
見
え
る
虫
振
神
事
と
と
も
に
行
わ

れ
た
「
特
殊
な
七
夕
神
事
」
と
み
な
し
て
い
る
（
宗
像
神
社
復
興
期
成
會
一
九

六
六
、
二
八
二
）
。
と
こ
ろ
が
、「
正
平
二
十
三
年
年
中
行
事
」
に
は
、
第
二
宮

本
社
の
境
内
社
と
し
て
五
位
社
、
大
宮
社
、
大
神
宮
社
、
河
上
社
、
御
衣
代
社
、

所
司
社
、
龍
王
者
、
年
所
社
、
止
〃
社
、
祝
詞
社
、
荒
熊
社
、
山
部
社
、
山
師
社
、

御
竈
社
、
君
達
社
、
草
上
社
、
天
宮
社
、
金
宮
社
、
御
船
漕
社
、
薭
和
社
、
四
道
社
、

朝
拜
社
、
風
隼
社
、
息
送
社
、
九
日
社
、
息
正
三
位
社
が
あ
が
っ
て
い
る
。
こ

の
よ
う
に
、
少
な
く
と
も
眷
属
社
二
十
六
社
の
な
か
に
数
え
ら
れ
る
社
に
は
牽

牛
や
織
女
に
関
わ
る
社
名
は
見
え
な
い
。『
宗
像
神
社
史
』（
上
）
に
よ
っ
て
も
、

当
時
に
お
け
る
両
社
の
存
在
に
つ
い
て
は
「
牽
牛
・
織
女
兩
社
の
祭
り
が
あ
つ

た
も
の
と
解
さ
れ
（
宗
像
神
社
復
興
期
成
會
一
九
六
一
、
五
六
二
）
」
る
と
、

あ
く
ま
で
推
測
の
域
を
出
な
い
。
そ
の
後
、
七
夕
行
事
に
つ
い
て
「
七
夕
」
や

「
棚
機
」
と
記
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
も
、
史
料
中
に
こ
う
し
た
特
殊
な
神
事

に
つ
い
て
の
記
述
は
見
え
な
い
。

　

他
方
、
歌
学
書
の
な
か
に
は
、
筑
前
（
筑
後
）
大
崎
星
宮
と
、
現
在
の
福
岡

県
小
郡
市
の
地
名
を
挙
げ
て
い
る
も
の
も
見
ら
れ
る
。
大
崎
は
現
在
の
福
岡
県

小
郡
市
に
あ
っ
て
、
七
夕
行
事
で
知
ら
れ
る
媛
社
神
社
が
鎮
座
す
る
。
や
は
り

こ
こ
に
お
い
て
も
、
大
島
同
様
に
実
際
の
川
（
宝
満
川
）
を
天
の
川
に
見
立
て

て
、
織
女
た
る
媛
社
神
社
の
対
岸
に
牽
牛
社
を
祀
り
、
彦
星
と
織
姫
の
七
夕
伝

説
を
再
現
す
る
か
た
ち
の
祀
り
方
に
な
っ
て
い
る
。
こ
の
大
崎
で
は
、
古
く
「
肥

前
国
風
土
記
」
に
織
女
神
が
見
え
る
が
、
そ
こ
に
見
え
る
織
女
神
は
、
媛
社
の

郷
に
あ
っ
て
非
常
に
荒
ぶ
る
神
で
あ
り
、
道
行
く
人
を
殺
し
た
り
し
た
と
い
う
。

こ
こ
か
ら
、
単
純
に
は
恋
愛
に
結
び
つ
く
よ
う
な
神
と
は
思
え
な
い
。
こ
の
荒

ぶ
る
神
が
織
女
と
さ
れ
た
の
は
、
「
肥
前
国
風
土
記
」
に
よ
る
と
、
宗
像
の
珂

是
古
な
る
人
物
が
、
織
物
の
女
神
の
織
女
で
あ
る
こ
と
を
示
し
た
こ
と
に
よ
る

と
い
う
。
ち
な
み
に
、
こ
の
媛
社
神
社
の
七
夕
行
事
が
有
名
に
な
っ
た
の
は
、

『
小
郡
市
史
』
は
江
戸
時
代
の
中
期
以
降
と
す
る
。
こ
の
こ
ろ
に
、
そ
れ
以
前

の
元
禄
十
年
（
一
六
九
七
）
に
は
岩
船
大
明
神
と
の
み
し
て
い
た
も
の
が
、
嘉

永
七
年
（
一
八
五
四
）
の
鳥
居
の
額
に
「
磐
船
神
社
」
に
加
え
て
「
棚
機
神
社
」

と
並
記
さ
れ
る
と
い
っ
た
祭
神
名
の
移
動
を
窺
わ
せ
る
こ
と
が
起
き
た
り
、
明

和
六
年
（
一
七
六
九
）
に
神
像
が
作
ら
れ
た
り
し
た
と
い
う
（
小
郡
市
史
編
集

委
員
会
一
九
九
八
、
七
六
五
）
。

　

い
ず
れ
に
し
て
も
、
歌
学
書
の
記
述
に
見
え
る
大
島
と
大
崎
の
双
方
に
七
夕

行
事
が
存
在
し
、
今
も
っ
て
ど
ち
ら
か
と
い
う
こ
と
が
は
っ
き
り
し
て
い
な

い
。
ど
ち
ら
に
し
て
も
、
歌
学
書
の
記
述
は
、
飛
鳥
井
家
の
よ
う
な
和
歌
の
家

や
和
歌
を
相
伝
す
る
人
た
ち
の
間
で
、
大
島
や
大
崎
と
い
っ
た
現
地
の
あ
り
様

や
信
仰
、
そ
の
他
の
伝
承
と
は
切
り
離
さ
れ
た
か
た
ち
で
独
り
歩
き
し
た
可
能

性
が
あ
る
。
他
方
、
現
地
の
大
島
や
大
崎
の
側
で
は
、
こ
う
し
て
和
歌
の
世
界

の
な
か
で
出
来
上
が
っ
た
歌
学
書
の
「
七
夕
」
が
、
そ
れ
を
知
っ
た
現
地
の
知

識
人
の
よ
う
な
人
た
ち
に
よ
っ
て
再
帰
的
に
受
け
入
れ
ら
れ
、
新
た
な
七
夕
と

し
て
定
着
し
て
い
っ
た
可
能
性
も
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
歌
学
書
の
七
夕
の
記
述

を
さ
ら
に
詳
し
く
理
解
す
る
こ
と
は
、
史
実
か
否
か
と
い
っ
た
こ
と
ば
か
り
で

は
な
く
、
歌
学
書
の
民
俗
へ
の
影
響
を
知
る
上
で
も
大
切
な
こ
と
で
は
な
か
ろ

う
か
。

　

お
わ
り
に

　

宮
中
や
官
社
で
あ
っ
た
神
社
で
は
、
七
月
七
日
に
虫
干
し
を
行
っ
て
い
た
。

こ
れ
ら
は
、
民
間
と
い
う
よ
り
は
、
例
え
ば
神
社
で
は
大
宮
司
が
祭
祀
を
司
る

な
ど
、
宮
中
や
神
社
に
お
け
る
重
要
な
行
事
と
し
て
な
さ
れ
て
い
た
。

　

九
州
に
お
い
て
は
、
宗
像
宮
や
宇
佐
宮
に
虫
振
神
事
が
見
ら
れ
た
。
宇
佐
宮

に
お
い
て
は
、
今
で
も
虫
振
祭
と
称
し
、
虫
振
神
事
を
ル
ー
ツ
と
す
る
神
事
を

行
っ
て
い
る
。
こ
の
宇
佐
宮
の
虫
振
神
事
は
、

中
世
以
前
に
お
い
て
は
、
大

宮
司
が
祭
祀
を
司
る
重
要
な
行
事
と
し
て
な
さ
れ
て
い
た
。
と
こ
ろ
が
、
宗
像

宮
で
は
大
宮
司
の
役
は
見
え
ず
、
正
平
二
十
三
年
（
一
三
六
八
）
の
「
正
平
二

十
三
年
年
中
行
事
」
限
り
で
見
え
な
く
な
る
。
扱
い
に
お
い
て
他
社
ほ
ど
重
視

さ
れ
て
は
い
な
か
っ
た
と
み
ら
れ
る
。

　

大
島
に
お
い
て
は
、
第
二
宮
本
社
で
辺
津
宮
と
同
じ
よ
う
に
当
初
は
「
蟲
振

神
事
」
と
し
て
七
夕
の
行
事
を
行
っ
た
が
、
や
は
り
こ
こ
で
も
虫
振
神
事
は
見

え
な
く
な
り
、「
七
夕
」
や
「
棚
機
」
、「
七
夕
棚
機
」
と
も
称
す
る
よ
う
に
な
っ

た
。

　

こ
の
よ
う
に
、
宗
像
宮
の
虫
振
神
事
は
、
中
央
の
影
響
を
受
け
た
官
社
の
行

事
を
起
源
に
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
と
こ
ろ
が
、
以
上
の
よ
う
に
他
の
官

社
に
く
ら
べ
、
こ
の
行
事
を
重
視
し
て
い
な
か
っ
た
と
み
え
、
そ
の
後
、
虫
振

神
事
は
見
え
な
く
な
っ
た
。

　

本
稿
で
は
、
大
島
の
祭
祀
組
織
に
つ
い
て
も
「
応
安
神
事
次
第
」
や
「
宗
像

宮
御
廳
着
座
次
第
寫
」
に
よ
っ
て
検
討
し
た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
中
世
の
大
島

に
は
、
神
事
に
関
わ
る
者
と
し
て
、
御
嶽
を
管
轄
す
る
神
官
で
あ
る
と
同
時
に
、

大
島
の
行
政
の
長
と
し
て
活
躍
し
た
と
み
ら
れ
る
弁
済
仕
少
宮
司
、
大
島
に
居

住
し
沖
津
宮
（
第
一
宮
本
社
）
に
奉
仕
し
た
社
家
一
甲
斐
、
中
津
宮
（
第
二
宮

社
）
に
奉
仕
し
た
二
甲
斐
、
そ
の
他
六
人
前
後
の
神
人
が
存
在
し
た
こ
と
を
確

認
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

　

以
上
か
ら
、
大
島
の
七
夕
行
事
は
、
民
間
か
ら
は
じ
ま
っ
た
と
言
う
よ
り

（
23
）

（
24
）

（
26
）

（
25
）

迄
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は
じ
め
に

　

今
日
の
宗
像
大
社
中
津
宮
に
お
い
て
は
、
八
月
七
日
に
七
夕
祭
が
行
わ
れ
て

い
る
。
旧
宗
像
郡
大
島
村
が
、
町
村
合
併
に
よ
り
宗
像
市
に
編
入
さ
れ
た
後
は
、

イ
ベ
ン
ト
の
「
大
島
七
夕
ま
つ
り
」
も
併
せ
て
行
わ
れ
る
よ
う
に
も
な
っ
て
い

る
。
本
稿
に
お
い
て
は
、
こ
れ
の
前
身
と
み
な
さ
れ
て
い
る
中
世
の
中
津
宮
の

七
夕
行
事
を
、
宗
像
宮
の
七
夕
行
事
に
位
置
付
け
な
が
ら
検
討
す
る
。
な
お
、

名
称
に
つ
い
て
は
当
時
に
準
じ
て
、
宗
像
大
社
に
つ
い
て
は
宗
像
宮
、
中
津
宮

に
つ
い
て
は
第
二
宮
本
社
と
す
る
。

　

第
二
宮
本
社
の
七
夕
行
事
の
初
出
は
、
「
正
平
二
十
三
年
年
中
行
事
」
で
、

「
七
夕
蟲
振
神
事
」
（
以
後
、
蟲
振
を
虫
振
と
す
る
）
と
見
え
る
。
こ
れ
に
つ

い
て
は
、
従
来
中
津
宮
の
七
夕
祭
の
ル
ー
ツ
と
考
え
ら
れ
、
「
虫
振
神
事
」
の

表
記
か
ら
農
業
に
関
わ
る
祭
事
か
と
の
推
測
が
な
さ
れ
た
こ
と
は
あ
っ
た
が
、

改
め
て
検
討
さ
れ
る
こ
と
が
な
か
っ
た
。
と
こ
ろ
が
、
古
く
『
宗
像
神
社
史
』

（
下
）
に
よ
る
と
、
「
虫
振
」
は
、
曝
涼
、
い
わ
ゆ
る
虫
干
し
で
あ
り
、
漢
土
の

風
習
を
移
入
さ
れ
た
も
の
と
す
る
（
宗
像
神
社
復
興
期
成
會
一
九
六
六
、
一
九

三
）
。
こ
の
風
習
は
、
古
く
日
本
に
も
伝
わ
り
、
有
職
故
実
書
の
「
西
宮
記
」

に
見
え
る
の
を
は
じ
め
、
公
家
・
武
家
・
社
寺
に
わ
た
っ
て
広
く
見
え
る
。

　

九
州
に
お
い
て
も
、
本
稿
で
取
り
上
げ
る
宗
像
宮
の
ほ
か
に
宇
佐
宮
に
見
え
、

現
在
の
宇
佐
神
宮
の
年
中
行
事
に
も
そ
の
痕
跡
を
残
す
。
そ
れ
は
「
虫
振
祭
」

と
い
わ
れ
、
「
風
除
祭
」
と
併
せ
て
八
月
七
日
に
行
わ
れ
て
い
る
。
宇
佐
神
宮

に
よ
る
と
、
こ
の
「
虫
振
祭
」
は
「
御
殿
内
の
装
束
及
び
宝
物
類
の
虫
干
し
を

行
う
神
事
」
と
し
、
「
風
除
祭
」
を
「
風
水
害
や
病
虫
害
か
ら
の
被
害
を
受
け

や
す
い
八
月
の
時
期
に
、
稲
や
農
作
物
の
安
全
な
生
長
を
祈
念
す
る
祭
典
」
と

す
る
。
こ
の
よ
う
に
、
虫
干
し
の
「
虫
振
祭
」と
、
農
耕
関
係
の
祈
念
の
「
風
除
祭
」

を
区
別
し
て
い
る
。

　

以
上
を
踏
ま
え
て
宗
像
宮
、
と
り
わ
け
大
島
の
第
二
宮
の
七
夕
行
事
の
変
遷

に
つ
い
て
の
考
察
に
入
っ
て
い
こ
う
。
ま
ず
、
第
一
章
で
は
、
初
期
の
第
二
宮

本
社
の
「
七
夕
祭
」
の
性
格
を
探
る
た
め
に
、
ま
ず
有
職
故
実
書
に
よ
っ
て
宮

中
の
、
そ
し
て
古
代
に
官
社
で
あ
っ
た
神
社
の
七
夕
行
事
に
つ
い
て
確
認
す
る
。

「
延
喜
式
」
に
見
る
と
お
り
、
宗
像
宮
は
古
代
に
お
い
て
は
官
社
に
数
え
ら
れ

た
。
官
社
は
、
七
世
紀
後
半
の
律
令
制
の
成
立
に
と
も
な
っ
て
、
中
央
政
府
の

命
に
も
と
づ
い
て
全
国
的
な
規
模
で
創
出
さ
れ
た
常
設
神
殿
を
も
っ
た
新
た
な

宗
教
施
設
で
、
こ
れ
を
も
っ
て
神
社
が
成
立
し
た
と
も
考
え
ら
れ
て
い
る
（
井

上
二
〇
一
一
、
二
六
）
。
こ
こ
で
成
立
し
た
神
社
で
は
、
ヤ
シ
ロ
や
モ
リ
と
い

っ
た
宗
教
施
設
と
は
異
な
っ
て
、
祭
祀
権
が
基
本
的
に
国
家
（
天
皇
）
の
手

に
独
占
さ
れ
、
性
格
も
大
き
く
異
な
っ
た
と
さ
れ
る
（
井
上
二
〇
一
一
、
二
七
）
。

そ
の
た
め
、
官
社
で
あ
っ
た
宗
像
宮
の
古
代
～
中
世
の
行
事
に
つ
い
て
は
、
一

般
的
な
官
社
の
行
事
を
知
る
こ
と
で
理
解
で
き
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　

第
二
章
で
は
、
第
一
章
で
明
ら
か
に
し
た
こ
と
を
も
と
に
、
宗
像
宮
の
七
夕

行
事
の
初
出
に
な
る
「
正
平
二
十
三
年
年
中
行
事
」
か
ら
、
宗
像
宮
の
虫
振
神

事
に
つ
い
て
明
ら
か
に
す
る
。
そ
し
て
、
そ
の
後
の
史
料
の
記
述
か
ら
、
こ
の

虫
振
神
事
が
ど
う
な
っ
て
し
ま
う
の
か
、
七
夕
行
事
の
そ
の
後
の
変
化
に
つ
い

て
検
討
す
る
。

　

第
三
章
で
は
、
大
島
の
第
二
宮
本
社
に
お
け
る
中
世
の
七
夕
行
事
に
つ
い
て

検
討
す
る
と
と
も
に
、
第
二
宮
本
社
の
祭
祀
組
織
に
迫
る
。
併
せ
て
、
宗
像
宮

の
そ
の
他
の
末
社
の
七
夕
行
事
も
紹
介
す
る
。
他
方
で
、
大
島
の
七
夕
行
事
に

つ
い
て
は
、
江
戸
時
代
の
地
誌
『
筑
前
国
続
風
土
記
』
に
紹
介
さ
れ
て
い
る
。

こ
こ
で
は
、
歌
学
書
の
引
用
が
な
さ
れ
て
い
る
。
果
た
し
て
、
こ
の
歌
学
書
の

記
述
を
そ
の
ま
ま
中
世
の
第
二
宮
本
社
の
七
夕
行
事
と
と
ら
え
て
よ
い
の
か
検

討
す
る
。

　

本
論
に
入
る
前
に
、
こ
こ
で
、
本
稿
で
主
に
用
い
る
宗
像
宮
の
文
書
、
「
正

平
二
十
三
年
年
中
行
事
」
と
「
応
安
神
事
次
第
」
に
つ
い
て
簡
単
に
紹
介
し
て

お
く
。
そ
の
他
の
史
料
に
つ
い
て
は
、
行
論
の
な
か
で
適
宜
紹
介
す
る
。
な
お
、

詳
細
に
つ
い
て
は
、
桑
田
和
明
や
『
宗
像
大
社
文
書
』
第
三
巻
を
参
照
し
て
い

た
だ
き
た
い
。

　

ま
ず
、
「
正
平
二
十
三
年
年
中
行
事
」
は
、
南
北
朝
の
騒
乱
の
只
中
の
正
平

二
十
三
年
（
一
三
六
八
）
の
成
立
で
、
本
社
以
下
各
社
の
目
録
を
あ
げ
、
つ
い

で
各
社
ご
と
に
年
中
行
事
の
月
日
と
名
称
を
あ
げ
て
い
る
（
桑
田
一
九
八
八
、

四
二
～
四
三
）
。
北
部
九
州
が
南
朝
勢
力
下
に
あ
っ
た
時
期
に
、
宗
像
宮
が
南

朝
勢
力
に
接
近
す
る
か
た
ち
で
神
社
の
興
隆
を
は
か
っ
た
証
左
と
み
な
す
べ
き

性
格
の
も
の
と
考
え
ら
れ
る
（
宗
像
大
社
文
書
編
纂
刊
行
委
員
会
二
〇
〇
九
、

七
一
六
）
。

　

「
応
安
神
事
次
第
」
は
、
原
本
は
現
存
せ
ず
、
最
古
の
甲
本
か
ら
癸
本
ま
で

の
六
本
の
伝
本
が
知
ら
れ
、
甲
本
か
ら
戌
本
ま
で
は
忌
子
祢
宜
家
で
あ
っ
た
深

田
家
の
子
孫
、
宗
像
氏
に
蔵
さ
れ
、
癸
本
は
宗
像
神
社
に
伝
来
し
た
（
桑
田
一

九
八
八
、
四
三
）
。
本
稿
で
取
り
上
げ
る
甲
本
と
乙
本
に
つ
い
て
は
、
甲
本
は

最
も
原
本
に
近
い
写
本
と
み
な
さ
れ
、
室
町
期
（
永
享
期
以
降
）
の
書
写
と
さ

れ
る
。
ち
な
み
に
甲
本
に
は
、
乙
本
と
比
較
し
て
欠
落
し
た
箇
所
が
み
ら
れ
る
。

乙
本
は
、
他
本
と
内
容
に
ち
が
い
が
見
ら
れ
、
甲
本
と
は
直
接
的
に
は
系
統
の

つ
な
が
ら
な
い
異
本
と
み
な
さ
れ
て
い
る
。
諸
所
に
は
、
本
文
と
同
筆
の
頭
書

が
あ
り
、
本
文
の
内
容
を
補
っ
て
い
る
が
、
他
本
に
は
見
ら
れ
な
い
独
自
の
記

事
も
少
な
く
な
く
、
ま
た
甲
本
の
記
事
を
脱
落
さ
せ
た
箇
所
も
あ
る
。
書
写
は
、

戦
国
時
代
を
下
ら
な
い
時
期
に
な
さ
れ
た
と
み
ら
れ
、
古
さ
も
甲
本
に
次
ぐ
と

さ
れ
る
（
宗
像
大
社
文
書
編
纂
刊
行
委
員
会
二
〇
〇
九
、
七
二
一
）
。

　

「
応
安
神
事
次
第
」
の
原
本
は
、
「
正
平
二
十
三
年
年
中
行
事
」
の
成
立
か

ら
七
年
後
の
応
安
八
年
（
一
三
七
五
）
三
月
十
七
日
に
、
宗
像
宮
の
年
中
行
事

の
引
付
が
度
々
の
争
乱
で
紛
失
し
た
の
で
、
大
宮
司
た
る
社
務
の
仰
せ
に
よ
っ

て
祝
詞
禰
宜
致
広
が
注
進
し
た
と
さ
れ
る
。
「
正
平
二
十
三
年
年
中
行
事
」
が

宮
社
ご
と
に
年
中
行
事
を
列
挙
し
て
い
る
の
に
対
し
、
「
応
安
神
事
次
第
」
は
、

す
べ
て
の
宮
社
の
年
中
行
事
を
月
日
順
に
並
べ
て
い
る
と
こ
ろ
に
大
き
な
ち
が

い
が
あ
る
（
宗
像
大
社
文
書
編
纂
刊
行
委
員
会
二
〇
〇
九
、
七
二
〇
）
。

　

第
一
章　

官
社
の
七
夕
行
事

　

七
夕
に
、
宇
佐
宮
に
て
虫
干
し
と
し
て
虫
振
を
行
っ
て
い
た
と
伝
え
ら
れ
て

い
る
こ
と
は
す
で
に
示
し
た
。
本
章
で
は
、
実
際
に
七
夕
に
行
事
と
し
て
虫
干

し
を
行
う
も
の
な
の
か
、
有
職
故
実
書
や
、
古
代
か
ら
中
世
に
か
け
て
官
社
と

さ
れ
た
神
社
の
記
録
類
か
ら
見
て
み
た
い
。

　
　

ⅰ
、
有
職
故
実
書
「
西
宮
記
」
に
見
え
る
七
夕
の
行
事

　

ま
ず
、
は
じ
め
に
で
触
れ
た
有
職
故
実
書
に
あ
た
る
「
西
宮
記
」
を
見
て
み

よ
う
。
「
西
宮
記
」
は
、
源
高
明
に
よ
っ
て
著
さ
れ
た
総
合
的
な
有
職
故
実
書

で
、
宮
廷
の
年
中
行
事
・
典
礼
・
装
束
・
制
度
な
ど
の
儀
式
次
第
が
記
さ
れ
て

い
る
。
多
く
の
古
記
・
旧
記
に
も
引
用
さ
れ
、
平
安
中
期
の
根
本
史
料
と
し
て

高
い
価
値
が
見
出
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
「
西
宮
記
」
の
七
月
七
日
条
に
、
次
の

よ
う
に
七
夕
行
事
の
記
事
が
見
え
る
。

　
　

七
日
、
内
膳
供
御
節
供
、

　
　

内
蔵
設
殿
上
酒
饌
。 

凉
御
調
度
。

　
　

蔵
人
所
人
等
凉
之
。　
　

 

凉
仁
壽
殿
御
屏
風
。

　

こ
こ
で
は
、
乞
巧
奠
と
は
別
に
、
節
供
と
、
調
度
や
仁
壽
殿
の
屏
風
を
広
げ

て
日
に
乾
か
す
こ
と
を
行
っ
て
い
る
。
次
に
「
江
家
次
第
」
を
見
る
と
、
や
は

り
七
月
七
日
条
に
は
、
乞
巧
奠
と
は
別
に
、
次
の
よ
う
な
こ
と
を
行
っ
て
い
る
。

　
　

同
日
（
七
月
七
日
）
拂
拭
御
物
事

　
　

鋪
廣
莚
於
清
凉
殿
孫
庇
、
風
戻
御
物
等
良
久
拂
拭
後
、
如
元
返
置
、
又
披

　
　

清
凉
・
仁
壽
・
宜
陽
殿
等
御
物
、

と
見
え
て
、
「
拂
拭
御
物
事
」
と
称
し
て
、
や
は
り
清
涼
殿
の
孫
庇
の
下
に
広

筵
を
敷
き
、
そ
こ
に
御
物
を
出
し
て
風
に
当
て
た
り
し
な
が
ら
拂
拭
い
た
り
す

る
旨
の
記
述
が
み
ら
れ
る
。

　

以
上
の
よ
う
に
、「
西
宮
記
」
や
「
江
家
次
第
」
か
ら
、
宮
中
に
お
い
て
は
、

七
夕
に
乞
巧
奠
と
は
別
に
、
屏
風
な
ど
の
御
物
を
外
に
出
し
、
風
に
当
て
日
に

乾
か
し
拂
い
拭
く
と
い
っ
た
虫
干
し
の
よ
う
な
こ
と
が
な
さ
れ
て
い
た
こ
と
が

分
か
る
。

　
　

ⅱ
、
官
社
の
七
夕
行
事

　

次
に
、
官
社
と
さ
れ
た
神
社
に
お
い
て
は
ど
う
だ
っ
た
で
あ
ろ
う
か
。
さ
き

に
紹
介
し
た
『
宗
像
神
社
史
』
に
は
、
美
保
神
社
の
虫
探
神
事
（
御
虫
干
）
と

厳
島
神
社
の
神
寶
晒
し
に
触
れ
ら
れ
て
い
た
。
そ
こ
で
、
こ
こ
で
は
そ
れ
以
外

の
出
雲
大
社
と
熱
田
神
社
の
七
夕
行
事
を
紹
介
し
た
い
。

　

そ
れ
で
は
、
ま
ず
出
雲
大
社
の
七
夕
行
事
を
見
て
み
よ
う
。
延
宝
七
年
（
一

六
七
九
）
に
書
か
れ
た
出
雲
大
社
の
祭
礼
・
年
中
行
事
の
一
覧
、
「
出
雲
大
社

年
中
行
事
」
に
は
、
次
の
よ
う
に
見
え
る
。

　
　

七
日　

大
祭
禮　
　
　

國
造
千
家
昇
殿
、

　

七
月
七
日
に
は
大
祭
礼
と
し
て
音
楽
を
鳴
ら
し
な
が
ら
宝
器
を
晒
し
て
い

る
。
そ
し
て
、
こ
こ
で
は
祭
祀
を
司
る
大
社
の
長
た
る
国
造
の
千
家
が
昇
殿
し

て
も
い
る
。

　

次
に
、
国
造
の
千
家
方
の
中
官
藤
間
大
蔵
に
よ
っ
て
書
か
れ
た
、
幕
末
頃
の

神
事
の
方
式
と
そ
こ
で
の
人
々
の
様
子
を
記
述
し
た
「
御
神
事
式
」
を
見
て
み

よ
う
。

　
　

七
日

　
　

一
、
今
日
御
蟲
干
御
神
事
也
、
別
火
殿
昇
殿
直
ニ
御
案
内
、
即
刻
御
昇
殿

被
遊
、
御
行
列
御
先
掃
除
番
・
御
鉾
傘
神
人
惣
出
・
被
官
三
十
人
・
長
絹
・

伶
人
・
中
官
・
上
官
・
随
身
左
右
・
御
輿
・
御
太
刀
持
・
近
習
・
近
習
格
・

　
　

御
沓
・
長
柄
等
也
、
御
昇
殿
之
節
樂
打
申
候
、
御
社
人
御
神
拜
、
小
内
殿

御
戸
開
被
遊
、
別
火
几
帳
被
引
申
候
、
夫
よ
り
御
上
并
上
官
中
も
御
祝
詞

有
之
事
、
相
濟
上
段
之
大
カ
ケ
バ
ン
も
下
段
ノ
大
カ
ケ
バ
ン
も
并
べ
、
夫

よ
り
御
神
寶
品
々
其
上
へ
出
し
蟲
干
之
事
、
扨
又
上
ニ
テ
ハ
御
當
宮
ノ
御

装
束
類
、
且
又
御
上
并
ニ
御
表
役
、
別
火
殿
御
立
會
に
て
御
證
文
并
御
書

類
ヲ
御
し
ら
べ
被
遊
候
事
、
萬
々
相
濟
、
奉
幣
有
之
候
へ
ハ
昇
殿
仕
事
相

濟
、
御
下
殿
之
事
、

　

こ
れ
に
よ
る
と
、
別
火
殿
に
昇
殿
す
る
と
、
案
内
が
出
て
昇
殿
す
る
。
そ
し

て
、
御
先
掃
除
番
・
御
鉾
傘
神
人
の
す
べ
て
・
被
官
が
三
十
人
・
長
絹
・
伶
人
・

中
官
・
上
官
・
随
身
左
右
・
神
輿
・
御
太
刀
持
・
近
習
・
近
習
格
・
御
沓
・
長

柄
等
と
大
規
模
な
行
列
が
組
ま
れ
る
。
ま
た
、
行
列
に
伶
人
（
音
楽
を
奏
す
る

人
）
が
見
え
る
が
、
昇
殿
の
と
き
に
は
楽
打
が
奏
さ
れ
る
。
そ
し
て
神
拝
が
な

さ
れ
、
国
造
で
あ
ろ
う
御
上
や
上
官
ら
に
よ
る
神
事
が
終
わ
っ
た
あ
と
に
、
神

宝
や
装
束
類
の
虫
干
し
が
な
さ
れ
る
。
ま
た
、
併
せ
て
證
文
や
書
類
を
調
べ
る

機
会
も
設
け
ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
七
月
七
日
の
虫
干
が
盛
大
な
儀
礼
で
あ

り
な
が
ら
も
、
そ
れ
だ
け
で
は
な
く
実
際
に
虫
干
し
や
證
文
、
書
類
の
確
認
が

な
さ
れ
る
と
い
っ
た
よ
う
に
、
実
質
的
な
機
能
を
も
っ
た
行
事
で
あ
っ
た
こ
と

が
分
か
る
。

　

次
に
、
熱
田
神
社
を
見
て
み
よ
う
。
文
明
十
七
年
（
一
四
八
五
）
の
「
文
明

十
七
年
年
中
行
事
」
で
は
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。

　
　

七
日 

供
御
并
御
サ
カ
シ
モ
ノ
、

　

こ
の
よ
う
に
、
七
月
七
日
に
、
供
御
と
と
も
に
「
サ
カ
シ
モ
ノ
」
と
い
う
こ

と
を
行
っ
て
い
る
。
こ
の
「
サ
カ
シ
モ
ノ
」
の
内
容
を
、
江
戸
時
代
の
成
立
と

時
代
が
下
る
が
、
「
熱
田
祭
奠
年
中
行
事
故
實
考
」
に
よ
っ
て
見
て
み
よ
う
。

　
　

七
日　

同
供
御
撤
、
神
寶
風
入
、
大
宮
司
参
向
、
辰
剋
大
宮
供
御 

梶
葉

　
　
　

麥
麺
、
瓜
、
神
寶
風
入
、
大
宮
司
参
向
、
文
明
記
云
、
七
月
七
日
、　

供

　
　
　

御
并
御
サ
カ
シ
モ
ノ
、

　

大
宮
司
が
参
向
し
、
朝
に
大
宮
の
内
陣
に
て
梶
の
葉
や
麦
麺
、
瓜
を
供
え
、

そ
れ
ら
を
撤
す
る
と
神
宝
に
風
を
入
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
や
は
り
虫
干
し
が

行
わ
れ
て
い
る
。

　

以
上
の
よ
う
に
、
七
月
七
日
に
は
虫
干
し
を
行
っ
た
。
と
く
に
神
社
に
お
い

て
は
、
こ
の
虫
干
し
の
儀
礼
に
国
造
や
大
宮
司
も
参
加
す
る
な
ど
、
重
要
な
儀

礼
と
み
な
し
て
い
た
こ
と
が
窺
え
た
。

　

第
二
章　

宗
像
宮
の
虫
振
神
事
に
つ
い
て

　
　

ⅰ
、
室
町
時
代
以
前
の
宇
佐
宮
の
虫
振
神
事

　

前
に
紹
介
し
た
よ
う
に
、
宇
佐
宮
と
宗
像
宮
で
は
、
と
も
に
七
月
七
日
の
行

事
を
虫
振
神
事
と
し
て
い
る
。
こ
こ
で
は
、
こ
の
う
ち
の
宇
佐
宮
の
虫
振
神
事

が
ど
う
い
っ
た
も
の
で
あ
っ
た
の
か
見
て
み
た
い
。

　

そ
れ
で
は
ま
ず
、
鎌
倉
末
期
こ
ろ
の
注
進
に
よ
る
と
推
定
さ
れ
る
「
宇
佐
宮

寺
年
中
行
事
一
具
勤
行
次
第
」
の
七
月
七
日
条
を
見
て
み
よ
う
。

　
　

（
七
月
）
七
日
、
同
御
炊
殿
節
供
、

　
　
　
　
　
　
　

祠
官
、
廳
内
以
下
神
官
束
帯
、

　

御
炊
殿
で
節
供
が
な
さ
れ
、
祠
官
神
官
が
束
帯
で
参
加
し
て
い
る
。
次
に
、

こ
の
七
夕
の
行
事
を
さ
ら
に
詳
し
く
見
る
た
め
に
、
大
宮
司
を
は
じ
め
神
官
の

動
き
を
主
に
記
す
「
宇
佐
宮
寺
年
中
月
並
神
事
」
と
、
享
徳
四
年
（
一
四
五
五
）

に
編
纂
さ
れ
た
「
宇
佐
宮
齋
會
式
」
を
見
て
み
よ
う
。

　
　

七
日 

虫
振
事
、
以
巳
剋
宮
司
以
下
参
御
炊
殿
申
行
之
、

　
　

一
、
同
七
日
虫
振
事

　
　
　

以
巳
剋
、
女
官
、
大
宮
司
、
次
官
、
廳
内
参
御
炊
殿
御
供
、

　
　
　

奉
備
御
幣
、
御
倉
進
、
祝
如
例
、
次
神
坏
一
渡
、
有
廳
座
酒
坏　

次

　
　
　

退
出
、

　　

こ
の
よ
う
に
、
七
月
七
日
に
「
虫
振
事
」
が
見
え
る
。
宇
佐
宮
で
は
、
現
在

に
虫
振
神
事
を
伝
え
る
。
残
念
な
が
ら
史
料
か
ら
は
虫
干
し
の
様
子
を
読
み
取

る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
前
に
述
べ
た
よ
う
に
、
「
御
殿
内
の
装
束
及
び
宝
物

類
の
虫
干
し
を
行
う
神
事
」
と
伝
え
て
い
る
。
参
加
者
に
つ
い
て
は
、
女
官
や

大
宮
司
、
次
官
、
宇
佐
宮
の
中
心
の
廳
内
神
官
た
ち
が
正
装
に
て
儀
礼
を
執
り

行
っ
て
い
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
出
雲
大
社
や
熱
田
神
社
同
様
に
、
神
社

の
長
の
参
加
す
る
重
要
な
儀
礼
に
位
置
付
け
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、
七
月
七
日
に
虫
干
し
で
あ
っ
た
と
伝
え
ら
れ
る
虫
振
神
事
を

行
っ
た
宇
佐
宮
も
、
出
雲
大
社
や
熱
田
神
社
と
同
様
に
、
大
宮
司
が
参
加
す
る

重
要
な
儀
礼
と
み
な
し
て
い
た
こ
と
が
窺
え
る
。

　
　

ⅱ
、
宗
像
宮
（
辺
津
宮
）
の
虫
振
神
事

　

そ
れ
で
は
、
い
よ
い
よ
宗
像
宮
の
虫
振
神
事
を
見
て
い
こ
う
。

　

宗
像
宮
の
虫
振
神
事
は
、
正
平
二
十
三
年
（
一
三
六
八
）
の
「
正
平
二
十
三

年
年
中
行
事
」
に
見
え
る
。
本
章
で
は
、
本
土
の
辺
津
宮
の
も
の
を
見
て
み
よ

う
。

　

辺
津
宮
は
、
惣
社
を
第
一
宮
、
中
殿
を
第
二
宮
、
地
主
神
を
第
三
宮
と
し
、

こ
れ
ら
が
併
立
し
て
い
た
（
宗
像
神
社
復
興
期
成
會
一
九
六
一
、
二
〇
一
～
二

〇
五
）
。
虫
振
神
事
は
、
七
月
七
日
に
こ
れ
ら
三
カ
所
の
そ
れ
ぞ
れ
で
行
わ
れ

た
。
こ
の
う
ち
第
一
宮
と
第
二
宮
に
つ
い
て
は
、
「
七
月
七
日
、
七
夕
蟲
振
神

事
　
　
　

」
と
見
え
る
。
第
三
宮
に
お
い
て
は
、
二
王
丸
役
の
御
供
の
み
で
、

実
相
院
に
よ
る
酒
肴
は
供
さ
れ
な
か
っ
た
。
つ
ま
り
、
虫
振
神
事
は
、
宗
像
宮

の
寺
家
の
一
と
み
ら
れ
る
二
王
丸
が
御
供
を
負
担
し
、
鎮
国
寺
を
構
成
す
る
五

支
院
の
一
の
実
相
院
が
酒
肴
を
負
担
し
た
こ
と
が
分
か
る
。

　

こ
の
「
正
平
二
十
三
年
年
中
行
事
」
に
お
い
て
は
、
儀
礼
に
大
宮
司
た
る
社

務
が
奉
仕
す
る
場
合
は
「
社
務
役
」
と
記
さ
れ
る
。
と
こ
ろ
が
、
こ
の
虫
振
神

事
に
は
「
社
務
」
は
見
え
ず
、
少
な
く
と
も
大
宮
司
の
奉
仕
す
る
儀
礼
に
は
位

置
付
け
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
が
分
か
る
。
こ
の
点
に
お
い
て
、
出
雲
大
社

や
熱
田
神
社
、
宇
佐
宮
と
は
対
照
的
と
い
え
る
。

　
　

ⅲ
、
宗
像
宮
（
辺
津
宮
）
に
お
け
る
七
夕
行
事
の
変
化

　

宗
像
宮
の
虫
振
神
事
が
、
そ
れ
ほ
ど
重
視
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と

は
、
次
の
こ
と
か
ら
も
窺
え
る
。

　

「
正
平
二
十
三
年
年
中
行
事
」
よ
り
後
の
「
応
安
神
事
次
第
」
で
は
、
虫
振

神
事
が
見
え
な
く
な
っ
て
し
ま
う
。
室
町
期
（
永
享
以
降
）
に
書
写
さ
れ
た
諸

伝
本
中
最
古
の
甲
本
に
は
（
宗
像
大
社
文
書
編
纂
刊
行
委
員
会
二
〇
〇
九
、
七

二
〇
～
七
二
一
）
、
七
夕
行
事
そ
の
も
の
が
見
え
な
い
の
だ
。
そ
の
後
の
七
夕

行
事
に
つ
い
て
は
、
戦
国
時
代
を
下
ら
な
い
時
期
に
書
写
さ
れ
た
乙
本
に
、
頭

書
の
か
た
ち
で
「
同
（
七
月
）
七
日
、
乞
巧
天
（
奠
）
三
社
祭
礼
」
が
よ
う
や

く
見
え
る
。
こ
こ
か
ら
も
、
宗
像
宮
で
は
、
出
雲
大
社
や
熱
田
神
社
と
は
異
な
っ

て
、
少
な
く
と
も
七
夕
の
行
事
が
そ
れ
ほ
ど
重
視
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
が

窺
え
る
。

　

ち
な
み
に
、
前
に
紹
介
し
た
よ
う
に
、
宮
中
で
は
、
乞
巧
奠
と
虫
干
し
と
は

区
別
さ
れ
て
な
さ
れ
て
い
た
。
従
っ
て
、
虫
振
神
事
と
乞
巧
奠
は
単
に
表
記
上

の
違
い
と
い
う
だ
け
で
は
な
く
、
虫
干
し
の
儀
礼
、
あ
る
い
は
虫
干
し
の
名
残

と
し
て
な
さ
れ
て
い
た
儀
礼
か
ら
、
乞
巧
奠
へ
と
、
行
事
そ
の
も
の
が
変
化
し

て
い
た
可
能
性
が
あ
る
。

　

七
夕
に
行
う
虫
干
し
は
、
熱
田
神
社
や
出
雲
大
社
に
見
た
よ
う
に
重
視
さ
れ

て
い
た
。
宗
像
宮
と
同
様
に
「
虫
振
神
事
」
と
し
た
宇
佐
宮
で
も
、
大
宮
司
が

祭
祀
を
司
る
重
要
な
行
事
に
位
置
付
け
ら
れ
て
い
た
。
こ
こ
で
は
、
現
在
に

至
っ
て
も
な
お
、
小
祭
と
し
な
が
ら
も
虫
振
祭
と
し
て
神
事
が
行
わ
れ
て
い
る
。

　

他
方
、
宗
像
宮
に
お
い
て
は
、
七
夕
行
事
が
重
視
さ
れ
ず
、
「
蟲
振
神
事
」

の
名
も
「
正
平
二
十
三
年
年
中
行
事
」
限
り
で
見
え
な
く
な
る
。
そ
の
後
、
七

夕
行
事
は
、
戦
国
時
代
に
書
写
さ
れ
た
と
み
ら
れ
る
「
応
安
神
事
次
第
」
乙
本

の
み
に
、
か
ろ
う
じ
て
頭
書
に
乞
巧
奠
が
見
え
る
。
と
こ
ろ
が
、
「
西
宮
記
」

や
「
江
家
次
第
」
に
は
、
乞
巧
奠
は
虫
干
し
と
は
区
別
し
て
記
述
さ
れ
て
お
り
、

こ
れ
ら
は
別
々
の
儀
礼
で
あ
っ
た
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、

「
正
平
二
十
三
年
年
中
行
事
」
か
ら
後
の
時
期
に
、
七
夕
行
事
そ
の
も
の
が
変

化
し
た
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。

　

第
三
章　

中
世
大
島
の
七
夕
行
事

　

第
二
章
ま
で
、
宗
像
辺
津
宮
の
七
夕
行
事
に
つ
い
て
見
て
き
た
が
、
本
章
で

は
大
島
に
あ
る
大
島
第
二
宮
本
社
の
七
夕
行
事
を
見
て
み
よ
う
。

　
　

ⅰ
、
大
島
第
二
宮
本
社
の
七
夕
行
事

　

中
世
大
島
の
七
夕
行
事
に
つ
い
て
は
、
「
正
平
二
十
三
年
年
中
行
事
」
に
見

え
る
。
こ
こ
に
は
、
「
七
月
七
日 

七
夕
蟲
振
神
事
」
と
見
え
、
辺
津
宮
と
同
様

に
虫
振
神
事
を
行
っ
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。
ち
な
み
に
、
沖
ノ
島
（
息
嶋
）

を
は
じ
め
、
ほ
か
の
末
社
に
は
虫
振
神
事
は
見
ら
れ
な
い
。
辺
津
宮
と
大
島
で

の
み
虫
振
神
事
を
行
っ
て
い
た
こ
と
に
な
る
。

　

そ
し
て
、
辺
津
宮
同
様
に
大
島
で
も
「
正
平
二
十
三
年
年
中
行
事
」
限
り
で

虫
振
神
事
は
見
え
な
く
な
っ
て
し
ま
う
。
天
文
二
十
二
年
（
一
五
五
三
）
の
「
大

島
第
二
宮
年
中
御
神
事
次
第
・
大
島
第
二
宮
年
中
御
供
米
之
事
」
に
は
、
「
七

月
、
七
夕　

御
神
事
」
、
「
七
月　

棚
機
御
供　

四
升
」
と
書
か
れ
て
お
り
、
単

に
七
夕
の
節
供
に
な
っ
て
い
る
。
ち
な
み
に
、
大
島
の
七
夕
行
事
は
、
天
正
十

四
年
（
一
五
八
六
）
に
、
宗
像
大
宮
司
氏
貞
逝
去
後
、
一
時
絶
え
る
が
、
元
禄

二
年
（
一
六
八
九
）
に
再
興
さ
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
大
島
第
二
宮
本
社
に
お

い
て
も
、
辺
津
宮
と
同
様
に
「
正
平
二
十
三
年
年
中
行
事
」
限
り
で
虫
振
神
事

は
見
え
な
く
な
り
、
七
夕
行
事
は
変
化
し
た
と
み
ら
れ
る
。

　
　

ⅱ
、
中
世
大
島
の
祭
祀
組
織

　

次
に
大
島
第
二
宮
の
諸
行
事
に
、
ど
う
い
っ
た
人
た
ち
が
関
わ
っ
て
き
た
の

か
考
え
て
み
よ
う
。

　

ま
ず
、
「
応
安
神
事
次
第
」
（
甲
本
）
の
、
辺
津
宮
の
二
月
の
「
春
大
祭
事
」

の
記
事
を
見
て
み
よ
う
。

　
　

一
、
春

大

祭

事
、 

政
所
有
大
飯

　
　
　

小
勝
浦
神
人
七
人　

大
島
神
人
七
人　
　

、

　
　
　

庭
ニ
テ
中
臣
祓
ア
リ
、
次
御
前
浜
ニ
テ
有
祓
、
祢
宜
魚
ヲ
釣
ル
、

　

こ
の
よ
う
に
、
「
春
大
祭
事
」
に
は
小
勝
浦
神
人
七
人
と
大
島
神
人
の
七
人

が
寄
り
合
っ
て
人
形
を
作
っ
て
い
る
（
桑
田
一
九
八
八
、
五
六
）
。
こ
こ
か
ら

大
島
に
は
七
人
の
神
人
が
存
在
す
る
こ
と
が
分
か
る
。

　

そ
れ
で
は
、
彼
ら
七
人
は
ど
の
よ
う
な
存
在
だ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
し

て
、ど
の
よ
う
に
行
事
に
関
わ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
見
て
み
よ
う
。
同
じ
く
「
応

安
神
事
次
第
」
に
、
十
二
月
二
十
五
日
の
政
所
九
間
社
（
辺
津
宮
）
の
八
女
神

事
（
八
乙
女
に
よ
る
神
楽
舞
）
の
記
述
が
み
え
る
。
こ
の
と
き
に
、
辺
津
宮
の

第
二
宮
の
眷
属
小
神
、
五
位
社
に
て
、
大
島
の
神
人
ら
に
よ
る
「
朸
折
」
の
儀

礼
が
行
わ
れ
て
い
る
。
「
朸
折
」
の
儀
礼
と
は
、
当
時
神
聖
な
呪
物
と
さ
れ
た

朸
（
唐
櫃
等
の
舁
ぎ
棒
）
を
祈
る
行
事
で
、
こ
れ
を
祈
る
こ
と
に
よ
っ
て
甲
乙

間
の
優
劣
・
勝
負
を
決
し
た
儀
礼
で
（
宗
像
神
社
復
興
期
成
會
一
九
六
六
、
二

五
五
、
宗
像
大
社
文
書
編
纂
刊
行
委
員
会
二
〇
〇
九
、
二
三
八
）
、
次
の
よ
う

な
人
た
ち
に
よ
っ
て
な
さ
れ
て
い
た
。

　
　

大
嶋
ノ
五
位
ノ
酒
肴
ア
リ
、
ア
フ
コ
ヲ
リ
ア
リ
、
ア
フ
コ
折

事
、
一
甲
斐

ト
嶋
ノ
弁
済
使
ト
両　

人
役
也
、
大
嶋
ノ
神
人
六
人
参
テ
歌
ヲ
ウ
タ
ウ
ナ

リ
、
嶋
ノ
御
神
楽
コ
ト
シ
、

　
　

神　

官
ウ
ケ
ノ
歌
ア
リ
、
如　

嶽　

祭
、

　

こ
の
よ
う
に
、
ま
ず
末
社
の
五
位
社
に
酒
肴
（
御
酒
大
瓶
一
、
魚
一
尾
）
を

供
え
る
。
次
に
一
甲
斐
と
弁
済
使
で
朸
折
の
役
を
務
め
る
。
そ
し
て
大
島
の
神

人
六
人
が
、
島
の
御
神
楽
の
よ
う
に
歌
う
。
最
後
に
辺
津
宮
の
側
の
神
官
が
ウ

ケ
ノ
歌
を
歌
う
。
ウ
ケ
ノ
歌
は
、
政
所
九
間
社
の
神
事
の
ほ
か
に
、
摂
末
社
の

嶽
祭
と
い
わ
れ
る
祭
り
で
歌
わ
れ
た
（
宗
像
神
社
復
興
期
成
會
一
九
六
六
、
二

四
六
）
。
ち
な
み
に
、
こ
の
儀
礼
に
つ
い
て
、
『
宗
像
神
社
史
』
は
、
「
沖
津
宮

と
中
津
宮
と
の
奉
仕
者
間
で
行
は
れ
、
そ
の
勝
負
に
よ
つ
て
、
兩
宮
奉
仕
者
の

優
劣
が
き
め
ら
れ
た
も
の
と
考
へ
ら
れ
る
（
宗
像
神
社
復
興
期
成
會
一
九
六

六
、
二
五
五
）
」
と
推
測
し
て
い
る
。

　

彼
ら
に
つ
い
て
の
詳
細
は
、
「
応
安
神
事
次
第
」
よ
り
も
時
代
が
下
る
も
の

の
、
「
宗
像
宮
御
廳
着
座
次
第
寫
」
に
よ
っ
て
明
ら
か
に
な
る
。

　

ま
ず
、
弁
済
仕
は
弁
済
仕
少
宮
司
と
さ
れ
、
併
せ
て
大
嶋
御
嶽
第
一
宮
御
燈

と
さ
れ
る
。
大
島
の
御
嶽
と
は
、
中
津
宮
の
後
ろ
に
聳
え
る
山
で
、
現
在
で
も

御
嶽
神
社
が
鎮
座
す
る
。
江
戸
時
代
に
は
、
山
上
の
神
社
が
本
社
に
移
さ
れ
て

し
ま
っ
て
い
た
よ
う
だ
が
、
里
人
に
天
照
大
神
と
言
わ
れ
て
い
た
と
い
う
。
そ

れ
以
前
に
は
、
「
大
島
御
嶽
三
所
大
菩
薩
」
と
さ
れ
た
こ
と
も
あ
っ
た
と
い

う 

。
実
際
に
、
御
嶽
は
霊
山
を
思
わ
せ
る
趣
が
あ
り
、
眺
望
に
お
い
て
優
れ
て

い
る
。
沖
ノ
島
は
も
ち
ろ
ん
、
本
土
の
側
を
望
め
ば
条
件
が
良
け
れ
ば
遠
く
田

川
郡
の
霊
峰
彦
山
（
英
彦
山
）
を
も
見
渡
す
こ
と
が
で
き
る
。
一
方
で
、
地
元

の
子
ど
も
た
ち
か
ら
は
、
怪
談
め
い
た
話
が
語
ら
れ
、
近
づ
き
た
く
な
い
場
所

と
も
さ
れ
る
。
祭
祀
が
な
さ
れ
る
特
別
の
場
で
あ
っ
た
と
す
る
「
記
憶
」
が
世

代
を
超
え
現
在
に
伝
え
ら
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　

弁
済
仕
は
、
一
般
的
に
は
「
弁
済
使
」
と
し
、
荘
園
で
課
役
を
勤
仕
さ
せ
る

た
め
に
設
置
さ
れ
た
と
さ
れ
る
。
従
っ
て
、
御
嶽
を
管
轄
す
る
神
官
で
あ
る
と

同
時
に
大
島
の
行
政
の
長
と
し
て
の
役
割
を
果
た
し
た
と
み
ら
れ
る
。

　

一
甲
斐
と
は
、
代
々
大
島
に
居
住
し
た
沖
津
宮
（
第
一
宮
本
社
）
奉
仕
の
社

家
で
あ
る
。
対
し
て
中
津
宮
（
第
二
宮
本
社
）
奉
仕
の
社
家
は
、
同
様
に
代
々

大
島
に
居
住
し
、
二
甲
斐
を
名
乗
っ
て
い
る
（
宗
像
神
社
復
興
期
成
會
一
九

六
六
、
五
二
六
～
五
三
三
）
。
そ
の
他
の
神
人
に
つ
い
て
は
、「
応
安
神
事
次
第
」

の
「
春
大
祭
事
」
に
は
七
人
と
見
え
、
「
朸
折
」
の
儀
礼
の
記
事
で
は
六
人
と

見
え
る
。
他
方
、「
宗
像
宮
御
廳
着
座
次
第
寫
」
に
は
目
原
・
立
石
・
大
嶋
・
今

里
・
江
坂
の
五
名
が
見
え
る
。
大
島
神
人
は
六
人
前
後
存
在
し
、
大
島
島
内
の

各
所
に
居
住
し
、
末
社
な
ど
に
奉
仕
し
て
い
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

　

こ
の
よ
う
に
、
大
島
に
は
、
行
政
官
と
神
官
を
兼
ね
た
よ
う
な
弁
済
仕
、
第

一
宮
本
社
（
沖
津
宮
）
に
奉
仕
し
た
一
甲
斐
、
第
二
宮
本
社
に
奉
仕
し
た
二
甲

斐
、
そ
し
て
六
人
前
後
の
神
人
が
存
在
し
、
役
割
を
分
担
し
な
が
ら
共
に
儀
礼

に
関
わ
っ
た
と
み
ら
れ
る
。

　
　

ⅲ
、
歌
学
書
に
見
え
る
大
島
の
七
夕

　

第
二
宮
本
社
の
境
内
に
、
い
つ
の
頃
か
ら
か
牽
牛
織
女
の
小
社
が
天
ノ
川
を

挟
ん
で
設
け
ら
れ
る
。
ち
な
み
に
、
天
ノ
川
は
、
御
嶽
の
下
に
源
流
を
も
ち
、

第
二
宮
本
社
（
中
津
宮
）
の
境
内
を
流
れ
る
川
で
あ
る
。
ま
た
同
じ
く
境
内
に

は
、
天
の
真
名
井
と
い
わ
れ
る
霊
泉
が
あ
っ
て
、
天
ノ
川
に
水
を
供
給
す
る
。

こ
れ
ら
の
小
社
に
つ
い
て
、『
筑
前
国
続
風
土
記
』
（
宗
像
郡
上
、
十
六
）
は
、

次
の
よ
う
に
紹
介
し
て
い
る
。

　
　

石
見
女
式
髄
脳
に
曰
、
筑
前
大
島
と
云
所
に
星
宮
と
て
有
、
川
を
隔
て

ゝ
宮
有
、
北
を
彦
星
の
宮
と
云
、
南
を
は
七
夕
宮
と
い
ふ
也
、
男
を
申
者

彦
星
の
宮
に
籠
り
、
女
を
申
者
は
七
夕
の
宮
に
籠
る
な
り
、
七
月
朔
日
よ

り
七
日
送
に
籠
り
て
、
川
中
に
三
重
の
棚
を
結
て
星
祭
を
し
て
、
三
の
手

洗
に
水
を
入
て
影
を
見
る
に
、
何
も
逢
へ
き
男
の
姿
手
洗
に
う
つ
れ
は
、

其
男
に
逢
へ
き
と
知
な
り
、
古
今
集
栄
雅
抄
に
曰
、
筑
前
國
大
島
の
星

の
宮
と
て
、
北
は
彦
星
を
い
わ
ひ
、
南
ハ
織
女
を
崇
む
、
二
社
の
間
に
川

有
、
天
の
川
と
名
付
く
、
女
を
得
ん
と
お
も
へ
は
織
女
の
宮
に
籠
り
、
男

を
得
ん
と
思
へ
は
彦
星
の
宮
に
籠
る
、
七
月
朔
日
よ
り
七
日
の
夜
半
に
至

り
、
河
中
に
棚
を
結
ひ
て
、
手
洗
上
中
下
三
に
水
を
入
て
、
上
中
下
に
男

の
名
を
書
て
祭
り
を
し
て
、
手
洗
に
う
つ
り
た
る
に
随
て
、
其
男
女
を
定

る
な
り
、
此
祭
り
お
せ
ん
と
て
、
河
原
に
た
ゝ
ぬ
日
ハ
な
し
と
い
へ
り
、

　

こ
の
よ
う
に
、
「
石
見
女
式
髄
脳
」
と
「
古
今
集
栄
雅
抄
」
の
二
つ
の
中
世

の
歌
学
書
を
引
用
し
て
い
る
。
ち
な
み
に
、
「
石
見
女
式
髄
脳
」
は
、
「
石
見
女

式
」
と
も
い
わ
れ
る
中
世
の
歌
学
書
で
、
こ
の
柿
本
人
麻
呂
の
娘
石
見
女
に
仮

託
し
著
さ
れ
て
い
る
。
両
部
神
道
や
二
条
家
歌
学
の
影
響
が
強
く
、
鎌
倉
時
代

末
期
以
後
の
成
立
と
み
ら
れ
る
。「
古
今
集
栄
雅
抄
」
は
、
中
世
の
和
歌
と
蹴
鞠

の
家
、
飛
鳥
井
家
の
飛
鳥
井
雅
親
（
栄
雅
、
一
四
一
七—

一
四
九
〇
）
が
、
『
古

今
和
歌
集
』
の
講
釈
を
聞
き
書
き
し
た
も
の
で
あ
る 

。

　

こ
れ
ら
二
つ
の
歌
学
書
に
よ
る
と
、
七
月
一
日
か
ら
七
日
ま
で
、
愛
し
い
男

性
と
出
会
い
た
い
と
思
う
人
は
彦
星
の
宮
（
牽
牛
社
）
、
愛
し
い
女
性
と
出
会

い
た
い
人
は
七
夕
宮
（
織
女
社
）
に
お
籠
も
り
を
し
、
河
中
に
棚
を
結
っ
て
タ

ラ
イ
に
水
を
張
り
男
女
の
仲
を
占
っ
た
と
す
る
。『
宗
像
神
社
史
』（
下
）
で
は
、

こ
れ
を
、
「
正
平
二
十
三
年
年
中
行
事
」
に
見
え
る
虫
振
神
事
と
と
も
に
行
わ

れ
た
「
特
殊
な
七
夕
神
事
」
と
み
な
し
て
い
る
（
宗
像
神
社
復
興
期
成
會
一
九

六
六
、
二
八
二
）
。
と
こ
ろ
が
、「
正
平
二
十
三
年
年
中
行
事
」
に
は
、
第
二
宮

本
社
の
境
内
社
と
し
て
五
位
社
、
大
宮
社
、
大
神
宮
社
、
河
上
社
、
御
衣
代
社
、

所
司
社
、
龍
王
者
、
年
所
社
、
止
〃
社
、
祝
詞
社
、
荒
熊
社
、
山
部
社
、
山
師
社
、

御
竈
社
、
君
達
社
、
草
上
社
、
天
宮
社
、
金
宮
社
、
御
船
漕
社
、
薭
和
社
、
四
道
社
、

朝
拜
社
、
風
隼
社
、
息
送
社
、
九
日
社
、
息
正
三
位
社
が
あ
が
っ
て
い
る
。
こ

の
よ
う
に
、
少
な
く
と
も
眷
属
社
二
十
六
社
の
な
か
に
数
え
ら
れ
る
社
に
は
牽

牛
や
織
女
に
関
わ
る
社
名
は
見
え
な
い
。『
宗
像
神
社
史
』（
上
）
に
よ
っ
て
も
、

当
時
に
お
け
る
両
社
の
存
在
に
つ
い
て
は
「
牽
牛
・
織
女
兩
社
の
祭
り
が
あ
つ

た
も
の
と
解
さ
れ
（
宗
像
神
社
復
興
期
成
會
一
九
六
一
、
五
六
二
）
」
る
と
、

あ
く
ま
で
推
測
の
域
を
出
な
い
。
そ
の
後
、
七
夕
行
事
に
つ
い
て
「
七
夕
」
や

「
棚
機
」
と
記
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
も
、
史
料
中
に
こ
う
し
た
特
殊
な
神
事

に
つ
い
て
の
記
述
は
見
え
な
い
。

　

他
方
、
歌
学
書
の
な
か
に
は
、
筑
前
（
筑
後
）
大
崎
星
宮
と
、
現
在
の
福
岡

県
小
郡
市
の
地
名
を
挙
げ
て
い
る
も
の
も
見
ら
れ
る
。
大
崎
は
現
在
の
福
岡
県

小
郡
市
に
あ
っ
て
、
七
夕
行
事
で
知
ら
れ
る
媛
社
神
社
が
鎮
座
す
る
。
や
は
り

こ
こ
に
お
い
て
も
、
大
島
同
様
に
実
際
の
川
（
宝
満
川
）
を
天
の
川
に
見
立
て

て
、
織
女
た
る
媛
社
神
社
の
対
岸
に
牽
牛
社
を
祀
り
、
彦
星
と
織
姫
の
七
夕
伝

説
を
再
現
す
る
か
た
ち
の
祀
り
方
に
な
っ
て
い
る
。
こ
の
大
崎
で
は
、
古
く
「
肥

前
国
風
土
記
」
に
織
女
神
が
見
え
る
が
、
そ
こ
に
見
え
る
織
女
神
は
、
媛
社
の

郷
に
あ
っ
て
非
常
に
荒
ぶ
る
神
で
あ
り
、
道
行
く
人
を
殺
し
た
り
し
た
と
い
う
。

こ
こ
か
ら
、
単
純
に
は
恋
愛
に
結
び
つ
く
よ
う
な
神
と
は
思
え
な
い
。
こ
の
荒

ぶ
る
神
が
織
女
と
さ
れ
た
の
は
、
「
肥
前
国
風
土
記
」
に
よ
る
と
、
宗
像
の
珂

是
古
な
る
人
物
が
、
織
物
の
女
神
の
織
女
で
あ
る
こ
と
を
示
し
た
こ
と
に
よ
る

と
い
う
。
ち
な
み
に
、
こ
の
媛
社
神
社
の
七
夕
行
事
が
有
名
に
な
っ
た
の
は
、

『
小
郡
市
史
』
は
江
戸
時
代
の
中
期
以
降
と
す
る
。
こ
の
こ
ろ
に
、
そ
れ
以
前

の
元
禄
十
年
（
一
六
九
七
）
に
は
岩
船
大
明
神
と
の
み
し
て
い
た
も
の
が
、
嘉

永
七
年
（
一
八
五
四
）
の
鳥
居
の
額
に
「
磐
船
神
社
」
に
加
え
て
「
棚
機
神
社
」

と
並
記
さ
れ
る
と
い
っ
た
祭
神
名
の
移
動
を
窺
わ
せ
る
こ
と
が
起
き
た
り
、
明

和
六
年
（
一
七
六
九
）
に
神
像
が
作
ら
れ
た
り
し
た
と
い
う
（
小
郡
市
史
編
集

委
員
会
一
九
九
八
、
七
六
五
）
。

　

い
ず
れ
に
し
て
も
、
歌
学
書
の
記
述
に
見
え
る
大
島
と
大
崎
の
双
方
に
七
夕

行
事
が
存
在
し
、
今
も
っ
て
ど
ち
ら
か
と
い
う
こ
と
が
は
っ
き
り
し
て
い
な

い
。
ど
ち
ら
に
し
て
も
、
歌
学
書
の
記
述
は
、
飛
鳥
井
家
の
よ
う
な
和
歌
の
家

や
和
歌
を
相
伝
す
る
人
た
ち
の
間
で
、
大
島
や
大
崎
と
い
っ
た
現
地
の
あ
り
様

や
信
仰
、
そ
の
他
の
伝
承
と
は
切
り
離
さ
れ
た
か
た
ち
で
独
り
歩
き
し
た
可
能

性
が
あ
る
。
他
方
、
現
地
の
大
島
や
大
崎
の
側
で
は
、
こ
う
し
て
和
歌
の
世
界

の
な
か
で
出
来
上
が
っ
た
歌
学
書
の
「
七
夕
」
が
、
そ
れ
を
知
っ
た
現
地
の
知

識
人
の
よ
う
な
人
た
ち
に
よ
っ
て
再
帰
的
に
受
け
入
れ
ら
れ
、
新
た
な
七
夕
と

し
て
定
着
し
て
い
っ
た
可
能
性
も
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
歌
学
書
の
七
夕
の
記
述

を
さ
ら
に
詳
し
く
理
解
す
る
こ
と
は
、
史
実
か
否
か
と
い
っ
た
こ
と
ば
か
り
で

は
な
く
、
歌
学
書
の
民
俗
へ
の
影
響
を
知
る
上
で
も
大
切
な
こ
と
で
は
な
か
ろ

う
か
。

　

お
わ
り
に

　

宮
中
や
官
社
で
あ
っ
た
神
社
で
は
、
七
月
七
日
に
虫
干
し
を
行
っ
て
い
た
。

こ
れ
ら
は
、
民
間
と
い
う
よ
り
は
、
例
え
ば
神
社
で
は
大
宮
司
が
祭
祀
を
司
る

な
ど
、
宮
中
や
神
社
に
お
け
る
重
要
な
行
事
と
し
て
な
さ
れ
て
い
た
。

　

九
州
に
お
い
て
は
、
宗
像
宮
や
宇
佐
宮
に
虫
振
神
事
が
見
ら
れ
た
。
宇
佐
宮

に
お
い
て
は
、
今
で
も
虫
振
祭
と
称
し
、
虫
振
神
事
を
ル
ー
ツ
と
す
る
神
事
を

行
っ
て
い
る
。
こ
の
宇
佐
宮
の
虫
振
神
事
は
、

中
世
以
前
に
お
い
て
は
、
大

宮
司
が
祭
祀
を
司
る
重
要
な
行
事
と
し
て
な
さ
れ
て
い
た
。
と
こ
ろ
が
、
宗
像

宮
で
は
大
宮
司
の
役
は
見
え
ず
、
正
平
二
十
三
年
（
一
三
六
八
）
の
「
正
平
二

十
三
年
年
中
行
事
」
限
り
で
見
え
な
く
な
る
。
扱
い
に
お
い
て
他
社
ほ
ど
重
視

さ
れ
て
は
い
な
か
っ
た
と
み
ら
れ
る
。

　

大
島
に
お
い
て
は
、
第
二
宮
本
社
で
辺
津
宮
と
同
じ
よ
う
に
当
初
は
「
蟲
振

神
事
」
と
し
て
七
夕
の
行
事
を
行
っ
た
が
、
や
は
り
こ
こ
で
も
虫
振
神
事
は
見

え
な
く
な
り
、「
七
夕
」
や
「
棚
機
」
、「
七
夕
棚
機
」
と
も
称
す
る
よ
う
に
な
っ

た
。

　

こ
の
よ
う
に
、
宗
像
宮
の
虫
振
神
事
は
、
中
央
の
影
響
を
受
け
た
官
社
の
行

事
を
起
源
に
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
と
こ
ろ
が
、
以
上
の
よ
う
に
他
の
官

社
に
く
ら
べ
、
こ
の
行
事
を
重
視
し
て
い
な
か
っ
た
と
み
え
、
そ
の
後
、
虫
振

神
事
は
見
え
な
く
な
っ
た
。

　

本
稿
で
は
、
大
島
の
祭
祀
組
織
に
つ
い
て
も
「
応
安
神
事
次
第
」
や
「
宗
像

宮
御
廳
着
座
次
第
寫
」
に
よ
っ
て
検
討
し
た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
中
世
の
大
島

に
は
、
神
事
に
関
わ
る
者
と
し
て
、
御
嶽
を
管
轄
す
る
神
官
で
あ
る
と
同
時
に
、

大
島
の
行
政
の
長
と
し
て
活
躍
し
た
と
み
ら
れ
る
弁
済
仕
少
宮
司
、
大
島
に
居

住
し
沖
津
宮
（
第
一
宮
本
社
）
に
奉
仕
し
た
社
家
一
甲
斐
、
中
津
宮
（
第
二
宮

社
）
に
奉
仕
し
た
二
甲
斐
、
そ
の
他
六
人
前
後
の
神
人
が
存
在
し
た
こ
と
を
確

認
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

　

以
上
か
ら
、
大
島
の
七
夕
行
事
は
、
民
間
か
ら
は
じ
ま
っ
た
と
言
う
よ
り
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は
、
宮
中
の
儀
礼
に
対
応
す
る
よ
う
な
、
官
社
と
し
て
の
宗
像
宮
の
儀
礼
と
し

て
は
じ
ま
っ
た
も
の
で
あ
る
と
言
え
よ
う
。
し
か
し
な
が
ら
今
も
っ
て
な
お
そ

の
内
実
に
お
い
て
未
詳
な
部
分
が
多
い
。

今
後
は
、

同
時
代
の
史
料
や
、
年

中
行
事
に
関
わ
る
摂
末
社
の
史
料
な
ど
を
用
い
た
さ
ら
な
る
検
討
に
よ
っ
て
そ

の
内
実
を
明
ら
か
に
す
る
と
と
も
に
、
虫
振
神
事
か
ら
乞
巧
奠
や
七
夕
神
事
へ

の
変
化
と
い
っ
た
こ
と
に
つ
い
て
明
ら
か
に
す
る
必
要
が
あ
ろ
う
。
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２
）
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和
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北
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時
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お
け
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筑
前
宗
像
社
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年
中
行
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を
通
し
て
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『
西
南
地
域
史
研
究
』
第
六
輯
、
四
一
～
六
六
頁
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大
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文
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編
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刊
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委
員
会
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頁
。

（
３
）
「
西
宮
記
」
（
『
神
道
大
系
』
朝
儀
祭
祀
編
二
、
西
宮
記
、
二
〇
一
頁
）
。

（
４
）
「
江
家
次
第
」
（
『
神
道
大
系
』
朝
儀
祭
祀
編
四
、
江
家
次
第
、
四
〇
四
頁
）
。

（
５
）
『
神
道
大
系
』
（
神
社
編
三
十
七
、
出
雲
大
社
）
の
解
題
に
よ
る
。

（
６
）
『
神
道
大
系
』
（
神
社
編
三
十
七
、
出
雲
大
社
）
の
解
題
に
よ
る
。

（
７
）
「
御
神
事
式
」
（
『
神
道
大
系
』
神
社
編
三
十
七
、
出
雲
大
社
、
三
八
三
～
三
八

四
頁
）
。

（
８
）
時
期
に
つ
い
て
は
、
『
神
道
大
系
』
（
神
社
編
十
九
、
熱
田
）
に
よ
る
。

（
９
）
「
文
明
十
七
年
年
中
行
事
」
（
『
神
道
大
系
』
神
社
編
十
九
、
熱
田
、
一
九
〇
頁
）
。

（
10
）
「
熱
田
祭
奠
年
中
行
事
故
實
考
」
（
『
神
道
大
系
』
神
社
編
十
九
、
熱
田
、
三
一

三
頁
）
。

（
11
）「
宇
佐
宮
寺
年
中
行
事
一
具
勤
行
次
第
」（
『
神
道
大
系
』
神
社
編
四
十
七
、
宇
佐
、

六
五
七
頁
）
。

（
12
）
「
宇
佐
宮
寺
年
中
月
並
神
事
」
（
『
神
道
大
系
』
神
社
編
四
十
七
、
宇
佐
、
六
六

七
頁
）
。

（
13
）
「
宇
佐
宮
齋
會
式
」
（
『
神
道
大
系
』
神
社
編
四
十
七
、
宇
佐
、
七
二
二
頁
）
。

（
14
）
「
正
平
二
十
三
年
年
中
行
事
」
に
見
え
る
末
社
の
七
夕
の
行
事
に
つ
い
て
は
、
山

王
社
、
山
田
郷
妙
見
社
、
山
田
郷
白
山
権
現
、
土
穴
若
宮
社
、
内
殿
郷
若
宮
、
神

郷
若
宮
、
年
毛
大
明
神
、
室
貴
社
、
宮
田
社
、
光
岡
若
宮
社
、
十
所
王
子
社
、
山

口
若
宮
社
、
宮
永
若
宮
社
、
鴨
山
若
宮
社
、
朝
町
大
明
神
の
以
上
十
五
社
に
、
神

事
や
節
供
神
事
が
見
え
る
。

（
15
）
天
文
二
十
二
年
（
一
五
五
三
）
「
大
島
第
二
宮
年
中
御
神
事
次
第
・
大
島
第
二

宮
年
中
御
供
米
之
事
」
（
『
宗
像
大
社
文
書
』
三
、
四
一
七
～
四
二
一
頁
）
。

（
16
）
政
所
に
付
属
し
同
一
構
内
に
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
大
宮
司
が
就
任
す

る
よ
う
な
晴
の
儀
式
に
用
い
ら
れ
た
。
建
物
の
大
き
さ
は
、
九
間
（
約
一
六
・
四

メ
ー
ト
ル
）
で
あ
っ
た
と
み
ら
れ
る
（
宗
像
神
社
復
興
期
成
會
一
九
六
一
、
四
一

二
、
同
一
九
六
六
、
二
五
四
、
宗
像
大
社
文
書
編
纂
刊
行
委
員
会
二
〇
〇
九
、
二

三
八
）
。

（
17
）
「
応
安
神
事
次
第　

甲
本
」
（
『
宗
像
大
社
文
書
』
三
、
二
二
一
頁
）
。

（
18
）
嶽
祭
は
、
二
月
十
五
日
に
行
わ
れ
た
（
「
応
安
神
事
次
第　

戊
本
」
）
も
の
の

ほ
か
に
、
十
二
月
十
九
日
に
田
野
郷
與
里
明
神
嶽
祭
、
同
森
社
嶽
祭
、
織
幡
・
人

見
明
神
嶽
祭
が
、
十
二
月
二
十
日
に　

許
斐
的
原
明
神
嶽
祭
、
宮
地
嶽
明
神
嶽
祭
、

在
自
郷
若
宮
明
神
嶽
祭
、
奴
山
縫
殿
社
嶽
祭
が
行
わ
れ
た
（
宗
像
神
社
復
興
期
成

會
一
九
六
六
、
五
五
～
二
五
九
頁
）
。

（
19
）
『
宗
像
大
社
文
書
』
三
、
四
六
五
～
四
六
六
頁
。

（
20
）
『
筑
前
国
続
風
土
記
』
に
は
、
「
御
社
の
後
に
御
嶽
と
云
高
き
山
あ
り
。
昔
は
山

上
に
神
社
あ
り
。
田
島
の
祭
禮
記
に
、
大
島
御
嶽
三
所
大
菩
薩
と
あ
り
。
里
民
は

天
照
大
神
に
て
お
は
し
ま
す
と
云
。
然
と
も
い
ま
た
詳
な
ら
す
。
寛
文
二
年
本
社

の
境
内
に
小
社
を
立
て
遷
し
奉
る
」
と
あ
る
。

（
21
）
「
九
州
旅
ネ
ッ
ト
」

　
　

d
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=
1
5
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二
〇
一
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年
一
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二
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）
。

（
22
）「
孔
大
寺
一
品
經
目
録
」（『
宗
像
大
社
文
書
』
三
、四
〇
六
～
四
六
四
頁
）
に
「
大

嶋
權
官
」
と
見
え
る
。

（
23
）
「
古
今
集
栄
雅
抄
」
に
つ
い
て
は
、
日
高
愛
子
氏
の
「
飛
鳥
井
家
歌
学
と
そ
の
継

　
　

承
」
を
参
照
し
た
（
日
高
愛
子
二
〇
一
五
「
飛
鳥
井
家
歌
学
と
そ
の
継
承
」
九
州

大
学
博
士
論
文
（
未
公
刊
）
）
。
な
お
飛
鳥
井
は
、
藤
原
北
家
師
実
流
で
、
藤
原

　
　

雅
経
（
一
一
七
〇
�
一
二
二
一
）
か
ら
号
す
。

（
24
）
『
日
本
古
典
文
学
大
辞
典
』
岩
波
書
店
。

（
25
）
飛
鳥
井
雅
親
は
、
足
利
義
政
・
義
尚
の
師
範
を
務
め
る
と
と
も
に
、
三
条
西
実

隆
や
宗
祇
な
ど
に
指
導
を
行
っ
た
。
雅
親
は
、
実
子
の
雅
俊
（
一
四
六
二
�
一
五

二
三
）
に
家
督
を
譲
っ
た
。

（
26
）
古
今
和
歌
集
三
条
抄
（
宮
内
庁
書
陵
部
所
蔵
）
、
な
お
筆
者
は
、
国
文
学
研
究

資
料
館
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を
参
照
し
た
。

参
考
文
献

　

井
上
寛
司
『
日
本
の
神
社
と
「
神
道
」
』
校
倉
書
房
、
二
〇
〇
六
年

　

井
上
寛
司
『
「
神
道
」
の
虚
像
と
実
像
』
講
談
社
、
二
〇
一
一
年

　

小
郡
市
史
編
集
委
員
会
『
小
郡
市
史
』
第
三
巻
通
史
編　

現
代
・
民
俗
・
地
名
、
一

　
　

九
九
八
年

　

桑
田
和
明
「
南
北
朝
・
室
町
時
代
に
お
け
る
筑
前
宗
像
社
と
諸
郷
�
年
中
行
事
を
通

し
て
�
」
『
西
南
地
域
史
研
究
』
第
六
輯
、
四
一
～
六
六
頁
、
一
九
八
八
年

　

神
道
大
系
編
纂
会
『
神
道
大
系
』
神
社
編
四
十
七
、
宇
佐
、
一
九
八
九
年

　

神
道
大
系
編
纂
会
『
神
道
大
系
』
神
社
編
十
九
、
熱
田
、
一
九
九
〇
年

　

神
道
大
系
編
纂
会
『
神
道
大
系
』
神
社
編
三
十
七
、
出
雲
大
社
、
一
九
九
一
年

　

日
本
古
典
文
学
大
辞
典
編
集
委
員
会
『
日
本
古
典
文
学
大
辞
典
』
岩
波
書
店
、
一
九

八
六
年

　

日
高
愛
子
「
飛
鳥
井
家
歌
学
と
そ
の
継
承
」
九
州
大
学
博
士
論
文
（
未
公
刊
）
、
二

〇
一
五
年

　

宗
像
神
社
復
興
期
成
會
『
宗
像
神
社
史
』
上
、
一
九
六
一
年

　

宗
像
神
社
復
興
期
成
會
『
宗
像
神
社
史
』
下
、
一
九
六
六
年

　

宗
像
大
社
文
書
編
纂
刊
行
委
員
会
『
宗
像
大
社
文
書
』
第
三
巻
、
宗
像
大
社
復
興
期

成
會
、
二
〇
〇
九
年

　

森
弘
子
「
宗
像
大
社
の
無
形
民
俗
文
化
財
」
『
宗
像
・
沖
ノ
島
と
関
連
遺
産
群
』
研

究
報
告
Ⅰ
、
一
～
二
八
頁
、
二
〇
一
一
年

（
な
か
む
ら
た
く　

民
俗
・
美
術
・
建
築
部
会
）



44

は
、
宮
中
の
儀
礼
に
対
応
す
る
よ
う
な
、
官
社
と
し
て
の
宗
像
宮
の
儀
礼
と
し

て
は
じ
ま
っ
た
も
の
で
あ
る
と
言
え
よ
う
。
し
か
し
な
が
ら
今
も
っ
て
な
お
そ

の
内
実
に
お
い
て
未
詳
な
部
分
が
多
い
。

今
後
は
、

同
時
代
の
史
料
や
、
年

中
行
事
に
関
わ
る
摂
末
社
の
史
料
な
ど
を
用
い
た
さ
ら
な
る
検
討
に
よ
っ
て
そ

の
内
実
を
明
ら
か
に
す
る
と
と
も
に
、
虫
振
神
事
か
ら
乞
巧
奠
や
七
夕
神
事
へ

の
変
化
と
い
っ
た
こ
と
に
つ
い
て
明
ら
か
に
す
る
必
要
が
あ
ろ
う
。
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史
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〇
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頁
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（
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）
「
西
宮
記
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編
二
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西
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、
二
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一
頁
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（
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「
江
家
次
第
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儀
祭
祀
編
四
、
江
家
次
第
、
四
〇
四
頁
）
。

（
５
）
『
神
道
大
系
』
（
神
社
編
三
十
七
、
出
雲
大
社
）
の
解
題
に
よ
る
。

（
６
）
『
神
道
大
系
』
（
神
社
編
三
十
七
、
出
雲
大
社
）
の
解
題
に
よ
る
。

（
７
）
「
御
神
事
式
」
（
『
神
道
大
系
』
神
社
編
三
十
七
、
出
雲
大
社
、
三
八
三
～
三
八

四
頁
）
。

（
８
）
時
期
に
つ
い
て
は
、
『
神
道
大
系
』
（
神
社
編
十
九
、
熱
田
）
に
よ
る
。

（
９
）
「
文
明
十
七
年
年
中
行
事
」
（
『
神
道
大
系
』
神
社
編
十
九
、
熱
田
、
一
九
〇
頁
）
。

（
10
）
「
熱
田
祭
奠
年
中
行
事
故
實
考
」
（
『
神
道
大
系
』
神
社
編
十
九
、
熱
田
、
三
一

三
頁
）
。

（
11
）「
宇
佐
宮
寺
年
中
行
事
一
具
勤
行
次
第
」（
『
神
道
大
系
』
神
社
編
四
十
七
、
宇
佐
、

六
五
七
頁
）
。

（
12
）
「
宇
佐
宮
寺
年
中
月
並
神
事
」
（
『
神
道
大
系
』
神
社
編
四
十
七
、
宇
佐
、
六
六

七
頁
）
。

（
13
）
「
宇
佐
宮
齋
會
式
」
（
『
神
道
大
系
』
神
社
編
四
十
七
、
宇
佐
、
七
二
二
頁
）
。

（
14
）
「
正
平
二
十
三
年
年
中
行
事
」
に
見
え
る
末
社
の
七
夕
の
行
事
に
つ
い
て
は
、
山

王
社
、
山
田
郷
妙
見
社
、
山
田
郷
白
山
権
現
、
土
穴
若
宮
社
、
内
殿
郷
若
宮
、
神

郷
若
宮
、
年
毛
大
明
神
、
室
貴
社
、
宮
田
社
、
光
岡
若
宮
社
、
十
所
王
子
社
、
山

口
若
宮
社
、
宮
永
若
宮
社
、
鴨
山
若
宮
社
、
朝
町
大
明
神
の
以
上
十
五
社
に
、
神

事
や
節
供
神
事
が
見
え
る
。

（
15
）
天
文
二
十
二
年
（
一
五
五
三
）
「
大
島
第
二
宮
年
中
御
神
事
次
第
・
大
島
第
二

宮
年
中
御
供
米
之
事
」
（
『
宗
像
大
社
文
書
』
三
、
四
一
七
～
四
二
一
頁
）
。

（
16
）
政
所
に
付
属
し
同
一
構
内
に
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
大
宮
司
が
就
任
す

る
よ
う
な
晴
の
儀
式
に
用
い
ら
れ
た
。
建
物
の
大
き
さ
は
、
九
間
（
約
一
六
・
四

メ
ー
ト
ル
）
で
あ
っ
た
と
み
ら
れ
る
（
宗
像
神
社
復
興
期
成
會
一
九
六
一
、
四
一

二
、
同
一
九
六
六
、
二
五
四
、
宗
像
大
社
文
書
編
纂
刊
行
委
員
会
二
〇
〇
九
、
二

三
八
）
。

（
17
）
「
応
安
神
事
次
第　

甲
本
」
（
『
宗
像
大
社
文
書
』
三
、
二
二
一
頁
）
。

（
18
）
嶽
祭
は
、
二
月
十
五
日
に
行
わ
れ
た
（
「
応
安
神
事
次
第　

戊
本
」
）
も
の
の

ほ
か
に
、
十
二
月
十
九
日
に
田
野
郷
與
里
明
神
嶽
祭
、
同
森
社
嶽
祭
、
織
幡
・
人

見
明
神
嶽
祭
が
、
十
二
月
二
十
日
に　

許
斐
的
原
明
神
嶽
祭
、
宮
地
嶽
明
神
嶽
祭
、

在
自
郷
若
宮
明
神
嶽
祭
、
奴
山
縫
殿
社
嶽
祭
が
行
わ
れ
た
（
宗
像
神
社
復
興
期
成

會
一
九
六
六
、
五
五
～
二
五
九
頁
）
。

（
19
）
『
宗
像
大
社
文
書
』
三
、
四
六
五
～
四
六
六
頁
。

（
20
）
『
筑
前
国
続
風
土
記
』
に
は
、
「
御
社
の
後
に
御
嶽
と
云
高
き
山
あ
り
。
昔
は
山

上
に
神
社
あ
り
。
田
島
の
祭
禮
記
に
、
大
島
御
嶽
三
所
大
菩
薩
と
あ
り
。
里
民
は

天
照
大
神
に
て
お
は
し
ま
す
と
云
。
然
と
も
い
ま
た
詳
な
ら
す
。
寛
文
二
年
本
社

の
境
内
に
小
社
を
立
て
遷
し
奉
る
」
と
あ
る
。

（
21
）
「
九
州
旅
ネ
ッ
ト
」

　
　

d
e
t
a
i
l
&
i
d
=
1
5
[

二
〇
一
八
年
一
〇
月
二
日]

）
。

（
22
）「
孔
大
寺
一
品
經
目
録
」（『
宗
像
大
社
文
書
』
三
、四
〇
六
～
四
六
四
頁
）
に
「
大

嶋
權
官
」
と
見
え
る
。

（
23
）
「
古
今
集
栄
雅
抄
」
に
つ
い
て
は
、
日
高
愛
子
氏
の
「
飛
鳥
井
家
歌
学
と
そ
の
継

　
　

承
」
を
参
照
し
た
（
日
高
愛
子
二
〇
一
五
「
飛
鳥
井
家
歌
学
と
そ
の
継
承
」
九
州

大
学
博
士
論
文
（
未
公
刊
）
）
。
な
お
飛
鳥
井
は
、
藤
原
北
家
師
実
流
で
、
藤
原

　
　

雅
経
（
一
一
七
〇
�
一
二
二
一
）
か
ら
号
す
。

（
24
）
『
日
本
古
典
文
学
大
辞
典
』
岩
波
書
店
。

（
25
）
飛
鳥
井
雅
親
は
、
足
利
義
政
・
義
尚
の
師
範
を
務
め
る
と
と
も
に
、
三
条
西
実

隆
や
宗
祇
な
ど
に
指
導
を
行
っ
た
。
雅
親
は
、
実
子
の
雅
俊
（
一
四
六
二
�
一
五

二
三
）
に
家
督
を
譲
っ
た
。

（
26
）
古
今
和
歌
集
三
条
抄
（
宮
内
庁
書
陵
部
所
蔵
）
、
な
お
筆
者
は
、
国
文
学
研
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